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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
〜
一
八
九
九
年
）

電
気
通
信
の
幕
開
け

遠
距
離
を
瞬
時
に
情
報
を
伝
達
す
る
手
段
が
、
近
代
以
前
に
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
狼
煙
の
ろ
し

や
発
火
信

号
、
旗
や
の
ぼ
り
に
よ
る
情
報
伝
達
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
江
戸
時
代
、
大
阪
・
堂
島
の
米
相
場
は
手
旗
信
号

や
、
夜
間
は
提
灯
に
よ
る
信
号
で
各
地
に
伝
え
ら
れ
た
。
こ
の
相
場
の
通
信
は
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
電
話
が

普
及
す
る
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
通
信
手
段
は
視
界
の
効
く
範
囲
を
リ
レ
ー
し
な

が
ら
だ
っ
た
し
、
伝
達
さ
れ
る
情
報
の
内
容
も
単
純
な
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
。

「
有
視
界
」
と
い
う
限
界
を
打
ち
破
っ
て
登
場
し
た
瞬
間
的
情
報
伝
達
手
段
が
、「
有
線
電
信
」
で
あ
る
。
有

線
電
信
の
技
術
は
一
八
三
七
年
、
ア
メ
リ
カ
の
モ
ー
ル
ス
（Sam

uelF.B
.M
orse

）
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、

一
八
五
四
（
嘉
永
七
）
年
、
日
米
和
親
条
約
が
結
ば
れ
た
際
、
ペ
リ
ー
提
督
か
ら
幕
府
へ
汽
車
の
模
型
な
ど
と

と
も
に
電
信
機
も
贈
ら
れ
、
実
演
も
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
が
日
本
人
が
電
信
機
に
接
し
た
最
初
だ
っ
た
。
明
治

維
新
と
と
も
に
有
線
電
信
は
実
用
化
が
図
ら
れ
、
一
八
七
〇
年
一
月
（
旧
暦
明
治
二
年
十
二
月
）、
東
京
・
横

浜
間
に
最
初
の
公
衆
用
電
信
線
が
架
設
さ
れ
、
公
衆
電
報
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
電
信
の
威
力
は
一

八
七
七
（
明
治
十
）
年
の
西
南
戦
争
で
認
識
さ
れ
、
一
八
八
〇
年
代
初
頭
に
は
主
要
地
方
都
市
間
を
結
ぶ
電
信

網
が
形
成
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
有
線
電
信
は
、
原
始
的
な
「
有
視
界
信
号
通
信
」
を
除
け
ば
、
そ
れ
ま
で
基

本
的
に
交
通
手
段
の
速
度
内
に
制
約
さ
れ
て
い
た
情
報
伝
達
の
速
度
に
革
命
的
変
化
を
も
た
ら
し
た
。し
か
し
、
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そ
れ
に
よ
る
個
々
の
通
信
は
一
方
向
に
限
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
電
報
を
打

つ
。
受
け
取
っ
た
側
が
返
事
が
必
要
な
ら
、
あ
ら
た
め
て
電
報
を
打
ち
返
す
、
と

い
う
具
合
で
あ
る
。

日
本
で
電
信
網
が
敷
設
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
一
八
七
六
年
三
月
、
ア
メ
リ
カ
の
ボ

ス
ト
ン
大
学
音
声
生
理
学
教
授
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
グ
ラ
ハ
ム
・
ベ
ル

（A
lexander

G
raham

B
ell

）
に
よ
っ
て
、
音
声
を
電
気
的
に
伝
達
す
る
「
電
話
」

が
発
明
さ
れ
た
。
電
話
は
情
報
の
や
り
と
り
が
同
時
双
方
向
で
行
な
え
る
と
い
う

画
期
的
な
も
の
だ
っ
た
。
ベ
ル
の
発
明
の
翌
年
、
一
八
七
七
年
に
は
、
早
く
も
二

個
の
電
話
機
が
日
本
の
工
部
省
に
も
た
ら
さ
れ
、
同
年
十
二
月
こ
ろ
通
話
実
験
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。
同
時

に
工
部
省
は
省
内
の
電
信
局
製
機
所
に
輸
入
電
話
機
の
模
造
を
命
じ
、
翌
七
八
年
六
月
、
吉
崎
牙
太
郎
（
の
ち

の
沖
牙
太
郎
、
沖
電
気
の
創
立
者
）、
三
吉
正
一
（
三
吉
電
機
工
場
の
創
立
者
）
ら
の
技
術
者
が
中
心
と
な
っ

て
二
個
の
電
話
機
を
つ
く
り
上
げ
た
が
、「
幽
霊
の
声
を
聞
く
よ
う
」
な
性
能
だ
っ
た
と
い
う
。
実
は
こ
れ
よ

り
先
の
同
年
四
月
、
民
間
人
の
田
中
久
重
が
「
伝
話
機
」
と
名
づ
け
た
電
話
機
を
製
作
し
た
事
実
も
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
田
中
の
工
場
は
の
ち
に
工
部
省
の
製
機
所
に
吸
収
さ
れ
る
が
、
二
代
目
・
田
中
久
重
は
や
が
て
独
立

し
て
田
中
製
造
所
（
の
ち
の
芝
浦
製
作
所
）
を
設
立
す
る
。

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
国
内
で
の
電
話
機
製
造
は
、
工
部
省
製
機
所
と
、
沖
牙
太
郎
が
一
八
八
一
年
に
独
立
し

て
興
し
た
明
工
舎
（
の
ち
の
沖
電
気
）
を
中
心
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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官
営
か
民
営
か

国
内
で
電
話
が
ま
ず
実
用
化
さ
れ
た
の
は
、
官
庁
の
専
用
線
と
し
て
だ
っ
た
。
と
く
に
そ
れ
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
た
の
は
警
察
で
、
全
国
的
に
警
察
専
用
電
話
網
が
設
け
ら
れ
て
い
く
。
鉄
道
や
鉱
山
に
も
、
早
い
時
期

に
電
話
が
導
入
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
業
務
用
の
専
用
線
だ
っ
た
。

誰
で
も
が
電
話
機
を
持
ち
、
交
換
局
を
通
じ
て
ど
こ
へ
で
も
電
話
が
で
き
る
―
―
こ
の
よ
う
な
電
話
交
換
事

業
の
必
要
性
が
政
治
レ
ベ
ル
で
議
論
さ
れ
だ
し
た
の
は
、
一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
清
国

の
上
海
で
電
話
交
換
の
実
情
を
見
聞
し
て
き
た
工
部
省
電
信
局
長
・
石
井
忠
亮
が
、
電
話
交
換
事
業
が
社
会
生

活
・
経
済
活
動
に
多
大
な
利
益
が
あ
る
と
説
い
た
報
告
書
を
提
出
し
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

こ
の
と
き
、
議
論
の
焦
点
と
な
っ
た
の
は
、
官
営
か
民
営
か
と
い
う
問
題
だ
っ
た
。
当
時
、
政
府
は
西
南
戦

争
で
悪
化
し
た
財
政
建
て
直
し
の
た
め
、
官
営
事
業
の
民
間
へ
の
払
い
下
げ
を
開
始
し
て
い
た
時
期
だ
け
に
電

話
官
営
に
は
消
極
的
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
政
府
の
一
員
で
あ
り
な
が
ら
工
部
省
は
強
硬
な
官
営
論
を
主

張
し
た
。
民
間
で
も
渋
沢
栄
一
、
大
倉
喜
八
郎
、
益
田
孝
ら
の
財
界
人
が
動
き
だ
し
、
電
話
会
社
創
立
の
願
書

を
工
部
省
に
提
出
す
る
。
決
着
の
つ
か
な
い
ま
ま
一
八
八
五
年
、
工
部
省
は
廃
止
さ
れ
、
逓
信
省
が
新
設
さ
れ

た
。
な
お
も
曲
折
が
あ
っ
た
が
、
八
九
年
三
月
、
政
府
は
よ
う
や
く
電
話
事
業
を
官
営
で
行
な
う
こ
と
を
閣
議

決
定
し
た
。
足
か
け
七
年
に
及
ぶ
議
論
の
末
だ
っ
た
。

逓
信
官
僚
が
官
営
論
の
根
拠
と
し
て
あ
げ
た
の
は
、
①
官
庁
、
警
察
の
機
密
を
守
る
、
②
民
営
で
は
独
占
事

業
化
し
て
料
金
が
高
額
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
、
③
利
潤
本
位
の
民
営
で
は
、
都
市
優
先
で
加
入
者
の
少
な
い
地

域
に
普
及
し
に
く
い
、
④
ア
メ
リ
カ
以
外
の
先
進
国
は
み
な
官
営
で
あ
る
―
―
な
ど
だ
っ
た
。
な
か
で
も
国
家
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機
密
の
保
持
と
い
う
名
目
が
最
も
決
定
的
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

官
営
決
定
に
先
立
ち
、
逓
信
省
は
一
八
八
八
年
七
月
、
技
師
・
大
井
才
太

郎
を
欧
米
に
派
遣
し
、
電
話
事
情
の
調
査
に
当
た
ら
せ
た
。
大
井
は
こ
の
視

察
旅
行
中
に
官
営
決
定
を
知
り
、
当
時
、
欧
米
の
電
話
事
業
を
支
配
し
て
い

た
ベ
ル
シ
ス
テ
ム
の
電
話
交
換
機
四
台
を
土
産
に
八
九
年
十
二
月
、
帰
国
し

た
。
大
井
は
官
営
電
話
事
業
創
業
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
東
京
電
話

交
換
局
の
初
代
主
管
と
な
っ
た
。

官
営
電
話
交
換
事
業
は
、
一
八
九
〇
年
十
二
月
十
六
日
、
東
京
、
横
浜
両

市
内
と
両
都
市
間
で
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
加
入
申
込
者
は
東
京
二
一
五

人
、
横
浜
四
五
人
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
う
ち
交
換
開
始
時
点
で
開
通
し
た
の
は

東
京
一
五
五
人
、
横
浜
四
二
人
だ
っ
た
。
申
込
者
が
予
想
外
に
少
な
か
っ
た
の
は
、
何
よ
り
も
料
金
が
高
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
電
話
を
使
う
よ
り
も
、
情
報
だ
け
で
な
く
物
も
運
べ
る
小
僧
に
使
い
走
り
さ
せ
る
ほ
う
が
安

上
が
り
だ
っ
た
。
一
八
九
三
年
三
月
に
は
大
阪
、
神
戸
両
市
内
と
両
都
市
間
で
も
電
話
交
換
が
始
ま
っ
た
。

日
清
戦
争
（
一
八
九
四
〜
九
五
年
）
後
の
経
済
的
ブ
ー
ム
の
も
と
で
、
一
八
九
六
年
を
初
年
度
と
す
る
期
間

七
年
（
途
中
で
八
年
に
延
長
）
の
第
一
次
電
話
拡
張
計
画
が
策
定
さ
れ
、
電
話
網
は
全
国
に
拡
張
さ
れ
た
。
こ

の
計
画
期
間
中
に
京
都
、
名
古
屋
、
長
崎
、
下
関
、
福
岡
、
札
幌
、
小
樽
、
四
日
市
、
桑
名
、
函
館
、
門
司
、

仙
台
、
熊
本
、
広
島
、
金
沢
、
新
潟
、
岡
山
、
前
橋
、
福
井
な
ど
に
相
つ
い
で
電
話
交
換
局
が
開
設
さ
れ
た
。

そ
の
間
の
新
規
加
入
者
は
三
万
二
一
五
五
人
を
数
え
た
。
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Ｗ
Ｅ
社
の
日
本
進
出

第
一
次
電
話
拡
張
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
の
十
二
月
、
ア
メ
リ
カ
の
独
占
的

電
話
機
製
造
販
売
会
社
、
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
（
以
下
、
Ｗ
Ｅ
社
と
略
）
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支

店
支
配
人
、
セ
ー
ヤ
ー
（H

.B
.Thayer

の
ち
に
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
社
長
）
が
技
師
ハ
ー
ベ
ー
を
と
も
な
っ
て
来
日

し
た
。
セ
ー
ヤ
ー
は
来
日
前
に
、
こ
の
年
訪
米
し
た
逓
信
省
技
師
・
中
山
龍
次
ら
か
ら
日
本
の
第
一
次
電
話
拡

張
計
画
の
詳
細
を
聞
い
て
お
り
、
電
話
市
場
と
し
て
の
日
本
の
将
来
性
を
調
べ
、
資
本
進
出
の
可
能
性
を
探
る

こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。
ハ
ー
ベ
ー
は
逓
信
省
の
技
師
を
指
導
し
、
Ｗ
Ｅ
社
製
の
電
話
交
換
機
の
調
整
を
す
る
こ

と
が
目
的
だ
っ
た
。
セ
ー
ヤ
ー
は
当
時
、
Ｗ
Ｅ
社
の
日
本
代
理
店
を
営
ん
で
い
た
岩
垂
邦
彦
（
の
ち
の
日
本
電

気
の
創
立
者
）
や
逓
信
省
の
大
井
才
太
郎
ら
に
会
っ
て
話
を
聞
き
、
日
本
市
場
の
将
来
性
を
確
信
し
た
。
ま
た
、

大
井
に
は
Ｗ
Ｅ
社
の
日
本
で
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
を
要
請
も
し
た
が
、
大
井
の
辞
表
が
受
け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
た
め
、
実
現
し
な
か
っ
た
。

セ
ー
ヤ
ー
の
報
告
に
も
と
づ
い
て
、
Ｗ
Ｅ
社
は
日
本
で
の
電
話
機
器
製
造
事
業
を
日
本
資
本
と
の
合
弁
で
行

な
う
方
針
を
決
め
た
。
セ
ー
ヤ
ー
来
日
の
翌
年
、
一
八
九
七
年
十
月
、
日
本
で
の
事
業
を
実
施
に
移
す
べ
く
、

セ
ー
ヤ
ー
の
秘
書
、
カ
ー
ル
ト
ン
（W

alter
T.C
arleton

）
が
経
理
担
当
者
一
人
を
と
も
な
っ
て
来
日
し
た
。

カ
ー
ル
ト
ン
は
、
セ
ー
ヤ
ー
の
意
を
受
け
て
再
び
大
井
に
事
業
へ
の
参
加
を
求
め
た
が
、
大
井
は
こ
の
申
し
出

に
消
極
的
で
、
説
得
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
カ
ー
ル
ト
ン
は
Ｗ
Ｅ
社
の
合
弁
会
社
設
立
の
方
法
と
し
て
、
①
新

会
社
の
設
立
、
②
既
存
会
社
へ
の
資
本
参
加
―
―
の
二
つ
を
検
討
し
た
が
、
岩
垂
の
助
言
も
あ
っ
て
、
後
者
を
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選
択
し
た
。
そ
し
て
、
Ｗ
Ｅ
社
が
合
弁
相
手
と
し
て
白
羽
の
矢
を
立
て
た
の
は
、
沖
商
会
（
旧
明
工
舎
、
の
ち

の
沖
電
気
）
だ
っ
た
。

沖
商
会
は
当
時
、
日
本
唯
一
の
電
話
機
メ
ー
カ
ー
で
、
自
前
の
電
話
機
を
製
造
す
る
ほ
か
、
電
話
局
に
納
入

さ
れ
る
Ｗ
Ｅ
社
製
交
換
機
の
組
立
、
据
付
、
修
理
な
ど
も
行
な
っ
て
い
た
か
ら
、
Ｗ
Ｅ
社
と
も
関
係
が
深
か
っ

た
。
両
社
の
提
携
は
双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
、
岩
垂
を
仲
介
者
と
し
て
行
な
わ
れ
た
提
携
話
は
当

然
成
功
す
る
も
の
と
思
わ
れ
た
が
、
交
渉
は
難
航
し
、
最
終
的
に
は
一
八
九
八
年
五
月
に
至
り
決
裂
し
た
。
決

裂
の
最
大
の
理
由
は
、
沖
牙
太
郎
が
自
分
の
事
業
の
独
自
性
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

こ
こ
で
Ｗ
Ｅ
社
の
生
い
立
ち
を
素
描
し
て
お
こ
う
。
同
社
は
一
八
六
二
年
、
オ
ハ
イ
オ
州
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

に
設
立
さ
れ
た
電
信
機
の
修
理
工
場
に
源
を
発
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
六
九
年
、
シ
カ
ゴ
に
移
り
、
主
と
し
て

電
信
事
業
会
社
、
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
ユ
ニ
オ
ン
・
テ
レ
グ
ラ
フ
社
（
以
下
、
Ｗ
Ｕ
社
と
略
）
の
使
用
す
る
電
信
機

の
製
作
・
修
理
を
行
な
う
グ
レ
ー
・
ア
ン
ド
・
バ
ー
ト
ン
社
（G

ray
and
B
arton

Partnership

）
と
な
っ
た
。

こ
の
年
が
Ｗ
Ｅ
社
の
創
立
の
年
と
さ
れ
て
い
る
。
一
八
七
二
年
に
は
資
本
の
三
分
の
一
を
Ｗ
Ｕ
社
が
持
ち
、
Ｗ

Ｕ
社
の
子
会
社
と
な
り
、
社
名
も
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
社
（
以

下
、
Ｗ
Ｅ
Ｍ
社
と
略
）
と
し
た
。
一
八
七
六
年
、
ベ
ル
の
電
話
機
の
発
明
と
ほ
と
ん
ど
同
時
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｍ
社
の

工
場
長
、
グ
レ
ー
（E

lisha
G
ray

）
も
同
様
の
機
械
を
発
明
し
た
。
ベ
ル
の
特
許
申
請
が
わ
ず
か
二
時
間
、

早
か
っ
た
と
い
う
き
わ
ど
さ
だ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
歴
史
的
な
特
許
紛
争
が
起
こ
る
。
Ｗ
Ｕ
社
は
こ
の
特
許
争
い

に
お
い
て
グ
レ
ー
を
全
面
的
に
支
援
し
た
が
、
結
局
、
ベ
ル
社
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
一
八

七
九
年
、
Ｗ
Ｕ
社
は
電
話
事
業
か
ら
手
を
引
き
、
ベ
ル
社
も
電
信
事
業
に
は
手
を
出
さ
な
い
、
と
い
う
平
和
協
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定
が
両
社
の
間
に
結
ば
れ
た
。
八
一
年
に
は
Ｗ
Ｕ
社
が
持
つ
Ｗ
Ｅ
Ｍ
社
の
株
を
ベ
ル
社
が
引
き
取
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｍ

社
は
ベ
ル
社
の
傘
下
に
入
っ
た
。
社
名
も
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
（W

estern
E
lectric

C
om
pany

of
Illinois

）
と
改
め
、
ベ
ル
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
電
話
機
の
製
造
販
売
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

岩
垂
邦
彦
と
前
田
武
四
郎

沖
商
会
と
の
提
携
に
は
失
敗
し
た
が
、
Ｗ
Ｅ
社
の
日
本
進
出
の
方
針
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
両

者
の
仲
介
に
当
た
っ
た
岩
垂
邦
彦
は
、
自
ら
Ｗ
Ｅ
社
の
共
同
事
業
者
と
な
る
こ
と
を
考
え
た
。
お
そ
ら
く
、
仲

介
に
失
敗
し
た
こ
と
に
責
任
を
感
じ
て
「
ほ
か
に
適
当
な
人
が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
自
分
が
や
る
ほ
か
な
い
」

と
思
う
と
同
時
に
、
Ｗ
Ｅ
社
と
の
共
同
事
業
に
強
い
魅
力
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
岩
垂
は
カ
ー
ル

ト
ン
に
Ｗ
Ｅ
社
側
の
意
向
を
打
診
し
、
そ
れ
に
対
し
て
Ｗ
Ｅ
社
側
は
岩
垂
に
提
携
の
た
め
に
必
要
な
条
件
を
提

示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

岩
垂
邦
彦
は
一
八
五
七
（
安
政
四
）
年
、
九
州
の
小
倉
に
生
ま
れ
、
工
部
大
学
校

（
東
京
大
学
工
学
部
の
前
身
）
で
電
気
工
学
を
学
び
、
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年

に
卒
業
す
る
と
工
部
省
に
入
っ
た
。
一
八
八
六
年
、
工
部
省
を
辞
め
ア
メ
リ
カ
に
渡

り
、
発
明
王
エ
ジ
ソ
ン
（Thom

as
A.Edison

）
の
会
社
の
一
つ
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
エ
ジ
ソ
ン
・
マ
シ
ン
・
ワ
ー
ク
ス
社
（
の
ち
に
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ

ク
、
Ｇ
Ｅ
社
に
統
合
）
に
見
習
い
技
術
者
と
し
て
入
社
し
た
。
一
八
八
八
年
二
月
、

プロローグ
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岩
垂
は
新
し
く
創
立
さ
れ
た
大
阪
電
燈
の
技
師
長
に
招
か
れ
る
。
当
時
、
発
電
方
式
は
ア
メ
リ
カ
で
も
日
本
で

も
エ
ジ
ソ
ン
ら
の
主
張
す
る
直
流
方
式
が
主
流
だ
っ
た
が
、
岩
垂
は
交
流
方
式
の
ほ
う
が
正
し
い
と
判
断
し
、

大
阪
電
燈
に
は
交
流
方
式
を
導
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
岩
垂
は
恩
師
の
エ
ジ
ソ
ン
や
学
界
、
業
界
に
お
い

て
総
攻
撃
を
受
け
る
。
孤
立
無
援
の
な
か
で
、
一
人
の
支
持
者
が
現
れ
る
。
日
本
電
燈
の
技
師
長
、
前
田
武
四

郎
だ
っ
た
。
前
田
は
交
流
論
の
正
し
さ
を
主
張
し
、
岩
垂
を
支
持
し
た
。
こ
の
「
交
直
論
争
」
は
、
の
ち
に
交

流
方
式
が
主
流
を
占
め
る
に
い
た
り
、
岩
垂
ら
の
先
見
の
明
が
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
八
九
四
年
、
岩

垂
は
大
阪
電
燈
を
去
り
、
翌
年
大
阪
市
内
で
Ｇ
Ｅ
社
製
品
の
輸
入
商
と
な
り
、
さ
ら
に
Ｗ
Ｅ
社
の
代
理
店
に
も

な
っ
て
電
話
機
器
の
輸
入
・
販
売
も
手
が
け
る
の
で
あ
る
。

岩
垂
に
と
っ
て
、
Ｗ
Ｅ
社
と
の
共
同
事
業
者
に
な
る
た
め
に
、
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
い
く
つ

か
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
彼
が
逓
信
省
の
電
話
機
器
入
札
に
加
わ
る
資
格
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

逓
信
省
の
入
札
資
格
を
得
る
に
は
、
電
話
機
器
販
売
の
経
験
が
少
な
く
と
も
二
年
以
上
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
岩
垂
の
頭
に
ひ
ら
め
い
た
の
は
、
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
の
電
気
製
品
を
取
り
扱
う
日
電
商
会
と
い
う

会
社
を
営
ん
で
い
た
前
田
武
四
郎
に
事
業
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
だ
っ
た
。
前
田

と
は
交
流
方
式
を
め
ぐ
る
因
縁
が
あ
っ
た
し
、
前
田
は
す
で
に
逓
信
省
へ
の
入
札
資

格
を
持
っ
て
い
た
。

前
田
武
四
郎
は
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
、
新
潟
県
に
生
ま
れ
た
。
岩
垂
よ
り
十

歳
、
年
少
で
あ
る
。
十
六
歳
の
と
き
、
上
京
し
て
電
信
修
技
校
に
入
り
、
卒
業
後
、

逓
信
省
電
気
試
験
所
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
三
井
物
産
、
日
本
電
燈
、
三
吉
電
機
工
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場
な
ど
を
経
て
、
九
六
年
、
東
京
・
京
橋
で
日
電
商
会
を
開
業
し
、
好
業
績
を
上
げ
て
い
た
。

あ
る
日
、
上
京
し
た
岩
垂
は
前
田
を
宿
に
招
き
、
辞
を
低
く
し
て
新
事
業
へ
の
参
加
を
懇
請
し
た
。
前
田
は

驚
き
、
迷
っ
た
が
、
Ｗ
Ｅ
社
を
後
ろ
だ
て
と
す
る
新
事
業
に
強
い
魅
力
を
感
じ
、
日
を
改
め
て
岩
垂
を
訪
ね
、

承
諾
を
申
し
入
れ
た
。
岩
垂
は
大
い
に
喜
び
、
そ
の
場
で
新
会
社
設
立
の
計
画
書
を
前
田
に
示
し
た
。
そ
の
お

も
な
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

①

新
会
社
は
ま
ず
合
資
会
社
と
し
て
発
足
し
、
の
ち
に
Ｗ
Ｅ
社
の
資
本
を
入
れ
、
株
式
会
社
に
切
り
替
え
る
。

合
資
会
社
の
出
資
金
は
五
万
円
で
、
岩
垂
四
万
円
、
前
田
一
万
円
と
す
る
。
岩
垂
を
代
表
社
員
と
す
る
。

②
　
新
会
社
に
対
し
て
、
岩
垂
は
Ｗ
Ｅ
社
の
日
本
代
理
権
の
ほ
か
Ｇ
Ｅ
社
な
ど
の
現
有
代
理
権
の
一
切
を
提

供
し
、
前
田
は
逓
信
省
に
対
す
る
公
入
札
の
資
格
を
提
供
す
る
。

③
　
新
会
社
の
発
足
は
（
一
八
九
八
年
）
九
月
一
日
を
予
定
す
る
。

こ
れ
ら
の
条
件
は
客
観
的
に
も
き
わ
め
て
公
平
な
も
の
だ
っ
た
の
で
、
前
田
は
納
得
し
て
何
の
異
論
も
さ
し

は
さ
ま
な
か
っ
た
。

日
本
電
気
合
資
会
社
の
発
足

新
会
社
の
事
務
所
・
工
場
は
、
ど
こ
か
の
工
場
を
賃
借
ま
た
は
買
収
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
物
色
は
東
京
の

事
情
に
詳
し
い
前
田
が
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
、
東
京
に
は
代
表
的
な
電
機
工
場
が
二
つ
あ
っ
た
。
一

つ
は
弱
電
の
沖
商
会
、
も
う
一
つ
は
強
電
の
三
吉
電
機
工
場
で
あ
る
。
前
田
が
目
を
つ
け
た
の
は
三
吉
電
機
工

場
だ
っ
た
。
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三
吉
電
機
工
場
は
工
部
省
製
機
所
出
身
の
三
吉
正
一
が
設
立
し
た
会

社
で
あ
る
。
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
、
白
熱
電
灯
用
発
電
機
の
国

産
に
成
功
し
、
通
称
「
薩
摩
原
」
と
呼
ば
れ
た
三
田
四
国
町
に
敷
地
三

五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
建
物
延
べ
面
積
二
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の

日
本
最
大
の
電
機
工
場
を
構
え
て
い
た
。
そ
の
三
吉
電
機
の
経
営
が
、

そ
の
こ
ろ
苦
境
に
陥
っ
て
い
た
。
前
田
は
岩
垂
と
相
談
の
う
え
、
間
に

人
を
立
て
て
買
収
工
作
に
乗
り
出
し
、
建
物
や
機
械
な
ど
を
原
形
の
ま

ま
買
い
取
る
め
ど
が
つ
い
た
。
こ
れ
で
、
Ｗ
Ｅ
社
と
の
共
同
事
業
の
体
制
が
整
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
予
定
ど
お
り
、
新
会
社
「
日
本
電
気
合
資
会
社
」
が
一
八
九
八
年
九
月
一
日
、
発
足
す
る
運
び
と

な
っ
た
。「
今
般
三
吉
電
機
工
場
を
譲
り
受
け
、
大
い
に
販
売
部
を
拡
張
し
、
広
く
内
外
電
気
製
品
の
貴
需
に

応
ず
」
と
い
う
広
告
が
岩
垂
・
前
田
の
連
名
で
新
聞
・
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。「
日
本
電
気
」
と
い
う
社
名
は

前
田
が
発
案
し
た
も
の
だ
っ
た
。
ほ
か
に
「
東
京
電
気
」「
東
洋
電
気
」「
東
邦
電
気
」
な
ど
の
名
前
が
候
補
と

し
て
あ
っ
た
が
、「
日
本
を
代
表
す
る
電
気
会
社
」
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
を
こ
め
て
「
日
本
電
気
」
を
選
ん
だ
。

新
会
社
の
仕
事
は
、
ま
ず
輸
入
業
務
か
ら
始
ま
っ
た
。
取
扱
商
品
は
、
Ｗ
Ｅ
社
の
電
話
機
、
交
換
機
、
そ
の

付
属
品
一
切
の
ほ
か
、
Ｇ
Ｅ
社
の
電
灯
・
電
力
機
器
、
計
器
、
試
験
器
な
ど
だ
っ
た
。
四
十
一
歳
の
岩
垂
が
社

長
格
で
、
前
田
が
営
業
と
渉
外
を
担
当
し
た
。
そ
の
下
に
岩
垂
と
前
田
が
以
前
の
職
場
か
ら
連
れ
て
き
た
ス
タ

ッ
フ
が
五
人
い
た
。
工
場
に
は
三
吉
電
機
か
ら
引
き
継
い
だ
者
や
、
ほ
か
の
会
社
か
ら
寄
せ
集
め
た
約
五
〇
人

の
技
術
者
や
職
工
が
働
い
て
い
た
。
カ
ー
ル
ト
ン
も
Ｗ
Ｅ
社
の
日
本
代
表
と
い
う
資
格
で
事
務
所
の
一
角
に
席
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を
構
え
、
輸
入
業
務
や
合
弁
会
社
設
立
の
準
備
に
当
た
っ
て
い
た
。

新
会
社
は
電
話
機
・
交
換
機
の
生
産
も
目
標
と
し
て
い
た
。
少
な
く
と
も
、
輸
入
品
の
保
守
・
修
繕
、
部
品

の
生
産
・
組
立
は
、
す
ぐ
に
行
な
う
必
要
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
機
械
設
備
や
材
料
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
う

え
に
、
技
術
者
や
職
工
が
電
話
機
や
交
換
機
に
は
素
人
ば
か
り
だ
っ
た
た
め
、
官
立
の
製
機
所
や
民
間
の
沖
商

会
の
生
産
技
術
水
準
に
は
、
な
か
な
か
及
ば
な
か
っ
た
。
工
場
が
工
場
ら
し
い
形
態
を
整
え
る
の
は
、
開
業
後

し
ば
ら
く
し
て
製
機
所
の
技
師
・
亀
山

蔵
を
実
質
工
場
長
で
あ
る
工
場
主
任
に
迎
え
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ

た
。新

会
社
は
開
業
に
当
た
り
、
前
田
の
発
案
に
よ
っ
て
営
業
の
基
本
方
針
と
し
てB

etter
Products,B

etter
Service

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
。
世
界
の
一
級
品
を
提
供
し
、
責
任
を
も
っ
て
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
行
な
う
こ
と
を
顧
客
に
約
束
し
た
の
で
あ
る
。
初
期
に
は
不
良
品
が
続
出
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
必
ず
廃
棄
し
、

優
良
品
だ
け
を
出
荷
し
た
。
こ
れ
は
、
前
田
が
新
会
社
に
対
し
て
行
な
っ
た
最
大
の
貢
献
と
い
う
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
。
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
日
本
の
企
業
社
会
で
常
識
に
な
っ
た
の
は
戦
後
も
昭
和
三
十
年
代
の
こ
と
で

あ
り
、
前
田
の
卓
見
は
そ
れ
に
半
世
紀
以
上
も
先
行
す
る
も
の
だ
っ
た
。

“
�

�

“
�
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電
話
機
・
交
換
機
か
ら
通
信
機
の
総
合
メ
ー
カ
ー
へ

（
一
八
九
九
〜
一
九
四
五
年
）

第
Ⅰ
部



第

１
章

日
本
電
気
の
創
業

１
日
本
電
気
株
式
会
社
の
設
立

外
資
系
合
弁
企
業
第
一
号

一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
七
月
十
七
日
、「
日
本
電
気
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
た
。
資
本
金
二
〇
万

円
、
そ
の
五
四
％
を
外
国
人
が
保
有
す
る
、
日
本
で
は
じ
め
て
の
外
国
資
本
と
の
合
弁
企
業
だ
っ
た
。
日
本
電

気
発
足
の
日
は
、
偶
然
、
そ
の
日
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
歴
史
年
表
を
見
れ
ば
、
そ
の
日
が
日
本

と
諸
外
国
と
の
改
正
条
約
の
発
効
の
日
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
合
弁
企

業
・
日
本
電
気
は
、
ま
さ
に
そ
の
日
を
期
し
て
発
足
し
た
の
だ
っ
た
。

幕
末
、
開
国
に
当
た
っ
て
幕
府
が
諸
外
国
と
結
ん
だ
条
約
は
、「
不
平
等

条
約
」
と
言
わ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
外
国
人
に
は
日
本
の
裁

判
権
は
及
ば
ず
、
関
税
は
協
定
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
自
主
的
に
決
め
ら

れ
ず
、
さ
ら
に
日
本
が
一
方
的
に
相
手
国
に
最
恵
国
待
遇
を
与
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
―
―
な
ど
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
か
わ
り
、
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外
国
人
は
日
本
国
内
の
ど
こ
に
で
も
住
め
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
日
本
の
会
社
の
株
主
に
な
る
こ
と
も

で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
不
平
等
条
約
を
対
等
の
条
約
に
改
正
す
る
こ
と
は
、
国
民
の
、
そ
し
て
明
治
政
府
の
悲

願
だ
っ
た
。
た
び
重
な
る
交
渉
の
末
に
一
八
九
四
年
、
米
・
英
・
伊
の
各
国
と
新
条
約
を
結
び
、
そ
れ
が
五
年

後
の
九
九
年
七
月
十
七
日
か
ら
発
効
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
外
国
人
も
国
内
の

居
住
が
自
由
に
な
っ
た
し
、
日
本
の
会
社
の
株
も
所
有
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
と
は
別
に
、
一
八
九
七
年
十
月
、
清
国
か
ら
の
賠
償
金
を
も
と
に
通
貨
制
度
と
し
て
金
本
位
制
が
導
入

さ
れ
た
。
金
と
い
う
共
通
の
価
値
尺
度
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
経
済
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
世
界
経

済
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
貿
易
の
拡
大
や
外
資
の
導
入
の
道
が
大
き
く

開
か
れ
た
の
で
あ
り
、
外
国
資
本
の
側
か
ら
い
え
ば
、
日
本
市
場
の
魅
力
が
一
段
と
高
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

Ｗ
Ｅ
社
の
日
本
進
出
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
た
も
の
だ
っ
た
。
新
条
約
の
発
効
と
同
時
に
日
本
の

会
社
へ
の
資
本
参
加
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
た
め
の
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
、
新
条
約
発
効
の
日
に
「
日
本

電
気
株
式
会
社
」（
英
文
名N

ippon
Electric

C
om
pany,

Lim
ited

）が
発
足
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
株
式
総
数

四
〇
〇
株
（
一
株
の
額
面
五
〇
〇
円
）
の
う
ち
Ｗ
Ｅ
社
の
カ
ー
ル
ト
ン
が
一
九
六
株
、

在
日
ア
メ
リ
カ
人
の
ク
レ
メ
ン
ト
（E.W

.C
lem
ent

）
が
二
〇
株
と
、
計
二
一
六
株

（
五
四
％
）
を
Ｗ
Ｅ
社
側
が
所
有
し
た
。
日
本
側
で
は
岩
垂
邦
彦
（
一
三
三
株
）、
前

田
武
四
郎
（
二
七
株
）
が
大
株
主
だ
っ
た
。
役
員
に
は
専
務
取
締
役
に
岩
垂
、
取
締

役
に
カ
ー
ル
ト
ン
と
ク
レ
メ
ン
ト
、
監
査
役
に
前
田
と
藤
井
諸
照
（
の
ち
の
京
王
電

気
軌
道
社
長
）
が
就
任
し
た
。
実
質
的
に
は
、
岩
垂
、
前
田
、
カ
ー
ル
ト
ン
の
三
人
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が
経
営
に
当
た
っ
た
。
カ
ー
ル
ト
ン
は
新
会
社
が
軌
道
に
乗
っ
た
一
九
〇
〇
年
五
月
、
ス
ペ
リ
ー
（L.E

.
Sperry

）
に
交
代
し
て
帰
国
、
Ｗ
Ｅ
社
シ
カ
ゴ
の
支
配
人
と
な
っ
た
が
、
同
年
七
月
、
故
郷
で
急
逝
し
た
。

沖
商
会
と
の
競
合

日
本
電
気
は
発
足
と
同
時
に
国
内
先
発
の
沖
商
会
と
の
厳
し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ
、
国
内
生
産
の
面
で
は
当

初
、
沖
に
容
易
に
及
ば
な
か
っ
た
。

一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
か
ら
一
九
〇
三
年
の
間
の
年
平
均
電
話
機
・
交
換
機

生
産
額
は
日
本
電
気
の
一
三
万
六
〇
〇
〇
円
に
対
し
、
沖
商
会
は
二
五
万
三
〇
〇
〇
円

で
、
自
社
生
産
で
は
日
本
電
気
は
沖
の
半
額
で
し
か
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
期

間
の
年
平
均
の
総
売
上
高
を
み
る
と
、
日
本
電
気
の
六
二
万
円
に
対
し
、
沖
は
五
五
万

円
と
、
両
社
の
地
位
は
逆
転
し
て
い
る
。
そ
の
差
は
、
Ｗ
Ｅ
社
を
は
じ
め
と
す
る
輸
入

製
品
の
売
り
上
げ
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
電
気
製
品
は
舶
来
品
の
ほ
う

が
国
産
品
よ
り
もB

etter
Products

で
あ
り
、
需
要
者
も
そ
れ
を
積
極
的
に
求
め
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

創
業
当
初
の
日
本
電
気
の
取
扱
製
品
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

①
　
電
話
機
、
交
換
機

②
　
電
灯
・
電
力
用
器
具
類
（
Ｗ
Ｅ
社
、
Ｇ
Ｅ
社
）

白
熱
電
球
、
ア
ー
ク
灯
、
ア
ー
ク
灯
用
炭
素
棒
、
開
閉
器
、
ソ
ケ
ッ
ト
、

“
�

�
“
�
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コ
ン
パ
ウ
ン
ド
、
電
気
鉄
道
線
路
用
品

③
　
強
電
機
器
（
Ｗ
Ｅ
社
、
Ｇ
Ｅ
社
、
ブ
ラ
ウ
ン
ボ
ベ
リ
ー
社
）

蓄
電
池
、
変
圧
器
、
発
電
機
、
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
ー
（
電
気
う
ち
わ
）
な
ど

④
　
測
定
器
、
保
安
器
具
類
（
Ｗ
Ｅ
社
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
社
、
ナ
ル
ダ
ー
社
な
ど
）

電
流
計
、
電
圧
計
、
電
力
計
、
抵
抗
試
験
器
、
ガ
ル
バ
ノ
メ
ー
タ
、
保
安
器

⑤
　
電
線
、
電
線
コ
ー
ド
、
ワ
イ
ヤ
ゲ
ー
ジ
、
ワ
イ
ヤ
メ
ー
タ
、
接
続
用
品

⑥
　
電
機
製
造
用
材
料

軟
鉄
板
、
天
然
マ
イ
カ
、
絶
縁
布
、
エ
ボ
ナ
イ
ト
、
フ
ァ
イ
バ
な
ど

一
九
〇
〇
年
度
（
一
八
九
九
年
十
二
月
〜
一
九
〇
〇
年
十
一
月
）
の
売
上
高
は
九
四
万
円
で
、
う
ち
九
三
％

が
輸
入
品
、
そ
の
八
二
％
が
Ｗ
Ｅ
社
製
品
だ
っ
た
。
Ｗ
Ｅ
社
の
ウ
ェ
ー
ト
が
、
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
が
わ
か

る
。

三
田
に
新
鋭
工
場

輸
入
電
気
機
器
の
販
売
業
務
は
日
本
電
気
の
業
容
を
拡
大
し
た
が
、
岩
垂
専
務
ら
経
営
陣
に
と
っ
て
は
、
そ

れ
は
満
足
す
べ
き
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
主
要
取
扱
製
品
の
自
社
生
産
と
い
う
当
初
の
方
針
か
ら
し
て
も
、
早

急
に
生
産
体
制
を
整
備
・
拡
充
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、「
薄
暗
く
、
土
間
の
そ
こ
こ
こ
に
雨

漏
り
の
水
た
ま
り
が
あ
る
」
よ
う
な
工
場
の
刷
新
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
旧
三
吉
電
機
工
場

の
周
囲
に
は
、
ほ
と
ん
ど
拡
張
の
余
地
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）
年
八
月
、
別
の
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場
所
に
移
転
し
て
新
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

一
カ
月
後
に
は
旧
工
場
の
東
南
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
、
三
井
一
門
が
所
有
す
る
三
田
四
国
町
の

土
地
約
五
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
取
得
に
成
功
し
た
。
そ
の
後
、
一
〇
年
間
に
四
回
に
わ
た
っ
て
隣
接
す
る

土
地
を
取
得
し
、
そ
の
合
計
面
積
は
約
二
万
二
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
広
大
な
も
の
と
な
っ
た
。
現
在
、

「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ス
ー
パ
ー
タ
ワ
ー
」
が
そ
び
え
る
、
そ
の
場
所
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

九
月
末
に
は
、
Ｗ
Ｅ
社
か
ら
派
遣
さ
れ
た
建
築
技
師
や
日
本
電
気
の
松
下
新
作
ら
の
指
揮
の
も
と
で
、
新
工

場
の
建
設
工
事
が
始
ま
り
、
第
一
工
場
は
一
九
〇
二
年
四
月
、
第
二
工
場
は
同
年
十
二
月
に
完
成
し
た
。
赤
レ

ン
ガ
造
り
、
ス
レ
ー
ト
ぶ
き
の
一
階
な
い
し
二
階
建
て
で
、
約
二
〇
年
後
の
関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
年
）
で

も
、
の
ち
に
で
き
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
の
数
工
場
が
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

赤
レ
ン
ガ
建
築
は
無
傷
で
残
っ
た
。

新
工
場
に
は
Ｗ
Ｅ
社
か
ら
輸
入
さ
れ
た
機
械
・
設
備
が
備
え
つ
け
ら
れ
た
。
当
時
の
日
本
電
気
に
は
他
社
も

う
ら
や
む
新
鋭
機
械
が
そ
ろ
っ
て
い
た
。

２
Ｗ
Ｅ
社
と
日
本
電
気

�

Ｗ
Ｅ
社
の
経
営
管
理

初
期
の
日
本
電
気
は
、
取
扱
製
品
は
も
と
よ
り
資
本
構
成
の
面
で
も
、
生
産
設
備
や
技
術
の
面
で
も
、
Ｗ
Ｅ

社
の
主
導
下
に
置
か
れ
た
。
そ
れ
は
経
営
管
理
の
面
で
も
、
同
様
だ
っ
た
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
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か
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

〔
役
職
員
の
派
遣
〕

Ｗ
Ｅ
社
の
利
益
を
代
表
す
る
役
員
は
、
創
業
以
来
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
ま
で
二
人
（
取
締
役
定
数
は
三

〜
七
人
）、
同
年
以
降
太
平
洋
戦
争
ま
で
は
三
人
（
同
八
〜
一
一
人
）
で
、
少
な
く
と
も
一
人
は
東
京
に
常
駐

し
た
。
役
員
の
ほ
か
に
も
、
時
に
は
数
人
の
指
導
者
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
指
導
者
は
技
術
部
門
だ

け
で
な
く
、
資
材
、
経
理
、
文
書
や
工
場
管
理
の
指
導
に
当
た
り
、
ま
た
現
場
で
輸
入
品
の
組
立
、
据
付
、
修

理
な
ど
実
際
的
な
技
術
を
指
導
し
た
。

経
営
上
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
、
岩
垂
専
務
や
派
遣
役
員
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
の
本
社
に
報
告
し
、
指
示

を
仰
ぐ
方
式
が
と
ら
れ
て
い
た
。

〔
経
理
と
原
価
管
理
〕

経
理
面
で
は
予
算
統
制
に
重
点
を
置
き
、
経
理
監
査
に
よ
っ
て
こ
れ
を
補
っ
た
。
毎
月
末
、
Ｗ
Ｅ
社
の
経
理

士
が
現
金
、
帳
簿
、
伝
票
を
照
合
し
、
在
庫
品
の
調
査
を
行
な
っ
た
。
毎
期
末
に
は
、
こ
れ
ら
の
経
理
士
か
ら

の
監
査
報
告
書
が
な
け
れ
ば
、
定
時
株
主
総
会
が
開
け
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

帳
簿
・
伝
票
は
Ｗ
Ｅ
社
と
同
じ
様
式
の
も
の
が
使
わ
れ
た
。
項
目
は
す
べ
て
英
語
で
書
か
れ
、
そ
の
下
に
日
本

語
が
併
記
さ
れ
て
い
た
。
記
帳
や
整
理
の
仕
方
は
ア
メ
リ
カ
人
が
指
導
し
た
。
と
く
に
重
点
が
置
か
れ
た
の
が
原

価
計
算
だ
っ
た
。
当
時
、
日
本
の
大
企
業
と
い
え
ど
も
原
価
計
算
の
制
度
を
採
用
し
た
と
こ
ろ
は
ご
く
少
な
か
っ

た
。
一
部
の
先
進
企
業
で
さ
え
、
そ
れ
は
個
別
の
商
品
に
つ
い
て
の
原
価
計
算
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
な

か
で
、
日
本
電
気
の
原
価
計
算
制
度
は
外
国
一
流
企
業
並
み
の
「
総
合
原
価
計
算
」
を
導
入
し
て
い
た
。
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〔
資
材
の
供
給
〕

電
話
機
・
交
換
機
の
製
造
に
は
多
数
の
種
類
の
材
料
や
部
品
を
必
要
と
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
Ｗ
Ｅ
社
へ
の
電

報
一
本
で
必
要
な
と
き
に
必
要
な
量
だ
け
、
迅
速
に
、
し
か
も
安
価
に
入
手
で
き
た
。
こ
の
制
度
は
、
日
本
電

気
の
発
展
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
Ｗ
Ｅ
社
は
古
く
か
ら
傘
下
各
社
に
対
し
て
自
社
製

品
を
販
売
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
付
随
す
る
補
修
部
品
や
材
料
な
ど
の
供
給
も
行
な
っ
て
い
た
が
、
の
ち
に

は
各
社
が
必
要
と
す
る
計
器
、
測
定
器
、
治
具
、
工
具
類
、
さ
ら
に
は
事
務
所
で
使
用
す
る
文
具
な
ど
事
務
用

品
に
も
及
ん
だ
。
こ
れ
は
一
大
商
社
業
務
に
等
し
か
っ
た
。

Ｗ
Ｅ
社
は
あ
ら
か
じ
め
各
会
社
の
年
間
需
要
量
を
調
査
し
、
そ
の
デ
ー
タ
に
も
と
づ
い
て
必
要
見
込
み
品
を

調
達
し
て
、
こ
れ
を
保
管
し
、
各
会
社
の
要
求
に
応
じ
て
、
そ
の
つ
ど
、
納
入
す
る
と
い
う
方
式
を
と
っ
た
。

こ
の
方
式
は
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
供
給
を
受
け
る
側
で
は
自
社
に
購
買
、
保
管
、
配
給
の
組
織
を
設

け
ず
に
す
ん
だ
し
、
Ｗ
Ｅ
社
に
と
っ
て
も
多
く
の
会
社
の
注
文
を
取
り
ま
と
め
る
結
果
、
大
量
生
産
、
大
量
発

注
が
可
能
と
な
り
、
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
や
が
て
ベ
ル
シ
ス
テ
ム
全
体
の
製
品
や

材
料
の
標
準
化
に
進
む
。
部
品
に
互
換
性
が
生
ま
れ
、
製
品
の
均
一
化
が
促
進
さ
れ
た
。
Ｗ
Ｅ
社
は
「
よ
い
品

を
安
く
、
早
く
、
い
つ
で
も
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
加
え
、「
ど
こ
で
も
、
同
じ
品
を
」
と
い
う
も
う
一
つ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
。

新
し
い
生
産
管
理
の
導
入

Ｗ
Ｅ
社
と
同
レ
ベ
ル
の
機
械
設
備
に
よ
っ
て
生
産
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
日
本
電
気
の
製
品
の
質
と
競
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争
力
を
高
め
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
日
本
市
場
で
の
競
争
力
を

確
保
で
き
な
か
っ
た
。
国
内
の
競
合
他
社
は
、
熟
練
工
に
よ
る

汎
用
機
の
活
用
と
小
工
場
を
使
っ
た
分
業
生
産
で
対
応
し
て
い

た
の
で
、
コ
ス
ト
的
に
は
日
本
電
気
よ
り
低
く
仕
上
げ
る
こ
と

も
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
競
合
他
社
に
対
し
て
コ
ス
ト
的
に
優

位
に
立
つ
た
め
に
は
、
高
性
能
の
機
械
を
導
入
す
る
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
を
ど
う
使
う
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。

生
産
管
理
体
制
の
整
備
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
工
場
改
革
が
必

要
だ
っ
た
。

一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
十
月
、
岩
垂
専
務
は
日
本
電

気
の
創
業
以
来
は
じ
め
て
夫
人
を
と
も
な
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
渡

り
、
Ｗ
Ｅ
社
を
訪
れ
た
。
以
前
、
ア
メ
リ
カ
で
働
い
た
経
験
を

持
つ
彼
で
あ
っ
た
が
、
Ｗ
Ｅ
社
の
生
産
管
理
制
度
の
進
展
に
は

目
を
見
張
る
思
い
が
し
た
。
当
時
、
Ｗ
Ｅ
社
に
は
日
本
電
気
か

ら
野
坂
三
郎
、
江
橋
親
の
二
人
が
留
学
し
、
電
話
機
械
の
技
術

実
習
を
し
て
い
た
。
岩
垂
は
二
人
に
実
習
目
的
を
変
更
さ
せ
、

野
坂
に
は
Ｗ
Ｅ
社
の
経
理
制
度
を
、
江
橋
に
は
生
産
管
理
制
度

を
研
究
す
る
よ
う
命
じ
た
。
二
人
は
一
九
〇
八
年
に
帰
国
し
、
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岩
垂
の
指
示
に
よ
り
、
旧
来
の
生
産
組
織
の
改
革
に
取
り
か
か
っ
た
。

創
業
以
来
、
日
本
電
気
の
生
産
は
、「
組
受
け
取
り
」
と
い
わ
れ
る
親
方
制
度
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
。

部
品
の
生
産
や
機
械
の
組
立
な
ど
、
一
つ
の
仕
事
の
単
位
ご
と
に
、
親
方
に
仕
事
を
請
け
負
わ
せ
る
制
度
で
あ

る
。
仕
事
を
請
け
負
っ
た
親
方
は
、
そ
の
仕
事
に
必
要
な
職
工
（
職
人
）
を
自
分
で
集
め
、
日
本
電
気
の
工
場

の
な
か
で
仕
事
を
さ
せ
た
。
ち
ょ
う
ど
現
在
の
建
築
工
事
の
請
負
制
度
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
制
度
に
は
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ
た
。
親
方
は
で
き
る
だ
け
能
率
的
に
仕
事
を
進
め
、
人
件
費
も
浮
か
せ
よ

う
と
努
力
す
る
。
会
社
か
ら
よ
い
仕
事
を
も
ら
う
た
め
に
は
、
品
質
の
よ
い
製
品
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か

ら
、
製
品
歩
留
り
も
け
っ
し
て
低
く
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
工
場
全
体
の
生
産
性
が
上
が
る
と

い
う
面
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
工
場
の
規
模
が
大
き
く
な
り
、
品
種
が
多
様
に
な
っ
て
く
る
に
つ
れ
、
親
方
制

度
は
種
々
の
欠
陥
を
露
呈
し
は
じ
め
、
工
場
全
体
の
能
率
が
低
下
し
た
。

問
題
の
一
つ
は
、
親
方
制
度
の
も
と
で
は
、
生
産
の
全
体
的
な
管
理
が
困
難
な
こ
と
だ
っ
た
。
製
作
機
種
が

多
種
類
と
な
り
、
そ
れ
に
参
加
す
る
「
組
」
の
数
も
増
え
た
が
、
各
「
組
」
は
そ
れ
ぞ
れ
縄
張
り
意
識
を
持
ち
、

た
が
い
に
工
程
上
の
連
絡
な
し
に
仕
事
を
進
め
た
。
た
と
え
ば
、
一
対
の
電
話
機
は
受
話
器
と
送
話
器
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
両
方
の
工
程
が
並
行
的
に
進
む
の
が
望
ま
し
い
が
、
そ
こ
の
調
整
が
う
ま
く
い
か
な
い
。

と
か
く
親
方
同
士
の
意
地
の
張
り
合
い
や
感
情
的
な
も
つ
れ
が
後
ろ
向
き
に
作
用
す
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
が

生
産
に
大
き
く
響
い
た
。

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
親
方
の
も
と
で
働
く
職
人
の
不
満
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
請
負
制
度

で
は
、
仕
事
を
安
く
仕
上
げ
る
ほ
ど
親
方
の
儲
け
が
大
き
く
な
る
か
ら
、
親
方
は
で
き
る
だ
け
職
人
を
安
く
使
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お
う
と
す
る
。
し
か
も
当
時
は
人
手
が
余
っ
て
い
た
時
代
で
、
親

方
は
思
い
の
ま
ま
の
低
賃
金
で
職
人
を
雇
う
こ
と
が
で
き
た
。
身

分
の
不
安
定
さ
と
低
賃
金
に
加
え
、
仕
事
の
質
と
賃
金
の
関
係
も

問
題
に
な
っ
て
き
た
。
工
程
が
複
雑
に
な
り
、
新
し
い
仕
事
が
増

え
る
に
つ
れ
て
、
親
方
が
仕
事
の
難
易
度
を
合
理
的
に
賃
金
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
し
だ
い
に
困
難
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
あ

れ
や
こ
れ
や
で
、
職
人
の
間
に
不
満
が
高
ま
っ
て
く
る
の
は
無
理

も
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
背
景
の
な
か
で
、
Ｗ
Ｅ
社
視
察
か
ら
戻
っ
た
岩
垂
専
務

が
、
Ｗ
Ｅ
社
か
ら
派
遣
さ
れ
日
本
電
気
の
取
締
役
に
就
任
し
た
コ
ン

ジ
ッ
ト
（P.K

.Condict

の
ち
に
I
S
E
社
長
）
の
協
力
を
得
て
ま

ず
手
が
け
た
の
が
、
Ｗ
Ｅ
社
の
組
織
の
導
入
だ
っ
た
。「
産
出
部
」

と
「
工
匠
部
」
が
設
置
さ
れ
、
宮
地
岩
造
と
江
橋
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部

長
に
就
任
し
た
。

岩
垂
専
務
の
命
を
受
け
て
野
坂
・
江
橋
両
人
が
打
ち
出
し
た
改

革
の
第
一
は
、
各
親
方
の
下
へ
の
「
書
記
」
の
配
属
だ
っ
た
。
こ

の
書
記
は
、
親
方
に
代
わ
っ
て
職
工
の
作
業
記
録
を
整
理
し
、
各

職
工
に
対
す
る
給
与
額
を
計
算
す
る
こ
と
を
任
務
と
し
た
。
そ
し
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て
、
毎
月
の
給
与
を
会
社
が
直
接
職
工
に
支
払
う
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
ま
で
親
方
は
、
請
け
負
っ
た
仕
事
が
す

べ
て
終
了
し
た
あ
と
に
、
職
工
に
対
し
て
ま
と
め
て
賃
金
を
支
払
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
職
工
は
生
計
を
計
画

的
に
維
持
で
き
ず
に
借
金
と
浪
費
の
悪
循
環
に
陥
り
、
生
活
が
荒
れ
る
と
い
っ
た
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
そ
こ
で

会
社
は
親
方
に
か
わ
っ
て
、
毎
月
の
賃
金
を
立
て
替
え
て
支
払
う
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
の
改
革
は
「
ト
レ
ー
サ
ー
」
の
配
置
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
産
工
程
を
ト
レ
ー
ス
す
る
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
、
個
々
の
生
産
工
程
に
関
し
て
は
、
親
方
が
絶
対
の
独
裁
者
だ
っ
た
。
職
工
の
賃
金
に
つ
い
て
会
社

の
介
入
を
許
し
た
親
方
も
、
生
産
に
関
し
て
は
頑
強
に
会
社
の
指
図
を
拒
否
し
た
が
、
実
際
問
題
と
し
て
そ
う

は
い
か
な
く
な
っ
て
き
た
。
新
製
品
や
新
技
術
が
次
々
に
登
場
し
、
親
方
の
技
術
が
こ
れ
に
追
い
つ
か
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
産
出
部
の
若
い
ト
レ
ー
サ
ー
が
、
毎
日
、
工
場
を
巡
回
し
て
生
産
工
程
を
ト
レ
ー

ス
す
る
体
制
を
と
る
と
同
時
に
、
親
方
に
は
契
約
を
結
ぶ
と
き
に
契
約
完
了
ま
で
の
進
行
予
定
表
を
提
出
す
る

こ
と
を
義
務
づ
け
た
。
は
じ
め
親
方
た
ち
は
ト
レ
ー
サ
ー
の
仕
事
に
非
協
力
的
だ
っ
た
が
、
ト
レ
ー
サ
ー
に
よ

っ
て
親
方
の
気
づ
か
な
か
っ
た
生
産
阻
害
の
原
因
が
発
見
さ
れ
た
り
、
会
社
側
の
援
助
に
よ
っ
て
そ
の
改
善
が

図
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
で
親
方
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
親
方
の
抵
抗
も
消
え

て
い
っ
た
。

改
革
は
、
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
第
三
の
改
革
と
し
て
「
検
査
員
」
の
配
置
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
十
分
に
技
術
訓
練
を
受
け
た
職
員
を
親
方
に
配
置
し
、
工
具
、
治
具
、
測
定
器
、
材
料
、
部
品
な
ど
を

検
査
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
が
、
親
方
の
最
後
の
「
聖
域
」
に
ま
で
踏
み
込
む
も
の
だ
っ
た
だ
け
に
親
方

の
プ
ラ
イ
ド
を
ひ
ど
く
傷
つ
け
、
激
し
い
反
発
を
招
い
た
。
親
方
に
も
言
い
分
が
あ
っ
た
。
検
査
と
い
っ
て
も
、
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明
確
な
検
査
規
定
や
根
拠
と
な
る
製
作
図
面
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
検
査
員
配
置
の
撤
回
も
、
や
む
を
え

な
か
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
検
査
規
定
の
制
定
と
製
作
図
面
の
整
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
、

主
要
機
種
に
は
Ｗ
Ｅ
社
か
ら
図
面
が
送
ら
れ
て
き
た
が
、
部
品
な
ど
は
現
物
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
も
の
が
工
場
に

回
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
各
部
品
の
完
全
な
製
作
図
面
（
青
写
真
）
を
作
成
し
、
各

寸
法
の
リ
ミ
ッ
ト
を
定
め
る
こ
と
が
急
が
れ
、
図
面
は
部
品
か
ら
組
立
ま
で
広
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

結
局
、
生
産
の
能
率
が
上
が
り
、
親
方
の
収
入
も
増
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
技
術
ス
タ
ッ
フ
と
親
方
の
対

立
も
解
消
し
、
検
査
機
能
は
各
生
産
工
程
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。

�

親
方
制
度
の
廃
止
と
近
代
的
労
務
管
理

工
場
改
革
と
並
行
し
て
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
、「
技
術
部
」
が
創
設
さ
れ
た
。
中
山
一
郎
を
部

長
と
す
る
技
術
部
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
お
も
な
仕
事
は
、
Ｗ
Ｅ
社
の
特
許
を
整
備
す
る
こ
と
と
、
Ｗ
Ｅ
社
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
新
製
品
の
製
作
図
面
を
も
と
に
、
工
場
の
技
術
水
準
・
能
力
に
応
じ
て
細
部
の
工
程
別
図
面
を
つ

く
る
こ
と
だ
っ
た
。
Ｗ
Ｅ
社
の
製
作
図
面
は
主
要
機
種
に
つ
い
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
部
品
別
の
図
面
を

つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
新
製
品
を
つ
く
る
の
と
同
じ
よ
う
な
苦
心
を
要
し
た
。
こ

う
し
て
、
技
術
部
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
Ｗ
Ｅ
社
の
技
術
を
消
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
作
業
を
土
台
に
、
決
定
的
な
工
場
近
代
化
が
準
備
さ
れ
た
。
そ
れ
は
親
方
制
度
の
完
全
廃
止
だ
っ

た
。
こ
と
は
極
秘
に
進
め
ら
れ
、
生
産
技
術
を
担
当
す
る
工
匠
部
長
の
江
橋
が
中
心
と
な
っ
て
、
個
々
の
部
品

に
つ
い
て
の
工
程
分
析
と
、
各
工
程
の
時
間
測
定
を
行
な
い
、「
ピ
ー
ス
・
ワ
ー
ク
・
レ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
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基
準
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
こ
れ
で
準
備
完
了
で
あ
る
。

一
九
一
〇
年
の
あ
る
日
、
岩
垂
専
務
は
親
方
と
職
工
の
全
員
を
集
め
て
、
親
方
請
負
制
度
を
廃
止
し
て
、
会

社
が
直
接
管
理
す
る
「
単
価
請
負
制
度
」
を
実
施
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
こ
れ
は
会
社
と
職
工
が
直
接
雇
用

関
係
を
結
び
、
出
来
高
払
い
的
に
賃
金
を
支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
賃
金
は
平
均
し
て
一
五
％
か
ら
二

〇
％
の
引
き
上
げ
に
な
る
。
親
方
た
ち
は
反
発
し
た
が
、
職
工
た
ち
の
支
持
を
失
っ
て
い
た
か
ら
、
ど
う
す
る

こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
制
度
が
軌
道
に
乗
り
出
し
た
こ
ろ
、
日
本
電
気
の
男
子
従
業
員
の
平

均
収
入
は
、
民
間
工
場
の
全
国
平
均
よ
り
五
割
以
上
も
高
か
っ
た
政
府
直
轄

工
場
並
み
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。「
日
本
電
気
に
勤
め
て
い
る
と
い
え
ば
、

す
ぐ
嫁
の
話
が
ま
と
ま
っ
た
」
と
い
う
話
が
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
ハ

イ
カ
ラ
な
社
風
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
何
よ
り
も
給
料
が
よ
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。半

面
、
勤
務
時
間
は
非
常
に
厳
格
だ
っ
た
。
Ｗ
Ｅ
社
直
伝
の
タ
イ
ム
レ
コ

ー
ダ
が
設
置
さ
れ
て
、
遅
刻
や
早
退
は
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
そ
れ
は
確

実
に
賃
金
に
反
映
さ
れ
た
。
一
般
職
工
は
実
働
一
〇
時
間
で
、
定
刻
五
分
前

ま
で
の
入
門
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
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３
国
産
化
へ
の
努
力

第
二
次
電
話
拡
張
計
画

一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
か
ら
始
ま
っ
た
第
一
次
電
話
拡
張
計
画
は
一
九
〇
三
年
（
度
）
を
も
っ
て
終

了
し
た
。
そ
の
間
、
一
八
九
九
年
に
は
東
京
・
大
阪
間
長
距
離
電
話
が
開
通
す
る
な
ど
、
日
本
の
電
話
は
「
点
」

か
ら
「
線
」
へ
飛
躍
し
た
。
し
か
し
、
第
一
次
計
画
が
終
了
し
た
時
点
で
申
込
み
未
開
通
の
電
話
二
万
一
〇
〇

〇
余
、
交
換
局
設
置
申
込
み
七
二
カ
所
を
残
し
た
。
そ
こ
へ
一
九
〇
四
年
二
月
、
日
露
戦
争
が
勃
発
、
一
般
電

話
の
拡
充
は
一
時
見
送
ら
れ
、
軍
事
的
拠
点
の
あ
る
都
市
に
優
先
的
に
交
換
局
が
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
一
九
〇

五
年
に
は
東
京
と
軍
港
都
市
・
佐
世
保
と
の
間
に
当
時
世
界
第
二
位
の
長
距
離
回
線
（
一
五
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
が
架
設
さ
れ
た
。
結
局
、
二
年
間
の
戦
争
の
間
、
民
間
電
話
の
増
設
は
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
ず
、
一
方
、

全
国
で
毎
年
一
万
人
の
新
規
申
込
み
が
あ
っ
た
か
ら
、
一
般
電
話
の
需
給
は
ま
す
ま
す
逼
迫
し
た
。
戦
後
の
好

況
で
電
話
利
用
も
急
増
し
、
電
話
は
い
つ
も
「
話
し
中
」
と
い
う
有
り
様
だ
っ
た
。

一
九
〇
六
年
十
二
月
、
第
二
次
電
話
拡
張
計
画
が
政
府
原
案
ど
お
り
国
会
で
決
定
さ
れ
た
。
そ
れ
は
大
筋
、

一
九
〇
七
年
か
ら
六
年
間
で
新
た
に
加
入
者
九
万
五
〇
〇
〇
人
、
電
話
交
換
局
四
一
九
カ
所
、
市
外
回
線
一
万

二
〇
〇
〇
里（
約
四
万
八
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）を
増
加
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
所
要
資
金
は
公
債
で
賄

う
計
画
だ
っ
た
が
、
計
画
期
間
中
に
戦
後
景
気
の
崩
壊
に
と
も
な
う
不
況
の
到
来
や
、
政
府
の
緊
縮
財
政
政
策

な
ど
で
、
公
債
発
行
が
不
可
能
と
な
る
事
態
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
逓
信
省
は
、
至
急
に
電
話
の
開
通
や
交
換
局

の
設
置
を
希
望
す
る
個
人
や
地
域
に
は
資
金
の
一
部
を
負
担
し
て
も
ら
う
”受
益
者
負
担
“
の
仕
組
み
を
導
入
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し
た
。
こ
れ
が
う
ま
く
い
っ
て
、
第
二
次
計
画
は
計
画
終
了
時
点
で
加
入
者
約
一
三
万
九
〇
〇
〇
人
、
市
外
線

約
二
万
里
（
約
八
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
、
目
標
を
超
過
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
電
話
へ

の
需
要
が
、
そ
れ
だ
け
強
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

第
二
次
計
画
で
は
量
的
な
面
だ
け
で
な
く
、
質
的
な
面
で
も
大
き
な
発
展
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
磁
石
式
交

換
機
に
か
わ
る
共
電
式
交
換
機
の
採
用
で
あ
る
。
共
電
式
は
磁
石
式
に
比
べ
、
小
型
・
軽
量
で
取
り
扱
い
も
簡

単
と
い
う
利
点
が
あ
っ
た
が
、
い
ち
ば
ん
の
特
徴
は
、
磁
石
式
に
は
個
々
の
電
話
機
に
必
要
だ
っ
た
電
池
が
共

電
式
に
は
不
要
で
、そ
の
か
わ
り
交
換
局
に
大
型
の
蓄
電
池
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
だ
っ
た
。

問
題
は
、
局
の
電
池
の
電
圧
が
高
い
た
め
、
局
内
ケ
ー
ブ
ル
の
絶
縁
性
を
低
下
さ
せ
、
信
号
の
混
乱
を
招
く
恐

れ
の
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
早
く
か
ら
共
電
式
が
採
用
さ
れ
て
い
た
が
、
日
本
は
湿
度
が
高
い

の
で
、
絶
縁
性
低
下
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
共
電
式
の
採
用
は
困
難
と
考
え
ら
れ
、
第
二
次
計
画
以
前
に

共
電
式
を
採
用
し
た
局
は
、
日
本
電
気
が
Ｗ
Ｅ
社
か
ら
輸
入
し
て
一
九
〇
三
年
に
設
置
し
た
京
都
局
一
局
し
か

な
か
っ
た
。

こ
の
絶
縁
性
の
問
題
を
解
決
し
た
の
は
、
逓
信
省
が
開
発
し
た
エ
ナ

メ
ル
ケ
ー
ブ
ル
の
登
場
だ
っ
た
。
Ｗ
Ｅ
社
は
逓
信
省
の
要
請
に
よ
っ
て

エ
ナ
メ
ル
ケ
ー
ブ
ル
を
製
造
し
、
日
本
向
け
に
輸
出
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
共
電
式
の
日
本
へ
の
導
入
も
開
け
る
こ
と
と
な
り
、
一
九
〇
九
年

六
月
に
開
局
し
た
東
京
・
芝
分
局
は
、
日
本
で
本
格
的
に
共
電
式
交
換

機
を
採
用
し
た
最
初
の
大
型
局
と
な
っ
た
。
芝
局
の
交
換
設
備
は
、
す
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べ
て
Ｗ
Ｅ
社
と
日
本
電
気
技
術
陣
の
合
作
に
な
る
最
新
鋭
設
備
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
磁
石
式
は
共
電
式
に
切
り

替
え
ら
れ
て
い
き
、
そ
こ
で
日
本
電
気
は
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
の
だ
っ
た
。

電
話
網
の
拡
大
と
と
も
に
、
日
本
電
気
の
業
績
も
伸
長
し
た
。
一
九
〇
八
年
度
に
は
売
上
高
が
二
〇
〇
万
円

を
突
破
、
第
二
次
計
画
が
終
了
し
た
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
度
に
は
三
二
五
万
円
に
達
し
た
。
売
上
高
に
占

め
る
自
社
製
品
の
割
合
も
し
だ
い
に
高
ま
っ
た
。
一
九
〇
八
年
度
の
売
上
高
に
占
め
る
Ｗ
Ｅ
社
製
品
（
輸
入
）

と
自
社
製
品
の
比
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
八
％
と
同
じ
だ
っ
た
が
、
一
二
年
に
は
Ｗ
Ｅ
社
製
品
二
七
％
に
対
し
自

社
製
品
が
四
三
％
と
、
自
社
製
品
が
大
き
く
上
回
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
明
治
末
年
ま
で
に
は
、
磁
石
式
電
話

機
・
交
換
機
は
ほ
ぼ
自
社
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

相
つ
ぐ
工
場
拡
張

自
社
生
産
の
拡
大
と
業
績
の
伸
長
と
と
も
に
、
工
場
の
相
つ
ぐ
拡
張
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
ず
工
場
用
地
の
拡

張
が
図
ら
れ
、
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
ま
で
に
本
社
・
工
場
に
隣
接
す
る
土
地
約
一
万
六
二
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を
三
回
に
わ
た
っ
て
取
得
し
、
今
日
の
本
社
敷
地
を
確
保
し
た
。

一
九
〇
六
年
か
ら
一
一
年
ま
で
に
、
第
二
工
場
Ｃ
お
よ
び
Ａ
、
第
三
工
場
、
第
四
工
場
、
第
五
工
場
が
相
つ

い
で
建
設
さ
れ
た
。

第
二
工
場
Ａ
は
、
政
府
の
第
二
次
電
話
拡
張
計
画
に
対
応
し
た
増
産
体
制
の
中
心
工
場
で
、
二
階
建
て
レ
ン

ガ
造
り
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
工
場
も
た
ち
ま
ち
手
狭
と
な
り
、
第
三
工
場
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
階

レ
ン
ガ
造
り
の
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
鋸
歯
状
屋
根
を
も
つ
工
場
だ
っ
た
。
第
四
工
場
も
同
様
に
鋸
歯
状
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屋
根
の
工
場
だ
っ
た
が
、
同
時
に
建
て
ら
れ
た
直
径
二
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
耐
震
性
鋼
鉄
煙
突
が
人
び
と
を
驚

か
せ
た
。

工
場
の
拡
張
と
と
も
に
従
業
員
も
増
加
し
た
。
創
業
当
初
の

従
業
員
は
月
給
社
員
一
九
人
、
職
工
七
三
人
、
合
計
九
二
人
だ

っ
た
が
、
日
露
戦
争
の
終
わ
っ
た
一
九
〇
五
年
に
は
合
計
二
七

二
人
を
数
え
、
約
三
倍
に
増
加
し
た
。
そ
の
後
も
年
々
増
え
つ

づ
け
、
一
九
一
〇
年
に
は
六
〇
〇
人
台
に
達
し
た
。

家
庭
電
化
の
パ
イ
オ
ニ
ア

日
本
電
気
の
専
門
分
野
は
電
話
機
・
交
換
機
で
あ
り
、
国
産

化
の
努
力
も
そ
こ
に
集
中
さ
れ
た
が
、
輸
入
取
扱
製
品
は
多
岐

に
及
ん
で
い
た
。
た
と
え
ば
、
日
本
電
気
は
一
九
〇
二
（
明
治

三
十
五
）
年
以
来
、
扇
風
機
を
輸
入
し
て
「
電
気
う
ち
わ
」
と

名
づ
け
て
売
り
出
し
た
。
こ
れ
は
日
本
に
は
じ
め
て
登
場
し
た

扇
風
機
だ
っ
た
。
当
時
、
家
庭
へ
の
配
電
は
夜
間
だ
け
で
、
電

力
料
金
も
高
か
っ
た
か
ら
、
販
路
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
大
正
に
入
っ
て
各
地
の
電
力
会
社
が
家
庭
用
の
電
力
供
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給
を
開
始
し
、
電
力
料
金
も
著
し
く
低
下
す
る
と
、
Ｗ
Ｅ
社
製
「
電
気
う
ち
わ
」
は
人
気
の
的
と
な
り
、
そ
れ

を
模
倣
し
て
生
産
に
乗
り
出
す
国
産
メ
ー
カ
ー
が
相
つ
い
だ
。

扇
風
機
を
一
例
と
し
て
、
大
正
の
は
じ
め
こ
ろ
日
本
電
気
が
輸
入
し
た
電
気
器
具
類
は
、
戦
後
に
普
及
す
る

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
電
化
製
品
に
及
ん
で
い
る
。
日
本
電
気
は
家
庭
電
化
の
面
で
も
パ
イ
オ
ニ
ア
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
取
扱
製
品
は
、
Ｗ
Ｅ
社
と
そ
の
関
連
会
社
の
も
の
だ
っ
た
。
当
時
の
Ｐ
Ｒ
誌
『
日
本
電
気
月
報
』
に
よ

れ
ば
、
取
扱
製
品
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

〔
家
庭
用
電
気
器
具
〕

①
　
調
　
理
　
用
　
品
　
電
気
七
輪
、
電
気
鍋
、
ト
ー
ス
タ
、
オ
ー
ブ
ン
、
レ
ン
ジ
、
湯
沸
器
な
ど

②
　
暖
・
冷
房
用
品
　
ス
ト
ー
ブ
、
ル
ー
ム
ク
ー
ラ

③
　
電
熱
・
電
力
用
品
　
電
気
ア
イ
ロ
ン
、
真
空
掃
除
機
、
電
気
洗
濯
機
、
扇
風
機
な
ど

〔
医
療
機
器
〕

聴
覚
補
助
器
、
聴
覚
測
定
器
、
電
気
聴
診
器
な
ど

〔
工
業
用
電
気
機
械
器
具
〕

各
種
ジ
ャ
ッ
キ
、
給
水
装
置
、
高
声
装
置
（
拡
声
器
）、
ド
ラ
イ
バ
、
ド
リ
ル
、
計
測
用
具
、
電
動
機
、

変
圧
器
な
ど

こ
れ
ら
の
輸
入
製
品
の
一
部
は
、
そ
の
後
、
自
社
生
産
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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人
材
の
獲
得

先
進
的
な
技
術
を
消
化
し
、
わ
が
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
人
材
が
必
要
で
あ
る
。
初
期

の
日
本
電
気
は
、
積
極
的
に
優
れ
た
技
術
者
の
獲
得
に
努
め
た
。

中
山
一
郎
は
一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）
年
四
月
、
岩
垂
専
務
と
大
学
同
期
の
逓
信
省
工
務
課
長
、
大
井
才

太
郎
の
推
薦
で
日
本
電
気
に
入
社
し
た
。
中
山
は
東
京
郵
便
電
信
学
校
を
卒
業
後
、
逓
信
省
に
入
り
、
東
京
電

話
局
、
名
古
屋
電
話
局
の
創
設
に
当
た
っ
て
大
井
の
も
と
で
活
躍
し
た
。
日
本
電
気
に
入
社
し
た
と
き
は
、
ま

だ
二
十
三
歳
の
若
さ
だ
っ
た
。

当
時
、
日
本
電
気
は
磁
石
式
電
話
機
の
試
作
に
四
苦
八
苦
し
て
い
た
こ
ろ
で
あ
る
。
中
山
は
入
社
す
る
と
、

た
だ
ち
に
Ｗ
Ｅ
社
へ
の
留
学
を
命
じ
ら
れ
、
電
話
機
器
の
製
造
技
術
を
習
得
し
た
。
一
年
半
経
っ
て
帰
国
し
た

と
き
に
は
「
理
論
と
実
際
を
兼
備
し
た
、
わ
が
国
の
手
動
式
電
話
時
代
の
最
高
指
導
者
」（『
電
気
之
友
』）
と

評
さ
れ
る
技
術
者
に
な
っ
て
い
た
。
の
ち
に
技
師
長
、
支
配
人
と
な
り
、
岩
垂
が
渡
米
な
ど
で
長
期
不
在
の
と

き
に
は
岩
垂
の
代
役
を
務
め
た
。
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
、
技
師
長
と
し
て
在
職
中
、
四
十
七
歳
の
若
さ

で
没
し
た
。

松
代
松
之
助
は
、
世
界
で
最
初
に
電
波
式
無
線
電
信
の
実
用
化
に
成
功
し
た
人
で

あ
る
。
一
八
九
七
年
の
冬
、
松
代
は
東
京
湾
上
の
船
と
陸
上
と
の
間
で
、
マ
ル
コ
ー

ニ
の
発
明
し
た
無
線
電
信
の
実
験
を
試
み
、
通
信
に
成
功
し
た
。
松
代
は
京
都
西
本

願
寺
の
寺
僧
の
家
に
生
ま
れ
、
上
京
し
て
東
京
郵
便
電
信
学
校
に
学
び
、
一
八
八
八

年
四
月
、
同
校
を
首
席
で
卒
業
し
、
逓
信
省
に
技
手
と
し
て
勤
務
し
た
の
ち
、
逓
信
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省
電
気
試
験
所
に
移
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
、
海
軍
の
依
頼
を
受
け
て
艦
船
の
無
線
通
信
装
置
の
開
発
に
携
わ
り
、

そ
れ
を
成
功
さ
せ
る
。
日
露
戦
争
の
日
本
海
海
戦
（
一
九
〇
五
年
）
に
お
い
て
、
無
線
電
信
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
松
代
は
日
本
に
お
け
る
無
線
電
信
の
第
一
人
者
だ
っ
た
。
そ
の
松

代
が
一
九
〇
五
年
、「
電
話
の
日
本
電
気
」
に
入
社
し
た
。
当
時
、
無
線
機
が
注
目
さ
れ
始
め
、
日
本
電
気
も

そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
松
代
を
招
い
た
の
だ
っ
た
。
松
代
は
一
九
〇
六
年
二
月
に
開
設
さ
れ
た
大
阪
支
社
の
初

代
支
社
長
と
な
り
、
経
営
や
セ
ー
ル
ス
の
面
で
も
隠
れ
た
才
能
を
発
揮
し
、
関
西
で
の
日
本
電
気
の
地
盤
を
固

め
た
。
後
年
、
日
本
電
気
の
無
線
事
業
へ
の
進
出
に
当
た
っ
て
、
本
来
の
識
見
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
一
一
年
に
は
横
浜
電
線
製
造
（
現
在
の
古
河
電
気
工
業
）
か
ら
畑
英
三
郎
が
入
社
し
た
。
畑
は
横
浜
電

線
に
入
る
前
は
逓
信
省
技
師
だ
っ
た
。
当
時
、
電
話
線
の
ケ
ー
ブ
ル
化
が
進
み
、
日
本
電
気
は
Ｗ
Ｅ
社
か
ら
鉛

被
紙
ケ
ー
ブ
ル
を
輸
入
し
て
需
要
に
応
じ
て
い
た
が
、
主
要
電
線
メ
ー
カ
ー
が
そ
の
試
作
に
乗
り
出
し
は
じ
め

た
の
で
、
日
本
電
気
も
鉛
被
紙
ケ
ー
ブ
ル
を
本
格
的
生
産
に
移
す
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
日
本
電
気
は
以
前

か
ら
電
話
絹
巻
線
や
交
換
機
用
配
線
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
製
造
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
と
合
わ
せ
て
ケ

ー
ブ
ル
事
業
を
確
立
す
る
た
め
、
横
浜
電
線
の
技
師
長
だ
っ
た
畑
を
工
場
長
に
迎
え
た
の
で
あ
る
。
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第

２
章

自
主
技
術
の
芽
生
え

１
事
業
分
野
の
広
が
り

第
一
次
大
戦
ブ
ー
ム

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
七
月
に
始
ま
り
約
四
年
半
つ
づ
い
た
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
戦
火
の
圏
外
に
い
た

日
本
に
空
前
の
経
済
的
ブ
ー
ム
を
も
た
ら
し
た
。
日
本
に
対
し
て
欧
米
諸
国
か
ら
の
軍
需
が
急
増
し
た
の
に
加

え
、
欧
米
か
ら
の
輸
入
が
途
絶
え
た
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
そ
の
需
要
が
日
本
製
品
に
向
か
っ
た
。
国
内
で
も
、

欧
米
諸
国
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
た
重
化
学
工
業
製
品
の
国
産
化
の
動
き
が
、
に
わ
か
に
高
ま
っ
た
。

大
戦
の
影
響
は
、
日
本
電
気
に
も
直
接
的
に
及
ん
だ
。
ロ
シ
ア
は
大
戦
の
勃
発
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
軍

需
品
を
日
本
に
求
め
て
き
た
が
、
そ
の
な
か
に
は
大
量
の
軍
用
電
話
機
も
あ
っ
た
。
一
九
一
五
年
に
大
倉
組
を

通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
た
最
初
の
電
話
機
受
注
量
は
四
万
台
（
四
〇
〇
万
円
）
に
も
の
ぼ
り
、
逓
信
省
の
斡
旋
で

日
本
電
気
と
沖
商
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
万
台
ず
つ
分
担
し
た
。
ロ
シ
ア
か
ら
の
注
文
は
一
九
一
七
年
の
革
命
で

ロ
シ
ア
が
戦
線
か
ら
離
脱
す
る
ま
で
つ
づ
き
、
納
入
数
量
は
巨
大
な
も
の
に
達
し
た
。
日
本
電
気
は
昼
夜
二
交

替
制
の
フ
ル
操
業
で
、
そ
れ
を
消
化
し
た
の
だ
っ
た
。
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第
一
次
世
界
大
戦
と
は
直
接
関
係
は
な
い
が
、
こ
の
時
期
、
国
産
化
が
大
成
功
し
た
の
は
、
鉛
被
紙
ケ
ー
ブ

ル
で
あ
る
。
鉛
被
紙
ケ
ー
ブ
ル
は
Ｗ
Ｅ
社
が
開
発
し
た
絶
縁
性
に
優
れ
た
ケ
ー
ブ
ル
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
Ｗ
Ｅ

社
は
電
話
ケ
ー
ブ
ル
部
門
で
も
世
界
の
一
流
メ
ー
カ
ー
に
な
っ
た
。
大
正
初
年
こ
ろ
国
内
電
話
事
業
で
用
い
ら

れ
る
電
話
ケ
ー
ブ
ル
の
ほ
と
ん
ど
が
Ｗ
Ｅ
社
か
ら
の
輸
入
品
で
、
そ
の
大
半
は
日
本
電
気
の
取
り
扱
い
に
よ
る

も
の
だ
っ
た
。
国
内
電
線
メ
ー
カ
ー
も
こ
の
鉛
被
紙
ケ
ー
ブ
ル
の
試
作
に
乗
り
出
し
て
き
た
の
に
対
抗
し
て
、

日
本
電
気
は
一
九
一
三
年
、
Ｗ
Ｅ
社
か
ら
自
動
被
鉛
機
を
導
入
し
て
、
Ｗ
Ｅ
社
シ
カ
ゴ
工
場
の
技
師
・
ハ
ー
ト

（C
.D
.H
art

）
ら
の
指
導
に
よ
っ
て
鉛
被
紙
ケ
ー
ブ
ル
の
製
造
を
開
始
し
た
。
そ
の
製
品
は
優
秀
な
成
績
を
あ

げ
、
翌
一
九
一
四
年
に
は
鉛
被
紙
ケ
ー
ブ
ル
の
逓
信
省
指
定
工
場
と
な
っ
た
。
日
本
電
気
が
得
意
と
し
た
の
は
、

高
性
能
が
要
求
さ
れ
る
多
対
ケ
ー
ブ
ル
の
分
野
で
、
こ
こ
で
国
産
他
社
に
対
し
て
優
位
性
を
発
揮
し
た
。
こ
う

し
て
日
本
電
気
は
電
線
専
業
の
三
社
（
住
友
、
古
河
、
藤
倉
）
に
並
ぶ
地
位
を
業
界
で
築
い
た
の
で
あ
る
。

�

第
三
次
電
話
拡
張
計
画

大
戦
の
好
況
下
、
政
府
は
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
か
ら
二
〇
年
ま
で
の
五
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
第
三

次
電
話
拡
張
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
一
九
一
三
年
に
第
二
次
拡
張
計
画
が
終
了
し
た
と
き
、
加
入
を
申
し

込
み
な
が
ら
未
架
設
の
ま
ま
残
さ
れ
た
電
話
が
約
一
二
万
も
あ
り
、
電
話
増
設
に
対
す
る
要
望
は
高
ま
る
一
方

だ
っ
た
が
、
経
済
が
不
況
に
陥
っ
て
い
た
た
め
新
規
架
設
に
は
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
戦
争
景

気
の
到
来
で
、
新
計
画
の
発
進
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

新
計
画
は
当
初
、
毎
年
四
五
〇
万
円
、
五
年
間
総
額
二
二
五
〇
万
円
を
投
じ
、
毎
年
全
国
で
加
入
者
を
一
万
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四
一
〇
〇
人
ず
つ
、
総
計
七
万
五
〇
〇
人
増
や
し
、
市
外
回
線
を
三
万
三
二
〇
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
拡
張
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
物
価
暴
騰
や
好
況

に
よ
る
電
話
需
要
の
大
膨
張
な
ど
に
よ
っ
て
、
五
カ
年
計
画
は
毎
年
の
よ
う
に
改

訂
さ
れ
、
そ
の
つ
ど
、
規
模
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
結
局
、
投
資
額
実
績
は
年
平

均
一
七
〇
〇
万
円
と
当
初
計
画
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。
日
本
の
電
話
事
業
は
、
こ

の
第
三
次
拡
張
計
画
に
よ
っ
て
、
本
格
的
な
発
展
の
段
階
に
入
っ
た
。
相
つ
ぐ
電

話
と
交
換
局
の
増
設
は
、
日
本
電
気
に
も
”黄
金
時
代
“
と
も
い
う
べ
き
好
業
績

を
も
た
ら
し
た
。

�
中
国
市
場
へ
の
進
出

日
露
戦
争
後
、
朝
鮮
半
島
と
満
州
（
中
国
東
北
部
）
に
お
い
て
日
本
の
権
益
が

深
ま
る
の
に
と
も
な
い
、
日
本
電
気
も
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
、
最
初
の

外
地
出
張
所
を
朝
鮮
の
京
城
に
設
置
し
た
の
に
つ
づ
き
、
翌
一
九
〇
九
年
に
は
大
連
に
も
出
張
所
を
開
設
し
て

い
た
。
第
一
次
大
戦
期
は
、
日
本
電
気
が
中
国
大
陸
に
さ
ら
に
雄
飛
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
か
け
た
時
期
で

も
あ
っ
た
。

元
来
、
中
国
の
電
信
電
話
事
業
は
日
本
よ
り
も
先
行
し
て
い
た
が
、
そ
の
事
業
主
体
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
大
北

電
信
会
社
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
東
電
信
会
社
な
ど
す
べ
て
欧
米
の
会
社
だ
っ
た
。
そ
こ
へ
日
本
企
業
が
食
い
込
む

最
初
の
チ
ャ
ン
ス
が
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
に
訪
れ
た
。
そ
の
前
年
、
中
国
政
府
交
通
部
は
ド
イ
ツ
の
シ
ー
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メ
ン
ス
社
が
経
営
し
て
い
た
漢
口
電
話
会
社
を
買
収
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
拡
張
す
る
と
と
も
に
武
昌
に
電
話

局
を
開
き
、
両
者
間
に
長
距
離
電
話
を
架
設
す
る
計
画
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
そ
の
架
設
工
事
の
請
負
入
札
は
、

Ｗ
Ｅ
社
を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
有
力
会
社
の
ほ
か
中
日
実
業
（
中
国
政
府
と
日
本
財
界
と
の
合
弁
会
社
）
な
ど

が
参
加
す
る
国
際
入
札
と
な
り
、
中
日
実
業
は
激
し
い
競
争
を
勝
ち
抜
い
て
工
事
の
落
札
に
成
功
し
た
。
当
時
、

中
国
交
通
部
に
は
逓
信
省
の
中
山
龍
次
が
顧
問
と
し
て
招
か
れ
て
い
て
、
こ
の
落
札
の
陰
に
は
中
山
の
尽
力
が

あ
っ
た
。
工
事
一
切
は
三
井
物
産
が
請
け
負
う
こ
と
に
な
り
、
三
井
物
産
は
使
用
機
器
す
べ
て
を
国
産
品
で
賄

う
方
針
を
と
り
、
日
本
電
気
に
協
力
を
求
め
て
き
た
。
入
札
に
敗
れ
た
Ｗ
Ｅ
社
も
、
日
本
電
気
を
通
じ
て
中
国

大
陸
に
初
上
陸
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
だ
こ
と
を
喜
ん
だ
の
だ
っ
た
。

こ
れ
は
日
本
電
気
が
は
じ
め
て
経
験
す
る
「
プ
ラ
ン
ト
輸
出
」
だ
っ
た
。
工
事
は
や
り
直
し
の
き
か
な
い
一

発
勝
負
だ
っ
た
が
、
漢
口
二
二
〇
〇
回
線
が
一
九
一
七
年
五
月
に
、
武
昌
一
一
〇
〇
回
線
が
翌
年
二
月
に
完
成

し
、
そ
の
申
し
分
の
な
い
通
話
状
況
は
中
国
側
要
人
を
満
足
さ
せ
た
。
こ
の
成
果
は
、
日
本
の
技
術
や
製
品
が

欧
米
の
そ
れ
に
け
っ
し
て
劣
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
工
事
を
契
機
と
し
て
、
日
本
電
気
と
三
井
物
産
と
の
間
に
一
九
一
七
年
、
資
本
提
携
と
中
国
に
お
け
る

代
理
店
契
約
が
結
ば
れ
る
に
い
た
っ
た
。
同
年
末
現
在
、
三
井
は
約
六
％
の
株
式
を
保
有
し
、
三
井
側
か
ら
役

員
も
迎
え
ら
れ
た
。

日
本
電
気
の
対
中
国
プ
ラ
ン
ト
輸
出
と
並
行
す
る
よ
う
な
形
で
、
Ｗ
Ｅ
社
は
日
本
電
気
と
共
同
で
中
国
へ
資

本
進
出
す
る
構
想
を
打
ち
出
し
て
き
た
。
こ
れ
は
Ｗ
Ｅ
社
の
世
界
戦
略
の
一
環
だ
っ
た
。
Ｗ
Ｅ
社
は
当
初
か
ら

日
本
電
気
を
ア
ジ
ア
進
出
の
拠
点
と
す
る
考
え
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
日
本
電
気
を
足
が
か
り
に
し
て
中
国
へ
進
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出
す
る
時
期
が
き
た
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
一
九
一
七
年
十
月
、
Ｗ
Ｅ
社
、
日
本
電
気
、
中
国
政
府
に
よ
る
合
意
が
成
立
し
、
一
八
年
一
月
に

三
者
合
弁
に
よ
る
中
国
電
気
股

有
限
公
司
（
以
下
、
中
国
電
気
公
司
と
略
）
が
設
立
さ
れ
た
。
資
本
金
は
一

〇
〇
万
米
ド
ル
で
、
出
資
比
率
は
中
国
政
府
五
〇
％
、
Ｗ
Ｅ
社
と
日
本
電
気
が
各
二
五
％
だ
っ
た
。
二
〇
年
七

月
に
は
本
店
を
北
京
に
、
支
店
と
工
場
を
上
海
に
置
い
て
事
業
を
開
始
し
、
将
来
の
発
展
が
約
束
さ
れ
た
か
に

思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
電
気
に
と
っ
て
状
況
は
暗
転
す
る
。
創
立
の
こ
ろ
か
ら
中
国
で
し
だ
い
に
反
日
の

気
運
が
高
ま
り
、
排
日
・
排
日
貨
運
動
が
激
化
し
、
当
然
、
通
信
機
器
に
も
そ
れ
は
及
ん
だ
。
こ
の
た
め
中
国

電
気
公
司
は
日
本
電
気
の
製
品
を
輸
入
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
Ｗ
Ｅ
社
製
品
だ
け
の
輸
入
業
務
に
傾
い
て

い
っ
た
。

Ｉ
Ｗ
Ｅ
社
の
設
立

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
四
月
、
Ｗ
Ｅ
社
は
海
外
事
業
を
統
括
す
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ウ
ェ
ス
タ

ン
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
（
以
下
、
Ｉ
Ｗ
Ｅ
社
と
略
）
を
設
立
し
、
保
有
し
て
い
た
海
外
子
会
社
や
関
係
会
社

の
株
式
も
Ｉ
Ｗ
Ｅ
社
に
移
管
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
電
気
の
株
式
も
Ｉ
Ｗ
Ｅ
社
の
保
有
と
な
り
、
日
本
電
気
の
親
会
社
は
Ｗ
Ｅ
社
か
ら
Ｉ

Ｗ
Ｅ
社
に
代
わ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｗ
Ｅ
社
の
社
長
は
Ｗ
Ｅ
社
の
社
長
に
な
っ
て
い
た
セ
ー
ヤ
ー
が
兼
務
し
、

日
本
電
気
と
Ｗ
Ｅ
社
と
の
関
係
に
は
、
実
質
的
に
変
化
は
な
か
っ
た
。

第2章　自主技術の芽生え

39



住
友
と
の
提
携

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
七
月
の
あ
る
日
、
日
本
政
府
か
ら
の
叙
勲
を
受
け
る
た
め
来
日
し
た
Ｉ
Ｗ
Ｅ
社
副

社
長
と
な
っ
て
い
た
コ
ン
ジ
ッ
ト
か
ら
、
岩
垂
邦
彦
専
務
に
日
米
合
弁
の
電
線
会
社
設
立
の
話
が
も
ち
か
け
ら

れ
た
。
コ
ン
ジ
ッ
ト
は
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
に
Ｗ
Ｅ
社
か
ら
派
遣
さ
れ
、
一
九
〇
九
年
か
ら
五
年
間
、

日
本
電
気
の
役
員
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
コ
ン
ジ
ッ
ト
の
提
案
は
、
Ｗ
Ｅ
社
の
系
列
会
社
の
ア
ン
グ
ロ
・
グ

ッ
ド
イ
ヤ
ー
と
い
う
ゴ
ム
製
造
会
社
と
合
弁
で
電
線
製
造
会
社
を
興
し
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

岩
垂
は
、
こ
の
話
に
あ
ま
り
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
。
鉛
被
紙
ケ
ー
ブ
ル
の
製
造

に
手
い
っ
ぱ
い
で
、
し
か
も
そ
れ
に
要
す
る
銅
線
の
入
手
に
困
難
さ
え
感
じ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
岩
垂
は
、
提
携
相
手
と
し
て
他
の
電
線
製
造
会
社
を
紹
介
し

て
も
よ
い
と
答
え
た
。
こ
の
話
が
あ
っ
た
直
後
、
岩
垂
が
こ
の
件
を
元
逓
信
省
工
務

課
長
の
大
井
才
太
郎
に
相
談
す
る
と
、
大
井
は
た
だ
ち
に
住
友
電
線
製
造
所
（
現
在

の
住
友
電
気
工
業
）
を
推
し
た
。

こ
う
し
て
日
本
電
気
の
取
締
役
に
迎
え
ら
れ
た
大
井
も
加
わ
り
、
日
本
電
気
と
住

友
の
交
渉
が
始
ま
っ
た
。
当
時
、
長
距
離
電
話
線
は
重
信
ケ
ー
ブ
ル
へ
の
転
換
期
に

あ
っ
た
が
、
重
信
ケ
ー
ブ
ル
の
納
入
者
と
し
て
逓
信
省
の
指
定
を
受
け
て
い
た
の
は
、

Ｗ
Ｅ
社
製
品
を
納
入
で
き
る
日
本
電
気
だ
け
だ
っ
た
。
日
本
電
気
は
輸
入
販
売
だ
け

で
な
く
、
Ｗ
Ｅ
社
か
ら
輸
入
し
た
製
造
機
械
で
製
造
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
逓
信
省

の
注
文
ど
お
り
の
製
品
を
完
全
に
製
造
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
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岩
垂
は
、
も
し
日
本
電
気
と
住
友
電
線
が
提
携
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
日
本
電
気
は
ケ
ー
ブ
ル
類
の
製
造
は
停

止
し
、
製
造
機
械
類
一
切
を
住
友
に
提
供
す
る
用
意
の
あ
る
こ
と
を
住
友
側
に
伝
え
た
。
こ
こ
に
い
た
り
、
住

友
側
は
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
社
の
ゴ
ム
線
製
造
技
術
よ
り
も
、
日
本
電
気
が
持
つ
Ｗ
Ｅ
社
の
重
信
ケ
ー
ブ
ル
製
造
機

械
の
使
用
権
に
大
き
な
関
心
を
示
し
た
。
こ
う
し
て
新
会
社
設
立
の
話
は
消
え
て
、
日
本
電
気
の
持
つ
重
信
ケ

ー
ブ
ル
製
造
機
械
の
一
切
と
、
そ
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
Ｗ
Ｅ
社
の
特
許
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
住
友
電
線
に
譲
渡
し
、

日
本
電
気
は
そ
の
製
造
を
や
め
る
方
向
に
話
が
進
ん
だ
。

日
本
電
気
が
ケ
ー
ブ
ル
事
業
を
放
棄
し
て
、
住
友
電
線
と
提
携
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
だ
っ
た
。

第
一
は
、
銅
の
確
保
が
し
だ
い
に
困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
住
友
電
線
な
ど
電
線
専
業
メ
ー
カ
ー
は

直
接
、
銅
の
供
給
源
を
持
っ
て
い
た
が
、
日
本
電
気
に
は
そ
う
し
た
ル
ー
ト
は
な
か
っ
た
。
第
二
は
、
電
話

機
・
交
換
機
の
専
門
メ
ー
カ
ー
に
徹
す
る
た
め
で
あ
る
。
電
話
ケ
ー
ブ
ル
も
手
が
け
る
こ
と
は
、
力
を
二
分
す

る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
第
三
は
、
日
本
有
数
の
財
閥
で
あ
る
住
友
と
手
を
携
え
る
こ
と
が
、
Ｗ
Ｅ
社
に
と

っ
て
も
日
本
電
気
に
と
っ
て
も
何
か
と
有
利
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て
交
渉
は
、
Ｉ
Ｗ
Ｅ
社
と
住
友
と
の
間
に
移
さ
れ
、
曲
折
は
あ
っ
た
が
、
一
九
二
〇
年
十
月
、
東
京

で
Ｉ
Ｗ
Ｅ
社
、
住
友
、
日
本
電
気
の
三
者
間
で
契
約
調
印
が
行
な
わ
れ
た
。
契
約
に
も
と
づ
き
、
次
の
こ
と
が

実
施
に
移
さ
れ
た
。

①
　
日
本
電
気
は
株
式
会
社
と
な
っ
た
住
友
電
線
製
造
所
の
株
式
の
二
五
％
、
住
友
電
線
は
日
本
電
気
の
株

式
の
五
％
を
取
得
。

②
　
日
本
電
気
の
岩
垂
邦
彦
と
大
井
才
太
郎
が
住
友
電
線
の
取
締
役
に
、
Ｗ
Ｅ
社
の
タ
ッ
カ
ー
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当
時
、
日
本
電
気
の
取
締
役
）
が
監
査
役
に
就
任
。
住
友
合
資
会
社
理
事
・
田
中
錦
吉
が

日
本
電
気
の
取
締
役
に
就
任
。

③
　
Ｗ
Ｅ
社
は
電
話
用
重
信
ケ
ー
ブ
ル
に
関
連
す
る
特
許
の
使
用
権
と
製
作
用
機
械
を
日
本
電
気
か
ら
住
友

電
線
に
移
し
、
住
友
は
高
磁
力
磁
石
鋼
の
特
許
使
用
を
Ｗ
Ｅ
社
に
許
諾
。

④
　
日
本
電
気
は
重
信
ケ
ー
ブ
ル
の
製
作
機
械
（
被
鉛
機
二
台
含
む
）、
そ
の
他
付
属
機
器
、
特
許
お
よ
び

製
造
情
報
、
保
有
材
料
お
よ
び
商
品
一
式
を
帳
簿
価
格
で
住
友
電
線
に
譲
渡
。

関
東
大
震
災

一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
九
月
一
日
正
午
前
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
の
大
地
震
が
関
東
地
方
一
円
を

襲
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
東
京
、
横
浜
を
中
心
と
す
る
首
都
圏
は
壊
滅
的
な
被
害
を
被
っ
た
。

電
話
通
信
網
も
寸
断
さ
れ
た
。
東
京
で
は
一
九
の
電
話
交
換
局
の
う
ち
本
局
は
じ
め
一
三
の
交
換
局
が
全
焼

し
、
残
っ
た
局
も
被
害
の
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
架
設
ケ
ー
ブ
ル
は
ず
た
ず
た
に
切
断
さ
れ
、
八
万
三
〇
〇

〇
個
あ
っ
た
加
入
電
話
の
う
ち
五
万
三
〇
〇
〇
個
が
焼
失
ま
た
は
破
壊
さ
れ
た
。
横
浜
の
被
害
は
さ
ら
に
大
き

く
、
加
入
電
話
の
九
割
が
焼
失
し
、
市
内
に
二
局
あ
っ
た
交
換
局
は
い
ず
れ
も
焼
け
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
首
都

圏
は
正
味
八
日
間
、
電
信
電
話
が
途
絶
し
た
。

そ
の
日
は
、
た
ま
た
ま
日
本
電
気
合
資
会
社
の
創
立
二
五
周
年
記
念
日
だ
っ
た
。
そ
の
祝
い
の
日
に
日
本
電

気
は
甚
大
な
損
害
を
被
っ
た
の
だ
っ
た
。

完
成
し
た
ば
か
り
の
第
九
、
第
一
一
工
場
は
じ
め
第
七
、
第
八
工
場
（
い
ず
れ
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
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建
て
）
が
全
半
壊
、
社
員
一
〇
五
人
が
圧
死
し
、
多
数
が
負
傷
し
た
。
倒
壊
し
た
工
場
で
は
、
ま
ず
三
階
が
崩

れ
、
つ
い
で
二
階
も
崩
れ
落
ち
、
二
、
三
階
に
い
た
技
術
部
長
・
高
見
基
夫
や
Ｗ
Ｅ
社
派
遣
の
ブ
ル
ー
ム
技
師

な
ど
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
建
物
は
Ｗ
Ｅ
社
の
紹
介
で
ア
メ
リ
カ
貿
易
会
社
が
請
け
負
っ
た
も
の
で
、

工
事
契
約
の
際
に
は
日
本
電
気
側
か
ら
第
一
条
件
と
し
て
耐
震
性
に
十
分
配
慮
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
て
い
た
も

の
だ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
新
し
い
近
代
的
工
場
が
倒
壊
し
、
そ
れ
よ
り
以
前
に
建
て
ら
れ
た
レ
ン

ガ
造
り
の
工
場
が
わ
ず
か
な
被
害
を
受
け
た
だ
け
で
生
き
残
っ
た
の
は
、
い
か
に
も
皮
肉
だ
っ
た
。

工
場
は
震
災
前
の
床
面
積
約
二
万
七
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
が
、
半
分
近

い
約
一
万
四
三
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
火
災
が
発
生
し

な
か
っ
た
の
が
不
幸
中
の
唯
一
の
幸
い
だ
っ
た
が
、
倒
壊
を
免
れ
た
工
場
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
損
傷
が
あ
り
、
機
械
設
備
な
ど
の
破
損
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
九
月
八
日
に
は
営
業
を
再
開
し
、
十
月
一
日
か
ら
は
平
常
業
務
に

復
帰
し
た
。
し
か
し
、
倒
壊
工
場
、
破
損
設
備
の
整
理
作
業
に
は
翌
年
三
月

ま
で
、
約
七
カ
月
も
か
か
っ
た
。
差
し
当
た
り
、
逓
信
省
の
電
話
復
旧
の
緊

急
需
要
に
応
ず
る
た
め
、
倒
壊
工
場
の
作
業
を
近
く
の
芝
浦
木
工
場
に
移
し

急
場
を
し
の
い
だ
。

大
震
災
後
、
操
業
は
大
幅
に
低
下
し
た
が
、
幸
い
そ
の
空
白
は
在
庫
品
と

Ｗ
Ｅ
社
か
ら
の
輸
入
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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２
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
自
動
交
換
機
の
国
産
化

�
電
話
交
換
の
自
動
化
と
自
動
交
換
機
の
国
産
化

関
東
大
震
災
で
壊
滅
し
た
首
都
圏
の
電
話
網
を
復
旧
さ
せ
る
に
当
た
り
、
逓
信
省
は
自
動
交
換
機
を
導
入
す

る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
ス
ト
ロ
ー
ジ
ャ
ー
式
と
呼
ば
れ
る
自
動
交
換
機
は
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
、

ア
メ
リ
カ
人
ス
ト
ロ
ー
ジ
ャ
ー
（A

lm
on
B
.Strow

ger

）
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
が
、
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
を
中

心
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
普
及
し
た
。
日
本
で
自
動
交
換
機
が
最
初
に
採
用
さ
れ
た
の
は
大
震
災
直
前
の
一
九

二
三
（
大
正
十
二
）
年
四
月
、
大
連
電
話
局
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
唯
一
の
前
例
だ
っ
た
。
大
連
で
採

用
さ
れ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
Ａ
Ｔ
Ｍ
社
（A

utom
atic
Telephone

M
anufacturing

C
o.

）
の
設
備
だ
っ
た
が
、

日
本
電
気
も
そ
の
据
付
工
事
に
参
加
し
た
。
そ
の
実
績
が
評
価
さ
れ
て
、
以
後
、
日
本
電
気
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
社
の
販

売
代
理
権
を
獲
得
し
た
。

逓
信
省
は
自
動
交
換
化
の
第
一
期
工
事
と
し
て
東
京
の
六
局
を
対
象
と
し
た
が
、
そ
の
す
べ
て
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
社

の
ス
ト
ロ
ー
ジ
ャ
ー
式
（
Ａ
形
）
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
販
売
代
理
権
を
持
つ
日
本
電
気
が
す
べ
て
の
機
器
の
注

文
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
づ
く
第
二
期
工
事
で
も
東
京
四
局
、
横
浜
二
局
の
う
ち
東
京
四
局
に
つ
い
て
、

や
は
り
日
本
電
気
と
提
携
関
係
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
Ａ
Ｅ
Ｉ
社
（A

utom
atic
E
lectric,Inc.

）
の
ス
ト
ロ
ー

ジ
ャ
ー
式
が
採
用
さ
れ
た
。
横
浜
二
局
に
は
シ
ー
メ
ン
ス
・
ハ
ル
ス
ケ
式
（
H
形
）
が
採
用
さ
れ
、
富
士
電
機

製
造
が
担
当
し
た
。
こ
う
し
て
首
都
圏
電
話
網
の
自
動
交
換
化
に
お
い
て
、
日
本
電
気
の
輸
入
業
務
は
繁
忙
を

極
め
、
日
本
電
気
の
総
売
上
高
は
一
九
二
一
年
か
ら
二
六
年
の
間
に
九
三
％
増
と
、
ほ
と
ん
ど
倍
増
し
た
。
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輸
入
業
務
と
並
行
し
て
Ｗ
Ｅ
社
の
技
術
援
助
の
も
と
に
、
自
動
交
換
機
の
国

産
化
に
も
着
手
し
た
。
ま
ず
ス
イ
ッ
チ
製
作
か
ら
始
ま
り
、
一
九
二
七
（
昭
和

二
）
年
に
は
国
産
自
動
交
換
機
第
一
号
の
ラ
イ
ン
フ
ァ
イ
ン
ダ
式
の
ス
ト
ロ
ー

ジ
ャ
ー
式
自
動
交
換
機
（
Ａ
形
自
動
交
換
機
）
を
三
越
呉
服
店
に
納
入
し
た
。

つ
づ
い
て
二
九
年
、
公
衆
局
用
自
動
交
換
機
の
国
産
第
一
号
と
し
て
ラ
イ
ン
ス

イ
ッ
チ
式
Ａ
形
自
動
交
換
機
を
東
京
・
中
野
局
に
納
入
、
中
野
局
は
翌
三
〇
年

三
月
に
開
局
し
た
。
こ
う
し
て
国
産
自
動
交
換
機
は
、
全
国
的
に
採
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

無
線
時
代
の
開
幕

大
震
災
を
契
機
に
逓
信
省
が
打
ち
出
し
た
も
う
一
つ
の
重
要
な
政
策
が
、
ラ

ジ
オ
放
送
事
業
の
開
始
だ
っ
た
。
震
災
は
有
線
通
信
の
弱
点
を
明
ら
か
に
し
、

同
時
に
災
害
に
強
い
無
線
通
信
の
威
力
を
証
明
し
た
の
だ
っ
た
。

一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
十
二
月
、「
放
送
用
私
設
無
線
電
話
規
則
」
が
公
布
さ
れ
、
翌
二
四
年
十
一
月
、

社
団
法
人
東
京
放
送
局
の
設
立
と
な
り
、
ラ
ジ
オ
放
送
時
代
が
開
幕
し
た
。
世
界
的
に
は
一
九
二
〇
年
、
ア
メ

リ
カ
の
Ｋ
Ｄ
Ｋ
Ａ
局
（
ウ
ェ
ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
系
）
が
世
界
で
最
初
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
正
式
に
開
始
し
、
以
後
、

ア
メ
リ
カ
国
内
や
欧
州
各
国
で
続
々
と
放
送
局
が
電
波
を
発
し
は
じ
め
て
い
た
。日
本
で
も
一
九
二
五
年
七
月
、

日
本
電
気
が
購
入
し
た
Ｗ
Ｅ
社
製
の
放
送
機
に
よ
っ
て
東
京
放
送
局
の
本
放
送
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
情
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勢
は
、「
電
話
の
日
本
電
気
」
に
も
無
線
部
門
へ
の
進
出
を
促
す
こ
と
と
な
っ
た
。

日
本
電
気
に
は
「
日
本
の
無
線
電
信
技
術
の
始
祖
」
と
い
わ
れ
る
松
代
松
之
助
が
取
締
役
・
総
販
売
部
長
を

し
て
い
た
。
松
代
は
無
線
事
業
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
な
い
、
一
九
二
四
年
二
月
、「
Ｗ
Ｅ
社
の
無
線
技
術
を

全
面
的
に
移
植
し
、
国
内
業
界
に
早
急
に
指
導
的
地
位
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
趣
旨
の
提
案
を
行
な

っ
た
。
岩
垂
専
務
は
こ
れ
に
も
と
づ
き
、
当
面
ラ
ジ
オ
放
送
機
器
の
輸
入
販
売
を
主
と
し
な
が
ら
、
国
産
化
を

め
ざ
し
て
無
線
研
究
に
着
手
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。
こ
う
し
て
日
本
電
気
は
、
電
話
機
・
交
換
機
メ
ー
カ
ー

か
ら
有
線
・
無
線
の
通
信
機
メ
ー
カ
ー
へ
、
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

日
本
電
気
は
ま
ず
輸
入
放
送
機
器
の
取
り
扱
い
で
経
験
を
積
み
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
、
日
本
放
送
協

会
岡
山
局
に
国
産
放
送
機
第
一
号
を
納
入
す
る
に
い
た
る
。
こ
の
こ
ろ
日
本
電
気
は
、
当
時
「
放
声
装
置
」
と

呼
ば
れ
た
拡
声
装
置
の
製
作
販
売
で
独
占
的
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。

三
田
工
場
の
整
備
・
拡
張�

震
災
で
大
打
撃
を
受
け
た
三
田
工
場
に
つ
い
て
は
全
面
的
な
移
転
を
主
張
す
る
声
も
あ
っ
た
が
、
岩
垂
専
務

は
倒
壊
跡
に
再
建
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

震
災
の
苦
い
経
験
か
ら
新
工
場
の
建
設
計
画
は
耐
震
性
に
特
段
の
考
慮
が
払
わ
れ
、
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）

年
七
月
ま
で
に
完
全
な
建
設
計
画
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
れ
は
Ｗ
Ｅ
社
ホ
ー
ソ
ン
工
場
を
模
し
て
鉄
骨
・
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
の
正
方
形
の
工
場
を
七
期
に
分
け
て
建
設
す
る
計
画
で
、
総
面
積
は
約
四
万
一
〇
〇
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
、
そ
れ
を
一
一
の
工
場
に
仕
切
る
も
の
だ
っ
た
。
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新
工
場
建
設
は
、
一
九
二
五
年
八
月
か
ら
三
〇
（
昭
和
五
）
年
二
月
ま
で
の
間
に
第
一
期
工
事
か
ら
第
四
期

工
事
ま
で
が
完
成
し
た
。
新
工
場
に
は
防
火
設
備
と
し
て
、
当
時
と
し
て
は
あ
ま
り
例
の
な
い
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。

新
工
場
建
設
は
、
第
四
期
を
も
っ
て
中
断
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
昭
和
恐
慌
」
の
も
と
で
、

日
本
電
気
の
経
営
も
苦
境
に
陥
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
第
五
期
か
ら
第
七
期
の
工
事
は
、
一
九
三
五
年
か
ら
三
八

年
に
か
け
て
完
成
を
み
た
。

一
九
二
四
年
の
労
働
争
議

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
時
期
は
、
不
況
と
恐
慌
を
背
景
に
労
働
争
議
が
多
発
し
た
時
期
だ
っ

た
。
日
本
電
気
も
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
に
、
大
き
な
労
働
争
議
を
体
験
し
た
。

大
震
災
の
打
撃
に
よ
っ
て
、
日
本
電
気
の
工
場
は
作
業
面
積
が
ほ
と
ん
ど
半
減
す
る
な
ど
、
生
産
能
力
は
大

幅
に
低
下
し
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
直
面
し
て
、
日
本
電
気
は
一
九
二
四
年
一
月
、
全
従
業
員
の
約
一
割
に
当

た
る
一
三
八
人
の
解
雇
を
決
定
し
た
。
解
雇
者
に
対
し
て
は
規
定
に
よ
る
退
職
金
の
ほ
か
に
平
均
収
入
の
二
カ

月
分
を
支
給
す
る
な
ど
し
て
、
こ
の
解
雇
は
平
穏
に
完
了
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
解
雇
が
職
員
・
職
工
に
及
ぼ

し
た
心
理
的
影
響
は
大
き
く
、
そ
の
年
の
七
月
、
日
給
社
員
か
ら
待
遇
改
善
の
要
求
が
出
さ
れ
た
の
を
き
っ
か

け
に
、
全
社
的
な
労
働
争
議
が
持
ち
上
が
っ
た
の
だ
っ
た
。

日
給
社
員
の
制
度
は
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
に
ほ
ぼ
完
成
を
み
た
生
産
管
理
組
織
と
と
も
に
生
ま

れ
た
。
親
方
の
下
に
置
か
れ
た
書
記
、
産
出
部
の
ト
レ
ー
サ
ー
、
検
査
部
の
検
査
員
な
ど
が
日
給
社
員
で
、
彼
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ら
は
職
業
学
校
や
各
種
学
校
の
卒
業
生
だ
っ
た
。
身
分
は
「
職
員
」
と
し
て
職
工
と
は
区
別
さ
れ
て
は
い
た
が
、

収
入
は
職
工
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
日
給
社
員
た
ち
は
一
九
二
三
年
十
二
月
「
蒐
星
会
」
と
い
う
親
睦

団
体
を
結
成
し
、
こ
の
団
体
が
会
社
に
待
遇
改
善
の
嘆
願
書
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
要
求
に
職
工
も
同
調
し
た
と
こ
ろ
か
ら
全
社
的
な
賃
金
交
渉
に
発
展
し
、
労
使
間
に
歩
み
寄
り
の
な
い

ま
ま
一
九
二
四
年
七
月
三
十
一
日
、
従
業
員
側
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
宣
言
し
、
当
時
結
成
さ
れ
た
ば
か
り
の
日
本

労
働
総
同
盟
の
応
援
を
求
め
て
争
議
団
を
結
成
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
会
社
側
は
工
場
閉
鎖
を
行
な
っ
て
対
抗

し
た
。
こ
れ
以
前
に
も
一
九
一
八
年
と
一
九
年
に
日
本
電
気
で
労
働
争
議
が
起
き
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
ご
く

短
期
間
で
解
決
し
て
い
た
。
今
度
の
争
議
は
、
日
本
電
気
が
は
じ
め
て
経
験
す
る
長
期
争
議
と
な
っ
た
。

結
局
、
三
田
警
察
署
長
の
斡
旋
に
よ
っ
て
、
会
社
側
は
争
議
団
の
要
求
を
基
本
的
に
受
け
入
れ
、
一
方
、
争

議
団
側
も
日
給
社
員
二
四
人
と
職
工
一
七
人
の
解
雇
を
承
認
し
て
、
九
月
二
十
二
日
、
争
議
団
の
解
散
を
も
っ

て
、
五
二
日
間
に
及
ん
だ
争
議
は
終
結
し
た
。

自
主
技
術
の
芽
生
え

大
正
末
年
ま
で
、
日
本
電
気
に
は
独
自
の
研
究
機
関
と
い
え
る
ほ
ど
の
も
の
は
な
く
、
自
主
技
術
の
開
発
に

も
み
る
べ
き
も
の
は
な
か
っ
た
。
Ｗ
Ｅ
社
は
、
新
規
の
研
究
開
発
は
研
究
所
に
集
中
し
、
そ
の
成
果
を
傘
下
の

工
場
に
移
植
す
る
方
針
を
と
っ
て
い
た
か
ら
、
日
本
電
気
の
技
術
部
も
Ｗ
Ｅ
社
の
技
術
を
消
化
す
る
こ
と
だ
け

に
専
念
し
て
い
た
。
し
か
し
、
電
気
通
信
技
術
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
み
る
に
つ
け
、
日
本
電
気
の
若
手
技
術

者
の
間
に
、
電
話
機
器
に
偏
重
し
た
Ｗ
Ｅ
社
か
ら
の
技
術
導
入
を
あ
き
た
ら
ず
思
い
、
独
自
の
技
術
開
発
を
志
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向
す
る
気
運
が
し
だ
い
に
高
ま
っ
て
き
て
い
た
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
へ
、
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
六
月
、
大
震
災
の
犠
牲
と
な
っ
た
高
見
技
術
部
長
の
後

任
と
し
て
、
丹
羽
保
次
郎
（
の
ち
に
専
務
取
締
役
）
が
迎
え
ら
れ
た
。
丹
羽
は
一
九
一
六
年
、
東
京
大
学
工
学

部
電
気
工
学
科
を
卒
業
後
、
逓
信
省
に
入
り
、
電
気
試
験
所
で
電
気
技
術
の
研
究
に
携
わ
り
、
東
大
工
学
部
の

講
師
も
務
め
る
な
ど
、
学
会
で
も
将
来
を
期
待
さ
れ
る
存
在
だ
っ
た
。

入
社
後
、
欧
米
視
察
の
た
め
渡
米
、
一
九
二
五
年
末
に
帰
国
し
た
丹
羽
の
も
と
で
、
日
本
電
気
の
研
究
開
発

体
制
は
面
目
を
一
新
す
る
。
ま
ず
技
術
部
強
化
の
た
め
に
、
各
帝
国
大
学
の
電
気
工
学
科
な
ど
を
卒
業
し
た
最

優
秀
の
技
術
者
を
毎
年
数
人
ず
つ
採
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
丹
羽
は
一
九
二

七
（
昭
和
二
）
年
三
月
、
技
術
部
長
に
就
任
し
、
同
年
、
技
術
部
は
五
科
一

二
課
二
実
験
室
を
持
つ
組
織
に
拡
大
さ
れ
た
。
と
く
に
技
術
部
研
究
科
に
は

二
つ
の
実
験
室
が
置
か
れ
、
そ
こ
で
日
本
電
気
独
自
の
研
究
開
発
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
体
制
の
な
か
か
ら
、
ユ
ニ
ー
ク
な
自
主
技
術
が
二
つ
開
花
し
た
。

一
つ
は
「
Ｎ
Ｅ
式
写
真
電
送
装
置
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
遠
方
監
視
制

御
装
置
」
で
あ
る
。

一
九
二
八
年
十
一
月
に
京
都
で
行
な
わ
れ
る
昭
和
天
皇
即
位
の
大
典
を
控

え
て
、
各
新
聞
社
は
写
真
電
送
装
置
を
京
都
・
東
京
間
で
利
用
し
よ
う
と
試

み
て
い
た
。
当
時
、
写
真
電
送
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｗ
Ｅ
社
、
ド
イ
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ツ
で
は
シ
ー
メ
ン
ス
社
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ベ
ラ
ン
社
な
ど
が
独
自
の
方
式
の
開
発
を
行
な
い
、
い
ち
お
う
実
用

の
域
に
達
し
て
い
た
。
日
本
電
気
に
お
い
て
も
、
丹
羽
が
小
林
正
次
（
の
ち
に
専
務
取
締
役
）
ら
の
協
力
に
よ

っ
て
独
自
の
方
式
に
よ
る
技
術
を
開
発
し
、「
Ｎ
Ｅ
式
写
真
電
送
」
と
名
づ
け
て
い
た
。
各
方
式
の
な
か
か
ら

朝
日
新
聞
社
は
シ
ー
メ
ン
ス
式
を
、
東
京
日
日
新
聞
社
（
現
在
の
毎
日
新
聞
社
）
は
ベ
ラ
ン
式
の
採
用
を
決
め

て
い
た
が
、
毎
日
の
ベ
ラ
ン
式
が
ど
う
し
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
。
そ
こ
で
毎
日
は
急
き
ょ
、
Ｎ
Ｅ
式
を
使
用

す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
大
成
功
を
収
め
た
の
で
あ
る
。
Ｎ
Ｅ
式
は
シ
ー
メ
ン
ス
式
よ
り
も
時
間
的
に
も
速

く
、
し
か
も
送
ら
れ
た
写
真
も
鮮
明
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
朝
日
新
聞
社
や
同
盟
通
信
社
も
Ｎ
Ｅ
式
を
採
用
す
る

に
い
た
り
、
逓
信
省
も
一
九
三
〇
年
、
東
京
・
大
阪
間
で
Ｎ
Ｅ
式
に
よ
る
公
衆
写
真
電
報
を
開
始
し
た
。
こ
う

し
て
日
本
に
お
け
る
写
真
電
送
は
、
Ｎ
Ｅ
方
式
が
完
全
に
独
占
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
写
真
電
送
は
当
初
、
有

線
方
式
だ
っ
た
が
、
ま
も
な
く
無
線
方
式
も
完
成
す
る
。

も
う
一
つ
の
自
主
技
術
の
成
果
で
あ
る
「
遠
方
監
視
制
御
装
置
」
は
、
一
九
二
九
年
、
嶋
津
保
次
郎
（
の
ち

に
取
締
役
）
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
。
こ
れ
は
発
電
所
や
変
電
所
、
有
線
、
無
線
の
通
信
所
な
ど
を
遠
方
か
ら

監
視
・
制
御
す
る
技
術
で
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
無
人
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
一
九
二
八
年
に
は
早
く
も
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
研
究
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
実
用
に
は
ほ
ど
遠
い

も
の
だ
っ
た
が
、
後
年
の
日
本
電
気
の
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

自
主
生
産
の
幅
も
急
速
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
電
話
の
長
距
離
化
に
用
い
ら
れ
る
装
荷
線
輪
に
つ
い
て
は
、

Ｗ
Ｅ
社
か
ら
技
術
導
入
し
て
一
九
二
五
年
か
ら
製
造
を
開
始
し
た
。
電
話
の
い
っ
そ
う
の
長
距
離
化
の
た
め
に

は
中
継
機
と
し
て
真
空
管
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
当
初
、
日
本
電
気
は
Ｗ
Ｅ
社
か
ら
製
品
を
輸
入
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し
て
納
入
し
て
い
た
。
こ
れ
も
二
九
年
か
ら
自
社
生
産
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
一
つ
の
回
線
で
複
数

の
通
話
を
行
な
う
搬
送
式
多
重
通
信
技
術
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
Ｗ
Ｅ
社
の
技
術
を
消
化
し
て
一
九
二
九
年
に

は
じ
め
て
国
産
搬
送
電
話
装
置
を
完
成
さ
せ
た
。

３
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
と
住
友

Ｉ
Ｗ
Ｅ
社
か
ら
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
へ

一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
、
日
本
電
気
の
親
会
社
、
Ｉ
Ｗ
Ｅ
社
が
新
興
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
テ
レ

ホ
ン
・
ア
ン
ド
・
テ
レ
グ
ラ
フ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、
Ｉ
Ｔ
Ｔ
社
と
略
）
に
買
収
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
と
略
）
と
な

っ
た
の
で
、
日
本
電
気
は
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
の
統
括
下
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｉ
Ｔ
Ｔ
社
は
一
九
二
〇
年
、
ベ
ー
ン
兄
弟
に
よ
っ
て
プ
エ
ル
ト
リ
コ
島
内
の
電
話
事
業
会
社
と
し
て
設
立
さ

れ
た
。
そ
の
年
に
ア
メ
リ
カ
ン
・
テ
レ
ホ
ン
・
ア
ン
ド
・
テ
レ
グ
ラ
フ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
（
以
下
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
社

と
略
）
と
協
同
で
ア
メ
リ
カ
・
キ
ュ
ー
バ
間
に
海
底
電
線
を
敷
設
す
る
契
約
を
結
ん
だ
の
を
皮
切
り
に
国
際
電

話
事
業
に
乗
り
出
し
、
二
四
年
に
は
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
電
話
事
業
の
独
占
権
を
獲
得
し
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｔ
社
は
友

好
関
係
に
あ
っ
た
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
社
に
対
し
て
ス
ペ
イ
ン
国
内
に
電
話
機
器
の
製
造
工
場
を
新
設
し
て
、
そ
の
製
品

を
ス
ペ
イ
ン
Ｉ
Ｔ
Ｔ
社
に
供
給
す
る
よ
う
求
め
た
が
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
社
が
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
社
系

の
Ｉ
Ｗ
Ｅ
社
の
買
収
を
持
ち
か
け
た
。
Ｉ
Ｗ
Ｅ
社
は
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
社
系
の
機
材
供
給
会
社
で
あ
る
Ｗ
Ｅ
社
の
海
外
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事
業
の
統
括
機
関
で
、
海
外
に
日
本
電
気
も
含
め
一
一
社
の
通
信
機
メ
ー
カ
ー
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
手
放

す
か
ど
う
か
は
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
社
に
と
っ
て
も
重
大
な
問
題
だ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
同
社
の
電
話
事
業
独
占

が
よ
う
や
く
問
題
化
し
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
Ｉ
Ｗ
Ｅ
社
を
三
〇
〇
〇
万
ド
ル
と
い
う
巨
額
の
代
価
で
Ｉ
Ｔ

Ｔ
社
に
売
却
し
た
の
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
一
九
二
五
年
九
月
、
Ｉ
Ｗ
Ｅ
社
は
Ｉ
Ｔ
Ｔ
社
の
傘
下
に
入
り
、
社
名
も
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
と
な
っ
た
。
Ｉ

Ｗ
Ｅ
社
が
保
有
し
て
い
た
日
本
電
気
の
株
式
は
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
に
引
き
継
が
れ
、
そ
の
持
ち
株
比
率
五
九
％
も
維
持

さ
れ
た
。
Ｉ
Ｗ
Ｅ
社
の
日
本
電
気
に
対
す
る
経
営
管
理
も
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
に
踏
襲
さ
れ
、
日
本
電

気
が
Ｉ
Ｗ
Ｅ
社
か
ら
得
て
い
た
Ｗ
Ｅ
社
の
特
許
や
技
術
情
報
は
、
以
後
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
か
ら
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
親
会
社
は
変
わ
っ
た
が
、
外
資
系
会
社
と
し
て
の
日
本
電
気
に
は
ほ
と
ん
ど
変
化
は
起
こ
ら
な
か

っ
た
。

親
会
社
が
Ｉ
Ｗ
Ｅ
社
か
ら
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
に
変
わ
っ
た
の
ち
、
日
本
電
気
の
創
業
者
、

岩
垂
邦
彦
は
一
九
二
六
年
十
二
月
、
専
務
取
締
役
を
辞
任
し
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た

取
締
役
会
長
に
就
任
し
た
。
岩
垂
の
後
任
専
務
に
は
取
締
役
、
大
畑
源
一
郎
が
就
任

し
た
。
大
畑
は
東
京
大
学
電
気
工
学
科
の
出
身
で
、
逓
信
省
電
話
課
長
の
地
位
に
あ

っ
た
一
九
二
〇
年
、
日
本
電
気
の
副
工
場
長
に
迎
え
ら
れ
、
そ
の
後
工
場
長
、
取
締

役
と
な
り
、
専
務
就
任
前
は
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
関
係
を
担
当
し
て
い
た
。
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昭
和
恐
慌
下
の
苦
難

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
春
、
い
わ
ゆ
る
「
金
融
恐
慌
」
が
起
き
た
。
さ
ら
に
、
三
〇
年
一
月
に
予
定
さ
れ

た
「
金
解
禁
」
に
向
け
た
厳
し
い
緊
縮
政
策
が
不
景
気
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
。
日
本
経
済
は
、「
昭
和
恐
慌
」

の
大
不
況
の
ど
ん
底
に
沈
ん
だ
。

経
済
恐
慌
の
影
響
は
、
政
府
予
算
の
圧
縮
、
な
か
ん
ず
く
電
話
拡
張
予
算
の
大
幅
削
減
と
な
っ
て
日
本
電
気

を
直
撃
し
た
。
電
話
拡
張
費
（
実
績
）
は
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
度
の
四
八
六
二
万
円
を
ピ
ー
ク
に
、
三

一
年
度
に
は
四
分
の
一
以
下
の
一
一
八
六
万
円
に
激
減
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
日
本
電
気
の
売
上
高
は
急
落

し
、
一
九
二
六
年
度
の
一
八
五
八
万
円
が
三
一
年
度
に
は
四
〇
七
万
円
へ
と
、
八
〇
％
近
い
下
落
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
深
刻
な
不
況
を
切
り
抜
け
る
た
め
、
一
九
三
〇
年
と
三
一
年
に
計
三
六
七
人
の
人
員
整
理
が
行
な

わ
れ
た
。
操
業
度
の
低
下
か
ら
三
一
年
に
は
週
五
日
制
が
実
施
さ
れ
た
。
本
来
の
仕
事
が
な
い
た
め
、
木
工
場

で
は
交
換
機
用
の
木
材
を
使
っ
て
洋
服
箪
笥
、
本
箱
な
ど
家
具
を
製
造
し
た
り
、
電
話
工
場
で
は
教
育
用
お
も

ち
ゃ
電
話
を
製
作
し
た
り
し
た
。
そ
う
し
た
”内
職
“
の
仕
事
も
な
い
従
業
員
は
、
機
械
掃
除
や
窓
拭
き
を
す

る
の
が
日
課
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
「
昭
和
恐
慌
」
の
さ
な
か
に
お
い
て
も
、
技
術
部
で
は
丹
羽
部
長
の
識
見
に
よ
っ
て
、
会
社

の
将
来
に
備
え
て
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
が
つ
づ
け
ら
れ
た
。
の
ち
の
社
長
、
小
林
宏
治
（
一
九
二
九
年
入
社
）

は
、
こ
の
時
期
に
入
社
し
た
一
人
だ
っ
た
。

第2章　自主技術の芽生え

53



国
産
奨
励
の
圧
迫

経
済
不
況
に
加
え
て
、
そ
の
こ
ろ
政
府
が
推
進
し
だ
し
た
国
産
奨
励
運
動
が
日
本
電
気
に
追
い
打
ち
を
か
け

た
。
輸
入
品
は
高
価
だ
っ
た
か
ら
、
緊
縮
財
政
の
面
か
ら
も
、
国
際
収
支
対
策
の
面
か
ら
も
、
ま
た
国
産
技
術

の
育
成
の
た
め
に
も
、
政
府
は
国
産
品
使
用
を
奨
励
し
て
輸
入
抑
制
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
逓
信
省
も
国
産
奨

励
政
策
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
七
月
、
国
産
品
の
定
義
を
定
め
、
官
公
需
に
お
い
て

は
国
産
品
を
優
先
的
に
使
用
す
る
こ
と
を
奨
励
し
た
。
国
産
品
の
定
義
は
、
だ
い
た
い
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
。①

　
国
産
品
と
は
、
株
式
総
数
の
五
一
％
以
上
を
日
本
人
が
所
有
す
る
会
社
の
製
品
を
い
う
。
日
本
人
の
株

式
所
有
が
五
一
％
以
上
の
会
社
の
製
品
で
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
の
部
品
を
輸
入
し
、
こ
れ
を
組
み
立
て
た

も
の
は
国
産
品
と
は
み
な
さ
な
い
。
材
料
の
輸
入
に
つ
い
て
は
、
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

②
　
外
国
の
特
許
、
あ
る
い
は
外
国
か
ら
輸
入
し
た
特
許
に
も
と
づ
い
て
製
造
さ
れ
た
も
の
は
国
産
品
と
は

み
な
さ
な
い
。

日
本
電
気
の
株
式
の
五
九
％
は
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
の
所
有
だ
っ
た
し
、
日
本
電
気
の
「
有
線
機
器
」
の
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
は
Ｗ
Ｅ
社
の
技
術
に
も
と
づ
く
も
の
だ
っ
た
か
ら
、
日
本
電
気
の
製
品
は
国
産
品
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
に
な
る
。

日
本
電
気
の
逓
信
省
納
入
額
は
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
度
に
は
約
一
六
〇
〇
万
円
だ
っ
た
も
の
が
、
三

一
年
度
に
は
一
三
四
万
円
と
一
〇
分
の
一
以
下
に
激
減
し
、
総
売
上
高
に
占
め
る
割
合
も
八
六
％
か
ら
三
三
％

に
低
下
し
た
。
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住
友
へ
の
経
営
委
託

経
済
不
況
と
排
外
主
義
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
経
営
危
機
を
打
開
す
る
方
策
と
し
て
、
岩
垂
会
長
は
、
日

本
電
気
の
経
営
を
か
ね
て
提
携
関
係
に
あ
っ
た
住
友
合
資
会
社
に
委
託
す
る
こ
と
を
構
想
す
る
に
い
た
っ
た
。

岩
垂
の
意
向
は
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
の
日
本
在
勤
日
本
電
気
取
締
役
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
（E

.C
.Richardson

）
を
通

じ
て
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
側
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
ま
も
な
く
岩
垂
が
日
本
電
気
会
長
か
ら
引
退
（
一
九
二
九
年
九
月
）
し
、

リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
も
辞
任
し
て
帰
国
（
一
九
三
〇
年
十
月
）
し
た
た
め
、
交
渉
は
進
展
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
、
住
友
合
資
会
社
の
東
京
支
店
長
で
日
本
電
気
の
監
査
役
も
務
め
る
矢
島
富
造
が
渡

米
し
た
機
会
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
Ｉ
Ｔ
Ｔ
社
の
ソ
ス
セ
ネ
ス
・
ベ
ー
ン
（Sosthenes

B
ehn

）
社
長
に
面
会

し
た
。
そ
の
際
、
ベ
ー
ン
は
矢
島
か
ら
日
本
電
気
と
逓
信
省
と
の
関
係
や
住
友
の
経
営
方
針
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
日
本
電
気
の
経
営
を
住
友
に
委
ね
る
腹
を
固
め
た
。
と
く
に
ベ
ー
ン
は
、
住
友
の
「
浮
利
を
追
わ

ず
」
と
い
う
伝
統
的
な
経
営
精
神
に
共
感
を
示
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ベ
ー
ン
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
副
社
長
の
フ
ラ
ム
（J.E

.Fullam

の
ち
に
日
本
電
気
取
締
役
に
就
任
）
を
交
渉
役

と
し
て
派
遣
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
と
住
友
と
の
交
渉
が
始
ま
り
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
五
月
、
話
し
合
い
は
ま

と
ま
っ
た
。

一
九
三
二
年
六
月
二
十
三
日
の
株
主
総
会
で
決
ま
っ
た
新
体
制
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
日
本
電
気
は

払
込
資
本
金
を
一
七
五
〇
万
円
か
ら
一
二
五
〇
万
円
に
減
資
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
の
持
ち
株
比
率
を
従
来
の
五
九
％

か
ら
五
〇
％
に
低
下
さ
せ
、
住
友
合
資
な
ど
住
友
側
の
持
ち
株
比
率
を
従
来
の
五
％
か
ら
一
四
・
一
％
に
高
め

た
。
住
友
合
資
は
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
と
と
も
に
日
本
電
気
の
経
営
主
体
と
な
り
、
取
締
役
会
長
、
専
務
取
締
役
、
そ
の
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他
の
主
要
な
人
事
権
を
掌
握
し
、
日
本
電
気
の
社
内
方
針
に
関
す
る
諸
決
定
の
最
終

責
任
者
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
は
な
お
圧
倒
的
な
大
株
主
で
あ
り
、
経
営

方
針
に
つ
い
て
は
常
時
、
報
告
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
方
針
立
案
に
当
た
っ
て
も

発
言
権
を
保
持
し
て
い
た
。
住
友
合
資
へ
の
経
営
委
託
も
、
三
年
後
に
継
続
す
る
か

ど
う
か
を
協
議
し
直
す
取
り
決
め
に
な
っ
て
い
た
。

日
本
電
気
の
経
営
陣
も
一
新
さ
れ
た
。
取
締
役
会
長
に
は
住
友
合
資
会
社
理
事
で

住
友
電
線
製
造
所
常
務
取
締
役
の
秋
山
武
三
郎
（
日
本
電
気
取
締
役
）
が
就
任
し
、
実
質
的
に
経
営
の
中
心
と

な
る
専
務
取
締
役
に
は
住
友
電
線
製
造
所
技
師
長
の
志
田
文
雄
が
送
り
込
ま
れ
た
。
専
務
・
大
畑
源
一
郎
、
取

締
役
・
松
代
松
之
助
、
同
・
畑
英
三
郎
は
退
陣
し
た
。

新
し
く
日
本
電
気
の
経
営
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
志
田
は
京
都
大
学
電
気
工
学
科
の
出
身
で
、
西
部
逓
信
局

工
務
部
を
経
て
住
友
電
線
に
入
り
、
同
社
の
将
来
の
経
営
者
と
目
さ
れ
て
い
た
人
材
だ
っ
た
。
志
田
は
就
任
に

当
た
り
、「
従
来
の
成
功
に
お
ご
る
こ
と
な
く
、
不
断
の
技
術
の
研
鑽
に
努
め
る
」
べ
き
こ
と
を
強
調
し
た
。

４
積
極
経
営
へ
の
転
換

満
州
事
変
で
業
績
好
転

�

日
本
電
気
が
志
田
専
務
の
も
と
で
第
二
の
出
発
を
し
た
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
は
、
日
本
経
済
は
深

刻
な
不
況
か
ら
よ
う
や
く
息
を
吹
き
返
し
て
い
た
。
景
気
回
復
の
引
き
金
と
な
っ
た
の
は
、
前
年
三
一
年
九
月
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に
起
き
た
満
州
事
変
と
、
同
年
十
二
月
に
行
な
わ
れ
た
金
輸
出
再
禁
止
（
金
本
位
制
か
ら
の
離
脱
）
だ
っ
た
。

満
州
事
変
は
軍
需
を
急
増
さ
せ
た
し
、
金
の
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
た
政
府
は
赤
字
国
債
を
発
行
し
て
財
政
支
出

を
拡
大
さ
せ
た
。
金
輸
出
再
禁
止
と
と
も
に
円
相
場
は
下
落
し
、
輸
出
を
好
転
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
事
情
に
よ

っ
て
、
経
済
は
よ
う
や
く
長
か
っ
た
デ
フ
レ
を
脱
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
電
気
の
業
績
も
一
九
三
一
年
度
上
期
を
底
に
、
同
年
度
下
期
か
ら
急
上
昇
に
転
じ
た
。
満
州
事
変
発
生

と
と
も
に
、
陸
軍
か
ら
軍
用
電
話
や
小
型
無
線
機
の
注
文
が
入
り
は
じ
め
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
広
大
な

満
州
に
お
い
て
は
通
信
手
段
と
し
て
無
線
通
信
が
中
心
と
な
っ
た
た
め
、
各
種
無
線
機
の
需
要
が
高
ま
り
、
日

本
電
気
は
そ
う
し
た
需
要
に
応
え
多
数
の
各
種
無
線
機
器
を
満
州
に
送
り
込
ん
だ
。
一
九
三
二
年
三
月
、
満
州

国
が
建
国
さ
れ
、
同
地
で
の
経
済
建
設
が
進
む
の
に
と
も
な
い
、
無
線
関
係
だ
け
で
な
く
電
話
機
・
交
換
機
な

ど
有
線
通
信
機
器
や
放
送
機
器
も
多
数
、
満
州
に
送
り
出
さ
れ
た
。

民
間
企
業
の
満
州
進
出
も
活
発
化
し
、
日
本
電
気
も
一
九
三
六
年
十
二
月
、
奉
天
市
（
現
瀋
陽
市
）
に
満
州

国
法
人
と
し
て
「
満
州
通
信
機
股

有
限
公
司
」（
翌
年
十
二
月
、「
満
州
通
信
機
株
式
会
社
」
と
改
称
）
を
設

立
し
た
。

三
田
工
場
拡
張
と
玉
川
向
工
場
の
新
設

関
東
大
震
災
後
に
開
始
さ
れ
た
三
田
工
場
の
七
期
に
わ
た
る
拡
張
計
画
は
、
経
済
不
況
の
た
め
一
九
三
〇

（
昭
和
五
）
年
、
第
四
期
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
中
断
さ
れ
て
い
た
。
業
績
の
回
復
と
と
も
に
拡
張
計
画
を
再

開
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
九
三
五
年
か
ら
三
八
年
二
月
に
か
け
て
第
五
、
第
六
、
第
七
期
計
画
の
す
べ
て
を
完
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了
し
た
。
こ
う
し
て
建
物
総
面
積
約
四
万
五
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
の
大
工
場
が
完
成
し
た
。

一
九
三
五
年
十
二
月
、
三
田
工
場
の
拡
張
計
画
と
並
行
し
て
、

川
崎
市
内
の
多
摩
川
右
岸
に
、
需
要
急
増
が
予
想
さ
れ
る
無
線
関

係
の
新
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
翌
年
七
月
、
そ
の

玉
川
向
工
場
の
最
初
の
部
分
が
竣
工
し
、
無
線
、
真
空
管
部
門
が

ま
ず
移
り
、
翌
年
、
伝
送
、
音
響
の
部
門
も
こ
こ
に
移
っ
た
。
そ

の
後
、
同
工
場
は
軍
の
要
望
も
あ
っ
て
急
速
に
拡
大
さ
れ
、
開
設

当
初
、
約
二
万
三
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
建
物
面
積
は
、

一
九
三
八
年
末
に
は
約
六
万
四
三
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
大

規
模
の
も
の
に
な
っ
た
。

製
品
分
野
の
広
が
り

こ
の
時
期
、日
本
電
気
の
製
品
分
野
は
大
き
な
広
が
り
を
み
せ
た
。

自
動
交
換
機
で
は
、
従
来
の
Ａ
形
自
動
交
換
機
に
加
え
て
、
新

た
に
Ｈ
形
自
動
交
換
機
の
製
造
も
開
始
し
た
。
関
東
大
震
災
後
、

電
話
の
自
動
交
換
化
に
当
た
り
、
逓
信
省
は
Ａ
形
（
ス
ト
ロ
ー
ジ

ャ
ー
方
式
）
と
Ｈ
形
（
シ
ー
メ
ン
ス
・
ハ
ル
ス
ケ
方
式
）
の
二
方
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式
を
採
用
し
た
。
当
初
、
日
本
電
気
と
沖
電
気
、
東
亜
電
機
（
の
ち
日
立
製
作
所
に
合
併
）
が
Ａ
形
、
富
士
電

機
が
Ｈ
形
を
分
担
す
る
形
に
な
っ
て
い
た
が
、
逓
信
省
は
「
複
数
供
給
主
義
」
を
と
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
電

気
に
も
Ｈ
形
の
製
作
を
求
め
た
。
ド
イ
ツ
の
シ
ー
メ
ン
ス
社
と
Ｗ
Ｅ
社
と
の
間
に
は
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年

に
相
互
に
特
許
を
無
償
で
交
換
す
る
契
約
が
結
ば
れ
て
い
た
か
ら
、
日
本
電
気
も
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
を
通
じ
て
Ｈ
形
自

動
交
換
機
の
技
術
を
使
う
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
に
は
Ｈ
形
自
動
交
換

機
の
国
産
化
に
成
功
、
大
阪
平
野
局
に
納
入
し
、
満
州
に
も
輸
出
さ
れ
た
。

世
界
的
に
注
目
さ
れ
た
技
術
開
発
と
し
て
は
、
無
装
荷
ケ
ー
ブ
ル
搬
送
機
器
の
開
発
が
あ
る
。
当
時
、
長
距

離
電
話
回
線
に
は
中
継
器
と
し
て
装
荷
線
輪
を
使
う
装
荷
ケ
ー
ブ
ル
方
式
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ

の
方
式
は
距
離
が
長
く
な
る
と
信
号
が
減
衰
す
る
た
め
、
適
用
距
離
に
限
界
が
あ
っ
た
。
そ
の
欠
陥
を
克
服
す

る
新
方
式
と
し
て
、
一
九
三
二
年
、
逓
信
省
の
技
師
・
松
前
重
義
ら
が
提
案
し
た
の
が
「
無
装
荷
ケ
ー
ブ
ル
に

よ
る
搬
送
通
信
方
式
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
真
空
管
増
幅
器
に
よ
っ
て
減
衰
す
る
信
号
を
補
償
し
て
元
に
戻
し
、

超
長
距
離
の
電
話
通
信
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
九
三
三
年
、
逓
信
省
か
ら
日
本
電
気
に
対
し

て
無
装
荷
ケ
ー
ブ
ル
搬
送
方
式
の
共
同
開
発
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
日
本
電
気
は
全
面
的
に
こ
れ
に
協
力
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
松
前
技
師
の
要
請
を
受
け
た
日
本
電
気
の
志
田
専
務
は
、
日
本
電
気
の
担
当
者
と
し
て
小
林

宏
治
を
指
名
し
た
。

無
装
荷
ケ
ー
ブ
ル
搬
送
装
置
の
開
発
に
当
た
っ
て
、
逓
信
省
は
純
国
産
技
術
に
よ
っ
て
行
な
う
方
針
を
と
っ

た
。
共
同
開
発
は
、
一
九
三
七
年
三
月
、
満
州
の
安
東
・
奉
天
間
「
三
通
話
路
搬
送
回
線
」
で
実
を
結
ん
だ
。

こ
の
成
功
は
世
界
に
先
ん
ず
る
も
の
で
、
日
本
の
技
術
力
を
世
界
に
示
し
た
。
三
九
年
に
は
無
装
荷
ケ
ー
ブ
ル
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回
線
は
東
京
・
大
阪
・
朝
鮮
半
島
・
奉
天
を
結
ぶ
、
当
時
で
は
世
界
最
長
の
総

延
長
三
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大
幹
線
に
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
音
声
周
波
多
重
電
信
装
置
、
電
力
線
搬
送
電
話
装
置
、
大
出
力

放
送
機
、
短
波
大
出
力
放
送
機
、
短
波
無
線
電
話
送
信
機
、
小
型
短
波
送
受
信

機
、
船
舶
無
線
電
話
、
有
線
無
線
連
絡
装
置
、
超
短
波
多
重
電
話
装
置
な
ど
を
、

日
本
電
気
は
国
産
化
、
あ
る
い
は
新
規
開
発
し
た
。

ま
た
、
日
本
電
気
は
大
き
な
決
断
を
も
っ
て
無
線
用
真
空
管
の
自
社
生
産
に

踏
み
切
っ
た
。
そ
れ
ま
で
日
本
電
気
は
搬
送
用
通
信
増
幅
管
な
ど
は
生
産
し
て

い
た
が
、
無
線
機
に
用
い
る
真
空
管
は
主
と
し
て
東
京
電
気
（
現
在
の
東
芝
）

か
ら
購
入
し
て
い
た
。
そ
の
東
京
電
気
は
無
線
機
の
競
争
相
手
で
も
あ
っ
た
。

他
社
か
ら
供
給
を
仰
い
で
い
る
限
り
、
設
計
、
納
期
、
価
格
な
ど
の
面
で
さ
ま

ざ
ま
な
制
約
を
受
け
、
日
本
電
気
が
意
図
す
る
と
お
り
の
製
品
を
つ
く
る
こ
と

も
で
き
ず
、
そ
れ
で
は
東
京
電
気
と
の
競
争
に
も
打
ち
勝
て
な
い
。
し
か
し
、
当
時
、
東
京
電
気
と
は
「
日
本
電

気
は
無
線
用
真
空
管
分
野
に
は
進
出
し
な
い
代
わ
り
に
東
京
電
気
は
有
線
通
信
分
野
に
は
進
出
し
な
い
」
と
い
う

了
解
事
項
が
あ
り
、
日
本
電
気
の
大
株
主
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
、
住
友
合
資
と
も
東
京
電
気
と
の
争
い
を
危
惧
し
て
、

真
空
管
の
自
給
政
策
に
は
消
極
的
だ
っ
た
。
そ
れ
を
押
し
切
っ
て
真
空
管
の
生
産
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、「
日
本

電
気
は
Ｗ
Ｅ
社
か
ら
輸
入
し
て
い
た
も
の
を
国
産
化
す
る
だ
け
の
こ
と
」
と
す
る
志
田
専
務
の
勇
断
に
よ
る
も
の

だ
っ
た
。
志
田
は
自
ら
東
京
電
気
に
お
も
む
き
、
一
部
の
真
空
管
を
内
製
す
る
こ
と
を
伝
え
た
の
だ
っ
た
。
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第

３
章

戦
火
の
も
と
で

１
戦
時
経
済
下
、
住
友
直
轄
へ

住
友
が
最
大
株
主
に

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
七
月
に
起
き
た
日
中
戦
争
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
り
、
一
九
四
一
年
十
二
月
に

は
つ
い
に
「
太
平
洋
戦
争
」
に
突
入
す
る
。
戦
火
の
拡
大
と
と
も
に
、
日
本
経
済
は
急
速
に
軍
事
色
と
統
制
色

を
強
め
て
い
っ
た
。
政
府
は
日
中
戦
争
勃
発
後
の
一
九
三
七
年
九
月
、「
軍
需
工
業
動
員
法
の
適
用
に
関
す
る

法
律
」
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
統
制
三
法
」
を
成
立
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
資
源
を
軍
事
目
的
最

優
先
に
動
員
で
き
る
よ
う
に
経
済
活
動
を
統
制
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
た
法
律
だ
っ
た
。
翌
三
八
年
五
月
に
は

統
制
を
さ
ら
に
拡
大
・
徹
底
さ
せ
る
「
国
家
総
動
員
法
」
が
施
行
さ
れ
た
。

政
治
に
お
い
て
軍
部
が
台
頭
し
、
経
済
に
お
い
て
も
軍
事
化
が
進
む
状
況
下
で
は
、
外
資
系
企
業
は
不
利
な

立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
、
逓
信
省
工
務
局
長
だ
っ
た
梶
井
剛
（
の
ち
に
日
本
電
気
社
長
）
は
、

日
本
電
気
専
務
の
志
田
文
雄
に
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
の
持
ち
株
比
率
の
低
下
を
図
る
こ
と
を
勧
め
、
志
田
は
梶
井
に
対
し

て
、
梶
井
か
ら
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
代
表
の
日
本
電
気
役
員
で
あ
る
フ
ラ
ム
に
そ
れ
を
話
す
こ
と
を
依
頼
し
た
。
梶
井
は
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フ
ラ
ム
に
対
し
て
、現
状
で
は
日
本
電
気
ば
か
り
で
な
く
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
も
不
利
益
を
被
る
こ
と
は
免
れ
な
い
か
ら
、

五
〇
％
の
持
ち
株
比
率
を
引
き
下
げ
て
は
ど
う
か
、
と
持
ち
か
け
た
。

こ
う
し
た
経
緯
が
あ
っ
て
、
志
田
は
一
九
三
七
年
三
月
、
渡
米
し
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
と
の
間
で
、
日
本
電
気
の

資
本
金
を
増
資
す
る
と
同
時
に
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
の
持
ち
株
比
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
交
渉
を
行
な
っ
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
側
も
大
筋
で
合
意
し
、
そ
の
後
、
細
部
を
詰
め
る
交
渉
を
重
ね
て
、
同
年
十
二
月
、
最
終
合
意
に
達

し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
電
気
は
資
本
金
を
一
二
五
〇
万
円
か
ら
三
〇
〇
〇
万
円
に
増
資
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
は
新

株
引
受
権
の
一
部
を
住
友
本
社
に
譲
渡
し
て
、
増
資
後
の
持
ち
株
比
率
は
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
三
六
・
九
％
、
住
友
系
三

一
・
一
％
、
そ
の
他
三
二
％
と
な
っ
た
。

一
九
三
八
年
三
月
に
会
長
の
秋
山
武
三
郎
が
死
去
し
た
の
に
つ
づ
き
、
同
年
四
月
、
志
田
専
務
が
急
逝
し
た
。

同
年
五
月
四
日
、
住
友
本
社
総
理
事
の
小
倉
正
恒
が
会
長
に
就
任
、
志
田
専
務
の
後
任
に
は
同
年
七
月
三
〇
日
、

志
田
と
は
逓
信
省
時
代
か
ら
の
友
人
で
も
あ
っ
た
逓
信
省
工
務
局
長
の
梶
井
剛
が
就
任
し
た
。
梶
井
は
志
田
の

死
後
、
住
友
本
社
に
入
り
、
日
本
電
気
に
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
梶
井
は
就
任
に
当
た
り
、「
日
本
電
気
は

そ
の
通
信
技
術
で
世
界
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
」
と
訴
え
た
。

一
九
四
一
年
八
月
、
日
本
電
気
は
資
本
金
を
三
〇
〇
〇
万
円
か
ら
五
〇
〇
〇
万
円

に
増
資
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
が
、
当
時
、
日
米
関
係
が
険
悪
化
し
て
い
た
た
め

種
々
の
制
約
か
ら
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
は
増
資
新
株
の
割
り
当
て
分
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
十
二
月
に
至
り
、
住
友
本
社
が
そ
れ
を
肩
代
わ
り
す
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
の
持
ち
株
比
率
は
三
二
・
七
九
六
％
か
ら
一
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九
・
七
％
に
低
下
す
る
一
方
、
住
友
の
そ
れ
は
四
六
・
一
％
に
急
増
し
た
。
こ
こ
に
は
じ
め
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
と

住
友
の
持
ち
株
比
率
が
逆
転
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
の
持
ち
株
も
「
敵
産
」
と
し
て
処
分

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
日
本
電
気
と
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
と
の
資
本
関
係
は
、
一
時
中
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

社
名
を
「
住
友
通
信
工
業
」
に

日
本
電
気
は
資
本
面
に
お
い
て
も
完
全
に
住
友
本
社
の
統
轄
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
九
四
三
（
昭

和
十
八
）
年
一
月
、
住
友
で
い
う
「
連
系
会
社
」
に
指
定
さ
れ
、
同
年
二
月
、
社
名
を
「
住
友
通
信
工
業
株
式

会
社
」
と
変
更
し
た
。
連
系
会
社
と
は
、
住
友
本
社
が
資
本
的
に
も
人
的
に
も
完
全
に
統
轄
権
を
掌
握
し
て
い

る
直
系
の
会
社
を
い
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
一
九
四
一
年
五
月
、
日
本
電
気
は
住
友
の
伝
統
に
の
っ
と
っ
た
「
信
用
を
重
ん
じ
、
誠
実
．
．

を
旨
と
す
べ
し
」
を
主
文
と
す
る
「
社
訓
」
を
制
定
し
て
い
た
。
連
系
会
社
の
指
定
を
受
け
て
、「
住
友
の
社

則
」
の
適
用
を
受
け
、「
信
用
を
重
ん
じ
、
確
実
．
．

を
旨
と
し
」
と
す
る
住
友
の
「
営
業
の
要
旨
」
も
適
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
社
名
変
更
と
と
も
に
社
長
制
が
導
入
さ
れ
、
梶
井
剛
が
社
長
に
就
任
し
た
。

住
友
本
社
の
直
轄
下
に
入
っ
た
も
の
の
、
住
友
の
統
轄
力
が
及
ん
だ
の
は
束
の
間
だ
っ
た
。
一
九
四
三
年
十

二
月
に
施
行
さ
れ
た
「
軍
需
会
社
法
」
に
も
と
づ
き
、
四
四
年
一
月
、
日
本
電
気
（
住
友
通
信
工
業
）
の
三
田
、

玉
川
向
両
製
造
所
を
は
じ
め
岡
山
、
大
津
、
大
垣
の
各
製
造
所
と
上
野
工
場
が
軍
需
工
場
に
指
定
さ
れ
、
つ
づ

い
て
四
月
に
芝
浦
工
場
、
深
川
分
工
場
、
高
崎
工
場
、
瀬
戸
分
工
場
、
研
究
所
、
同
生
田
分
所
が
軍
需
工
場
に

追
加
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
日
本
電
気
の
全
工
場
は
軍
需
工
場
と
な
り
、
全
面
的
に
軍
の
統
制
を
受
け
る
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こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

２
軍
需
に
動
員
さ
れ
て

中
国
大
陸
と
南
方
占
領
地
へ
の
進
出

日
本
電
気
が
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
に
満
州
の
奉
天
に
設
立
し
て
い
た
満
州
通
信
機
は
、
実
質
的
に
は

日
本
電
気
の
満
州
工
場
で
あ
り
、
は
じ
め
は
日
本
電
気
の
製
品
の
輸
入
販
売
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
三
八
年
三

月
か
ら
電
話
機
、
交
換
機
、
搬
送
電
信
電
話
装
置
な
ど
、
お
も
に
有
線
機
器
の
製
造
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
の

主
要
納
入
先
は
関
東
軍
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
、
満
州
電
信
電
話
会
社
な
ど
で
、
若
干
の
一
般
需
要
も
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
一
九
三
九
年
十
二
月
、
軍
需
監
察
工
場
に
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、

関
東
軍
の
指
示
に
よ
り
有
線
通
信
機
器
の
製
作
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
軍
需
関
係
の
無
線
機
と
真
空
管
の
製
造

に
全
力
を
あ
げ
た
。
し
か
し
、
戦
争
の
激
化
と
と
も
に
設
備
や
資
材
の
入
手
難
な
ど
か
ら
、
無
線
機
の
増
産
は

思
う
に
ま
か
せ
な
か
っ
た
。
終
戦
時
、
満
州
通
信
機
の
従
業
員
数
は
、
日
本
人
二
七
三
人
、
中
国
人
五
三
四
人
、

計
八
〇
七
人
だ
っ
た
。

日
本
電
気
は
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
、
Ｗ
Ｅ
社
、
お
よ
び
中
国
政
府
と
三
者
合
弁
で
中
国
電
気
公
司
を
設

立
し
て
い
た
。
し
か
し
、
設
立
後
ま
も
な
く
中
国
で
排
日
・
排
日
貨
運
動
が
激
化
し
た
た
め
、
日
本
電
気
は
実

質
的
に
中
国
本
土
の
市
場
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
。
日
貨
排
斥
は
満
州
に
も
及
び
、
Ｗ
Ｅ
社
は
満
州
市
場
も
日
本

電
気
よ
り
も
中
国
電
気
公
司
に
委
ね
た
ほ
う
が
得
策
と
判
断
し
て
、
同
公
司
を
満
州
に
進
出
さ
せ
た
。
こ
の
た
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め
満
州
に
お
い
て
は
、
日
本
電
気
と
同
公
司
と
の
紛
争
が
絶
え
ず
、
営
業
区
域
を
協
定
す
る
な
ど
し
て
妥
協
を

図
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
日
本
軍
が
満
州
を
占
領
し
、
そ
こ
に
満
州
国
が
建
国
さ
れ
る
と
、
日
本
電
気
は
軍
の

要
請
に
よ
っ
て
満
州
全
域
に
進
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
中
国
電
気
公
司
と
の
協
定
に
反
す
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
同
公
司
側
も
政
治
的
・
軍
事
的
な
現
実
に
は
屈
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
一
九
三
四
年
、

日
本
電
気
と
中
国
電
気
公
司
と
の
間
に
、
満
州
全
土
を
日
本
電
気
の
商
域
と
す
る
協
定
が
結
ば
れ
た
。
満
州
通

信
機
は
、
そ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
軍
の
要
請
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

一
九
三
七
年
七
月
、
日
中
戦
争
が
勃
発
し
、
そ
れ
が
拡
大
し
て
い
く
と
、
軍
事
的
要
請
か
ら
日
本
電
気
の
中

国
本
土
へ
の
進
出
も
必
然
と
な
っ
た
。
一
九
三
九
年
二
月
に
は
、
日
本
電
気
の
保
有
す
る
中
国
電
気
公
司
の
株

を
す
べ
て
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
に
譲
渡
し
て
同
公
司
と
の
資
本
関
係
を
絶
ち
、
四
〇
年
十
二
月
に
は
、
日
本
電
気
の
販
売

地
域
を
「
中
国
の
日
本
軍
占
領
地
域
に
拡
張
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
同
公
司
か
ら
承
諾
を
取
り
付
け
た
。
日
本

電
気
は
軍
か
ら
の
た
び
重
な
る
要
請
を
受
け
、
一
九
四
一
年
九
月
、
天
津
に
、
四
二
年
十
月
、
上
海
に
そ
れ
ぞ

れ
軍
用
通
信
機
修
理
工
場
を
開
設
し
た
。太
平
洋
戦
争
勃
発
と
と
も
に
日
本
軍
は
中
国
電
気
公
司
を
接
収
し
た
。

一
九
四
三
年
十
二
月
、
日
本
電
気
（
住
友
通
信
工
業
）
は
、
軍
か
ら
中
国
電
気
公
司
の
経
営
を
委
託
さ
れ
、
そ

の
経
営
に
当
た
っ
た
。
四
四
年
三
月
、
日
本
電
気
は
、
上
海
、
天
津
の
両
工
場
を
、
中
国
電
気
公
司
に
吸
収
さ

せ
た
。

太
平
洋
戦
争
開
戦
と
と
も
に
日
本
軍
は
南
方
地
域
に
進
出
し
た
が
、
日
本
電
気
は
一
九
四
三
年
五
月
、
陸
軍
省

の
要
請
で
ジ
ャ
ワ
島
バ
ン
ド
ン
市
に
あ
る
旧
蘭
印
政
府
所
属
の
無
線
研
究
所
と
、
そ
の
附
属
工
場
の
経
営
を
引
き

受
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
「
ジ
ャ
ワ
無
線
機
器
製
作
所
」
と
命
名
し
た
。
戦
局
の
悪
化
と
と
も
に
日
本
本
土
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と
の
輸
送
が
途
絶
す
る
に
い
た
る
と
、
軍
は
軍
需
品
の
現
地
自
給
の
方
針
を
立
て
、
ジ
ャ
ワ
無
線
機
器
製
作
所
の

活
動
は
活
発
化
し
た
。
生
産
ま
た
は
修
理
し
た
品
目
は
、
真
空
管
や
無
線
機
器
、
そ
の
関
連
の
部
品
な
ど
で
、
人

員
は
オ
ラ
ン
ダ
人
な
ど
八
〇
〇
人
を
数
え
た
。
し
か
し
、
受
託
経
営
は
最
終
的
に
は
赤
字
で
終
わ
っ
た
。

軍
需
一
色
に

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
七
月
の
日
中
戦
争
勃
発
以
後
、
日
本
電
気
に
対
す
る
軍
需
は
戦
火
の
拡
大
と
と

も
に
急
増
し
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
は
、
日
本
電
気
の
事
業
は
ほ
と
ん
ど
軍
需
一
色
と
な
っ
て
い
く
。

軍
需
の
拡
大
は
、
日
本
電
気
の
事
業
構
成
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
工
場
別
の
生
産
額
を
み
る
と
、

一
九
三
六
年
発
足
の
玉
川
向
工
場
の
生
産
額
が
、
早
く
も
三
八
年
以
降
、
三
田
工
場
の
そ
れ
を
上
回
る
に
い
た

る
。
三
田
工
場
は
有
線
主
体
、
玉
川
向
工
場
は
無
線
が
主
体
だ
っ
た
が
、
無
線
関
係
機
器
に
強
い
軍
需
が
も
た

ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
玉
川
向
工
場
（
一
九
四
二
年
六
月
、
玉
川
向
製
造
所
と
改
称
）
の
売
上
高
は
、
一
九
三

七
年
に
約
九
〇
〇
万
円
だ
っ
た
も
の
が
、
四
〇
年
に
は
約
三
〇
〇
〇
万
円
、
四
二
年
に
は
約
五
九
〇
〇
万
円
、

四
四
年
に
は
約
二
億
一
七
〇
〇
万
円
へ
と
急
激
に
増
大
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
激
増
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
、
戦
線
の
拡
大
と
戦
争
の
形
態
の
変
化
だ
っ
た
。
戦
線
は
中
国
大
陸

の
大
半
と
、
北
は
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
、
南
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ソ
ロ
モ
ン
群
島
、
西
は
ビ
ル
マ
へ
と
広
が

り
、
そ
こ
で
の
通
信
は
無
線
通
信
に
よ
っ
て
行
な
う
ほ
か
な
か
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
で
は
、
海
と
空
が
戦
い
の

中
心
舞
台
と
な
っ
た
。
航
空
機
や
艦
船
で
用
い
ら
れ
る
兵
器
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
無
線
技
術
と
結
び
つ
い
た

も
の
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
無
線
通
信
機
、
電
波
探
知
機
、
高
射
砲
と
電
波
探
知
機
と
を
連
結
し
た
標
定
機
、
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方
向
探
知
機
、
水
中
聴
音
機
、
探
信
機
な
ど
で
あ
る
。
無
線
機
器
工
業
は
航
空
機
工
業
と
と
も
に
、
兵
器
産
業

と
し
て
最
重
要
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
玉
川
向
製
造
所
の
一
九
四
二
年
一
月
か
ら
終
戦
ま
で
の
生
産
高
は
四
億

八
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
た
が
、
そ
の
八
三
％
が
軍
需
だ
っ
た
。
日
本
電
気
全
体
で
は
、
一
九
四
五
年
の
終
戦
間

際
で
は
、
じ
つ
に
全
生
産
の
九
七
％
が
軍
需
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

研
究
所
の
設
置
と
拡
充

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
七
月
、
技
術
部
の
玉
川
向
工
場
研
究
課
が
独
立
し
て
研
究
所
と
な
り
、
初
代
所

長
に
丹
羽
保
次
郎
が
就
任
し
た
。
当
時
、
日
本
電
気
は
軍
か
ら
電
波
兵
器
な
ど
の
開
発
に
協
力
を
要
請
さ
れ
て

い
た
。
一
方
、
日
米
関
係
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
日
本
電
気
と
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
と
の
技
術
提
携
は
、
事
実
上
、

中
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
電
気
と
し
て
は
外
国
技
術
に
頼
る
こ
と
な
く
独
自

の
技
術
力
を
養
い
、
こ
れ
ら
の
開
発
に
当
た
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
研
究
課
を
拡
充
・
発
展
さ
せ
る
形
で
研

究
所
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
研
究
所
で
開
発
さ
れ
た
電
波
兵
器
の
代
表
的
な
も
の
に
電
波
探
知
機
（
レ
ー
ダ
）
が
あ
る
。
電
波
探
知

機
は
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
験
中
に
た
ま
た
ま
上
空
を
航
空
機
が
通
過
す
る
と
、
受
像
機
が
「
ワ
ン
ワ
ン
」
と

雑
音
を
発
し
た
こ
と
か
ら
開
発
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
電
波
探
知
機
は
一
九
四
〇
年
に
は
製
品
化
に
入
り
、
米

軍
機
の
空
襲
が
始
ま
る
と
、
そ
の
襲
来
を
探
知
す
る
の
に
役
立
っ
た
。

電
波
兵
器
の
研
究
の
た
め
に
は
電
波
障
害
の
少
な
い
立
地
が
望
ま
れ
た
の
で
、
一
九
四
一
年
六
月
、
川
崎
市

生
田
の
山
中
（
現
在
の
専
修
大
学
の
敷
地
）
に
研
究
所
生
田
分
所
が
開
設
さ
れ
、
無
線
関
係
の
研
究
陣
が
そ
こ

第3章　戦火のもとで

67



に
移
っ
た
。
ま
た
、
真
空
管
材
料
の
輸
入
途
絶
に
よ
り
、
そ
の
代
用
品
の
開

発
・
製
造
を
行
な
う
た
め
、
四
三
年
六
月
、
高
崎
工
場
を
開
設
し
研
究
所
の
分

室
を
置
い
た
。
つ
づ
い
て
翌
年
二
月
に
は
、
千
葉
県
長
生
郡
東
村
に
設
置
し
て

い
た
千
葉
研
究
室
を
千
葉
分
所
と
し
た
。
千
葉
分
所
は
、
水
中
測
深
機
な
ど
の

記
録
用
紙
に
塗
布
す
る
薬
品
の
原
料
で
あ
る
ヨ
ー
ド
の
研
究
を
目
的
と
し
た
も

の
だ
っ
た
。
米
軍
機
の
空
襲
が
激
し
く
な
っ
て
き
た
四
四
年
末
に
は
、
玉
川
向

製
造
所
に
残
っ
て
い
た
研
究
陣
も
生
田
に
集
結
し
た
。
当
時
、
研
究
所
従
業
員

は
一
二
五
〇
人
を
数
え
た
。

戦
争
末
期
に
は
無
線
誘
導
機
や
無
線
誘
導
弾
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
が
、
実

用
化
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
戦
時
研
究
は
無
駄
に
は
終
わ
ら
ず
、

戦
後
の
平
和
利
用
に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
。

工
場
疎
開
、
そ
し
て
終
戦

日
本
電
気
は
予
想
さ
れ
る
空
襲
の
被
害
を
極
力
少
な
く
す
る
た
め
、
一
九
四

三
（
昭
和
十
八
）
年
か
ら
工
場
分
散
に
着
手
し
た
。
同
年
二
月
、
東
京
・
上
野

松
坂
屋
の
別
館
を
借
り
上
げ
て
上
野
工
場
を
、
六
月
に
は
大
日
本
紡
績
大
垣
製
造
所
と
鐘
淵
紡
績
備
前
工
場
を

買
収
し
て
大
垣
製
造
所
と
岡
山
製
造
所
を
、
翌
四
四
年
二
月
に
は
日
窒
化
学
工
業
大
津
製
造
所
を
買
収
し
て
大

津
製
造
所
を
、
そ
れ
ぞ
れ
開
設
し
た
。
は
じ
め
は
三
田
製
造
所
と
玉
川
向
製
造
所
の
一
部
を
移
転
（
第
一
次
疎
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開
）
さ
せ
て
い
た
が
、
四
四
年
二
月
以
降
、
米
軍
機
の
東
京
へ
の
空
襲
が
熾
烈
化
す
る
と
、
政
府
の
疎
開
命
令

に
従
っ
て
、
工
場
を
全
面
的
に
地
方
に
疎
開
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
疎
開
計
画
は
第
六
次
ま
で
立
案
さ
れ
、

遅
れ
を
と
も
な
い
な
が
ら
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。
最
も
本
格
的
で
大
規
模
だ
っ
た
の
は
第
五
次
疎
開
で
、
そ
れ

は
四
五
年
五
月
に
始
ま
っ
た
が
、
輸
送
事
情
が
悪
化
し
て
い
た
た
め
作
業
は
遅
滞
し
、
疎
開
の
貨
物
が
目
的
地

に
到
着
し
た
の
は
、
多
く
の
場
合
、
終
戦
間
際
だ
っ
た
。
な
か
に
は
到
着
し
た
荷
物
を
、
そ
の
ま
ま
送
り
返
す

こ
と
に
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

空
襲
の
被
害
も
受
け
た
。
一
九
四
五
年
三
月
十
日
の
東
京
・
江
東
地
区
へ
の
大
空
襲
で
上
野
工
場
や
深
川
分

工
場
、
倉
庫
や
寮
な
ど
が
焼
失
し
た
の
が
最
初
の
被
害
で
、
以
後
、
京
浜
地
区
を
は
じ
め
岡
山
、
仙
台
、
青
森
、

大
垣
な
ど
で
工
場
、
事
務
所
、
倉
庫
、
寮
な
ど
が
次
々
に
空
襲
の
被
害
を
受
け
た
。
岡
山
製
造
所
は
全
焼
し
、

玉
川
向
製
造
所
は
四
三
％
を
焼
失
し
た
が
、
不
思
議
と
都
心
の
三
田
製
造
所
は
ほ
と
ん
ど
被
害
ら
し
い
被
害
は

受
け
な
か
っ
た
。

一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
、
終
戦
を
迎
え
た
と
き
に
は
、
空
襲
と
工
場
疎
開
に
よ
っ
て
日
本
電
気
の
生
産
は

著
し
く
減
退
し
て
い
た
。
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エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
時
代
へ
向
け
て

（
一
九
四
六
〜
一
九
七
六
年
）
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第

４
章

日
本
電
気
の
再
「
創
業
」

１
戦
後
復
興

戦
時
体
制
の
解
体

一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
八
月
十
五
日
の
終
戦
を
も
っ
て
軍
需
会
社
と
し
て
の
「
住
友
通
信
工
業
」
は
そ

の
役
割
を
終
え
、
平
和
産
業
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
終
戦
の
時
点
で
住
友
通
信
工
業
の
国
内

組
織
は
疎
開
体
制
下
に
あ
り
、
本
部
、
大
垣
、
岡
山
、
大
津
の
三
製
造
所
、
東
京
業
務
所
（
三
田
製
作
所
、
玉

川
向
製
作
所
、
生
田
研
究
所
な
ど
）、
お
よ
び
東
北
、
上
信
、
甲
信
、
北
越
、
北
陸
の
五
地
方
業
務
所
か
ら
な

り
、
人
員
は
正
規
従
業
員
約
一
万
六
〇
〇
〇
人
に
応
徴
者
や
動
員
学
徒
を
加
え
て
総
数
約
二
万
八
〇
〇
〇
人
を

数
え
た
。
ま
た
、
海
外
に
は
満
州
通
信
機
、
中
国
電
気
公
司
、
ジ
ャ
ワ
無
線
機
器
製
作
所
の
三
事
業
組
織
が
あ

り
、
約
三
四
〇
人
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
終
戦
と
と
も
に
、
ま
ず
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら

の
組
織
の
再
編
成
、
な
い
し
は
解
体
・
撤
収
だ
っ
た
。

国
内
で
は
、
応
徴
者
や
動
員
学
徒
の
解
用
・
解
散
は
す
み
や
か
に
行
な
わ
れ
た
が
、
疎
開
に
よ
っ
て
地
方
に

分
散
し
て
い
た
人
員
、
機
械
工
具
、
資
材
な
ど
の
元
の
製
造
所
へ
の
再
集
結
に
は
手
間
ど
っ
た
。
戦
禍
に
よ
っ
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て
国
内
輸
送
が
マ
ヒ
状
態
に
な
っ
て
い
た
の
と
、
東
京
周
辺
の
住
宅
事
情
が
極
端
に
悪
化
し
て
い
た
た
め
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
各
疎
開
先
か
ら
の
撤
収
は
、
一
九
四
五
年
十
二
月
初
旬
に
は
完
了
し
た
。

海
外
か
ら
の
引
き
揚
げ
は
、
そ
れ
以
上
の
苦
難
を
も
っ
て
行
な
わ
れ
た
。「
満
州
」（
中
国
東
北
地
区
）
で
は
、

満
州
通
信
機
の
工
場
は
ソ
ビ
エ
ト
軍
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
、
約
二
七
〇
人
の
日
本
人
従
業
員
の
う
ち
一
部
は
ソ

ビ
エ
ト
軍
に
よ
っ
て
シ
ベ
リ
ア
に
連
行
さ
れ
た
。
現
地
に
残
っ
た
従
業
員
は
、
大
半
が
四
六
年
九
月
ご
ろ
ま
で

に
帰
国
し
た
が
、
一
部
の
従
業
員
の
帰
国
は
さ
ら
に
一
年
後
と
な
っ
た
。
不
幸
に
も
引
き
揚
げ
前
や
引
き
揚
げ

途
中
で
八
人
が
病
死
し
た
。

ジ
ャ
ワ
無
線
機
器
製
作
所
は
、
新
し
く
発
足
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
カ
ル
ノ
政
権
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
二

一
人
の
日
本
人
従
業
員
は
進
駐
し
て
き
た
連
合
軍
の
捕
虜
と
な
っ
て
労
役
に
服
し
た
が
、
一
九
四
六
年
四
月
か

ら
六
月
に
か
け
て
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
う
ち
従
業
員
の
一
人
が
バ
ン
ド
ン
で
病
死
し
た
。

経
営
を
委
託
さ
れ
て
い
た
中
国
電
気
公
司
に
は
約
五
〇
人
の
日
本
人
が
い
た
。
上
海
、
天
津
、
北
京
の
各
工

場
は
中
国
の
軍
隊
に
接
収
さ
れ
、
日
本
人
従
業
員
は
逐
次
、
帰
国
し
た
。

平
和
産
業
へ
の
転
換

戦
時
中
の
住
友
通
信
工
業
の
活
動
は
ほ
と
ん
ど
軍
需
生
産
一
色
だ
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
多
か
れ
少
な
か
れ

通
信
機
器
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
、
戦
後
、
た
だ
ち
に
民
需
生
産
に
転
換
す
る
こ
と
は
容
易
だ
っ
た
。
こ

れ
は
、
純
然
た
る
兵
器
生
産
に
携
わ
っ
て
い
た
企
業
と
の
大
き
な
違
い
だ
っ
た
。

各
事
業
所
の
う
ち
大
津
製
造
所
と
大
垣
製
造
所
は
空
襲
の
被
害
が
軽
微
で
、
疎
開
の
影
響
も
少
な
か
っ
た
。
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本
拠
の
三
田
製
造
所
も
奇
跡
的
に
空
襲
の
被
害
が
な
く
、
玉
川
向
製
造
所
は
戦
時
中
に
増
設
し
た
工
場
は
空
襲

で
焼
失
し
た
が
、
戦
前
か
ら
の
本
館
や
本
工
場
は
被
害
が
少
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
四
製
造
所
を
中
心

と
し
て
生
産
を
再
開
し
、
生
産
体
制
を
整
え
て
い
く
方
針
が
と
ら
れ
た
。

一
方
、
連
合
国
軍
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
は
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
九
月
と
十
月
に
軍
需
生
産
の
民
需

生
産
へ
の
転
換
に
関
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
日
本
政
府
は
十
月
十
日
、
商
工
・

文
部
・
農
林
・
運
輸
各
省
の
共
同
省
令
第
一
号
を
制
定
し
、
旧
軍
需
工
場
は
民
需
転
換
に
関
し
て
申
請
を
行
な

う
こ
と
と
さ
れ
た
。
申
請
の
結
果
、
次
の
よ
う
に
生
産
再
開
の
許
可
を
得
た
。

一
九
四
五
年
十
二
月
　
十
八
日
＝
大
津
製
造
所

十
二
月
二
十
六
日
＝
大
垣
製
造
所
（
瀬
戸
分
工
場
を
含
む
）

一
九
四
六
年
　
一
月
　
　
八
日
＝
三
田
製
造
所
（
芝
浦
工
場
を
含
む
）

一
月
　
十
六
日
＝
高
崎
製
作
所
（
高
崎
工
場
を
改
称
）、
生
田
研
究
所

一
月
二
十
六
日
＝
玉
川
向
製
造
所

終
戦
時
、
日
本
電
気
（
住
友
通
信
工
業
）
は
各
種
電
気
通
信
機
器
の
生
産
に
お
い
て
、
大
き
な
潜
在
能
力
を

持
っ
て
い
た
。
全
国
生
産
額
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
、
無
線
装
置
で
二
五
％
、
真
空
管
で
三
〇
％
、
有
線
機
器
で

四
五
％
で
あ
り
、
と
く
に
音
響
機
器
で
は
六
〇
％
、
搬
送
機
器
で
は
七
〇
％
と
圧
倒
的
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

戦
時
中
に
荒
廃
・
破
損
し
た
設
備
の
復
旧
が
容
易
に
行
な
わ
れ
、
生
産
資
材
や
電
力
・
石
炭
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
が
確
保
さ
れ
る
な
ら
ば
、
生
産
再
開
と
伸
長
は
順
調
に
行
な
わ
れ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
原
材
料
難

に
加
え
、
食
糧
不
足
、
労
働
不
安
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
悪
条
件
が
重
な
り
、
生
産
回
復
は
遅
々
と
し
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て
進
ま
な
か
っ
た
。

全
社
の
生
産
額
は
、
一
九
四
六
年
度
の
約
三
億
円
か
ら
四
八

年
度
に
は
約
一
四
億
五
〇
〇
〇
万
円
へ
と
、
表
面
的
に
は
三
年

で
約
五
倍
に
急
増
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
激
烈
な
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
反
映
し
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
も
、
当
時
は
価
格
統

制
が
行
な
わ
れ
、
製
品
価
格
の
改
定
は
原
材
料
価
格
や
労
賃
の

上
昇
の
後
追
い
だ
っ
た
た
め
、
採
算
的
に
は
赤
字
だ
っ
た
。
さ

ら
に
、
四
九
年
に
は
「
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
」
の
強
烈
な
引
き
締

め
政
策
の
も
と
で
、
生
産
額
は
落
ち
込
み
、
経
営
は
ま
す
ま
す

苦
し
さ
を
加
え
た
。

財
閥
解
体
と
「
日
本
電
気
」
へ
の
復
帰

一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
十
一
月
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
財

閥
解
体
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
同
月
十
七
日
、

住
友
本
社
は
傘
下
の
連
系
各
社
に
対
し
て
住
友
本
社
の
解
散
を

通
知
し
た
。
十
一
月
三
十
日
、
住
友
通
信
工
業
は
定
時
株
主
総

会
を
開
き
、
社
名
を
「
日
本
電
気
株
式
会
社
」
に
復
帰
さ
せ
る

こ
と
を
決
定
し
た
。「
住
友
通
信
工
業
株
式
会
社
」
と
改
称
し
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て
か
ら
二
年
九
カ
月
、
再
び
創
業
以
来
の
社
名
を
掲
げ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
先
、
住
友
本
社
総
理
事
の
古
田
俊
之
助
は
十
月
末
日
を
も
っ
て
住
友
通

信
工
業
会
長
を
辞
任
し
て
い
た
が
、
住
友
を
代
表
し
て
住
友
通
信
工
業
の
役
員
を
し

て
い
た
田
中
良
雄
ら
八
人
の
役
員
も
、
こ
の
総
会
で
辞
任
し
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
戦
時
中

に
指
導
的
地
位
に
あ
っ
た
人
物
を
公
職
か
ら
追
放
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の

た
め
こ
れ
に
よ
っ
て
一
九
四
六
年
一
月
二
十
一
日
、
梶
井
剛
は
公
職
追
放
を
前
に
社

長
を
辞
任
し
た
。
後
任
に
は
専
務
取
締
役
の
佐
伯
長
生
が
就
任
し
た
が
、
佐
伯
も
ま

た
公
職
追
放
令
に
よ
っ
て
一
九
四
七
年
六
月
二
十
五
日
、
社
長
の
地
位
を
去
っ
た
。

ま
た
同
月
三
日
、
二
十
余
年
に
わ
た
っ
て
日
本
電
気
の
研
究
・
技
術
面
の
最
高
指
導

者
だ
っ
た
丹
羽
保
次
郎
専
務
も
、
公
職
追
放
に
よ
っ
て
日
本
電
気
を
去
っ
た
。

佐
伯
社
長
の
後
任
に
は
、
戦
時
中
に
住
友
本
社
か
ら
迎
え
ら
れ
て
い
た
常
務
取
締

役
の
渡
辺
斌
衡
が
就
任
し
た
。
渡
辺
は
、
そ
の
後
一
七
年
間
社
長
の
地
位
に
あ
っ
て
、

戦
後
の
混
乱
期
を
乗
り
切
り
、
日
本
電
気
発
展
の
基
礎
固
め
を
行
な
う
の
で
あ
る
。

通
信
復
旧
計
画

民
需
生
産
へ
の
復
帰
に
当
た
っ
て
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
本
業
の
電
話
事
業
だ
っ
た
。
終
戦
当
時
、

日
本
の
電
話
設
備
の
大
半
は
戦
災
で
焼
失
し
て
い
た
う
え
、
残
っ
た
設
備
も
戦
時
中
の
極
端
な
酷
使
に
よ
っ
て

機
能
は
大
幅
に
低
下
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
進
駐
し
て
き
た
連
合
国
軍
は
、
日
本
政
府
に
対
し
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て
多
量
の
専
用
電
話
回
線
の
設
置
を
要
求
す
る
と
同
時
に
、
治
安
維
持
上
、
通
信
網
の
復
旧
を
強
く
要
請
し
た
。

そ
こ
で
逓
信
省
は
「
昭
和
二
十
一
年
度
以
降
通
信
復
旧
三
カ
年
計
画
」
を
策
定
し
、
工
事
総
額
三
三
億
五
〇
〇

〇
万
円
を
も
っ
て
戦
災
施
設
の
復
旧
を
急
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
度
末
に
五
四
万
（
一
九
二
六
年
度
末
の
加
入
数
五
五
万
と
ほ
ぼ
同

じ
）
ま
で
激
減
し
て
い
た
一
般
電
話
加
入
数
は
、
四
六
年
度
七
一
万
、
四
七
年
度
八
七
万
、
四
八
年
度
九
五
万

と
急
速
に
回
復
し
、
五
〇
年
度
に
は
四
四
年
度
の
一
一
八
万
を
超
え
、
一
二
一
万
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
電
話
復
旧
事
業
は
、
日
本
電
気
は
じ
め
沖
電
気
、
富
士
通
信
機
、
日
立
製
作
所
の
「
通
信
四
社
」

に
と
っ
て
民
需
生
産
へ
の
復
帰
の
有
力
な
手
掛
か
り
と
な
る
も
の
だ
っ
た
。
日
本
電
気
は
、
戦
災
を
免
れ
た
三

田
製
造
所
の
全
力
を
あ
げ
て
電
話
機
・
交
換
機
の
増
産
に
努
め
、
逓
信
省
の
要
請
に
応
え
た
。
ま
た
、
進
駐
軍

の
電
話
工
事
も
引
き
受
け
た
。

労
働
組
合
の
結
成
と
争
議

終
戦
と
と
も
に
軍
需
は
消
滅
し
、
民
需
生
産
へ
の
転
換
は
認
可
な
ど
に
手
間
ど
っ
た
た
め
、
受
注
は
著
し
く

減
少
し
た
。
こ
う
し
た
事
情
は
多
か
れ
少
な
か
れ
ど
の
企
業
も
同
じ
で
あ
り
、
多
く
の
企
業
で
縮
小
し
た
事
業

規
模
に
見
合
っ
た
人
員
整
理
が
行
な
わ
れ
た
。
日
本
電
気
も
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
十
月
ご
ろ
ま
で
に
、

希
望
退
職
、
そ
の
他
で
合
計
一
万
人
余
り
の
人
員
整
理
を
行
な
っ
た
。
人
員
整
理
は
会
社
存
続
の
た
め
に
は
や

む
を
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
従
業
員
に
と
っ
て
は
重
大
な
脅
威
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
経
済
民
主
化
の
重
要
政
策
と
し
て
「
労
働
の
民
主
化
」
を
打
ち
出
し
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た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
九
四
五
年
十
二
月
に
「
労
働
組
合
法
」
が
公
布
さ
れ
、
戦
時
中
に
禁
止
ま
た
は
解
散
さ

せ
ら
れ
た
労
働
組
合
の
組
織
化
が
促
進
・
助
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
電
気
に
お
い
て
も
、
同
年
十
一

月
、
三
田
労
働
組
合
（
工
員
組
合
）
が
結
成
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
四
五
年
か
ら
四
六
年
に
か
け
て
各
事
業

所
に
相
つ
い
で
労
働
組
合
が
生
ま
れ
、
四
六
年
六
月
に
は
全
社
的
な
「
日
本
電
気
労
働
組
合
連
合
会
」
が
発
足

し
、
日
本
電
気
各
組
合
は
同
年
十
月
に
結
成
さ
れ
た
「
全
日
本
電
気
工
業
労
働
組
合
」
に
加
入
し
た
。

既
存
の
秩
序
や
価
値
観
の
崩
壊
に
加
え
、
食
糧
難
や
住
宅
難
、
激
し
い
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
経
済
的

困
難
に
よ
っ
て
、
終
戦
直
後
の
社
会
は
混
乱
を
極
め
、
人
び
と
の
生
活
は
窮

乏
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
組
織
を
強
化
し
た
労
働
組
合
は
賃
上
げ
要
求

を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
四
七
年
九
月
に
は
、
組
合
は
最
低
賃
金

と
し
て
手
取
り
三
五
〇
〇
円
（
税
込
み
四
五
〇
〇
円
）
を
八
月
分
か
ら
支
給

す
る
よ
う
会
社
に
要
求
し
た
。
当
時
、
会
社
の
資
金
繰
り
は
苦
し
く
、
給
料

だ
け
で
な
く
資
材
費
の
支
払
い
ま
で
分
割
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
だ
っ
た
の

で
交
渉
は
難
航
し
、
九
月
三
十
日
に
い
た
っ
て
決
裂
し
、
組
合
は
無
期
限
ス

ト
ラ
イ
キ
に
入
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
電
気
に
お
い
て
は
、
一
九
二
四
（
大
正

十
三
）
年
以
来
の
ス
ト
ラ
イ
キ
だ
っ
た
。

争
議
は
長
期
化
し
、
一
カ
月
後
の
一
九
四
七
年
十
月
二
十
九
日
、
会
社
側

は
、
①
固
定
給
の
増
額
一
三
五
〇
万
円
（
一
人
当
た
り
税
込
み
三
一
〇
〇
円
）、

②
事
業
再
開
費
一
二
〇
〇
万
円
、
③
八
〜
九
月
分
補
給
金
一
〇
〇
〇
万
円
の
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計
三
五
五
〇
万
円
を
支
給
す
る
―
―
と
の
回
答
を
行
な
っ
た
が
、
組
合
側
は
こ
れ
を
不
満
と
し
て
、
な
お
ス
ト

ラ
イ
キ
を
継
続
し
た
。
十
一
月
十
四
日
、
会
社
側
は
事
業
再
開
費
と
し
て
、
さ
ら
に
五
〇
〇
万
円
を
追
加
支
給

す
る
と
の
回
答
を
行
な
い
、
組
合
側
も
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
争
議
は
四
五
日
目
に
よ
う
や
く
解
決
し
た
。

し
か
し
、
東
西
冷
戦
が
鮮
明
と
な
る
に
つ
れ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
対
日
政
策
も
変
化
し
は
じ
め
、
労
働
争
議
に
対
す

る
態
度
も
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
き
た
。
一
九
四
八
年
七
月
に
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
書
簡
に
よ
っ
て
公
務
員
の

争
議
行
為
が
禁
止
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
変
化
の
な
か
で
、
同
年
九
月
、
会
社
側
は
組
合
に
対
し
て
、

①
職
務
体
制
の
刷
新
、
②
赤
字
機
種
の
整
理
と
生
産
の
集
中
化
、
③
資
材
そ
の
他
消
費
節
約
の
徹
底
―
―
の
三

つ
の
合
理
化
方
策
（
三
方
策
）
を
提
示
し
た
。
労
使
双
方
は
交
渉
を
重
ね
、
十
月
に
い
た
り
、
組
合
側
も
三
方

策
を
原
則
的
に
受
け
入
れ
、
そ
の
結
果
、
配
置
転
換
を
と
も
な
う
生
産
体
制
の
合
理
化
が
実
現
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

生
産
体
制
の
合
理
化
は
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
①
大
津
製
造
所
の
音
響
関
係
部
門
は
縮

小
し
、
そ
の
主
要
部
分
を
玉
川
向
製
造
所
に
移
し
、
大
津
製
造
所
は
真
空
管
工
場
と
し
て
一
本
化
す
る
。
②
大

垣
製
造
所
の
搬
送
部
門
は
全
面
的
に
玉
川
に
移
し
、
大
垣
製
造
所
は
三
田
製
造
所
と
密
接
な
関
連
を
保
ち
、
手

動
交
換
機
そ
の
他
部
品
を
生
産
す
る
。
こ
う
し
た
合
理
化
に
よ
っ
て
、
全
社
で
約
一
一
〇
〇
人
の
配
置
転
換
が

行
な
わ
れ
た
。

企
業
再
建
整
備
計
画

組
合
と
合
意
し
た
三
方
策
に
よ
っ
て
、
日
本
電
気
は
月
平
均
一
億
八
〇
〇
〇
万
円
の
出
荷
を
達
成
す
る
こ
と
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を
目
標
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
春
、
米
大
統
領
特
使
ジ
ョ
セ
フ
・
ド
ッ
ジ

が
打
ち
出
し
た
日
本
経
済
再
建
策
、
い
わ
ゆ
る
「
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
」
は
、
厳
し
い
緊
縮
政
策
に
よ
っ
て
一
挙

に
イ
ン
フ
レ
を
収
束
さ
せ
、
日
本
経
済
の
正
常
化
を
図
ろ
う
と
す
る
荒
療
治
だ
っ
た
。
日
本
経
済
は
深
刻
な
不

況
に
陥
り
、
日
本
電
気
の
目
標
達
成
も
到
底
不
可
能
と
な
っ
た
。
日
本
電
気
は
会
社
再
建
策
の
再
検
討
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
そ
の
結
果
、「
企
業
再
建
整
備
法
」
に
も
と
づ
い
て
再
建
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

戦
後
、
日
本
の
企
業
の
多
く
は
巨
額
の
損
失
を
抱
え
、
経
営
破
綻
に
瀕
し
て
い
た
。
企
業
再
建
整
備
法
は
、

そ
う
し
た
企
業
の
再
建
の
手
続
き
を
定
め
た
法
律
で
あ
る
。
損
失
の
中
心
的
な
も
の
は
戦
時
補
償
打
ち
切
り
に

よ
っ
て
生
じ
た
も
の
だ
っ
た
。
日
本
政
府
は
当
初
、
戦
時
中
に
生
じ
た
政
府
債
務
、
た
と
え
ば
政
府
が
民
間
企

業
に
対
し
て
行
な
っ
た
支
払
い
契
約
や
債
務
保
証
な
ど
は
、
戦
後
も
完
全
に
履
行
す
る
方
針
だ
っ
た
。
戦
時
補

償
の
実
施
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
こ
れ
に
反
対
し
た
。
戦
争
は
け
っ
し
て
儲
か
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
を
骨
身
に
徹
し
て
知
ら
し
め
、
財
政
の
す
み
や
か
な
再
建
を
図
る
べ
き
だ
と
の
考
え
か
ら
、
戦
時
補
償
の
打

ち
切
り
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
政
府
は
、
企
業
の
整
備
・
再
建
を
進
め
る
第
一
段
階
と
し
て
「
会
社
経
理
応
急
措
置
法
」
を
制
定
し

た
。
そ
の
適
用
を
受
け
た
企
業
は
、
資
産
・
負
債
を
新
旧
勘
定
に
分
離
し
、
整
理
す
べ
き
債
権
・
債
務
は
旧
勘

定
に
棚
上
げ
す
る
一
方
、
今
後
の
経
営
は
新
勘
定
に
よ
っ
て
行
な
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
日
本
電
気
は
一
九

四
六
年
八
月
、
同
法
に
よ
る
「
特
別
経
理
会
社
」
に
指
定
さ
れ
、
新
旧
勘
定
の
分
離
を
行
な
っ
た
。
そ
の
よ
う

に
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
旧
勘
定
を
処
理
す
る
手
続
き
を
定
め
た
の
が
、
企
業
再
建
整
備
法
だ
っ
た
。

日
本
電
気
は
一
九
四
九
年
四
月
、
再
建
整
備
計
画
を
策
定
し
て
大
蔵
大
臣
と
商
工
大
臣
に
提
出
し
た
。
処
理
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す
べ
き
特
別
損
失
は
約
二
億
九
五
〇
〇
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
新
旧
勘
定
の
棚
卸
資
産
評
価
益
や
固

定
資
産
評
価
益
で
埋
め
、
な
お
足
り
な
い
分
は
固
定
資
産
の
処
分
に
よ
っ
て
補
填
す
る
、
と
い
う
の
が
計
画
の

中
心
的
な
内
容
だ
っ
た
。
固
定
資
産
売
却
に
よ
っ
て
補
填
す
べ
き
損
失
は
、
約
一
億
一
五
〇
〇
万
円
と
算
定
さ

れ
た
。

再
建
計
画
の
実
施

日
本
電
気
の
企
業
再
建
整
備
計
画
で
は
固
定
資
産
売
却
が
重
要
な
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
て
い
た
が
、
そ
れ
は
具

体
的
に
は
一
部
工
場
を
閉
鎖
し
て
、
そ
の
土
地
や
施
設
を
売
却
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

そ
こ
で
日
本
電
気
は
再
建
整
備
計
画
の
認
可
を
申
請
す
る
に
先
立
ち
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
四
月
、

労
働
組
合
に
対
し
て
「
会
社
再
建
に
関
す
る
新
提
案
」
を
提
示
し
、
了
解
を
求
め
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
。

①
　
経
営
規
模
の
縮
小
（
大
垣
製
造
所
お
よ
び
同
瀬
戸
分
工
場
、
高
崎
製
作
所
、
研
究
所
の
閉
鎖
）

②
　
会
社
全
体
に
わ
た
る
人
員
縮
小
（
約
三
六
〇
〇
人
の
人
員
整
理
）

③
　
大
津
製
造
所
に
独
立
採
算
制
を
実
施

組
合
側
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
ず
、
労
使
の
対
立
が
つ
づ
い
た
が
、
会
社
側
は
経
営
権
に
も
と
づ
き
、
五
月
下

旬
、
約
二
七
〇
〇
人
の
指
名
解
雇
を
行
な
う
と
同
時
に
、
大
垣
製
造
所
と
同
瀬
戸
分
工
場
の
休
業
、
高
崎
製
作

所
の
閉
鎖
を
組
合
側
に
通
告
し
た
。
な
お
曲
折
が
あ
っ
た
が
、
結
局
、
組
合
は
会
社
提
案
を
受
け
入
れ
、
八
月

初
旬
、
労
使
間
で
最
終
決
着
に
こ
ぎ
着
け
た
。
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再
建
計
画
で
最
も
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
研
究
所
の
取
り
扱
い
だ
っ
た
。
激
論
が
戦
わ
さ
れ
た
が
、
現
在
の

経
営
内
容
で
は
研
究
所
の
維
持
は
困
難
で
、
研
究
員
も
品
質
改
善
や
製
造
技
術
の
改
良
な
ど
に
貢
献
し
う
る
よ

う
工
場
に
投
入
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。

再
建
計
画
の
見
通
し
も
立
っ
た
一
九
四
九
年
七
月
、
組
織
再
編
を
行
な
い
、
有
線
関
係
機
器
の
生
産
を
中
心

と
す
る
三
田
製
造
所
を
三
田
事
業
部
に
、
無
線
、
伝
送
、
工
業
用
真
空
管
中
心
の
玉
川
向
製
造
所
を
玉
川
事
業

部
に
、
ラ
ジ
オ
用
受
信
管
（
真
空
管
）
の
生
産
を
中
心
と
す
る
大
津
製
造
所
を
ラ
ジ
オ
事
業
部
に
、
そ
れ
ぞ
れ

改
組
し
た
。
研
究
所
は
閉
鎖
さ
れ
、
三
田
事
業
部
の
有
線
工
場
、
玉
川
事
業
部
の
無
線
工
場
、
伝
送
工
場
お
よ

び
真
空
管
工
場
に
研
究
者
を
分
散
投
入
し
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
再
建
策
の
実
施
に
と
も
な
い
、
全
従
業
員
一

万
人
余
り
の
う
ち
お
よ
そ
三
四
％
に
当
た
る
三
五
二
一
人
が
削
減
さ
れ
た
。

一
九
四
九
年
十
一
月
に
は
会
社
再
建
に
必
要
な
資
金
の
調
達
の
た
め
、
資
本
金
を
一
億
五
〇
〇
〇
万
円
か
ら

三
億
五
〇
〇
〇
万
円
に
増
資
し
た
。
こ
の
増
資
に
当
た
っ
て
は
、
当
時
、
叫
ば
れ
て
い
た
「
証
券
民
主
化
」
の

趣
旨
か
ら
従
業
員
へ
の
割
り
当
て
や
一
般
公
募
が
行
な
わ
れ
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
と
の
提
携
復
活

日
本
電
気
と
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
と
の
関
係
は
、
太
平
洋
戦
争
の
間
、
資
本
、
技
術
の
両
面
に
お
い
て
中
断
し
て
い
た
。

終
戦
と
と
も
に
梶
井
社
長
は
、
戦
時
中
の
技
術
的
空
白
を
埋
め
る
た
め
に
両
社
の
関
係
復
活
を
早
急
に
図
ろ
う

と
し
た
。
梶
井
は
公
職
追
放
に
よ
っ
て
社
長
を
退
い
た
が
相
談
役
と
し
て
残
り
、
日
本
電
気
の
現
状
に
つ
い
て

の
詳
細
な
英
文
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
こ
れ
を
Ｉ
Ｔ
Ｔ
社
に
送
っ
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｔ
社
は
こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
検
討
し
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た
結
果
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
、
戦
前
、
日
本
電
気
の
取
締
役
だ
っ
た
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
副
社
長
の
フ
ラ
ム

を
、
つ
づ
い
て
同
じ
く
副
社
長
の
オ
ー
ル
ソ
ッ
プ
（C

linton
B
.Allsopp

）
を
派
遣
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
布
石
が
あ
っ
て
、
日
本
電
気
と
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
と
の
提
携
復
活
の
交
渉
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、「
外
資

法
」
な
ど
国
内
法
の
整
備
を
待
っ
て
一
九
五
〇
年
七
月
、
調
印
の
運
び
と
な
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
日
本
政
府
の
認
可

を
得
て
、
同
年
末
、
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
と
の
技
術
提
携
が
復
活
し
た
。
同
時
に
販
売
協
定
も
結
ば
れ
、
日
本
電
気
は
Ｉ

Ｓ
Ｅ
社
の
全
製
品
に
つ
い
て
日
本
国
内
に
お
け
る
同
社
の
総
販
売
代
理
店
と
な
っ
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
と
の
技
術
援
助
契
約
の
中
心
的
内
容
は
、
電
気
通
信
機
器
全
般
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
放
送

機
器
、
計
算
機
、
統
計
機
、
測
定
機
器
、
通
信
機
用
電
源
機
器
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
そ
の
他
電
気
材
料
な
ど
の
製

品
を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
製
品
に
関
す
る
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
所
有
の
特
許
権
の
日
本
に
お
け
る
独
占
的
実
施
権
を
、
日

本
電
気
が
取
得
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
は
、
日
本
電
気
の
技
術
者
の
教
育
・
訓
練

や
日
本
電
気
か
ら
の
研
究
委
託
な
ど
に
も
応
じ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
対
象
機
種
に
関
し
て
、
日
本
電
気

の
販
売
地
域
は
、
非
独
占
で
は
あ
る
が
全
ア
ジ
ア
地
域
に
及
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
販
売
地
域
が
日
本

国
内
と
満
州
に
限
ら
れ
て
い
た
戦
前
と
比
べ
て
、
大
き
な
変
化
だ
っ
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
と
の
技
術
契
約
は
一
九
六
〇
年
に
更
改
を
行
な
い
、
契
約
対
象
機
種
を
約
二
〇
機
種
に
絞
り
、
ロ

イ
ヤ
ル
テ
ィ
も
引
き
下
げ
た
。
さ
ら
に
一
九
六
五
年
の
更
改
で
は
、
地
域
の
制
限
は
な
く
し
、
対
象
機
種
は
航

法
装
置
な
ど
特
定
の
七
機
種
と
し
、
し
か
も
ノ
ウ
ハ
ウ
を
廃
し
た
特
許
契
約
に
切
り
換
え
た
。
販
売
地
域
の
制

約
を
受
け
る
の
も
そ
れ
だ
け
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
日
本
電
気
は
大
部
分
の
製
品
に
つ
い
て
、
世
界
市
場
を

対
象
に
自
由
に
輸
出
戦
略
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
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Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
は
太
平
洋
戦
争
の
直
前
、
日
本
電
気
の
払
込
資
本
金
三
〇
〇
〇
万
円
、
総
株
数
六
〇
万
株
の
う
ち
、

同
社
の
役
員
所
有
株
を
含
め
て
一
九
万
六
七
七
五
株
（
持
ち
株
比
率
三
二
・
七
九
六
％
）
を
保
有
し
て
い
た
が
、

開
戦
後
、
大
蔵
大
臣
の
命
令
に
よ
り
「
敵
産
」
と
し
て
処
分
さ
れ
て
い
た
。

一
九
四
九
年
八
月
、「
連
合
国
財
産
で
あ
る
株
式
の
回
復
」
に
関
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ
、
日
本
電
気
と
Ｉ

Ｓ
Ｅ
社
と
の
間
で
資
本
関
係
復
活
の
交
渉
が
始
ま
っ
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
側
は
持
ち
株
比
率
五
〇
％
以
上
を
要
求
し

た
が
、
折
衝
の
結
果
、
戦
争
直
前
と
同
じ
比
率
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
日
本
電
気
の
資
本
金
は
戦

中
・
戦
後
に
増
資
を
重
ね
た
た
め
、
戦
前
の
三
〇
〇
〇
万
円
か
ら
三
億
五
〇

〇
〇
万
円
（
七
〇
〇
万
株
）
に
増
加
し
て
い
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
の
持
ち
株
比
率

を
戦
前
の
三
二
・
七
九
六
％
に
回
復
さ
せ
る
た
め
に
、
日
本
電
気
は
一
九
五

一
年
十
一
月
、
新
株
式
三
〇
〇
万
株
を
発
行
し
、
そ
の
全
部
を
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
に

割
り
当
て
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
電
気
の
資
本
金
は
五
億
円
、

総
株
数
一
〇
〇
〇
万
株
と
な
っ
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
は
増
資
分
三
〇
〇
万
株
の
ほ

か
、
回
収
さ
れ
た
戦
前
の
持
ち
株
約
二
〇
万
株
な
ど
を
合
わ
せ
て
三
二
七
万

九
六
〇
〇
株
を
確
保
し
て
、
戦
前
と
同
率
の
持
ち
株
比
率
を
回
復
し
た
の
で

あ
る
。

こ
の
資
本
関
係
の
復
活
に
と
も
な
い
、
日
本
電
気
は
同
年
十
一
月
、
Ｉ
Ｓ

Ｅ
社
か
ら
常
勤
の
フ
ラ
ン
レ
イ
（W

.F.Flanley

）
の
ほ
か
サ
ン
ス
ト
ロ
ー
ム

（M
.A.Sunstrom

）、
ハ
リ
ソ
ン
（W

.H
.H
arrison

）
の
三
人
の
役
員
を
迎
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え
た
。

し
か
し
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
は
、
そ
の
後
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
そ
の
株
式
保
有
率
を
下
げ
て
い

っ
た
。
一
九
七
二
年
十
一
月
に
バ
ン
ザ
ン
ト
（H

.F.V
anZandt

）
が
日
本
電
気
の
取
締
役
を
辞
任
し
た
の
を

最
後
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
か
ら
の
派
遣
役
員
も
い
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
七
八
年
三
月
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
保
有
の
株

式
は
、
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。

２
軌
道
に
乗
る
生
産
活
動

民
生
機
器
の
開
発
・
生
産

戦
後
、
民
需
生
産
へ
の
転
換
に
当
た
っ
て
日
本
電
気
が
新
た
に
手
が
け
た
民
生
機
器
と
し
て
は
、
ラ
ジ
オ
用

受
信
管
、
オ
ー
ル
ウ
ェ
ー
ブ
ラ
ジ
オ
受
信
機
、
高
周
波
乾
燥
機
、
魚
群
探
知
機
、
磁
気
録
音
機
な
ど
が
あ
っ
た
。

ラ
ジ
オ
用
受
信
管
の
生
産
に
は
大
津
製
造
所
が
専
念
し
、
同
製
造
所
は
の
ち
（
一
九
五
三
年
）
に
「
新
日
本

電
気
株
式
会
社
」
と
な
る
。
オ
ー
ル
ウ
ェ
ー
ブ
ラ
ジ
オ
受
信
機
、
高
周
波
乾
燥
機
、
魚
群
探
知
機
、
磁
気
録
音

機
な
ど
は
、
玉
川
向
製
造
所
で
生
産
さ
れ
た
。
オ
ー
ル
ウ
ェ
ー
ブ
ラ
ジ
オ
受
信
機
は
戦
時
中
、
生
産
が
禁
止
さ

れ
て
い
た
が
、
戦
後
い
ち
早
く
各
社
で
生
産
さ
れ
、
娯
楽
に
飢
え
て
い
た
人
び
と
の
需
要
に
応
え
た
。
ま
た
当

時
、
最
大
の
娯
楽
は
映
画
だ
っ
た
が
、
映
画
館
の
椅
子
な
ど
の
製
作
の
た
め
に
ベ
ニ
ヤ
板
の
乾
燥
、
成
形
、
接

着
に
乾
燥
機
が
必
要
と
さ
れ
た
。
高
周
波
乾
燥
機
は
、
そ
れ
を
狙
っ
て
開
発
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、

オ
ー
ル
ウ
ェ
ー
ブ
ラ
ジ
オ
受
信
機
や
高
周
波
乾
燥
機
な
ど
は
日
本
電
気
に
と
っ
て
不
慣
れ
な
民
生
機
器
だ
っ
た
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た
め
、
営
業
的
に
は
芳
し
い
成
果
は
あ
げ
ら
れ
ず
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
十

四
）
年
の
企
業
再
建
整
備
の
時
に
製
造
は
中
止
さ
れ
た
。

魚
群
探
知
機
（
魚
探
）
は
、
戦
時
中
に
軍
事
技
術
と
し
て
発
達
し
た
水
中

音
響
技
術
を
応
用
し
た
も
の
だ
っ
た
。
食
糧
難
の
当
時
、
こ
れ
は
海
か
ら
の

蛋
白
源
獲
得
に
相
当
の
貢
献
を
し
た
。
魚
探
に
使
用
し
た
超
音
波
の
技
術
は
、

一
九
四
八
年
に
設
立
し
た
海
上
電
機
（
現
在
の
カ
イ
ジ
ョ
ー
）
に
移
管
さ
れ
、

超
音
波
洗
浄
機
、
超
音
波
探
傷
機
な
ど
の
分
野
に
も
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

日
本
電
気
は
戦
前
に
お
い
て
磁
気
録
音
機
を
開
発
、
実
用
化
し
て
い
た
。

そ
れ
は
戦
後
、
主
流
と
な
る
テ
ー
プ
式
で
は
な
く
、
ワ
イ
ヤ
ー
式
だ
っ
た
。

日
本
電
気
は
戦
後
い
ち
早
く
、
そ
の
ワ
イ
ヤ
ー
式
磁
気
録
音
機
の
新
型
機
を

開
発
し
た
が
、
テ
ー
プ
式
が
主
流
と
な
る
形
勢
と
な
っ
た
た
め
、
一
九
四
九

年
ご
ろ
ま
で
に
そ
の
試
作
を
打
ち
切
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
関
係
会
社
の
安
立

電
気
（
現
在
の
ア
ン
リ
ツ
）
が
所
有
し
て
い
た
磁
気
録
音
法
の
特
許
を
東
京
通
信
工
業
（
現
在
の
ソ
ニ
ー
）
と

と
も
に
取
得
し
、
四
九
年
か
ら
そ
の
特
許
を
使
っ
た
テ
ー
プ
式
録
音
機
の
生
産
を
開
始
し
た
。
商
品
名
を
「
ト

ー
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
」
と
い
っ
た
。

朝
鮮
戦
争
の
特
需

一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
六
月
、
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
た
。
東
西
冷
戦
が
日
本
の
隣
の
朝
鮮
半
島
で
発
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火
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
戦
争
は
日
本
経
済
に
巨
額
の
軍
事
需
要
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
は
「
朝
鮮
特
需
」
と
呼

ば
れ
た
。
戦
争
が
勃
発
し
た
当
時
、
日
本
経
済
は
「
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
」
に
よ
る
引
き
締
め
政
策
が
も
た
ら
し

た
深
刻
な
不
況
に
あ
え
い
で
い
た
が
、
朝
鮮
特
需
は
そ
の
日
本
経
済
に
対
し
て
起
死
回
生
の
カ
ン
フ
ル
剤
と
な

っ
た
。
約
三
年
に
わ
た
っ
て
つ
づ
い
た
戦
争
と
特
需
に
よ
っ
て
、
日
本
経
済
は
復
興
段
階
か
ら
新
た
な
段
階
へ

飛
躍
す
る
手
掛
か
り
を
つ
か
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

特
需
に
支
え
ら
れ
て
産
業
活
動
が
活
発
化
す
る
の
に
と
も
な
い
、電
気
通
信
機
器
に
対
す
る
需
要
も
急
増
し
、

日
本
電
気
の
売
上
高
も
一
九
四
九
年
度
に
は
一
七
億
円
だ
っ
た
も
の
が
、
五
〇
年
度
二
八
億
円
、
五
一
年
度
四

六
億
円
、
五
二
年
度
六
一
億
円
、
五
三
年
度
七
九
億
円
と
、
こ
の
間
に
年
平
均
四
七
％
増
の
急
激
な
伸
び
を
記

録
し
た
。
ま
た
こ
の
間
の
日
本
電
気
に
お
け
る
特
需
（
米
軍
か
ら
の
受
注
）
は
、
売
上
高
の
約
三
％
を
占
め
た
。

こ
れ
ら
は
業
績
向
上
に
寄
与
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
技
術
上
で
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
た
。
た
と

え
ば
、
米
軍
か
ら
野
戦
用
移
動
搬
送
装
置
な
ど
の
注
文
を
受
け
、
そ
の
生
産
を
Ｗ
Ｅ
社
の
仕
様
で
行
な
う
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
低
下
し
た
生
産
技
術
を
回
復
さ
せ
る
う
え
で
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
。
ま

た
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
民
間
通
信
局
（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
を
通
じ
て
導
入
さ
れ
た
統
計
的
品
質
管
理
の
手
法
を
、
厳
し
い

米
軍
規
格
に
よ
る
製
造
に
活
用
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
も
、
品
質
管
理
技
術
を
マ
ス
タ
ー
す
る
う
え
で
大
き
な

プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

科
学
的
管
理
の
学
習

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
占
領
政
策
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
も
、
日
本
の
通
信
網
の
復
興
を
重
視
し
た
。
通
信
網
の
復
興
の
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た
め
に
は
通
信
用
真
空
管
の
円
滑
な
供
給
が
不
可
欠
だ
っ
た
が
、
老
朽
化
し
た
日
本
の
真
空
管
工
場
が
生
産
す

る
真
空
管
は
品
質
が
悪
く
、
全
数
検
査
を
し
て
使
え
る
も
の
を
選
ば
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
有
り
様
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
Ｃ
Ｃ
Ｓ
は
、
日
本
の
通
信
機
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
品
質
管
理
の
直
接
指
導
に
乗
り
出
し
た
。

当
時
、
玉
川
向
製
造
所
長
だ
っ
た
小
林
宏
治
は
、
そ
の
間
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
マ
ギ
ー
ル
（W

.S.M
agil

）
と
い
う
人
が
い
た
。
米
国
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
の
品

質
管
理
技
師
で
、
私
も
戦
前
に
ウ
ェ
ス
タ
ン
の
本
社
を
訪
問
し
た
時
に
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

マ
ギ
ー
ル
氏
が
私
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
呼
び
出
し
て
、
こ
う
切
り
出
し
た
。『
日
本
は
通
信
設
備
が
よ
く
整
っ
て
い

な
い
の
で
治
安
が
余
り
良
く
な
い
。
そ
の
一
番
の
原
因
は
市
外
電
話
回
線
に
使
っ
て
い
る
真
空
管
の
不
良
。
真

空
管
を
供
給
し
て
い
る
日
本
電
気
は
製
造
工
程
を
品
質
管
理
の
手
法
で
再
整
備
す
べ
き
だ
』。
言
葉
を
つ
い
で

提
案
し
た
。『
や
る
気
が
あ
る
な
ら
ば
自
分
が
指
導
し
て
や
ろ
う
』

私
は
品
質
管
理
の
こ
と
は
入
社
時
に
聞
い
て
知
っ
て
は
い
た
が
余
り
関
心
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
即
座
に

指
導
を
お
願
い
し
た
。
日
本
電
気
に
お
け
る
品
質
管
理
の
始
ま
り
で
あ
る
。
恐
ら
く
日
本
全
体
で
も
パ
イ
オ
ニ

ア
だ
っ
た
と
思
う
」（『
私
の
履
歴
書
』
日
本
経
済
新
聞
社
）

小
林
は
部
下
の
西
尾
秀
彦
（
の
ち
に
本
社
技
師
長
）
を
と
も
な
い
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
十
月
か

ら
毎
週
一
回
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
に
出
向
い
て
マ
ギ
ー
ル
の
指
導
を
受
け
た
。
こ
う
し
て
四
七
年
二
月
、
検
査
部
内
に
品

質
管
理
課
が
設
置
さ
れ
、
課
長
に
西
尾
が
就
任
し
た
が
、
こ
れ
が
日
本
電
気
ば
か
り
で
な
く
日
本
初
の
品
質
管

理
と
い
う
名
の
つ
く
部
門
の
誕
生
だ
っ
た
。
四
八
年
三
月
、
玉
川
向
製
造
所
の
真
空
管
工
場
に
は
じ
め
て
統
計

的
品
質
管
理
の
手
法
が
導
入
さ
れ
、
し
だ
い
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
と
同
時
に
、
急
速
に
全
社
に
普
及
し
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て
い
っ
た
。
日
本
電
気
は
、
他
社
に
先
駆
け
て
統
計
的
品
質
管
理
を
生
産
面
に
応
用
し

て
多
大
の
効
果
を
あ
げ
、
五
二
年
に
は
早
く
も
「
デ
ミ
ン
グ
賞
」
を
受
賞
し
た
。

玉
川
事
業
部
が
、
統
計
的
品
質
管
理
の
導
入
で
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
た
の
に
対
し
、

三
田
事
業
部
は
工
程
管
理
の
導
入
な
ど
生
産
管
理
全
般
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
改
善
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
当
時
、
三
田
事
業
部
は
電
話
機
、
自
動
交
換
機
、
手
動
交
換

機
な
ど
の
量
産
を
行
な
い
、
売
上
高
で
も
玉
川
を
上
回
り
、
日
本
電
気
の
主
力
工
場
の

地
位
を
占
め
て
い
た
。
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
特
需
に
よ
っ
て
日
本
経
済
が
活
況
を
呈
す
る
な
か
で
電
話
機
器
の
需

要
も
急
伸
し
、
五
一
年
に
は
三
田
関
係
の
売
上
高
は
、
前
年
に
比
べ
て
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。

こ
の
た
め
、
三
田
事
業
部
で
は
生
産
管
理
、
と
く
に
工
程
管
理
の
改
善
に
力
を
入
れ
た
。
一
九
五
一
年
春
か

ら
、
ま
ず
新
型
の
四
号
電
話
機
の
生
産
工
程
に
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
導
入
し
、
タ
ク
ト
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
量
産

体
制
を
確
立
し
た
。
つ
い
で
、
同
年
十
一
月
に
は
Ａ
形
自
動
交
換
機
の
ス
イ
ッ
チ
の
工
程
も
手
送
り
式
で
は
あ

る
が
い
ち
お
う
流
れ
作
業
に
切
り
換
え
ら
れ
、
五
二
年
に
は
こ
の
工
程
も
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
に
乗
せ
ら
れ
た
。

一
九
五
一
年
、
五
二
年
は
、
日
本
電
気
に
お
け
る
工
場
管
理
の
近
代
化
に
大
き
な
転
機
を
も
た
ら
し
た
時
期

だ
っ
た
。
五
一
年
八
月
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｅ
社
か
ら
バ
ー
シ
ュ
（D

onald
S.B
ursch

）
が
派
遣
さ
れ
、
主
と
し
て
製

造
技
術
面
の
指
導
を
行
な
っ
た
。
つ
い
で
、
翌
五
二
年
三
月
に
は
ベ
ル
ギ
ー
の
Ｂ
Ｔ
Ｍ
社
（B

ellTelephone
M
anufacturing

C
o.

Ｉ
Ｓ
Ｅ
の
関
係
会
社
）
か
ら
ス
ト
ー
プ
ス
（PaulA.Stoops

）
が
来
日
し
、
約
一
年
半

に
わ
た
っ
て
標
準
原
価
管
理
方
式
の
導
入
を
指
導
し
た
。
ま
た
、
一
九
五
一
年
に
は
日
本
能
率
協
会
か
ら
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
招
き
、
工
程
管
理
改
善
に
関
す
る
基
礎
調
査
を
依
頼
し
た
。
そ
の
調
査
結
果
に
も
と
づ
い
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て
、
五
二
年
初
頭
に
は
社
内
に
工
程
管
理
改
善
委
員
会
を
設
置
し
て
検
討
を
重
ね
、
ス
ト
ー
プ
ス
の
助
言
も
勘

案
し
て
、
同
年
、
生
産
管
理
業
務
に
携
わ
る
計
画
課
と
工
程
課
を
新
設
し
た
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
間
通
信
局
が
、
日
本
の
電
気
通
信
機
器
メ
ー
カ
ー
の
経
営
者
を
対
象
に
開
催
し
た
経
営
講
座
も
、

各
社
の
生
産
管
理
の
近
代
化
を
促
す
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
一
九
四
九
年
九
月
か
ら
約
二
カ
月
間
に

わ
た
っ
て
、
日
本
電
気
通
信
工
業
会
所
属
の
一
八
社
の
最
高
経
営
責
任
者
を
集
め
て
行
な
わ
れ
、
電
気
通
信
省

（
逓
信
省
の
後
身
）
の
役
人
や
学
者
た
ち
も
聴
講
し
た
。
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
流
の
経
営
管
理
の
思

想
や
技
法
は
、
日
本
側
の
参
加
者
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
事
始
め

二
〇
世
紀
後
半
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
時
代
を
開
く
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
が
ベ
ル
研
究
所
の
シ
ョ
ッ
ク
レ
ー

（W
illiam

B
.Shockley

）
ら
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
の
は
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
の
暮
れ
の
こ
と

だ
っ
た
。
そ
の
情
報
は
日
本
に
も
伝
わ
り
、
日
本
電
気
で
も
関
心
の
あ
る
者
は
、
当
時
、
東
京
・
日
比
谷
や
横

浜
に
あ
っ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
民
間
情
報
教
育
局
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）
の
図
書
室
（
の
ち
の
ア
メ
リ
カ
文
化
セ
ン
タ
ー
）
に
通

い
、『B
ellSystem

TechnicalJournal
』
な
ど
関
係
学
術
誌
を
漁
っ
て
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
な
る
も
の
を
理
解

し
よ
う
と
努
め
た
。

当
時
、
玉
川
の
真
空
管
工
場
に
い
た
長
船
広
衛
（
の
ち
に
支
配
人
）
は
そ
う
し
た
一
人
で
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

の
研
究
・
開
発
の
必
要
性
を
確
信
し
て
、
そ
れ
を
上
司
に
進
言
し
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
の
経
営
状
況
で
は
そ
の

経
費
を
支
出
す
る
余
裕
は
な
く
、
経
費
な
し
と
い
う
条
件
で
、
長
船
に
研
究
が
許
可
さ
れ
た
。
必
要
機
器
や
材
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料
は
廃
物
利
用
で
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
五
〇
年
八
月
、
技
師
長
の
小
林
正
次
が
戦
後
第
一
号
の
海
外
視
察
に
出
か
け
た
。
そ
の
重
要
課
題
の
一

つ
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
に
関
す
る
調
査
研
究
だ
っ
た
。
小
林
は
、
ベ
ル
研
究
所
で
点
接
触
型
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
見

本
を
入
手
し
、
帰
国
後
、
早
速
、
そ
の
研
究
を
命
じ
た
。
そ
し
て
、
五
一
年
に
は
日
本
電
気
と
し
て
初
の
ゲ
ル

マ
ニ
ウ
ム
点
接
触
型
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
製
作
に
成
功
し
た
。
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第

５
章

高
度
経
済
成
長
下
の
事
業
多
角
化

１
高
度
経
済
成
長
期
の
経
営

空
前
の
高
度
成
長

一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
九
月
、
日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
主
要
交
戦
国
と
の
間
に
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
を
結
び
、
翌
五
二
年
四
月
の
条
約
発
効
に
と
も
な
い
、
独
立
を
回
復
し
た
。
日
本
経
済

も
昭
和
二
十
年
代
末
ま
で
に
戦
後
復
興
を
ほ
ぼ
終
了
す
る
。

一
九
五
六
年
度
の
経
済
白
書
は
、
前
年
の
日
本
経
済
を
回
顧
し
て
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
い
う
有
名

な
言
葉
を
残
し
た
。
そ
れ
は
、
日
本
経
済
は
戦
後
復
興
を
終
え
、
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
、
と
い
う
認
識
を
示

し
て
い
た
。
新
段
階
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
か
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
結
果
的
に
は
昭
和
三

十
年
代
に
空
前
の
高
度
成
長
に
突
入
し
て
い
く
。

一
九
五
四
年
末
か
ら
始
ま
っ
た
景
気
上
昇
は
か
つ
て
な
い
好
況
で
あ
り
、
戦
後
最
大
ど
こ
ろ
か
、
日
本
の
歴

史
始
ま
っ
て
以
来
の
、
と
い
う
意
味
で
「
神
武
景
気
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
景
気
が
一
段
落
し
て
短
い
景

気
後
退
を
は
さ
み
、
五
八
年
半
ば
か
ら
ま
た
大
型
景
気
が
到
来
し
た
。
そ
れ
は
神
武
景
気
を
上
回
る
も
の
で
あ
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っ
た
の
で
、
神
話
に
ち
な
ん
で
「
岩
戸
景
気
」
と
呼
ば
れ
た
。

そ
の
岩
戸
景
気
の
さ
な
か
の
一
九
六
〇
年
十
二
月
に
は
、
池
田

内
閣
に
よ
っ
て
「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」
が
打
ち
出
さ
れ
、
大
型

景
気
に
拍
車
を
か
け
た
。
六
四
年
に
は
、
昭
和
三
十
年
代
の
高

度
成
長
を
締
め
く
く
る
か
の
よ
う
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
た
。

高
度
成
長
を
主
導
し
た
の
は
、「
投
資
が
投
資
を
呼
ぶ
」
と

い
う
形
で
雪
だ
る
ま
式
に
拡
大
し
て
い
っ
た
民
間
企
業
の
設
備

投
資
だ
っ
た
。
設
備
投
資
は
、
外
国
か
ら
の
導
入
技
術
を
軸
と

す
る
技
術
革
新
を
原
動
力
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
既

存
の
産
業
の
近
代
化
を
促
進
す
る
と
同
時
に
、
多
く
の
新
産
業

や
新
製
品
を
生
み
出
し
た
。
合
成
繊
維
や
合
成
樹
脂
、
各
種
石

油
化
学
製
品
、
さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
電
気
製
品
な
ど
は
、
新
製
品
の
代
表
的
な
も
の
だ
っ
た
。
白
黒
テ
レ
ビ
、
電

気
洗
濯
機
、
電
気
冷
蔵
庫
が
「
三
種
の
神
器
」
と
も
て
は
や
さ
れ
、
大
衆
消
費
社
会
が
到
来
し
た
。

一
九
五
五
年
か
ら
六
〇
年
の
間
に
、
日
本
の
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
は
実
質
で
二
倍
以
上
に
な
っ
た
。
輸

出
入
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
四
倍
に
な
っ
た
。
産
業
構
造
も
高
度
化
し
た
。
産
業
別
就
業
者
の
構
成
を
み
る
と
、
一

九
五
五
年
に
は
第
一
次
産
業
四
一
％
、
第
二
次
産
業
二
四
％
、
第
三
次
産
業
三
五
％
だ
っ
た
も
の
が
、
六
五
年

に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
五
％
、
三
二
％
、
四
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
就
業
人
口
で
み
れ
ば
、
五
五
年
当
時
は
、
日
本
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は
ま
だ
農
業
国
家
だ
っ
た
が
、
一
〇
年
後
に
は
一
次
産
業
の
ウ
ェ
ー
ト
は
大
き
く
低
下
し
た
。
昭
和
三
十
年
代
、

日
本
の
経
済
と
社
会
の
変
貌
は
著
し
か
っ
た
。

対
外
的
に
も
、
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
ま
り
を
背
景
に
開
放
体
制
へ
の
移
行
が
始
ま
っ
た
。
一
九
六
〇
年

に
政
府
は
「
貿
易
・
為
替
自
由
化
計
画
大
綱
」
を
決
定
し
、
当
時
約
四
〇
％
だ
っ
た
貿
易
自
由
化
率
を
、
三
年

後
に
は
九
〇
％
に
ま
で
高
め
る
目
標
を
掲
げ
た
。

事
業
領
域
の
広
が
り
と
工
業
部
制

高
度
成
長
下
、
企
業
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
は
急
激
に
変
化
し
た
。
そ
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
主
役
は
技
術

革
新
だ
っ
た
。
技
術
革
新
の
波
は
あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
で
起
き
た
が
、
電
気
通
信
工
業
に
お
い
て
も
マ
イ
ク
ロ

波
通
信
や
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
実
用
化
に
み
る
よ
う
に
、技
術
革
新
の
盛
り
上
が
り
に
は
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
技
術
革
新
の
大
き
な
う
ね
り
が
も
た
ら
す
変
化
は
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
段
階
的
・
代
謝
的
な
も
の

で
は
な
く
、
飛
躍
的
・
変
身
的
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
企
業
の
経
営
や
組
織
も
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
”変
身
“
を
遂
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

日
本
電
気
が
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
に
導
入
し
た
「
工
業
部
制
」
は
、
急
テ
ン
ポ
の
技
術
革
新
と
、

そ
れ
が
も
た
ら
す
急
激
な
経
済
環
境
の
変
化
に
迅
速
、
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
行
な
わ
れ
た
最
初
の
組

織
再
編
成
だ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
日
本
電
気
の
事
業
管
理
組
織
は
、
本
店
、
三
田
製
造
所
、
玉
川
製
造
所
（
一
九
五
四
年
十
月
、
三

田
、
玉
川
両
「
事
業
部
」
の
名
称
を
「
製
造
所
」
に
戻
す
）
と
い
う
具
合
に
、
地
域
別
の
管
理
組
織
に
な
っ
て
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い
た
。
各
製
造
所
に
は
、
異
な
る
製
品
分
野
や
技
術
分
野
の
部
門
が
混
在
し
て
い
た
が
、
製
造
所
に
お
け
る
権

限
は
製
造
所
長
に
集
中
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
製
造
所
長
は
自
分
の
専
門
外
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
最
終
的
な

判
断
を
下
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
経
営
管
理
体
制
で
は
、
激
動
す
る
経
済
環
境
に
対
し

て
意
思
決
定
の
遅
れ
を
生
じ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
激
し
い
技
術
革
新
を
、
ど
の
製
品
分
野
や
技
術
分
野

が
中
心
と
な
っ
て
受
け
止
め
る
べ
き
か
と
い
う
責
任
体
制
も
、
必
ず
し
も
明
確
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
従
来
の
地
域
別
組
織
を
改
め
、
同
一
製
品
分
野
の
技
術
部
門
と
製
造
部
門
を
統
合
し
て
、
製
品
分
野
別
に

五
つ
の
「
工
業
部
」
に
再
編
成
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
九
五
六
年
八
月
に
「
工
業
部
制
」
に
移
行
し
た
。
こ
の

体
制
の
も
と
で
は
、
工
業
部
長
に
各
製
品
分
野
に
お
け
る
技
術
開
発
と
生
産
に
関
す
る
権
限
が
大
幅
に
委
譲
さ

れ
た
。
工
業
部
制
へ
の
移
行
と
同
時
に
、
三
田
、
玉
川
に
は
そ
れ
ぞ
れ
三
田
事
業
所
、
玉
川
事
業
所
が
設
置
さ

れ
た
。

工
業
部
制
は
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

三
田
に
は
「
有
線
工
業
部
」
が
置
か
れ
、
一
九
五
七
年
に
は
そ
こ
か
ら
「
部
品
工
業
部
」
が
分
離
独
立
し
た
。

部
品
工
業
部
は
三
田
だ
け
で
な
く
、
玉
川
の
各
工
業
部
の
必
要
と
す
る
通
信
機
部
品
を
集
約
し
て
製
造
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

玉
川
に
は
当
初
、「
電
子
管
工
業
部
」「
無
線
工
業
部
」「
特
品
工
業
部
」「
伝
送
工
業
部
」
の
四
工
業
部
が
置

か
れ
た
が
、
新
し
く
開
け
て
き
た
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
分
野
に
か
か
わ
る
部
門
だ
っ
た
た
め
、
次
々
に
新
し

い
工
業
部
が
誕
生
し
た
。
ま
ず
一
九
五
七
年
に
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
最
先
端
分
野
で
あ
る
電
子
計
算
機

や
自
動
制
御
機
器
を
担
当
す
る
「
電
子
機
器
工
業
部
」
が
新
設
さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
五
八
年
に
は
、
テ
レ
ビ
ブ
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ー
ム
と
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
関
係
の
需
要
増
に
対
処
す
る
た
め
、
無
線
工
業
部
が
「
放
送
機
器
工
業
部
」
と
「
電

波
工
業
部
」
の
二
つ
に
分
か
れ
、
家
電
ブ
ー
ム
に
乗
る
特
品
工
業
部
は
「
商
品
事
業
部
」
と
改
称
さ
れ
た
。
さ

ら
に
五
九
年
に
は
、
無
線
関
係
の
二
工
業
部
が
「
電
波
通
信
工
業
部
」「
特
定
機
器
工
業
部
」「
放
送
機
器
工
業

部
」
に
再
編
さ
れ
た
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
急
成
長
に
と
も
な
い
、
六
〇
年
に
は
電
子
管
工
業
部
は
半
導

体
部
門
を
分
離
し
て
「
半
導
体
工
業
部
」
と
し
て
独
立
さ
せ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
、
日
本
電
気
は
従
来
の
「
通
信
機
」
に
加
え
て
「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
」
と
い
う
新
し
い
事
業
領
域
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

最
初
の
事
業
部
制

日
本
経
済
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
成
長
を
遂
げ
る
も
と
で
、
日
本
電
気
の
売
上
高
も
急
速
に
増
大
し
た
。
一
九

五
六
年
（
昭
和
三
十
一
）
度
に
一
〇
七
億
円
だ
っ
た
売
上
高
は
年
々
三
〇
％
か
ら
四
〇
％
の
伸
び
を
示
し
、
一

九
六
〇
年
度
に
は
三
六
九
億
円
と
四
年
間
で
三
・
五
倍
と
い
う
急
成
長
と
な
っ
た
。
一
方
、「
工
業
部
制
」
は
、

「
工
業
部
」
の
名
称
が
示
す
よ
う
に
、
技
術
も
含
む
生
産
プ
ロ
セ
ス
に
だ
け
か
か
わ
る
組
織
で
あ
っ
て
、
生
産

さ
れ
た
製
品
の
販
売
や
、
生
産
に
要
す
る
資
材
の
調
達
な
ど
は
、
別
の
組
織
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た

体
制
で
は
、
経
営
規
模
の
拡
大
に
見
合
っ
た
十
分
な
経
営
効
率
を
達
成
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
り
、
根
本
的
な

経
営
体
制
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
六
一
年
四
月
、
事
業
部
制
の
導
入
に
い
た
っ

た
。事

業
部
制
の
導
入
に
当
た
り
、
渡
辺
斌
衡
社
長
は
「
原
価
意
識
に
徹
底
し
、
原
価
の
低
減
に
努
め
て
利
益
の
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向
上
を
図
る
こ
と
」
を
強
く
要
請
し
た
。
こ
れ
が
事
業
部
制
の
最
大
の
目
標
だ
っ
た
。
事
業
部
制
の
も
と
で
は
、

事
業
部
は
技
術
、
製
造
、
営
業
な
ど
事
業
経
営
全
般
に
つ
い
て
幅
広
い
裁
量
権
を
与
え
ら
れ
、
あ
た
か
も
独
立

の
経
営
体
で
あ
る
か
の
よ
う
に
行
動
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
各
事
業
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
最
大
の
経
営
効
率

を
あ
げ
る
よ
う
に
努
め
、
そ
の
結
果
と
し
て
会
社
全
体
の
利
益
の
最
大
化
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。こ

の
組
織
改
正
に
よ
っ
て
、
五
八
年
に
設
置
さ
れ
て
い
た
家
電
製
品
な
ど
を
扱
う
商
品
事
業
部
の
ほ
か
に
、

通
信
機
器
事
業
部
、
電
波
機
器
事
業
部
、
電
子
機
器
事
業
部
、
電
子
部
品
事
業
部
の
四
事
業
部
が
設
け
ら
れ
た
。

商
品
事
業
部
を
除
い
て
、
こ
れ
ら
四
つ
の
事
業
部
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
営
業
部
が
置
か
れ
、
従
来
、
本
店
営
業
部

に
集
中
し
て
い
た
販
売
業
務
を
各
事
業
部
が
事
業
分
野
ご
と
に
分
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
海
外
関
係
の
販
売

に
つ
い
て
は
特
殊
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
必
要
と
す
る
の
で
、
海
外
事
業
部
を
設
け
て
こ
れ
が
担
当
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
本
社
に
は
、
各
事
業
部
の
営
業
活
動
を
側
面
的
に
支
援
す
る
部
門
と
し
て
、
常
務
取
締
役
を
長
と

す
る
営
業
管
理
部
が
置
か
れ
た
。

研
究
所
の
再
開

経
営
環
境
の
好
転
と
と
も
に
、
一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）
年
七
月
、
研
究
所
が
再
開
さ
れ
る
運
び
と
な
っ

た
。
研
究
所
長
に
は
技
師
長
の
小
林
正
次
が
兼
任
で
就
任
し
た
。

研
究
所
は
、
前
年
の
組
織
改
正
で
三
田
・
玉
川
両
事
業
部
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
研
究
室
の
一
部
を
引
き
継

ぎ
、
両
事
業
部
の
生
産
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
範
囲
で
研
究
者
の
集
中
化
が
行
な
わ
れ
た
。
研
究
所
の
研
究
部
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門
は
第
一
研
究
室
、
第
二
研
究
室
お
よ
び
試
作
研
究
室
か
ら
な
り
、
基
礎
研
究
部
門
を
担
当
す
る
第
一
研
究
室

は
主
と
し
て
材
料
部
品
関
係
の
研
究
を
行
な
い
、
応
用
研
究
部
門
を
担
当
す
る
第
二
研
究
室
は
主
と
し
て
新
製

品
の
研
究
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
人
員
は
二
〇
〇
人
程
度
で
、
一
〇
〇
〇
人
を
超
え
て
い
た
戦
時
中
に
比

べ
る
と
五
分
の
一
に
も
達
し
な
い
小
規
模
な
研
究
所
だ
っ
た
が
、
研
究
開
発
活
動
に
専
念
で
き
る
体
制
が
で
き

た
こ
と
は
、
日
本
電
気
の
技
術
陣
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
だ
っ
た
。

新
研
究
所
に
は
、
基
礎
研
究
と
応
用
研
究
に
重
点
を
置
く
総
合
研
究
所
と
し
て
の
役
割
が
与
え
ら
れ
、
開
発

研
究
は
事
業
部
が
独
自
で
行
な
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
小
林
所
長
は
研
究
所
運
営
の
基
本
方
針
と
し
て
、
①
工
場

と
の
連
絡
を
密
に
す
る
、
②
事
業
部
の
技
術
課
と
の
共
同
研
究
、
共
同
開
発
を
心
が
け
る
、
③
研
究
成
果
の
工

業
化
、
製
品
化
に
協
力
す
る
―
―
の
三
点
を
強
調
し
た
。
研
究
者
が
一
時
、
事
業
部
に
分
散
し
て
い
た
こ
と
は
、

こ
の
基
本
方
針
の
遂
行
に
と
っ
て
大
き
な
利
点
と
な
っ
た
。

２
高
度
成
長
と
通
信
市
場

電
電
公
社
の
発
足

一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
七
月
、「
日
本
電
信
電
話
公
社
法
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
、
八
月
、
日
本
電

信
電
話
公
社
（
以
下
、
電
電
公
社
と
略
）
が
発
足
し
た
。
初
代
総
裁
に
は
、
公
職
追
放
が
解
除
と
な
っ
て
五
一

年
十
一
月
に
日
本
電
気
に
会
長
と
し
て
復
帰
し
て
い
た
梶
井
剛
が
、
会
長
を
辞
し
て
就
任
し
た
。

戦
後
日
本
の
電
気
通
信
事
業
は
、
一
九
五
一
年
度
に
は
じ
め
て
経
常
収
支
で
一
四
億
円
の
黒
字
を
出
し
、
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「
戦
後
復
興
」
の
段
階
を
ほ
ぼ
終
了
し
た
。
当
時
の
電
話
普
及
率
は
人
口
一
〇
〇
人
当
た
り
二
・
三
台
に
す
ぎ

ず
、
世
界
最
高
の
ア
メ
リ
カ
の
同
二
九
・
三
台
の
一
〇
分
の
一
以
下
、
世
界
で
二
二
位
と
い
う
低
レ
ベ
ル
に
あ

っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
も
劣
悪
で
、
架
設
を
申
し
込
ん
で
も
実
現
す
る
ま
で
に
何
年
も
か
か
っ
た
り
、
主
要

都
市
間
の
市
外
通
話
は
つ
な
が
る
ま
で
に
何
時
間
も
か
か
る
と
い
う
有
り
様
だ
っ
た
。
新
発
足
し
た
電
電
公
社

の
緊
急
の
課
題
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
を
急
ぎ
、
こ
う
し
た
状
態
を
早
急
に
解
消
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

電
電
公
社
は
以
後
、「
す
ぐ
つ
く
電
話
」（
積
滞
需
要
の
解
消
）
と
「
す
ぐ
つ
な
が
る
電
話
」（
全
国
自
動
即
時

化
）
と
い
う
二
大
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
数
次
に
わ
た
る
五
カ
年
計
画
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
五
三
年
四
月
、「
第
一
次
電
信
電
話
拡
充
五
カ
年
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
同
計
画
は
、
①
東
京
・

大
阪
・
名
古
屋
の
三
大
都
市
間
の
相
互
即
時
通
話
の
実
現
、
②
各
県
庁
所
在
地
間
の
市
外
通
話
接
続
待
ち
時
間

を
三
〇
分
以
内
に
短
縮
す
る
―
―
と
い
う
二
つ
の
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
マ
イ
ク
ロ
波
回
線
や
ク

ロ
ス
バ
交
換
機
な
ど
の
新
技
術
導
入
を
積
極
的
に
図
っ
た
。

ま
ず
、
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
幹
線
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
テ
レ
ビ
の

全
国
中
継
と
電
話
の
即
時
化
を
図
る
た
め
一
九
五
一
年
以
来
、
日
本

電
気
と
電
電
公
社
の
電
気
通
信
研
究
所
と
の
共
同
研
究
で
実
用
化
に

努
め
て
き
た
四
〇
〇
〇
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
の
マ
イ
ク
ロ
波
超
多
重
通
信
方

式
に
よ
る
幹
線
が
、
五
四
年
四
月
、
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
間
に
開

通
し
た
。
そ
の
結
果
、
テ
レ
ビ
番
組
が
多
様
化
し
、
ま
た
、
そ
の
前

年
、
無
装
荷
ケ
ー
ブ
ル
方
式
で
実
施
さ
れ
た
三
大
都
市
間
の
即
時
通
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話
が
一
段
と
改
善
さ
れ
た
。
引
き
つ
づ
き
、
こ
の
計
画
期
間
中
に
、
新
た
に
六
〇
〇
〇
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
超
多
重
方

式
の
開
発
が
始
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
長
距
離
ケ
ー
ブ
ル
幹
線
の
建
設
に
関
し
て
は
、
無
装
荷
ケ
ー
ブ
ル
方
式
も

六
〇
通
話
路
化
の
研
究
が
終
わ
り
、
新
た
に
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
方
式
の
超
多
重
化
の
開
発
が
始
め
ら
れ
た
。

第
一
次
五
カ
年
計
画
で
最
も
問
題
に
な
っ
た
の
が
、
ク
ロ
ス
バ
交
換
方
式
の
実
用
化
だ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
ま

で
に
世
界
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｗ
Ｅ
社
や
ケ
ロ
ッ
グ
社
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
エ
リ
ク
ソ
ン
社
な
ど
が
実
用
化
を

実
現
し
て
い
た
。
ク
ロ
ス
バ
方
式
は
、
従
来
の
Ａ
形
自
動
交
換
機
の
ス
テ
ッ
プ
・
バ
イ
・
ス
テ
ッ
プ
方
式
に
比

べ
て
設
備
費
は
高
く
つ
く
が
維
持
費
が
安
い
の
で
、
五
三
年
九
月
、
電
電
公
社
は
全
国
自
動
即
時
化
の
た
め
の

交
換
機
と
し
て
ク
ロ
ス
バ
方
式
の
採
用
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
日
本
電
気
と
共
同
で
、
実
用
化
研
究
を
開
始
し

た
。
電
電
公
社
は
一
九
五
四
年
、
日
本
電
気
を
通
じ
て
Ｉ
Ｔ
Ｔ
社
の
子
会
社
で
あ
る
シ
カ
ゴ
の
ケ
ロ
ッ
グ
社
か

ら
八
〇
〇
回
線
の
ク
ロ
ス
バ
交
換
機
を
輸
入
し
て
、
群
馬
県
高
崎
電
話
局
に
設
置
し
て
試
用
し
た
。

第
一
次
五
カ
年
計
画
は
、
日
本
経
済
の
予
想
を
上
回
る
急
成
長
の
も
と
で
、
計
画
目
標
を
大
き
く
上
回
る
実

績
を
達
成
し
た
。
ま
た
、
日
本
電
気
に
対
し
て
も
、
そ
の
後
ク
ロ
ス
バ
交
換
機
や
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
の
分
野
で

世
界
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
と
な
る
契
機
を
与
え
て
く
れ
た
。

マ
イ
ク
ロ
波
通
信
で
圧
倒
的
地
位

日
本
電
気
は
、
戦
前
か
ら
導
波
管
や
マ
イ
ク
ロ
波
管
な
ど
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
の
研
究
を
進
め
て
い
た
が
、
戦

争
中
は
も
っ
ぱ
ら
レ
ー
ダ
の
研
究
開
発
に
切
り
替
え
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
マ
イ
ク
ロ
波
の
無
線
通
信
へ
の

応
用
面
で
は
先
進
国
に
立
ち
遅
れ
て
い
た
。
は
じ
め
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
の
研
究
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
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て
い
た
が
、
そ
れ
が
緩
和
さ
れ
る
と
、
官
民
の
関
係
技
術
者
た
ち
は
外
国
の
学
術
誌
な
ど
を
参
考
に
、
一
斉
に

マ
イ
ク
ロ
波
通
信
技
術
の
研
究
開
発
に
着
手
し
た
。

日
本
電
気
の
無
線
技
術
者
は
、
将
来
の
通
信
方
式
は
周
波
数
変
調
（
Ｆ
Ｍ
）
方
式
に
よ
る
超
多
重
通
信
が
主

流
と
な
る
と
い
う
見
通
し
を
持
っ
て
、
基
礎
的
研
究
に
力
を
注
い
だ
。
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
、
電
気

通
信
研
究
所
は
、
将
来
の
市
外
電
話
幹
線
用
と
し
て
四
〇
〇
〇
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
の
研
究
を
最
重
点
課
題
と
し
て
取

り
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、
か
ね
て
か
ら
の
超
多
重
方
式
に
関
す
る
研
究
実
績
を
評
価
し
て
、
日
本
電
気
に
対
し

て
全
面
的
な
協
力
を
要
請
し
た
。
日
本
電
気
も
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
研
究
開
発
体
制
を
逐
次
整
備
し
て
い

っ
た
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
、
一
九
五
三
年
九
月
、
日
本
テ
レ
ビ
の
正
力
松
太
郎
に
よ
っ
て
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ト
ッ
プ

方
式
」
と
い
わ
れ
る
”正
力
構
想
“
が
提
案
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
富
士
山
な
ど
の
山
頂
に
強
力
な
マ
イ
ク
ロ
波

中
継
所
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
短
期
間
に
低
コ
ス
ト
の
テ
レ
ビ
中
継
用
の
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
網
を
日
本

全
国
に
構
築
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
郵
政
省
は
、
日
本
の
通
信
幹
線
が
特
定
の
私
企
業

に
独
占
さ
れ
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
し
て
、
電
電
公
社
が
独
自
に
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
網
建
設
を
推
進
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。
正
力
案
を
退
け
た
手
前
、
電
電
公
社
は
短
期
間
で
実
績
を
示
す
必
要
に
迫
ら
れ
、
日
本
電
気

も
全
力
を
あ
げ
て
こ
れ
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
難
事
業
だ
っ
た
。
従
来
の
多
重
無
線
通
信
と
い
え
ば
、
最
大
で
も
二
〇
通
話
路
程
度
だ
っ

た
も
の
を
、
東
京
・
大
阪
間
に
は
テ
レ
ビ
中
継
用
も
考
慮
し
て
、
一
挙
に
数
百
通
話
路
の
超
多
重
幹
線
を
建
設

し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
技
術
者
た
ち
の
懸
命
の
努
力
に
よ
っ
て
、
一
九
五
四
年
四
月
、
東
京
・
大
阪
間
に
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世
界
最
初
の
進
行
波
管
方
式
に
よ
る
実
用
超
多
重
電
話
回
線
を
開
通
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
伝
送
容
量
三
六

〇
通
話
路
は
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
も
の
だ
っ
た
。

こ
れ
は
日
本
独
自
の
技
術
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
大
阪
・
福
岡
回
線
に
は
Ｉ
Ｔ
Ｔ
社
傘
下
の
イ
ギ
リ
ス
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
テ
レ
ホ
ン
・
ア
ン
ド
・
ケ
ー
ブ
ル
社
（
以
下
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
と
略
）
で
開
発
さ
れ
た
無
人
中
継
方

式
が
採
用
さ
れ
た
。
日
本
の
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
技
術
を
早
急
に
世
界
水
準
に
引
き
上
げ
る
た
め
に
、
先
進
国
の

マ
イ
ク
ロ
波
通
信
方
式
も
積
極
的
に
導
入
す
る
、
と
い
う
電
電
公
社
の
方
針
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
装
置

は
、
Ｉ
Ｔ
Ｔ
社
と
関
係
の
あ
る
日
本
電
気
を
通
じ
て
輸
入
さ
れ
、
一
九
五
六
年
三
月
に
完
成
し
た
。
日
本
電
気

は
こ
の
方
式
か
ら
、
パ
ラ
ボ
ラ
形
空
中
線
の
採
用
や
、
ス
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
装
置
に
よ
る
無
停
電
方
式
な
ど
、
従

来
日
本
で
は
気
づ
か
れ
な
か
っ
た
重
要
問
題
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

つ
づ
い
て
東
京
・
仙
台
・
札
幌
回
線
に
は
、
日
本
電
気
の
森
田
正
典
（
の
ち
に
専
務
取
締
役
）
が
中
心
と
な

っ
て
開
発
し
た
一
本
の
進
行
波
管
に
よ
る
発
振
増
幅
方
式
（
恩
賜
発
明
賞
受
賞
）
が
採
用
さ
れ
、
一
九
五
六
年

十
月
完
成
し
た
。
こ
の
回
線
装
置
に
は
、
大
阪
・
福
岡
回
線
に
採
用
さ
れ
た
Ｓ
Ｔ
Ｃ
方
式
の
長
所
や
、
東
京
・

大
阪
回
線
の
運
転
経
験
に
も
と
づ
く
改
良
技
術
な
ど
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
世
界
的
に
も
一
流
の
水
準
の
も
の
に

な
っ
て
い
た
。
こ
の
方
式
は
そ
の
後
、
電
電
公
社
の
標
準
方
式
と
し
て
広
く
採
用
さ
れ
、
一
九
六
一
年
に
固
体

化
局
部
発
振
方
式
が
開
発
さ
れ
る
ま
で
、
日
本
の
通
信
幹
線
を
構
成
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
日
本
電
気
は
マ

イ
ク
ロ
波
通
信
技
術
に
お
い
て
、
他
社
の
追
随
を
許
さ
ぬ
地
位
を
確
立
し
た
。

日
本
電
気
の
技
術
陣
は
こ
れ
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
電
電
公
社
の
技
術
陣
と
協
力
し
て
、
技
術
の
改
良
・

開
発
に
努
め
た
。
そ
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
は
、
機
器
の
小
型
化
・
経
済
化
と
信
頼
性
の
向
上
だ
っ
た
が
、
そ
の
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た
め
に
機
器
の
固
体
化
（
半
導
体
化
）
が
急
速
に
推
進
さ
れ
た
。

ま
ず
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
化
か
ら
始
ま
っ
て
シ
リ
コ
ン
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
へ
、
半
固
体
化
か
ら
全

固
体
化
へ
と
進
み
、
一
九
六
三
年
、
全
固
体
化
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
回
線
の
実
用
化
に
世
界
で
は
じ
め
て
成
功
し

た
。
世
界
に
先
駆
け
た
固
体
化
の
実
現
に
よ
っ
て
、
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
機
器
は
急
速
に
輸
出
を
伸
ば
し
、
日
本

電
気
の
主
力
輸
出
商
品
に
な
っ
て
い
っ
た
。

電
電
公
社
の
回
線
と
は
別
に
、
電
力
会
社
、
警
察
庁
な
ど
の
専
用
回
線
の
建
設
も
あ
っ
た
。
そ
の
先
鞭
を
つ

け
た
の
が
東
北
電
力
で
、
同
社
の
仙
台
本
社
と
会
津
若
松
を
結
ぶ
回
線
が
計
画
さ
れ
、
激
し
い
受
注
競
争
の
末

に
日
本
電
気
が
提
案
し
た
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｔ
社
傘
下
の
Ｆ
Ｔ
Ｌ
社
が
開
発
し
た
二
〇
〇

〇
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
（
時
分
割
型
パ
ル
ス
変
調
）
方
式
で
、
無
人
化
に
適
す
る
よ
う
に
監
視
制
御
、
自
動
切

り
換
え
方
式
な
ど
が
完
備
し
、
か
つ
回
路
構
成
が
簡
潔
で
経
済
的
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
特
徴
と
す
る
も
の
だ
っ

た
。
こ
の
回
線
は
一
九
五
三
年
四
月
、
日
本
で
最
初
の
無
人
化
マ
イ
ク
ロ
波
中
継
回
線
と
し
て
完
成
し
た
。
こ

の
実
績
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
、
関
西
電
力
、
北
海
道
電
力
、
中
部
電
力
、
電
源
開
発
、
東
京
電
力
な
ど
か
ら
、

次
々
に
専
用
マ
イ
ク
ロ
波
回
線
建
設
を
受
注
し
た
。

日
本
電
気
は
一
九
五
四
年
に
「
高
感
度
受
信
方
式
」
を
開
発
し
た
が
、
最
初
に
実
用
化
し
た
装
置
を
、
五
六

年
に
国
鉄
の
門
司
・
鳥
栖
回
線
な
ど
に
納
入
し
た
。

ま
た
、
日
本
電
気
が
開
発
し
た
全
固
体
化
マ
イ
ク
ロ
波
回
線
が
最
初
に
敷
設
さ
れ
た
の
は
、
警
察
庁
の
大

阪
・
高
松
間
回
線
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
て
の
経
験
だ
っ
た
た
め
、
こ
の
一
号
機
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ

た
が
、
そ
れ
を
克
服
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
技
術
の
一
段
の
高
度
化
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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見
通
し
外
通
信
と
衛
星
通
信

元
来
、
直
進
す
る
は
ず
の
マ
イ
ク
ロ
波
電
波
が
見
通
し
外
の
遠
距
離
へ
到
達
す
る
こ
と
は
、
第
二
次
大
戦
中

に
発
見
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
理
論
的
に
も
解
明
さ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
た
と
え
ば
ア
ラ
ス
カ
の
レ
ー
ダ

基
地
と
ワ
シ
ン
ト
ン
を
結
ぶ
と
い
う
ふ
う
に
軍
事
的
に
実
用
化
さ
れ
て
い
た
。
日
本
で
も
一
九
六
〇
（
昭
和
三

十
五
）
年
ご
ろ
か
ら
、
郵
政
省
電
波
研
究
所
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

見
通
し
外
通
信
の
受
信
電
波
は
、通
常
の
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
の
受
信
電
波
に
比
べ
て
は
る
か
に
微
弱
な
の
で
、

大
電
力
送
信
機
や
大
型
空
中
線
な
ど
を
必
要
と
し
た
。
し
か
し
、
受
信
機
の
感
度
が
よ
け
れ
ば
、
送
信
機
の
出

力
は
小
さ
く
て
す
む
は
ず
だ
っ
た
。
日
本
電
気
は
す
で
に
七
〇
〇
〇
メ
ガ
ヘ

ル
ツ
の
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
用
と
し
て
、
微
弱
電
波
の
通
信
に
適
す
る
「
高
感

度
受
信
方
式
」
を
開
発
し
て
い
た
。
こ
れ
を
見
通
し
外
通
信
に
応
用
す
れ
ば
、

き
わ
め
て
経
済
的
な
回
線
が
構
成
で
き
る
こ
と
に
着
目
し
、
装
置
を
開
発
、

玉
川
か
ら
送
信
し
た
電
波
を
、
箱
根
を
越
え
て
静
岡
県
牧
之
原
で
受
信
す
る

実
験
に
成
功
し
た
。

日
本
電
気
が
開
発
し
た
こ
の
見
通
し
外
通
信
装
置
の
優
秀
性
は
、
ま
ず
在

日
米
軍
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
一
九
五
九
年
、
在
日
米
空
軍
レ
ー
ダ
基

地
間
一
七
局
の
通
信
網
建
設
と
い
う
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
注
し
た
。
米
軍

が
こ
の
よ
う
な
重
要
な
軍
事
施
設
を
外
国
メ
ー
カ
ー
に
発
注
す
る
の
は
、
き

わ
め
て
異
例
の
こ
と
だ
っ
た
。
つ
づ
い
て
六
一
年
、
在
日
米
陸
軍
か
ら
日
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本
・
沖
縄
・
韓
国
な
ど
の
米
軍
基
地
を
結
ぶ
最
長
区
間
六
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
電
話
一
二
〇
通
話
路
と
い
う

大
規
模
見
通
し
外
通
信
回
線
の
建
設
を
受
注
し
た
。
こ
の
回
線
建
設
は
、
単
に
機
器
の
設
計
・
製
造
だ
け
で
な

く
、
現
地
の
測
量
か
ら
伝
搬
特
性
の
予
測
計
算
、
回
線
設
計
、
土
木
工
事
を
含
む
据
付
工
事
、
さ
ら
に
回
線
試

験
か
ら
保
守
ま
で
の
一
切
を
含
む
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
装
置
輸
出
の
一
般
的
形
式
と
な
る
「
タ
ー
ン
キ
ー

方
式
」
の
は
し
り
と
な
っ
た
も
の
で
、
そ
の
経
験
は
日
本
電
気
の
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
シ
ス
テ
ム
を
輸
出
す
る
際

の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
生
か
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
米
軍
か
ら
の
受
注
と
並
行
し
て
、
見
通
し
外
通
信
回
線
は
防
衛
庁
、
警
察
庁
、
北
海
道
電
力
、
国

鉄
な
ど
か
ら
も
受
注
し
た
。
六
三
年
に
は
、
電
電
公
社
の
九
州
・
奄
美
大
島
・
沖
縄
回
線
に
も
採
用
さ
れ
た
。

見
通
し
外
通
信
で
培
っ
た
技
術
は
、
衛
星
通
信
技
術
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
。

一
九
六
二
年
七
月
、
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
は
中
高
度
通
信
衛
星
「
テ
ル
ス
タ
ー
一
号
」
を

打
ち
上
げ
、
こ
れ
を
使
っ
て
パ
リ
か
ら
鮮
明
な
テ
レ
ビ
画
像
が
ア
メ
リ
カ
に
中
継
、
放
映
さ
れ
た
。
衛
星
通
信

時
代
の
幕
開
け
で
あ
る
。

そ
の
と
き
、
た
ま
た
ま
米
国
出
張
中
だ
っ
た
副
社
長
の
小
林
宏
治
は
、
こ
の
画
像
を
シ
カ
ゴ
の
ホ
テ
ル
の
テ

レ
ビ
で
見
て
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。「
先
を
越
さ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
出
る
幕
が
な
く
な
っ
た
」
と

思
っ
た
の
で
あ
る
。
帰
途
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
日
本
電
気
の
提
携
企
業
の
一
つ
で
あ
る
ヒ
ュ
ー
ズ
・
エ
ア
ク
ラ

フ
ト
社
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
小
林
が
同
社
の
総
支
配
人
、
ハ
イ
ラ
ン
ド
（Law

rence
A.H

yland

）
に
そ
の
落

胆
し
た
気
持
ち
を
語
る
と
、
彼
は
同
社
で
開
発
中
の
静
止
衛
星
の
模
型
を
見
せ
て
、
そ
の
衛
星
を
利
用
し
た
衛

星
通
信
技
術
を
協
同
開
発
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
持
ち
か
け
た
。
小
林
は
即
座
に
そ
の
提
案
を
受
け
入
れ
、
日
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本
電
気
が
衛
星
通
信
分
野
に
進
出
す
る
手
掛
か
り
を
つ
か
ん
だ
。

日
本
に
お
い
て
も
一
九
六
〇
年
ご
ろ
か
ら
宇
宙
通
信
関
係
の
研
究
が
始
ま
り
、
六
二
年
十
一
月
に
は
郵
政
省

と
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
間
で
実
験
用
通
信
衛
星
に
関
す
る
協
力
に
つ
い
て
の
覚
書
が
交
換
さ
れ
た
。
六
三
年
十
一
月
、

日
本
最
初
の
衛
星
通
信
地
球
局
と
し
て
国
際
電
信
電
話
会
社
（
以
下
、
K
D
D
と
略
）
の
茨
城
（
十
王
）
宇
宙

通
信
実
験
所
が
開
設
さ
れ
た
。
同
実
験
所
に
設
置
さ
れ
た
受
信
装
置
は
、
日
本
電
気
が
世
界
に
誇
る
高
感
度
受

信
装
置
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
電
気
も
衛
星
通
信
分
野
へ
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
同
月
二
十
三
日
、

日
米
間
の
最
初
の
テ
レ
ビ
中
継
実
験
が
リ
レ
ー
衛
星
を
使
っ
て
行
な
わ
れ
、
成
功
を
収
め
た
が
、
そ
の
と
き
飛

び
込
ん
で
き
た
画
像
が
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺
の
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
。

一
九
六
四
年
五
月
に
開
設
さ
れ
た
郵
政
省
電
波
研
究
所
の
鹿
島
実
験
局
へ
は
、
日
本
電
気
は
直
径
一
〇
メ
ー

ト
ル
の
カ
セ
グ
レ
ン
ア
ン
テ
ナ
と
、
送
信
装
置
を
は
じ
め
と
す
る
監
視
装
置
な
ど
を
納
入
し
た
。
同
年
十
月
に

は
、
こ
の
装
置
に
よ
っ
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
模
様
が
初
の
静
止

衛
星
、
ヒ
ュ
ー
ズ
社
製
「
シ
ン
コ
ム
三
号
」
を
経
由
し
て
中
継
さ
れ

た
。
こ
の
成
功
は
、
日
本
電
気
の
技
術
の
優
秀
性
を
世
界
に
示
し
、

そ
の
後
、
海
外
諸
国
か
ら
衛
星
通
信
機
器
を
数
多
く
受
注
す
る
契
機

と
な
っ
た
。

ク
ロ
ス
バ
交
換
方
式
の
開
発

一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）
年
、
電
電
公
社
は
ク
ロ
ス
バ
交
換
機
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の
採
用
を
決
定
し
た
が
、
日
本
電
気
は
電
気
通
信
研
究
所
と
共

同
で
、
主
と
し
て
Ｗ
Ｅ
社
形
の
ク
ロ
ス
バ
方
式
を
も
と
に
、
部

品
の
国
産
化
や
日
本
の
実
情
に
適
し
た
方
式
の
開
発
に
当
た
っ

た
。
そ
し
て
、
Ｗ
Ｅ
式
ク
ロ
ス
バ
ス
イ
ッ
チ
な
ど
の
国
産
化
を

進
め
、
五
五
年
七
月
に
は
早
く
も
Ｐ
Ｂ
Ｘ
（
私
設
交
換
機
）
用

六
〇
回
線
の
国
産
ク
ロ
ス
バ
交
換
機
第
一
号
を
完
成
し
、
関
西

電
力
に
納
入
し
た
。共
同
研
究
は
五
七
年
三
月
ま
で
行
な
わ
れ
、

そ
の
成
果
は
契
約
に
も
と
づ
い
て
沖
電
気
、
富
士
通
信
機
、
日

立
製
作
所
の
三
社
に
公
開
さ
れ
た
。

共
同
研
究
終
了
前
の
一
九
五
六
年
九
月
、
日
本
電
気
は
局
用

ク
ロ
ス
バ
交
換
機
の
国
産
第
一
号
機
を
栃
木
県
三
和
局
に
納
入

し
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
実
力
を
示
し
た
。

共
同
研
究
終
了
後
、日
本
電
気
は
第
二
段
階
の
活
動
に
入
り
、

電
気
通
信
研
究
所
と
協
力
し
て
小
規
模
標
準
市
内
交
換
機
の
開

発
を
進
め
、
そ
の
一
号
機
を
一
九
五
八
年
三
月
、
武
蔵
府
中
局

に
納
入
し
た
。
そ
の
機
種
は
「
府
中
・
蕨
」
形
と
呼
ば
れ
た
が
、

蕨
局
用
は
日
立
製
作
所
が
製
作
し
た
。
日
本
電
気
は
、
そ
の
改

良
機
種
を
一
九
六
〇
年
に
福
井
局
に
納
入
し
た
。
こ
れ
は
日
本
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で
は
は
じ
め
て
の
収
容
回
線
一
万
を
越
え
る
「
万
端
子
局
」
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
長
距
離
市
外
自
動
中
継
交
換
機
に
つ
い
て
も
開
発
・
改
良
が
進
め
ら
れ
、
ク
ロ
ス
バ
交
換
機
は
量

産
時
代
に
入
っ
た
。
日
本
電
気
は
一
九
六
二
年
十
一
月
、
相
模
原
市
に
新
工
場
（
相
模
原
工
場
）
を
開
設
し
て
、

対
応
し
た
の
で
あ
る
。

電
子
交
換
機
の
研
究
開
発

ク
ロ
ス
バ
交
換
機
は
、
や
が
て
電
子
交
換
機
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
研
究
は
日
本

で
は
早
く
も
戦
前
に
始
ま
っ
て
い
る
。
一
九
三
九
年
（
昭
和
十
四
）、
逓
信
省
に
設
置
さ
れ
た
電
子
交
換
機
の

研
究
会
が
そ
れ
で
、
民
間
か
ら
は
日
本
電
気
が
参
加
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
研
究
活
動
は
戦
争
の
た
め
一

九
四
二
年
に
中
断
さ
れ
た
。

第
二
次
大
戦
後
は
通
信
施
設
の
復
興
が
ま
ず
優
先
さ
れ
、
電
子
交
換
機
の
研
究
が
再
開
さ
れ
た
の
は
一
九
五
四

年
だ
っ
た
。
こ
の
年
、
電
気
通
信
研
究
所
の
伝
送
研
究
課
の
中
に
「
電
子
交
換
研
究
グ
ル
ー
プ
」
が
四
人
の
研
究

者
で
編
成
さ
れ
、
翌
五
五
年
に
伝
送
研
究
課
が
電
子
応
用
研
究
室
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
一
九
五
四
年
に
日
本

で
発
明
さ
れ
た
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
の
応
用
研
究
が
行
な
わ
れ
、
電
子
交
換
機
へ
の
応
用
研
究
も
そ
の
一
つ
だ
っ
た
。

は
じ
め
通
話
路
に
ク
ロ
ス
バ
ス
イ
ッ
チ
を
、
制
御
回
路
に
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
を
用
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
半
電
子
式
」

の
開
発
を
進
め
、
つ
づ
い
て
一
九
五
六
年
か
ら
通
話
路
も
電
子
化
す
る
「
全
電
子
式
」
の
研
究
に
取
り
か
か
っ
た
。

五
九
年
十
月
に
は
実
験
用
全
電
子
式
交
換
機
が
完
成
し
た
が
、
純
然
た
る
研
究
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

電
電
公
社
が
電
子
交
換
の
標
準
方
式
決
定
の
た
め
、
日
本
電
気
な
ど
交
換
機
メ
ー
カ
ー
と
共
同
研
究
に
着
手
す
る
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の
は
、
六
四
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
間
、
日
本
電
気
は
一
九
五
五
年
か
ら
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
を
使
っ
た
「
半
電
子
式
」
交
換
機
の
開
発
を
進
め
、

六
〇
年
三
月
に
二
〇
〇
回
線
の
構
内
専
用
交
換
機
を
三
越
本
店
に
納
入
し
た
。
こ
れ
が
日
本
に
お
け
る
最
初
の

電
子
交
換
機
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
を
改
良
し
て
公
衆
回
線
に
接
続
可
能
と
し
た
Ｎ
Ｓ
―

２
形
電
子
交
換
機

を
開
発
、
六
一
年
十
月
、
四
国
電
力
に
、
六
三
年
に
は
マ
ニ
ラ
市
の
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
社
に
、
そ
れ
ぞ
れ
納
入
し
た
。

３
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
家
電
ブ
ー
ム

民
放
の
開
始
と
ラ
ジ
オ
ブ
ー
ム

一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
六
月
、
電
波
法
、
放
送
法
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
電
波
三
法
」
が
施
行
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
独
占
だ
っ
た
放
送
事
業
が
民
営
に
よ
っ
て
も
行
な
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

電
波
三
法
公
布
後
一
カ
月
の
う
ち
に
、
全
国
で
七
二
件
の
民
間
放
送
局
の
設
立
申
請
が
あ
り
、
五
一
年
四
月
、

「
ラ
ジ
オ
東
京
」
な
ど
一
六
局
に
第
一
次
の
予
備
免
許
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
と
と
も
に
日
本
電
気
も
放
送
装

置
の
量
産
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
本
電
気
の
放
送
装
置
の
歴
史
は
、
昭
和
初
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
一
九
三
一
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
局
に
出
力

五
〇
〇
ワ
ッ
ト
の
放
送
機
を
納
入
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
三
四
年
に
は
一
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
大
出
力
放
送
機
を

満
州
電
信
電
話
会
社
の
新
京
（
現
在
の
長
春
）
放
送
局
に
納
入
す
る
な
ど
し
て
、
大
出
力
中
波
・
短
波
放
送
機

の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
地
位
を
確
保
し
て
い
た
。
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一
九
五
一
年
九
月
、
最
初
の
民
間
放
送
局
と
し
て
開
局
し
た
新
日
本
放
送
（
大
阪
）
と
中
部
日
本
放
送
（
名

古
屋
）
に
、
日
本
電
気
は
全
装
置
を
納
入
し
た
。
引
き
つ
づ
い
て
、
第
二
次
免
許
が
下
り
た
五
三
年
以
降
、
日

本
電
気
は
北
陸
放
送
、
静
岡
放
送
、
長
崎
放
送
な
ど
、
各
民
間
放
送
局
に
次
々
に
放
送
装
置
を
納
入
し
た
。
こ

う
し
た
放
送
装
置
の
納
入
に
際
し
て
は
、
機
器
装
置
だ
け
で
な
く
ス
タ
ジ
オ
の
設
計
な
ど
も
依
頼
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
日
本
電
気
は
総
合
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
的
な
機
能
を
果
た
し
た
。

民
放
ラ
ジ
オ
放
送
局
が
全
国
で
次
々
に
開
局
し
て
い
く
と
、
主
要
局
を
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
全
国
番

組
が
編
成
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
番
組
内
容
の
向
上
と
多
様
化
に
つ
れ
て
、
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
普
及
が
加
速

度
的
に
高
ま
り
、
ラ
ジ
オ
ブ
ー
ム
が
起
き
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
契
約
者
数
は
一
九
五
二
年
に
は
一
〇
〇
〇
万
を

超
え
た
。
こ
の
ブ
ー
ム
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ラ
ジ
オ
の
発
達
で
あ
る
。

こ
う
し
た
小
型
ラ
ジ
オ
の
発
達
を
可
能
に
し
た
条
件
の
一
つ
が
、
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ア
真
空
管

（
Ｍ
Ｔ
管
）
の
開
発
だ
っ
た
。

Ｍ
Ｔ
管
は
第
二
次
大
戦
中
に
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
、
軍
事
用
に
発
達
し
、
普
及
し
て

い
た
。
真
空
管
製
造
に
つ
い
て
長
年
の
技
術
的
蓄
積
を
持
つ
日
本
電
気
は
、
終
戦
直
後
か

ら
Ｍ
Ｔ
管
に
着
目
し
、
そ
の
量
産
体
制
を
整
え
、
一
九
四
九
年
七
月
か
ら
乾
電
池
用
Ｍ
Ｔ

管
シ
リ
ー
ズ
の
製
造
を
開
始
し
た
。
玉
川
工
場
は
、
五
〇
年
に
は
月
産
三
、
四
万
個
の
生

産
実
績
を
あ
げ
、
Ｍ
Ｔ
管
の
日
本
一
の
工
場
と
な
っ
た
。

一
方
、
政
府
も
Ｍ
Ｔ
管
の
量
産
化
に
は
強
い
関
心
を
示
し
た
。
欧
米
に
お
い
て
は
、
Ｍ

Ｔ
管
が
す
で
に
受
信
管
の
標
準
形
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
日
本
で
は
ま
だ
本
格
的
量
産
体
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制
が
確
立
さ
れ
ず
、
コ
ス
ト
も
標
準
形
と
す
る
に
は
高
す
ぎ
た
。
そ
こ
で
通
産
省
は
、
一
九
五
一
年
度
の
「
工

業
化
補
助
金
」
を
日
本
電
気
に
交
付
し
て
、
欧
米
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
の
研
究
を
促
し
た
。

昭
和
二
十
年
代
の
ラ
ジ
オ
ブ
ー
ム
は
、
日
本
電
気
に
放
送
装
置
の
大
量
受
注
と
Ｍ
Ｔ
管
の
量
産
体
制
の
確
立

を
も
た
ら
し
た
の
だ
っ
た
。
Ｍ
Ｔ
管
は
、
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
テ
レ
ビ
時
代
に
備
え
る
点
で
も
重
要
だ
っ
た
。

テ
レ
ビ
受
像
機
の
よ
う
に
二
〇
球
、
三
〇
球
と
球
数
が
多
く
な
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
Ｍ
Ｔ
管
の
よ
う
な
小
型
真

空
管
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
、
ラ
ジ
オ
の
真
空
管
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
。
日
本
電
気
は
一

九
五
七
年
か
ら
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
使
っ
た
ポ
ー
タ
ブ
ル
ラ
ジ
オ
の
量
産
を
開
始
す
る
。

テ
レ
ビ
時
代
の
開
幕

一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）
年
二
月
、
ま
ず
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
東
京
地
区
で
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
本
放
送
を
開
始
し
、

テ
レ
ビ
時
代
の
幕
が
開
い
た
。
東
京
で
は
同
じ
年
、
民
放
の
日
本
テ
レ
ビ
が
、
ま
た
五
五
年
に
は
ラ
ジ
オ
東
京

が
テ
レ
ビ
放
送
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
三
局
が
用
い
た
放
送
装
置
は
、
い
ず
れ
も
ア
メ
リ
カ
の
Ｒ
Ｃ

Ａ
社
か
ら
輸
入
し
た
も
の
だ
っ
た
。

日
本
電
気
の
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
は
一
九
二
八
年
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の
後
、
一
九
四
〇
年
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
る
と
、
逓
信
省
は
こ
れ
を
テ
レ
ビ
放
送
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。

日
本
電
気
は
こ
れ
に
呼
応
し
て
技
術
陣
を
動
員
し
、
テ
レ
ビ
の
放
送
、
受
像
、
伝
送
な
ど
を
一
元
的
に
実
験
す

る
た
め
の
装
置
を
完
成
さ
せ
た
の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
世
界
大
戦
へ
の
道
を
た
ど
る
時
代
の
な
か
で
東
京
オ
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リ
ン
ピ
ッ
ク
は
中
止
と
な
り
、
テ
レ
ビ
放
送
の
国
家
計
画
も
挫
折
し
た
。
一
九
三
九
年
、
日
本
電
気
は
大
阪
の

阪
急
デ
パ
ー
ト
で
、
毎
日
新
聞
社
主
催
の
も
と
に
テ
レ
ビ
の
公
開
実
験
を
成
功
さ
せ
た
が
、
戦
争
の
進
展
に
よ

っ
て
テ
レ
ビ
研
究
は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
戦
後
、
テ
レ
ビ
の
研
究
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い

た
。
一
九
五
一
年
の
講
和
条
約
締
結
後
、
日
本
電
気
は
た
だ
ち
に
テ
レ
ビ
の
研
究
を
再
開
し
た
が
、
機
器
提
供

は
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
四
年
、
大
阪
テ
レ
ビ
と
中
部
日
本
放
送
に
仮
免
許
が
下
り
る
と
、
両
社
は
国
産
機
を
採
用
す
る
方
針

を
決
め
、
当
時
よ
う
や
く
テ
レ
ビ
放
送
装
置
の
国
産
化
に
成
功
し
た
日
本
電
気
に
こ
れ
を
発
注
し
た
。
こ
れ
が
、

昭
和
三
十
年
代
の
テ
レ
ビ
ブ
ー
ム
下
で
、
日
本
電
気
が
北
海
道
テ
レ
ビ
を
は
じ
め
多
く
の
テ
レ
ビ
局
か
ら
大
量

の
放
送
装
置
を
受
注
す
る
端
緒
と
な
っ
た
。
一
九
五
八
年
に
は
国
内
の
テ
レ
ビ
局
数
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
局
二
七
、
民
放

局
二
〇
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
六
三
年
四
月
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
局
二
一
六
、
民
放
局
一
二
七
の
多
数
を
数
え
る
に
い

た
っ
た
。
日
本
電
気
は
、
そ
の
過
半
数
の
放
送
局
に
テ
レ
ビ
放
送
機
と
関
連
諸
装
置
を
納
入
し
た
。
国
内
だ
け

で
な
く
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
パ
キ
ス

タ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
国
々
に
、
相
つ
い
で
テ
レ
ビ
放
送
装
置
を
輸
出
し
た
の
だ
っ
た
。

昭
和
三
十
年
代
に
お
け
る
テ
レ
ビ
に
関
す
る
重
要
課
題
は
、
カ
ラ
ー
化
で
あ
っ
た
。

日
本
で
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
放
送
が
開
始
さ
れ
た
の
は
一
九
六
〇
年
九
月
だ
っ
た
。
日
本
電
気
は
こ
の
日
に
備

え
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
放
送
装
置
の
開
発
に
力
を
入
れ
、
と
く
に
カ
ラ
ー
用
カ
メ
ラ
で
は
独
自
の
技
術
開
発
を
行

な
っ
て
い
た
。

マ
イ
ク
ロ
波
通
信
回
線
の
規
格
を
カ
ラ
ー
用
に
す
る
に
は
時
日
を
要
す
る
た
め
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
放
送
は
当
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初
、
東
京
と
大
阪
地
区
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
回
線
が
整
備
さ
れ
る
に
つ
れ
、
カ
ラ
ー
実
施

局
は
し
だ
い
に
増
え
、
一
九
六
四
年
十
月
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
全
国
中
継
放
送
に
備
え
た
回
線
整
備
を
機

に
、
一
挙
に
カ
ラ
ー
化
が
進
ん
だ
。
こ
の
機
会
に
、
日
本
電
気
は
北
陸
三
県
の
民
間
放
送
局
（
北
日
本
放
送
、

福
井
放
送
、
北
陸
放
送
）
に
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
放
送
装
置
を
納
入
し
た
。
そ
の
後
も
、
各
地
の
放
送
局
に
日
本
電

気
の
製
品
が
次
々
に
採
用
さ
れ
た
。

日
本
電
気
は
ま
た
、
テ
レ
ビ
放
送
機
器
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
化
に
よ
る
小
型

化
や
放
送
所
の
無
人
化
に
つ
い
て
も
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
た
。

新
日
本
電
気
の
設
立

日
本
経
済
の
高
度
成
長
と
と
も
に
到
来
し
た
大
衆
消
費
社
会
の
花
形
消
費

財
は
、
家
庭
電
化
製
品
だ
っ
た
。

官
需
中
心
の
受
注
生
産
を
主
体
と
し
て
き
た
日
本
電
気
の
な
か
で
は
、
一

般
市
販
商
品
を
取
り
扱
う
ラ
ジ
オ
事
業
部
は
、
い
さ
さ
か
異
質
な
存
在
だ
っ

た
。
ラ
ジ
オ
事
業
部
で
は
、
は
じ
め
か
ら
独
立
採
算
的
な
運
営
が
行
な
わ
れ

て
い
た
。
日
本
電
気
は
こ
れ
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
て
、
一
九
五
三
（
昭
和
二

十
八
）
年
六
月
、
新
日
本
電
気
株
式
会
社
（
本
社
・
大
阪
市
）
と
し
て
独
立

さ
せ
た
。
資
本
金
二
億
円
、
従
業
員
一
一
七
〇
人
だ
っ
た
。
発
足
当
初
の
営

業
品
目
は
、
真
空
管
、
蛍
光
ラ
ン
プ
、
テ
レ
ビ
用
ブ
ラ
ウ
ン
管
、
ト
ー
キ
ー
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ボ
ッ
ク
ス
（
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
）、
ト
ー
キ
ー
リ
ボ
ン
（
録
音
テ
ー
プ
）、
ミ
ニ
ア
ン
プ
（
小
型
拡
声
装
置
）
な

ど
で
あ
っ
た
。
売
り
上
げ
の
約
八
割
は
真
空
管
だ
っ
た
。

新
日
本
電
気
は
昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
、
音
響

機
器
、
電
気
冷
蔵
庫
、
電
気
洗
濯
機
な
ど
へ
と
自
社
生
産
の
幅
を
広
げ
て
い
っ
た
。
一
九
六
三
年
に
は
日
本
電

気
の
商
品
事
業
部
と
、
日
本
電
気
の
テ
レ
ビ
受
像
機
専
門
の
子
会
社
と
し
て
五
九
年
に
設
立
し
て
い
た
溝
口
製

作
所
を
吸
収
合
併
し
て
、
総
合
家
電
メ
ー
カ
ー
の
姿
を
整
え
た
。

４
半
導
体
事
業
の
推
進

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
企
業
化

日
本
電
気
が
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
研
究
に
着
手
し
た
の
は
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
で
、
日
本
の
企
業
の
な

か
で
は
最
も
早
い
時
期
だ
っ
た
が
、
本
格
的
な
企
業
化
で
は
他
社
に
後
れ
を
と
っ
た
。
そ
の
最
も
大
き
な
理
由
は
、

日
本
電
気
の
製
品
構
成
に
あ
っ
た
。
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
は
当
初
、
低
い
周
波
数
帯
を
利
用
す
る
ラ
ジ
オ
受
信
機
や
音

響
機
器
な
ど
の
家
電
製
品
に
用
途
を
見
い
だ
し
た
が
、
日
本
電
気
で
は
家
電
製
品
の
ウ
ェ
ー
ト
が
低
い
た
め
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
の
社
内
需
要
が
さ
ほ
ど
期
待
で
き
ず
、
企
業
化
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
か
な
か
っ
た
。

日
本
電
気
は
一
九
五
二
年
三
月
、
文
部
省
の
補
助
金
を
得
て
、
本
格
的
に
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
点
接
触
型
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
の
試
作
研
究
を
開
始
し
、
翌
五
三
年
に
は
組
み
立
て
に
成
功
し
た
。
ま
た
ア
ロ
イ
（
合
金
型
）
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
の
試
作
も
行
な
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
歩
留
り
も
低
く
動
作
も
不
安
定
な
た
め
、
実
用
的
で
は
な
か
っ
た
。
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五
四
年
に
は
グ
ロ
ン
（
成
長
型
）
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
開
発
を
開
始
し
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の

工
場
生
産
も
開
始
し
た
。

日
本
電
気
の
半
導
体
部
品
の
生
産
は
、
当
初
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
よ
り
も
ダ
イ
オ
ー
ド
に

力
点
が
置
か
れ
た
。
電
電
公
社
が
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
機
器
用
に
ミ
キ
シ
ン
グ
ダ
イ
オ
ー
ド

を
重
視
し
て
い
た
た
め
だ
っ
た
。
一
九
五
四
年
、
日
本
で
は
約
五
万
個
の
ダ
イ
オ
ー
ド
が

生
産
さ
れ
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
電
気
の
製
品
だ
っ
た
。

一
方
、
日
本
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
生
産
は
一
九
五
四
年
に
は
約
六
五
〇
〇
個
に
す
ぎ
な

か
っ
た
も
の
が
、
東
京
通
信
工
業
が
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
を
発
売
し
た
五
五
年
に
は
八

万
六
〇
〇
〇
個
、
五
六
年
に
は
五
六
万
五
〇
〇
〇
個
、
五
七
年
に
は
五
七
五
万
個
、
五
八

年
に
は
二
六
七
〇
万
個
と
、
ほ
ぼ
毎
年
、
生
産
量
が
一
桁
ず
つ
上
が
る
と
い
う
爆
発
的
な

伸
び
を
み
せ
た
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
日
本
電
気
社
内
で
も
「
ダ
イ
オ
ー
ド
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
、
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
へ
の
進
出
が
遅
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
反
省
の
声
が
高
ま
り
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
本
格
的

生
産
に
乗
り
出
す
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
一
九
五
六
年
八
月
、
電
子
管
工
業
部
の
半
導
体
係
を
半
導
体
開
発
部
に

発
展
・
強
化
し
、
五
八
年
十
二
月
に
は
こ
れ
を
半
導
体
部
に
改
組
し
た
。

こ
の
時
期
、
日
本
電
気
で
は
半
導
体
に
対
し
て
重
要
な
意
思
決
定
が
な
さ
れ
た
。
第
一
は
、
海
外
技
術
の
導

入
で
あ
り
、
第
二
は
、
生
産
す
る
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
は
通
信
・
工
業
用
と
し
、
材
料
を
シ
リ
コ
ン
と
す
る
、
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。
第
一
の
技
術
導
入
に
対
し
て
、
研
究
陣
の
一
部
に
は
独
自
技
術
に
よ
る
開
発
を
主
張
す
る
意
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見
も
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
工
業
用
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
に
は
強
い
自
信
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
結
局
、
一
九
五
八
年
三

月
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
と
特
許
契
約
を
、
同
年
十
一
月
に
は
武
田
行
松
半
導
体
開
発
部
長
（
の
ち
に
支
配

人
）、
長
船
広
衛
研
究
主
任
の
ア
メ
リ
カ
で
の
調
査
結
果
に
も
と
づ
き
、
Ｇ
Ｅ
社
と
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
契
約
を
そ

れ
ぞ
れ
結
ん
だ
。

第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
電
気
の
主
力
製
品
が
通
信
・
工
業
関
係
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
産
す
る
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
は
民
生
用
で
は
な
く
通
信
・
工
業
用
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
た
め
に
日
本
電
気
は
一
九
六

一
年
の
初
頭
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
材
料
を
当
時
主
流
だ
っ
た
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
で
は
な
く
、
シ
リ
コ
ン
と
す
る
方

針
を
打
ち
出
し
た
。
そ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
シ
リ
コ
ン
の
ほ
う
が
高
い
温
度
ま
で
使
用

で
き
、
か
つ
信
頼
性
も
高
い
の
で
、
通
信
・
工
業
用
に
適
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
は
い
ず
れ
集
積
回
路
に
発
展
す
る
が
、
そ
の
集
積
作
業
に
は
微
細
加
工
技
術
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
よ
り
シ
リ
コ
ン
の
ほ
う
が
適
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

一
九
五
八
年
四
月
、
玉
川
事
業
所
の
一
角
に
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
専
門
工
場
が
完
成
、
操
業
を
開
始
し
た
。
こ
の

工
場
は
、
日
本
で
最
初
の
無
塵
・
清
浄
・
無
窓
式
の
専
門
工
場
だ
っ
た
。
当
初
の
生
産
能
力
は
、
月
産
で
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
五
〇
万
個
、
ダ
イ
オ
ー
ド
二
〇
万
個
だ
っ
た
。
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
は
、
従
来
の
電
子
管
の
需
要
を
代
替

す
る
と
同
時
に
、
電
子
管
で
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
小
型
化
・
軽
量
化
・
長
寿
命
化
・
高
信
頼
化
な
ど
を
達
成

し
て
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
固
有
の
需
要
を
創
造
し
、
事
業
の
拡
大
を
実
現
し
た
。
六
一
年
に
は
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
工

場
の
生
産
額
は
、
早
く
も
電
子
管
工
場
の
そ
れ
を
上
回
る
に
い
た
っ
た
。

一
九
五
八
年
と
六
三
年
の
両
時
点
で
比
較
し
て
み
る
と
、
日
本
電
気
に
お
け
る
半
導
体
の
生
産
量
は
約
一
〇
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倍
、
生
産
額
は
約
五
倍
に
飛
躍
し
た
。
販
売
価
格
で
は
、
同
一
タ
イ
プ
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
が
約
六
分
の
一
と
な

っ
た
。
性
能
的
に
は
、
一
〇
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
以
下
の
周
波
数
帯
で
し
か
使
用
で
き
な
か
っ
た
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
が
Ｖ

Ｈ
Ｆ
帯
ま
で
も
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
用
途
が
大
幅
に
拡
大
し
た
。

こ
う
し
た
半
導
体
事
業
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
日
本
電
気
は
一
九
六
〇
年
、
電
子
管
事
業
部
か
ら
半
導
体
工

業
部
を
独
立
さ
せ
た
。

一
九
六
四
年
に
は
山
形
県
に
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
専
門
工
場
と
し
て
日
電
高
畠
製
作
所（
現
在
の
山
形
日
本
電
気
）

を
新
設
し
翌
年
稼
働
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
戦
後
初
の
首
都
圏
外
で
の
工
場
建
設
だ
っ
た
。

特
許
契
約
の
面
で
も
一
九
六
三
年
九
月
、
日
本
電
気
の
半
導
体
事
業
の
展
開
に
大
き
な
武
器
と
な
る
新
し
い

技
術
を
獲
得
し
た
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド
社
（Fairchild

C
am
era
and
Instrum

ent
C
orporation

）
と
の
間
に
「
プ
レ
ー
ナ
特
許
」
の
国
内
独
占
実
施
契
約
を
結
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
プ
レ
ー
ナ

技
術
と
は
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
表
面
を
金
属
酸
化
膜
で
被
覆
す
る
と
い
う
技
術
で
あ
る
。
そ
の
酸
化
膜
に
穴
を

あ
け
、
そ
こ
か
ら
不
純
物
を
し
み
込
ま
せ
て
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
つ
く
る
。
同
時
に
残
さ
れ
た
酸
化
膜
が
保
護
膜

と
し
て
機
能
す
る
の
で
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
劣
化
防
止
と
な
り
、
信
頼
性
を
格
段
に
高
め
る
。
こ
の
技
術
は
、

M
O
S
（M
etalO

xide
Sem
iconductor

＝
金
属
酸
化
膜
半
導
体
）
技
術
と
呼
ば
れ
、
そ
の
後
に
登
場
す
る

集
積
回
路
（
Ｉ
Ｃ
＝Integrated

C
ircuit

）
に
は
欠
か
せ
な
い
基
礎
技
術
と
な
る
。

フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド
・
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
社
（
以
下
、
F
C
S
社
と
略
）
の
ノ
イ
ス
（Robert

N
.N
oyce

）

は
一
九
六
一
年
の
秋
、
日
本
に
プ
レ
ー
ナ
技
術
の
売
り
込
み
に
来
た
。
提
示
さ
れ
た
特
許
実
施
料
が
高
額
な
も

の
だ
っ
た
の
で
、
日
本
の
関
係
各
社
は
二
の
足
を
踏
ん
だ
が
、
日
本
電
気
は
プ
レ
ー
ナ
技
術
の
重
要
性
に
気
づ
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き
、
具
体
的
な
交
渉
に
入
っ
た
。
翌
六
二
年
春
、
技
術
部
長
・
林
輝
夫
（
の
ち
に
支
配
人
）
を
ア
メ
リ
カ
に
派

遣
し
、
粘
り
強
い
交
渉
の
末
に
契
約
に
こ
ぎ
着
け
た
の
で
あ
る
。
の
ち
に
、
国
内
各
社
が
日
本
電
気
に
対
し
て

こ
の
プ
レ
ー
ナ
特
許
の
再
実
施
権
の
許
諾
を
求
め
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

集
積
回
路
へ
の
展
開

日
本
電
気
が
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
企
業
化
に
出
遅
れ
た
一
つ
の
理
由
に
、
真
空
管
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
逡
巡

が
あ
っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
は
真
空
管
と
競
合
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
大
手

真
空
管
メ
ー
カ
ー
に
も
同
様
の
逡
巡
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
間
隙
を
突
い
て
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル
メ

ン
ツ
社
（
以
下
、
Ｔ
I
社
と
略
）
や
F
C
S
社
、
モ
ト
ロ
ー
ラ
社
と
い
っ
た
新
興
の
半
導
体
専
門
メ
ー
カ
ー
が

急
成
長
し
た
。

日
本
電
気
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
に
出
遅
れ
た
反
省
も
あ
っ
て
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
か
ら
集
積
回
路
へ
の
展
開
に
当

た
っ
て
は
、
た
だ
ち
に
工
場
生
産
に
移
行
し
た
。
一
九
六
〇
（
昭
和
三
十
五
）
年
二
月
に
、
電
子
管
工
業
部
の

半
導
体
技
術
部
技
術
課
内
に
開
発
班
を
編
成
し
た
の
が
、
集
積
回
路
と
い
う
「
電
子
回
路
の
超
小
型
化
」
へ
の

挑
戦
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

小
型
軽
量
化
と
高
信
頼
度
化
は
、
つ
ね
に
電
子
機
器
に
要
請
さ
れ
る
基
本
課
題
だ
っ
た
が
、
と
く
に
ア
メ
リ

カ
に
お
い
て
は
軍
事
・
宇
宙
技
術
の
面
か
ら
、
そ
れ
が
強
く
要
請
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
Ｉ
Ｃ
の
研
究
が
本
格

的
に
始
ま
っ
た
の
は
、
一
九
五
八
年
ご
ろ
か
ら
だ
っ
た
。
こ
の
年
、
米
空
軍
は
ウ
ェ
ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
、
Ｔ

Ｉ
社
、
F
C
S
社
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
な
ど
約
二
〇
社
に
対
し
て
、
軍
事
・
宇
宙
用
の
電
子
装
置
に
使
用
す
る
Ｉ
Ｃ
の
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開
発
を
委
託
し
た
。

従
来
の
電
子
回
路
が
個
々
の
部
品
を
接
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

た
の
に
対
し
、
Ｉ
Ｃ
は
回
路
を
構
成
す
る
必
要
部
品
を
一
つ
の
基
板
上
に
分
離
不

能
な
形
で
一
体
的
に
組
み
込
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
が
電
子
部
品
の

小
型
化
を
促
進
す
る
技
術
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
は
電
子
回
路
を
小
型
化
す

る
技
術
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。「
電
子
回
路
の
部
品
化
」
と
い
っ
て
も
い
い
。

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
場
合
は
研
究
が
先
行
し
た
が
、
Ｉ
Ｃ
の
場
合
は
た
だ
ち
に
生

産
に
入
っ
た
。
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
は
、
物
理
学
上
の
新
し
い
発
見
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
も
の
だ
っ
た
の
に
対
し
、
Ｉ
Ｃ
は
製
造
技
術
に
か
か
わ
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
、

研
究
を
ス
キ
ッ
プ
し
て
は
じ
め
か
ら
工
場
で
技
術
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
一
九
六
一
年
に
は
電
子
交
換
用
の
Ｉ
Ｃ
（
マ
イ
ク

ロ
パ
ッ
ク
と
呼
ん
だ
）
を
開
発
し
、
六
二
年
に
は
、
こ
れ
を
組
み
込
ん
だ
電
子
交
換
機
を
試
作
し
た
。
翌
六
三

年
に
は
、
早
く
も
ア
メ
リ
カ
の
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
（
ア
メ
リ
カ
の
電
気
学
会
と
西
部
電
子
工
業
会
と
が
共
催
す
る

技
術
会
議
）
に
自
社
製
Ｉ
Ｃ
を
出
品
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
３
６
０
に
は
じ

め
て
混
成
Ｉ
Ｃ
の
採
用
を
発
表
し
た
の
が
一
九
六
四
年
だ
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
日
本
電
気
が
Ｉ
Ｃ
で
き
わ

め
て
早
く
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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５
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
取
り
組
み

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
歴
史

手
動
の
計
算
機
は
、
た
と
え
ば
算
盤
な
ど
、
古
来
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
っ
た
。
計
算
を
自
動
的
に
行
な
う

機
械
の
開
発
の
試
み
は
、
や
は
り
産
業
革
命
の
時
期
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
数
学
者
バ
ベ
ッ
ジ
（C

harles
B
abbage

）
で
、
一
八
三

〇
年
代
の
こ
と
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
最
終
的
ア
イ
デ
ア
は
、
当
時
フ
ラ
ン
ス
で
開
発
さ
れ
た
ジ
ャ
ガ

ー
ド
織
機
の
孔
あ
き
カ
ー
ド
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
純
機
械
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
情
報
を
読
み
取
り
計
算
を
行
な
う

と
い
う
も
の
だ
っ
た
が
、
当
時
の
技
術
水
準
が
彼
の
構
想
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
完
成
す
る
に
は
い
た
ら

な
か
っ
た
。
バ
ベ
ッ
ジ
の
構
想
は
半
世
紀
後
、
一
八
八
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
穿
孔
カ
ー
ド
に
よ
る
統
計
会
計

機
と
し
て
部
分
的
に
実
現
し
た
。

二
〇
世
紀
に
入
る
と
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
飛
躍
的
発
展
と
と
も
に
電
子
式
の
計
算
機
が
生
み
出
さ
れ
る

条
件
が
し
だ
い
に
整
い
、
第
二
次
大
戦
が
本
格
的
な
電
子
計
算
機
の
登
場
を
促
す
契
機
と
な
っ
た
。
第
二
次
大

戦
下
の
ア
メ
リ
カ
で
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
ム
ー
ア
校
の
モ
ー
ク
リ
ー
（John

W
.M
auchly

）
と
エ
ッ
カ

ー
ト
（J.P.Eckert,Jr.

）
が
、
陸
軍
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
弾
道
計
算
用
の
超
高
速
計
算
機
の
開
発
に
取

り
組
み
、
戦
後
の
一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
二
月
、
世
界
最
初
の
電
子
計
算
機
「
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｃ
」
を
完
成

さ
せ
た
。
こ
の
計
算
機
は
十
進
法
方
式
に
よ
る
も
の
で
、
従
来
四
〇
時
間
を
要
し
た
計
算
を
、
わ
ず
か
二
〇
秒

で
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
一
万
八
〇
〇
〇
本
の
真
空
管
を
使
用
し
、
各
部
の
動
作
状
況
を
示
す
赤
い
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ラ
ン
プ
が
四
〇
〇
〇
個
輝
き
、
長
さ
二
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な

装
置
だ
っ
た
。
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
水
爆
の
開
発
に
使
わ
れ
、
そ
の
威
力
を
発
揮
し
た
。

モ
ー
ク
リ
ー
と
エ
ッ
カ
ー
ト
は
大
学
を
辞
め
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
を
起
こ
し
た
が
、
資
金
が
つ
づ
か
ず
、

事
業
を
レ
ミ
ン
ト
ン
・
ラ
ン
ド
社
に
売
却
し
た
。
同
社
は
一
九
五
〇
年
、
本
格
的
な
商
用
電
子
計
算
機
「
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
」
を
開
発
し
、
レ
ミ
ン
ト
ン
・
ユ
ニ
バ
ッ
ク
社
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
。

一
方
、
統
計
会
計
機
で
実
績
の
あ
る
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
、
や
は
り
第
二
次
大
戦
中
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
数
学
教

授
、
エ
イ
ケ
ン
（H

ow
ard
A
iken

）
の
協
力
要
請
を
受
け
て
、
海
軍
か
ら
の
資
金
援
助
に
よ
っ
て
自
動
計
算

機
を
開
発
し
た
。
そ
れ
は
、
大
量
の
真
空
管
と
継
電
器
を
使
用
し
た
パ
ン
チ
・
カ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ｃ
Ｓ
）

に
よ
る
計
算
機
だ
っ
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
こ
れ
に
改
良
を
加
え
、
一
九
四
七
年
に
世
界
最
初
の
自
動
計
算
機
と
し

て
市
販
し
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を
重
ね
、
Ｐ
Ｃ
Ｓ
市
場
で
圧
倒
的
な
地
位
を
築
い
た
。
し
か

し
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
が
登
場
す
る
と
、
性
能
的
に
そ
れ
に
は
到
底
、
太
刀
打
ち
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
だ
っ

た
の
で
、
電
子
計
算
機
へ
の
転
換
を
図
り
、
一
九
五
二
年
に
同
社
初
の
商
用
電
子
計
算
機
Ｉ
Ｂ
Ｍ
７
０
1
を
開

発
し
た
。

日
本
に
お
け
る
電
子
計
算
機
の
研
究
は
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
い
た
が
、
一
九
五
四
年
、
重
要
な
発
明
が
な
さ

れ
た
。
東
京
大
学
の
後
藤
英
一
に
よ
る
「
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
」
の
発
明
で
あ
る
。
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
は
、
真
空
管
に

比
べ
て
き
わ
め
て
安
定
度
の
高
い
論
理
素
子
だ
っ
た
の
で
、こ
れ
を
用
い
た
電
子
計
算
機
の
開
発
が
試
み
ら
れ
、

電
電
公
社
電
気
通
信
研
究
所
は
、
五
七
年
に
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
―

一
号
」
を
完
成
さ
せ
た
。
日
本
電
気
は

じ
め
、
日
立
製
作
所
、
沖
電
気
、
富
士
通
信
機
、
三
菱
電
機
な
ど
の
メ
ー
カ
ー
も
、
一
斉
に
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
式
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
開
発
に
動
き
出
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
進
出

一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）
年
の
秋
、
そ
の
春
入
社
し
た
ば
か
り
の
渡
部
和
（
の
ち
に
支
配
人
）
は
玉
川
事

業
部
の
技
術
部
伝
送
課
で
、
濾
波
器
の
設
計
を
担
当
し
て
い
た
。
そ
の
仕
事
は
高
度
で
膨
大
な
計
算
を
と
も
な

う
も
の
だ
っ
た
の
で
、
京
都
大
学
で
数
学
を
専
攻
し
た
渡
部
が
指
名
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
渡
部
は
電
動
式
計
算

機
を
頼
り
に
仕
事
を
進
め
た
が
、
う
ま
く
い
か
な
い
。
も
っ
と
高
度
な
計
算
機
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
と
思
う

よ
う
に
な
り
、
自
分
な
り
に
計
算
機
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
考
案
し
、
発
明
さ
れ
た
ば
か
り
の
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン

を
使
え
ば
何
と
か
な
り
そ
う
だ
と
見
当
を
つ
け
た
。
渡
部
が
玉
川
製
造
所
長
の
小
林
宏
治
に
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
や
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
直
訴
し
た
の
は
、
五
五
年
五
月
の
こ
と
だ
っ
た
。

や
は
り
そ
の
こ
ろ
、
研
究
所
で
も
長
森
亨
三
（
の
ち
に
理
事
）
を
中
心
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
研
究
グ
ル
ー
プ

が
発
足
し
て
い
た
。
渡
部
も
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
。
勉
強
を
重
ね
、
研
究
所
が
実
際
の
設

計
に
取
り
か
か
っ
た
の
は
、
一
九
五
五
年
の
暮
れ
だ
っ
た
。
そ
の
直
後
の
五
六
年
初
頭
、
東
北
大
学
か
ら
、
技

術
計
算
用
電
子
計
算
機
の
共
同
開
発
の
話
が
持
ち
こ
ま
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
電
気
側
は
、
工
場
が
受
注

し
、
研
究
所
が
協
力
し
て
開
発
に
当
た
る
と
い
う
体
制
で
応
ず
る
こ
と
に
な
り
、
技
術
部
伝
送
課
に
「
電
子
計

算
機
係
」
が
設
け
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
体
制
の
も
と
で
、
一
九
五
八
年
三
月
、
研
究
所
が
ま
ず
独
自
に
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
式
電
子
計
算
機
Ｎ

Ｅ
Ａ
Ｃ
―

１
１
０
１
を
完
成
し
た
。
こ
れ
が
、
日
本
電
気
が
製
作
し
た
計
数
型
電
子
計
算
機
（
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
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ピ
ュ
ー
タ
）
第
一
号
だ
っ
た
。
ま
た
同
月
、
東
北
大
学
と
の
共
同
開
発
に
よ
る

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

１
１
０
２
を
同
大
学
に
納
入
し
、
こ
れ
は
同
年
十
一
月
に
稼
働
し

た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
技
術
的
改
良
を
加
え
、
六
〇
年
に
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

１
１
０

３
と
し
て
防
衛
庁
に
納
入
し
た
。

こ
の
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
式
電
子
計
算
機
の
系
統
は
、
超
小
型
電
子
計
算
機
シ
リ

ー
ズ
と
し
て
開
発
が
続
け
ら
れ
、
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

１
２
０
１
、
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

１
２

０
２
な
ど
を
生
み
、会
計
事
務
処
理
な
ど
の
分
野
で
市
場
を
開
拓
し
て
い
っ
た
。

パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
式
は
、
高
信
頼
度
と
長
寿
命
と
い
う
長
所
が
あ
っ
た
が
、
演
算

速
度
が
遅
い
の
が
欠
点
だ
っ
た
。

一
方
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
が
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
素
子
と
し
て
優
れ
た
特
性
を
持
つ

こ
と
は
知
ら
れ
て
お
り
、
通
産
省
工
業
技
術
院
電
気
試
験
所
は
、
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
を
用
い
た
電
子
計
算
機
の
開
発
を
試
み
、
一
九
五
六
年
七
月
に
Ｅ
Ｔ
Ｌ
―

Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｋ
Ⅲ
を
、
五
七
年
十
一
月
に
は
Ｅ
Ｔ
Ｌ
―

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ⅳ
を
完
成
し
た
。
日
本
電
気
は
い
ち
早
く
こ
れ
に
注

目
し
、
電
気
試
験
所
に
指
導
を
求
め
て
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
式
電
子
計
算
機
の
製
作
に
乗
り
出
し
、
一
九
五
八
年
九

月
、
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

２
２
０
１
と
し
て
完
成
さ
せ
た
。
翌
五
九
年
六
月
、
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
主
催
の

国
際
情
報
処
理
会
議
に
こ
れ
を
出
品
し
た
が
、
こ
れ
が
一
般
公
開
の
場
で
実
働
し
た
世
界
初
の
全
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
式
電
子
計
算
機
と
な
っ
た
。

日
本
電
気
は
こ
の
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

２
２
０
１
を
発
展
さ
せ
、
一
九
五
九
年
に
は
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

２
２
０
２
と
Ｎ
Ｅ
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Ａ
Ｃ
―

２
２
０
３
を
発
表
し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

２
２
０
２
は
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
多
重
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

機
能
を
備
え
て
い
た
。
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

２
２
０
３
は
三
〇
台
を
売
り
、
電
子
計
算
機
と
い
う
新
分
野
の
企
業
化
に

成
功
を
収
め
た
。
六
〇
年
に
は
、
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

２
２
０
３
を
基
本
技
術
と
し
た
最
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
リ
ア
ル

タ
イ
ム
シ
ス
テ
ム
の
座
席
予
約
装
置
を
、
近
畿
日
本
鉄
道
に
納
入
し
た
。
さ
ら
に
六
二
年
に
は
、
中
型
の
Ｎ
Ｅ

Ａ
Ｃ
―

２
２
３
０
と
、
国
産
初
の
大
型
機
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

２
２
０
６
を
市
場
に
投
入
し
た
。

こ
れ
よ
り
先
の
一
九
六
〇
年
、
常
務
取
締
役
の
小
林
宏
治
は
長
森
亨
三
を
と
も
な
っ
て
欧
米
各
国
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
メ
ー
カ
ー
を
訪
ね
歩
い
た
。
最
大
の
目
的
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る
提
携
相
手
を
見
極
め
る
こ
と

に
あ
っ
た
。
こ
の
旅
で
、
小
林
は
は
じ
め
て
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
。
視
察
の
結
果
、

小
林
ら
は
提
携
の
相
手
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
社
（M

inneapolis-H
oneyw

ell
R
egulator

C
om
pany

現H
oneyw

ell,
Inc.

）
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
。
こ
う
し
て
一
九
六
二
年
七
月
、
同
社
と
の
間
に

技
術
提
携
の
契
約
が
結
ば
れ
た
。

こ
の
結
果
、
日
本
電
気
は
自
社
開
発
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
導
入
し
た
技
術
に
も
と
づ
く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
併

存
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
型
か
ら
大
型
ま
で
、
一
連
の
製
品
を
そ
ろ
え
る
た
め
で
あ
る
。
技
術
提
携
で
戦

力
を
強
化
し
た
日
本
電
気
は
、
一
九
六
三
年
か
ら
六
四
年
に
か
け
て
、
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

２
４
０
０
、
３
４
０
０
、

２
８
０
０
、
２
２
０
０
を
相
つ
い
で
発
表
し
た
。
な
か
で
も
、
中
型
機
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

２
２
０
０
は
一
〇
〇
台
近

く
の
受
注
を
獲
得
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
の
伸
長
に
と
も
な
い
、
一
九
六
四
年
四
月
、
従
来
の
「
電
子
機
器
事
業
部
」
を
「
電
子

計
算
機
事
業
部
」
と
「
デ
ー
タ
通
信
機
器
事
業
部
」
に
分
離
し
て
、
情
報
処
理
事
業
へ
展
開
し
て
い
く
体
制
を
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整
え
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
販
売

日
本
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
市
場
は
当
初
、
外
国
メ
ー
カ
ー
に
過

半
を
占
め
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
年
代
末
に
は
国
産
機
種

が
五
〇
％
以
上
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
電
気
は
、
国

産
の
う
ち
の
約
五
〇
％
を
占
め
た
。
つ
ま
り
、
外
国
産
を
含
め

た
全
体
の
、
少
な
く
と
も
約
二
五
％
の
市
場
シ
ェ
ア
を
確
保
し

た
の
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
販
売
で
は
、
一
般
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
行
な
っ

て
い
た
レ
ン
タ
ル
方
式
が
と
ら
れ
た
。
こ
の
制
度
で
は
、
普
通
、

四
五
カ
月
程
度
で
価
格
を
回
収
で
き
る
よ
う
に
一
カ
月
の
レ
ン

タ
ル
料
金
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
は
、
そ
の
間
の
資

金
を
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
売
り
上
げ
が
伸
び
る

に
つ
れ
て
巨
額
の
運
転
資
金
が
必
要
に
な
る
。
そ
こ
で
、
国
産

七
社
は
一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
に
政
府
の
援
助
を
受
け
、

共
同
出
資
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
レ
ン
タ
ル
会
社
、
日
本
電
子
計

算
機
（
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
）
を
設
立
し
た
。
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
が
メ
ー
カ
ー
か
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ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
買
い
取
り
、
そ
れ
を
ユ
ー
ザ
ー
に
レ
ン
タ
ル
す
る
と
い
う
形
を
と
る
の
で
あ
る
。

一
九
六
四
年
五
月
に
、日
本
電
気
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
部
門
専
用
工
場
と
し
て
府
中
工
場
が
完
成
す
る
と
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部
門
も
玉
川
か
ら
こ
こ
に
移
っ
た
。
ま
た
、
社
内
要
員
お
よ
び
ユ
ー
ザ
ー
に
対
す
る
教
育
・
訓

練
と
、
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
機
器
導
入
の
事
前
サ
ー
ビ
ス
を
目
的
と
し
て
、
六
三
年
十
一
月
、
東
京
計
算
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
つ
づ
い
て
大
阪
支
社
と
名
古
屋
支
社
に
も
計
算
セ
ン
タ
ー
を
置
い
た
。

６
海
外
市
場
の
開
拓

輸
出
は
全
世
界
に

「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
い
わ
れ
た
一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
、
日
本
電
気
の
輸
出
は
全
売
上
高
の

三
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
五
七
年
の
年
頭
挨
拶
で
渡
辺
社
長
は
輸
出
振
興
を
強
調
し
て
、
お
お
む
ね

次
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
た
。

「
日
本
の
海
外
市
場
と
い
え
ば
、
ま
ず
東
南
ア
ジ
ア
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
国
々
は
独
立
後
日
が
浅

く
、
旧
宗
主
国
と
の
関
係
が
深
く
、
な
か
な
か
入
り
に
く
い
。
入
り
に
く
い
最
大
の
原
因
は
、
日
本
を
知
ら
な

い
こ
と
だ
。
そ
の
点
、
日
本
を
よ
く
知
っ
て
い
る
台
湾
は
、
当
社
の
最
大
の
輸
出
先
と
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

東
南
ア
ジ
ア
を
開
拓
す
る
た
め
に
は
、
日
本
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
大
切
だ
。
東
南
ア
ジ
ア
の
次
に
は
、

見
落
と
さ
れ
が
ち
な
中
近
東
諸
国
の
開
拓
に
努
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
。

日
本
電
気
の
海
外
市
場
開
拓
は
、
渡
辺
社
長
が
展
望
し
た
よ
う
に
、
ま
ず
日
本
と
関
係
の
深
い
台
湾
、
韓
国
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か
ら
始
ま
り
、
つ
い
で
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
へ
と
広
が
り
、
さ
ら
に
中
近
東
、
大
洋

州
、
中
南
米
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
欧
米
諸
国
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
通
信
機
器
メ
ー
カ
ー
が
あ
り
、
壁
は
厚
か

っ
た
が
、
徐
々
に
浸
透
を
果
た
し
て
い
っ
た
。

台
湾
や
韓
国
へ
は
昭
和
二
十
年
代
か
ら
輸
出
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
東
南
ア
ジ
ア
の
大
部
分
の
国
で
は
、
日

本
電
気
の
存
在
は
お
ろ
か
、
日
本
で
通
信
機
器
が
製
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
さ
え
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
ま
ず
日
本
と
日
本
電
気
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
海
外
営
業
担
当
の
増
島
三
樹
男
（
の
ち
に
専
務

取
締
役
）
ら
は
宣
伝
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
抱
え
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
巡
り
歩
い
た
。
小
林
宏
治
も
タ
イ
、
ベ
ト

ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
の
諸
国
を
歴
訪
し
た
。

イ
ン
ド
と
は
、
同
国
の
国
立
物
理
学
研
究
所
に
二
〇
〇
〇
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
の
マ
イ
ク
ロ
波
試
験
装
置
を
研
究
用

に
寄
付
し
た
こ
と
か
ら
、
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
た
。
激
し
い
国
際
競
争
の
末
に
一
九
五
九
年
、
イ
ン
ド
郵
政
省

か
ら
の
同
軸
搬
送
装
置
の
大
量
受
注
に
成
功
し
、
以
後
、
中
波
放
送
機
、
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
装
置
な
ど
を
相
つ

い
で
受
注
し
た
。
イ
ン
ド
に
つ
づ
い
て
六
一
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
、
装
置
の
据
付
・
調
整
か
ら
シ
ス
テ
ム
の

運
用
・
保
守
ま
で
日
本
電
気
が
請
負
う
「
フ
ル
タ
ー
ン
キ
ー
ベ
ー
ス
」
で
交
換
機
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
六
二
年

に
は
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
同
軸
搬
送
装
置
を
受
注
し
、
さ
ら
に
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
へ
と
市
場
は
広
が
っ
て
い
っ
た
。

広
大
な
海
域
の
無
数
の
島
々
か
ら
な
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
、
全
土
を
結
ぶ
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
受
注
し
た
。

つ
づ
い
て
日
本
電
気
は
中
南
米
に
着
目
し
た
。
一
九
六
三
年
、
メ
キ
シ
コ
郵
政
省
か
ら
総
額
五
九
億
円
の
四

〇
〇
〇
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
の
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
回
線
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
一
式
を
受
注
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
中
南
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米
市
場
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
日
本
電
気
の
輸
出
先
国
は
昭
和
三
十
年
代
に
は
、
ほ
と
ん
ど
全
世
界
に
及
ん
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
一
九
六
〇
年
、
ス
ペ
イ
ン
に
中
・
短
波
放
送
機
を
輸
出
し
た
し
、
ア
メ
リ
カ
に
は
、
た
と
え
ば
六
二
年
に
日

米
両
国
共
同
で
始
ま
っ
た
太
平
洋
海
底
ケ
ー
ブ
ル
建
設
に
当
た
っ
て
、
海
底
ケ
ー
ブ
ル
端
局
装
置
や
国
際
電
話

交
換
装
置
を
輸
出
し
た
。
六
三
年
度
に
は
日
本
電
気
の
総
輸
出
高
は
約
六
五
億
円
と
な
り
、
総
売
上
高
の
一

〇
・
八
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。

途
上
国
へ
の
経
済
・
技
術
協
力

一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
ご
ろ
か
ら
発
展
途
上
諸
国
は
、
そ
れ
ま
で
輸
入
に
依
存
し
て
い
た
工
業
製
品
を

国
産
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
国
の
工
業
化
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
強
め
た
。
そ
の
た
め
に
、
先
進

国
に
対
し
て
技
術
や
資
金
面
で
の
協
力
や
援
助
を
要
請
す
る
こ
と
と
な
り
、
日
本
に
対
し
て
も
、
途
上
国
か
ら

の
そ
う
し
た
要
請
が
し
だ
い
に
強
く
な
っ
て
き
た
。

協
力
や
援
助
の
形
態
は
、
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
。
単
に
技
術
を
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
既
存
の
会
社
に
資
本

参
加
を
求
め
た
り
、
新
た
に
合
弁
会
社
を
設
立
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
た
。
ま
た
、
設
備
、
機
械
、
部
品
、
材
料

な
ど
の
輸
入
資
金
や
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
、
工
事
費
、
技
術
者
派
遣
費
用
、
運
転
費
用
な
ど
の
資
金
を
、
長
期
か

つ
低
利
の
政
府
（
円
）
借
款
や
日
本
輸
出
入
銀
行
の
長
期
融
資
で
賄
う
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
経
済
・

技
術
協
力
を
受
け
る
国
内
企
業
に
対
し
て
は
、
税
制
や
外
貨
割
り
当
て
な
ど
で
優
遇
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
先
進
国
側
で
も
各
国
間
で
、
あ
る
い
は
企
業
間
で
、
市
場
確
保
の
た
め
に
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経
済
・
技
術
協
力
を
競
い
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
電
気
も
ま
た
、
経
済
・
技
術
協
力
を
海
外
市
場
を
開
拓
す
る
有
力
手
段
と
し
て
と
ら
え
、
こ
れ
を
積
極

的
に
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
の
組
織
的
対
応
と
し
て
、
一
九
六
一
年
四
月
の
事
業
部
制
実
施
の

際
に
、
貿
易
部
を
海
外
事
業
部
に
改
組
し
、
経
済
協
力
を
担
当
す
る
部
署
と
し
て
管
理
課
を
設
置
し
た
。
同
課

は
後
に
経
済
協
力
課
と
な
り
、
さ
ら
に
海
外
協
力
部
と
な
っ
た
。

昭
和
三
十
年
代
に
日
本
電
気
が
行
な
っ
た
経
済
・
技
術
協
力
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
。

一
九
五
八
年
三
月
、
台
湾
の
東
正
堂
電
気
股

有
限
公
司
と
日
本
電
気
の
出
資
比
率
四
九
％
の
合
弁
会
社
で

あ
る
台
湾
通
信
工
業
股

有
限
公
司
（
以
下
、
台
通
と
略
）
を
設
立
し
、
同
公
司
と
の
間
に
電
話
機
、
交
換
機
、

ラ
ジ
オ
受
信
機
、
エ
ナ
メ
ル
線
の
製
造
・
販
売
に
関
す
る
技
術
援
助
契
約
を
結
ん
だ
。
こ
の
結
果
、
台
通
に
対

す
る
部
品
・
半
製
品
の
輸
出
に
加
え
て
、
台
通
と
の
共
同
受
注
な
ど
に
よ
っ
て
、
日
本
電
気
の
台
湾
市
場
へ
の

輸
出
は
順
調
に
伸
び
た
。
こ
の
技
術
援
助
契
約
は
、
日
本
電
気
が
戦
後
、
海
外
の
企
業
に
対
し
て
行
な
っ
た
最

初
の
ケ
ー
ス
だ
っ
た
。

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
の
需
要
が
世
界
的
に
広
が
り
始
め
る
と
、発
展
途
上
諸
国
で
も
そ
の
国
産
化
の
た
め
、

日
本
の
メ
ー
カ
ー
に
協
力
を
求
め
る
と
こ
ろ
が
増
え
た
。
日
本
電
気
は
一
九
五
九
年
十
一
月
、
従
来
か
ら
日
本

電
気
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
を
輸
入
し
て
い
た
エ
ジ
プ
ト
の
Ｔ
Ｃ
Ｅ
社
の
要
請
に
応
え
て
、
同
社
と
の
間
に

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
の
組
立
・
販
売
に
関
す
る
技
術
援
助
契
約
を
締
結
し
た
。
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
に
関

す
る
技
術
援
助
の
申
込
み
は
、
そ
の
後
も
続
々
と
あ
り
、
日
本
電
気
の
当
時
の
経
済
・
技
術
協
力
の
大
半
を
占
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め
た
。
六
〇
年
に
は
ビ
ル
マ
、
六
一
年
に
は
南
ベ
ト
ナ
ム
、
六
二
年
に
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
メ
ー
カ
ー
と
、
そ
れ

ぞ
れ
製
造
・
販
売
に
関
す
る
技
術
援
助
契
約
を
結
ん
だ
。

各
国
で
テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま
る
と
、
各
国
と
も
テ
レ
ビ
受
像
機
の
国
産
化
を
企
て
た
。
日
本
電
気
は
一
九
六

一
年
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
メ
ー
カ
ー
と
、
つ
い
で
タ
イ
国
陸
軍
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
と
テ
レ
ビ

受
像
機
の
製
造
に
つ
い
て
技
術
援
助
契
約
を
結
ん
だ
。

電
気
通
信
機
器
関
係
で
は
、
台
湾
に
つ
づ
い
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
、
韓
国
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
技
術
協
力

が
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
一
九
六
二
年
一
月
に
結
ば
れ
た
Ｉ
Ｔ
Ｔ
社
に
対
す
る
技
術

援
助
契
約
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
電
気
が
世
界
に
誇
る
見
通
し
外
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
機
器
、
搬
送
機
器
の
製

造
・
販
売
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
長
年
、
技
術
援
助
を
受
け
て
き
た
ア
メ
リ
カ
企
業
に
対
す
る
は
じ
め
て

の
お
返
し
と
し
て
意
義
深
い
も
の
だ
っ
た
。

海
外
事
務
所
の
開
設
と
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
発
行

昭
和
三
十
年
代
、
海
外
市
場
の
広
が
り
に
と
も
な
い
、
日
本
電
気
は
海
外
に
相
つ
い
で
駐
在
員
事
務
所
を
開

設
し
た
。
ま
ず
一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
、
台
北
、
バ
ン
コ
ク
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
三
カ
所
に
開
設
し
た
。

つ
づ
い
て
六
二
年
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
、
翌
六
三
年
に
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
カ
ラ
チ
、
マ
ド
リ
ッ
ド
、
ベ
ル
ギ

ー
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
ー
に
、
六
四
年
に
は
マ
ニ
ラ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
駐
在
員
事
務
所
を
開
い

た
。
と
く
に
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
六
三
年
一
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
員
事
務
所
を
母
体
と
し
て
現
地
法
人
ニ

ッ
ポ
ン
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
設
立
し
た
。
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こ
う
し
た
海
外
展
開
を
背
景
に
、
増
大
す
る
資
金
需
要
に
対
応
し
、
ま
た
海
外
に
お
け
る
日
本
電
気
の
知
名

度
を
い
っ
そ
う
高
め
る
た
め
に
、
一
九
六
三
年
二
月
、
ア
メ
リ
カ
で
発
行
株
数
一
〇
〇
〇
万
株
、
総
額
六
七
〇

万
ド
ル
（
約
二
四
億
円
）
に
の
ぼ
る
米
国
預
託
証
券
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
を
発
行
し
た
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
株

式
発
行
に
つ
い
て
、
渡
辺
社
長
は
臨
時
株
主
総
会
で
「（
貿
易
）
自
由
化
を
控
え
、
輸
出
に
は
格
段
の
努
力
を

要
請
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
ア
メ
リ
カ
市
場
を
最
重
点
の
一
つ
に
取
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
認

識
を
示
し
た
。
今
後
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
日
本
企
業
の
国
際
化
の
動
き
を
見
据
え
た
布
石
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
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第

６
章

国
際
化
と
情
報
化
に
向
け
て

１
経
営
刷
新

小
林
宏
治
の
社
長
就
任

一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
十
一
月
三
十
日
、
一
九
四
七
年
か
ら
一
七
年
間
、
社
長
を
務
め
た
渡
辺
斌
衡

が
退
任
し
て
取
締
役
会
長
と
な
り
、
副
社
長
の
小
林
宏
治
が
新
社
長
に
就
任
し
た
。

丸
の
内
の
日
本
工
業
倶
楽
部
で
行
な
わ
れ
た
社
長
交
替
の
記
者
会
見
で
、小
林
は
新
社
長
の
第
一
声
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
抱
負
を
語
っ
た
。「

日
本
電
気
は
わ
が
国
最
初
の
日
米
合
弁
企
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
発
足
時
点

か
ら
国
際
色
に
富
む
性
格
の
企
業
で
あ
る
こ
と
を
特
色
と
し
て
き
た
が
、
長
ら
く
海

外
企
業
に
依
存
し
、
対
外
関
係
で
は
受
け
身
の
時
代
が
続
い
て
い
た
。
そ
れ
が
、
渡

辺
前
社
長
の
時
代
に
お
い
て
、
自
立
し
た
日
本
企
業
と
し
て
の
力
を
備
え
る
ま
で
に

発
展
を
遂
げ
た
。
私
の
社
長
と
し
て
の
任
務
と
使
命
は
、
い
ま
わ
が
国
が
迎
え
つ
つ

あ
る
開
放
経
済
体
制
と
い
う
環
境
条
件
の
も
と
で
、
積
極
的
に
国
際
場
裡
に
進
出
し
、
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日
本
電
気
を
世
界
第
一
級
の
企
業
に
育
て
上
げ
る
こ
と
に
あ
る
と
確
信
し
、
か
つ
決
意
し
て
い
る
」

小
林
は
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
、
山
梨
県
に
生
ま
れ
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
、
東
京
大
学
工
学
部

電
気
工
学
科
を
卒
業
、
同
年
、
日
本
電
気
に
入
社
し
た
。
戦
前
に
は
無
装
荷
ケ
ー
ブ
ル
の
開
発
を
担
当
し
、
戦

後
は
玉
川
向
製
造
所
長
、
取
締
役
、
常
務
取
締
役
、
専
務
取
締
役
、
副
社
長
を
歴
任
し
た
。
技
術
や
生
産
の
分

野
に
精
通
し
て
い
る
と
同
時
に
、
海
外
市
場
の
開
拓
や
外
国
企
業
と
の
提
携
な
ど
の
面
で
も
活
躍
し
、
国
際
的

視
野
も
広
か
っ
た
。
日
本
電
気
に
社
長
制
が
敷
か
れ
て
か
ら
の
梶
井
、
佐
伯
、
渡
辺
三
社
長
は
、
い
ず
れ
も
住

友
の
出
身
だ
っ
た
か
ら
、
小
林
は
日
本
電
気
生
え
抜
き
の
は
じ
め
て
の
社
長
だ
っ
た
。

一
九
六
四
年
と
い
う
年
は
、
日
本
経
済
が
開
放
体
制
に
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
年
だ
っ
た
。
そ
の
年
の
四
月
、

日
本
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
八
条
国
に
移
行
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
は
国
際
収
支
の
悪
化
を
理

由
に
し
て
為
替
制
限
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
外
貨
割
当
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
輸
入

を
制
限
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
、
為
替
面
で
の
貿
易
は
自
由
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
月
、
日
本

は
「
先
進
国
ク
ラ
ブ
」
と
い
わ
れ
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
に
加
盟
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
貿

易
外
経
常
取
引
と
資
本
移
動
に
関
す
る
自
由
化
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
政
府
は
一
九
六
〇
年
六
月
、「
貿
易
・
為
替
自
由
化
計
画
大
綱
」
を
決
定
し
、
当
時
四
〇
％

程
度
だ
っ
た
貿
易
自
由
化
率
を
三
年
後
に
は
九
〇
％
に
ま
で
高
め
る
目
標
を
示
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
目
標
を

上
回
る
形
で
実
施
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
自
由
化
の
進
展
は
、
産
業
界
に
か
な
り
の
程
度
、「
黒
船
来
る
」

と
い
う
危
機
感
を
抱
か
せ
て
い
た
。

ま
た
、
一
九
六
四
年
か
ら
六
五
年
に
か
け
て
の
時
期
は
、
日
本
経
済
の
高
度
成
長
の
「
踊
り
場
」
に
当
た
っ
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て
い
た
。
六
四
年
十
月
、
昭
和
三
十
年
代
の
高
度
成
長
を
総
仕
上
げ
す
る
か
の
よ
う
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
、
そ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
東
海
道
新
幹
線
が
開
通
し
た
。
そ
の
華
や
か
な
宴
を
ピ
ー
ク
に
景
気
は

下
降
局
面
に
入
り
、「
構
造
不
況
」
と
も
呼
ば
れ
た
「
昭
和
四
十
年
不
況
」
に
突
入
し
て
い
く
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
社
長
に
就
任
し
た
小
林
の
心
境
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

「
日
本
電
気
の
事
業
に
関
し
て
は
、
幸
い
な
こ
と
に
世
間
な
み
に
は
十
分
な
好
業
績
を
続
け
、
取
り
立
て
て

反
省
す
る
欠
陥
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
私
自
身
の
心
境
と
し
て
は
、
も
っ
と
な
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
の
に
ア

レ
も
手
が
打
て
て
い
な
い
、
コ
レ
も
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
類
の
課
題
や
問
題
点
が
数
え
き
れ
ぬ

ほ
ど
蓄
積
し
て
い
る
と
い
う
現
状
認
識
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
期
、
ま
す
ま
す
危
機
意
識
を
増
幅
さ

せ
つ
つ
あ
っ
た
」（
小
林
宏
治
『
構
想
と
決
断
』）

経
営
刷
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開

一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
の
年
頭
挨
拶
で
、
小
林
社
長
は
「
世
界
の
第
一
級
の
会
社
に
」「
世
界
第
一
級

の
製
品
を
」
を
日
本
電
気
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
こ
と
を
訴
え
、
い
く
つ
か
の
「
経
営
刷
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

具
体
的
に
示
し
た
。
重
要
な
の
は
次
の
三
つ
だ
っ
た
。
第
一
は
経
営
ト
ッ
プ
構
造
の
改
革
、
第
二
は
事
業
部
制

の
徹
底
、
第
三
は
「
Ｚ
Ｄ
運
動
」
の
展
開
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
課
題
は
、
次
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
た
。

〔
経
営
ト
ッ
プ
構
造
の
改
革
〕

小
林
は
、
こ
の
構
造
改
革
を
「
点
か
ら
面
へ
」
と
表
現
し
た
。
従
来
、
日
本
電
気
で
は
ト
ッ
プ
に
立
つ
社
長

と
い
う
「
点
」
に
す
べ
て
の
権
限
が
集
中
し
、
社
長
の
直
轄
事
項
は
四
〇
以
上
に
の
ぼ
っ
た
。
社
長
一
人
で
は
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到
底
さ
ば
き
き
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
に
意
思
決
定
が
遅
れ
、
経
営

が
硬
直
化
す
る
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
常
務
以
上
の
役
員
を
社
長
の
分

身
と
し
て
、
従
来
、
社
長
が
担
っ
て
い
た
権
限
を
分
担
し
て
も
ら
う
、
と
い
う

の
が
改
革
の
構
想
だ
っ
た
。
イ
メ
ー
ジ
的
に
は
、
従
来
の
社
長
と
い
う
「
点
」

が
、
社
長
を
中
心
と
す
る
円
周
上
に
常
務
以
上
が
配
置
さ
れ
る
「
面
」
に
広
が

り
、「
面
」
と
し
て
経
営
に
当
た
る
。「
面
」
は
、
社
長
を
中
心
と
す
る
「
最
高

経
営
グ
ル
ー
プ
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
個
々
の
経
営
問
題
に
は
よ
り
機

動
的
・
効
率
的
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
な
る
し
、
社
長
も
過
重
な
負
担
か
ら
解

放
さ
れ
て
、
経
営
の
よ
り
中
心
的
な
問
題
に
集
中
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
経
営
の
最
終
責
任
が
社
長
に
帰
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。

「
面
」
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
は
役
付
き
取
締
役
だ
っ
た
が
、
従
来
、
役
付
き

取
締
役
は
事
業
部
長
な
ど
の
部
門
長
を
兼
ね
る
こ
と
が
多
く
、
部
門
の
狭
い
枠
か
ら
抜
け
き
れ
な
い
傾
向
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
社
長
は
役
付
き
取
締
役
の
部
門
長
兼
務
を
廃
止
し
、
各
メ
ン
バ
ー
に
社
長
の
「
全
般
的
経
営

管
理
」
の
一
翼
を
分
担
せ
し
め
る
と
い
う
趣
旨
の
業
務
分
担
の
変
更
を
行
な
っ
た
。

「
面
」
を
構
成
す
る
の
は
、
具
体
的
に
は
「
常
務
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
常
務
会
は
以
前
か
ら
あ
っ
た

が
、「
点
か
ら
面
へ
」
の
改
革
に
よ
っ
て
、
よ
り
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
会
社
と
し
て

の
意
思
決
定
を
行
な
う
機
関
で
は
な
い
が
、
最
高
経
営
陣
が
経
営
に
関
し
て
意
思
統
一
を
行
な
う
場
で
あ
り
、
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当
初
は
毎
週
二
回
開
催
さ
れ
た
。

〔
事
業
部
制
の
徹
底
〕

日
本
電
気
は
一
九
六
一
年
に
事
業
部
制
を
導
入
し
て
い
た
が
、
小
林
社
長
は
そ
れ
は
ま
だ
不
徹
底
だ
と
考
え

て
い
た
。
と
く
に
、
技
術
と
製
造
を
担
う
工
場
と
顧
客
の
接
点
と
な
る
販
売
の
一
元
化
、
あ
る
い
は
協
力
関
係

が
不
徹
底
だ
っ
た
。
営
業
機
能
を
そ
の
な
か
に
持
た
な
い
事
業
部
は
事
業
部
に
非
ず
、
と
い
う
の
が
社
長
の
基

本
的
考
え
だ
っ
た
。
作
っ
た
物
を
責
任
を
持
っ
て
売
る
、
ま
た
売
る
こ
と
を
通
じ
て
キ
ャ
ッ
チ
し
た
顧
客
の
ニ

ー
ズ
が
製
造
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
、
こ
う
し
た
こ
と
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ
る
体
制

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
技
術
と
製
造
と
営
業
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
体
制
、
こ
れ
が
社
長
の
考
え
る
事
業
部

だ
っ
た
。
事
業
部
は
利
益
に
責
任
を
持
つ
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
事
業
部
長
は
担
当
事
業
に
つ
い

て
は
社
長
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
構
想
に
も
と
づ
い
て
、
一
九
六
五
年
五
月
、
全
社
的
な
組
織
再
編
成
が
行
な
わ
れ
た
。
従
来
の

五
事
業
部
は
、
技
術
と
製
品
の
同
質
一
体
性
を
基
本
に
、
管
理
適
正
規
模
を
勘
案
し
て
一
四
事
業
部
と
三
開
発

本
部
に
再
編
さ
れ
、
同
列
に
中
央
研
究
所
と
官
公
営
業
本
部
、
地
方
営
業
本
部
、
海
外
事
業
部
が
置
か
れ
た
。

地
方
営
業
と
海
外
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
事
業
部
が
そ
れ
ぞ
れ
重
複
し
て
営
業
拠
点
を
持
つ
こ
と
の
無
駄
や
混

乱
を
避
け
る
た
め
に
一
本
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
官
公
需
関
係
に
つ
い
て
も
窓
口
を
一
本
に
絞
っ
た
。
た
だ
、

こ
れ
ら
の
営
業
部
の
活
動
は
、
あ
く
ま
で
も
各
事
業
部
の
代
理
営
業
を
行
な
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
同
年
七
月
に

は
ス
タ
ッ
フ
部
門
の
組
織
改
正
も
行
な
わ
れ
た
。

日
本
電
気
の
組
織
は
、
そ
の
後
、
事
業
の
発
展
に
と
も
な
い
、
膨
張
し
な
が
ら
幾
多
の
修
正
・
変
更
が
加
え
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ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
が
原
型
で
あ
り
出
発
点
と
な

っ
て
い
る
。

〔
Ｚ
Ｄ
運
動
の
展
開
〕

Ｚ
Ｄ
（Zero
D
efects

）
と
は
「
無
欠
点
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
Ｚ
Ｄ
運

動
と
は
企
業
活
動
に
お
い
て
欠
点
を
な
く
そ
う
と
い
う
運
動
で
あ
る
。
小
林
社

長
は
社
長
就
任
前
の
一
九
六
四
年
夏
、
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ュ
ー
ズ
・
エ
ア
ク
ラ
フ

ト
社
を
訪
れ
た
と
き
、
こ
の
運
動
の
こ
と
を
知
っ
た
。
日
本
電
気
で
も
そ
れ
を

導
入
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
て
、
社
長
就
任
を
機
に
そ
れ
を
提
唱
し
た
の
だ

っ
た
。
一
九
六
五
年
三
月
、「
Ｚ
Ｄ
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
五
月
に
運

動
を
開
始
し
た
。
各
職
場
に
Ｚ
Ｄ
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
目

標
を
設
定
し
て
、
そ
の
達
成
を
め
ざ
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
製
造
部
門
だ
け

で
な
く
、
す
べ
て
の
職
場
で
そ
れ
は
実
施
さ
れ
た
。
社
長
の
意
図
は
、
単
に
欠

点
を
除
去
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
社
員
の
社
業
へ
の
参
加
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
も
あ

っ
た
。
Ｚ
Ｄ
運
動
は
当
初
、
一
年
だ
け
の
予
定
だ
っ
た
が
、
年
々
発
展
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
注
目
し
た
日
本

能
率
協
会
は
、
Ｚ
Ｄ
運
動
を
産
業
界
へ
普
及
さ
せ
よ
う
と
試
み
、
日
本
電
気
は
要
請
に
応
じ
て
そ
れ
に
協
力
し

た
。
Ｚ
Ｄ
運
動
は
、
た
ち
ま
ち
全
国
的
に
広
が
っ
た
。
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工
場
の
地
方
分
散

事
業
規
模
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
日
本
電
気
は
一

九
六
〇
年
代
に
入
り
、
二
つ
の
新
鋭
工
場
を
開
設
し

た
。
相
模
原
工
場
（
操
業
開
始
、
一
九
六
二
年
）
と

府
中
工
場
（
同
、
一
九
六
四
年
）
で
あ
る
。
さ
ら
に

マ
イ
ク
ロ
波
通
信
と
衛
星
通
信
の
事
業
伸
長
に
対
処

す
る
た
め
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
に
横
浜

工
場
の
建
設
が
決
ま
り
、
同
工
場
は
六
九
年
八
月
、

稼
働
し
た
。

こ
の
横
浜
工
場
の
建
設
計
画
を
検
討
す
る
な
か

で
、
小
林
社
長
は
今
後
の
日
本
電
気
の
工
場
立
地
の

あ
り
方
の
基
本
方
針
と
し
て
、
全
国
的
な
地
方
分
散

立
地
構
想
を
打
ち
出
し
た
。
そ
れ
は
、
首
都
圏
に
お

い
て
は
、
も
は
や
用
地
と
要
員
の
確
保
が
困
難
に
な

っ
た
と
い
う
判
断
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
そ
の
点
、

地
方
に
は
土
地
も
労
働
力
も
豊
富
に
あ
る
。
問
題
は

輸
送
と
通
信
だ
が
、
こ
の
こ
ろ
交
通
や
通
信
の
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
も
急
速
に
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ

第6章　国際化と情報化に向けて

139

横浜工場の建設



た
。
幸
い
日
本
電
気
の
製
品
の
大
部
分
は
小
型
・
軽
量
で
あ
っ
て
、

輸
送
上
の
問
題
に
は
十
分
対
処
可
能
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
日
本

電
気
の
社
業
で
あ
る
電
気
通
信
こ
そ
距
離
の
隔
絶
を
克
服
す
る
最
大

の
手
段
で
あ
り
、
自
ら
行
動
に
よ
っ
て
そ
れ
を
証
明
す
べ
き
だ
、
と

小
林
社
長
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

地
方
工
場
は
規
模
別
に
Ａ
型
工
場
（
従
業
員
規
模
一
五
〇
〇
人
程

度
）、
Ｂ
型
工
場
（
同
一
〇
〇
〇
人
程
度
）、
Ｃ
型
工
場
（
同
五
〇
〇

人
程
度
）
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
、
地
域
特
性
や
立
地
条
件
に
応

じ
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
地
方
工
場
は
原
則
と
し

て
日
本
電
気
が
一
〇
〇
％
出
資
す
る
独
立
の
会
社
と
し
、「
日
本
電

気
」
に
地
方
名
を
冠
し
た
社
名
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
際
、
Ａ

型
工
場
に
は
地
域
名
を
、
Ｂ
・
Ｃ
型
工
場
に
は
県
名
を
つ
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
工
場
は
総
称
し
て
「
地
方
日
電
」
と
呼
ば
れ

た
。一

九
六
九
年
九
月
に
「
地
方
日
電
」
第
一
号
と
し
て
、
東
京
か
ら

は
る
か
離
れ
た
鹿
児
島
県
出
水
市
に
、「
鹿
児
島
日
本
電
気
」
が
設

立
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
遠
方
の
地
を
ま
ず
選
ん
だ
の
は
、
そ
こ
で

成
功
を
収
め
れ
ば
、
後
続
の
工
場
も
う
ま
く
い
く
だ
ろ
う
と
い
う
発
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想
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
九
州
日
本
電
気
や
静
岡
日
本
電
気
な
ど
が
次
々
と
設
立
さ
れ
、
昭
和
四
十
年
代
に
計
一

一
社
の
「
地
方
日
電
」
が
設
立
さ
れ
た
。

円
切
り
上
げ
と
石
油
危
機

「
黄
金
の
一
九
六
〇
年
代
」
の
さ
な
か
に
到
来
し
た
「
昭
和
四
十
年
不
況
」
は
、
山
陽
特
殊
製
鋼
の
倒
産
や

山
一
證
券
の
経
営
破
綻
と
い
っ
た
深
刻
な
現
象
を
と
も
な
い
、「
構
造
不
況
」
と
ま
で
呼
ば
れ
た
が
、
結
果
的

に
は
ご
く
短
期
間
で
終
わ
り
、
日
本
経
済
は
再
び
力
強
い
拡
大
を
開
始
し
た
。

一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
秋
か
ら
始
ま
っ
た
景
気
上
昇
は
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
「
岩
戸
景
気
」
を

上
回
る
も
の
だ
っ
た
の
で
、「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
大
型
景
気
の
さ
な
か
の
一
九
六
八
年
、

日
本
の
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
は
西
ド
イ
ツ
を
抜
き
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
ぐ
世
界
第
二
位
と
な
っ
た
。
国
民
の

消
費
生
活
も
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
、
カ
ー
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
ク
ー
ラ
ー
の
「
三
Ｃ
ブ
ー
ム
」
が
起
き
た
。
工

業
部
門
の
国
際
競
争
力
も
著
し
く
高
ま
り
、
貿
易
黒
字
が
定
着
し
た
。「
経
済
大
国
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ

た
の
も
、
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。

第
二
次
大
戦
後
、
圧
倒
的
な
力
を
誇
っ
た
ア
メ
リ
カ
経
済
は
、
日
本
や
西
ド
イ
ツ
な
ど
戦
争
で
痛
手
を
受
け

た
国
々
の
経
済
力
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
相
対
的
に
弱
体
化
し
た
。
そ
れ
は
ド
ル
の
弱
化
と
な
っ
て
現
れ
た
。
戦

後
の
国
際
通
貨
体
制
だ
っ
た
ド
ル
を
基
軸
と
す
る
固
定
為
替
相
場
制
の
維
持
は
困
難
と
な
り
、
一
九
七
一
年
八

月
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
ド
ル
と
金
と
の
交
換
停
止
を
発
表
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ニ
ク
ソ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
」
で
あ
る
。
固
定
為
替
相
場
制
は
、
一
定
の
価
格
で
ド
ル
と
金
と
の
交
換
を
保
証
す
る
こ
と
を
前
提
に
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し
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
に
は
も
は
や
十
分
な
金
保
有
量
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ド
ル
の
価
値
基

準
は
失
わ
れ
、
固
定
為
替
相
場
制
は
崩
壊
し
た
。
一
九
四
九
年
以
来
つ
づ
い
た
一
ド
ル
＝
三
六
〇
円
の
為
替
レ

ー
ト
も
、
こ
れ
で
終
わ
っ
た
。

同
年
十
二
月
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
合
意
に
よ
っ
て
為
替
レ
ー
ト
の
多
国
間
調
整
が
行
な
わ
れ
、
新
し
い
レ
ー
ト

に
よ
る
固
定
為
替
相
場
制
が
再
構
築
さ
れ
た
。
こ
の
調
整
の
結
果
、
円
レ
ー
ト
は
一
ド
ル
＝
三
〇
八
円
と
な
っ

た
。
一
ド
ル
＝
三
六
〇
円
に
対
し
て
一
六
・
八
八
％
の
切
り
上
げ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
新
し
い
固
定
為
替

相
場
制
は
、
わ
ず
か
一
年
ほ
ど
し
か
も
た
な
か
っ
た
。

一
九
七
三
年
二
月
、
各
国
通
貨
は
一
斉
に
、
市
場
の
実
勢
に
よ
っ
て
レ
ー
ト
が
決
ま
る
変
動
為
替
相
場
制
に

移
行
す
る
。
そ
れ
は
一
段
の
円
切
り
上
げ
を
意
味
し
た
。

円
切
り
上
げ
は
、
輸
出
依
存
度
の
高
い
業
界
を
中
心
に
、
日
本
の
産
業
界
に
大
き
な
不
安
を
も
た
ら
し
た
。

輸
出
競
争
力
が
失
わ
れ
る
結
果
、
輸
出
産
業
が
大
打
撃
を
受
け
、
日
本
経
済
は
深
刻
な
不
況
に
見
舞
わ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
政
策
当
局
は
、
円
高
不
況
回
避
の
た
め
に
財
政
・
金
融
の

両
面
か
ら
積
極
的
な
景
気
刺
激
策
を
と
り
、
そ
の
結
果
、
国
内
の
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
膨
張
を
招
い
た
。
一
九

七
二
年
七
月
に
田
中
角
栄
内
閣
が
登
場
し
て
「
日
本
列
島
改
造
論
」
を
打
ち
出
す
と
、
通
貨
の
膨
張
と
投
機
が

結
び
つ
い
て
地
価
が
急
騰
す
る
な
ど
、
バ
ブ
ル
現
象
が
発
生
し
た
。
こ
れ
は
当
時
、「
過
剰
流
動
性
イ
ン
フ
レ
」

と
呼
ば
れ
た
。

一
九
七
三
年
十
月
、
第
四
次
中
東
戦
争
の
勃
発
に
と
も
な
っ
て
、
第
一
次
石
油
危
機
が
発
生
し
た
。
ア
ラ
ブ

産
油
諸
国
が
、
親
イ
ス
ラ
エ
ル
的
な
国
に
は
石
油
輸
出
を
カ
ッ
ト
す
る
な
ど
、
石
油
の
供
給
制
限
を
行
な
っ
た
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の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
原
油
価
格
は
、
危
機
の
前
と
後
と
で
は
四
倍
以
上
も
の
急
激
な
値
上
が
り
と
な
っ

た
。
石
油
の
ほ
と
ん
ど
一
〇
〇
％
を
輸
入
に
依
存
す
る
日
本
に
と
っ
て
は
、
戦
後
最
大
の
危
機
だ
っ
た
。

石
油
価
格
の
急
騰
は
、
す
で
に
燃
え
盛
っ
て
い
た
「
過
剰
流
動
性
イ
ン
フ
レ
」
に
油
を
注
ぎ
、「
狂
乱
イ
ン

フ
レ
」
と
な
り
、
卸
売
物
価
の
上
昇
率
は
年
間
三
〇
％
に
も
達
し
た
。
こ
の
イ
ン
フ
レ
鎮
圧
の
た
め
に
強
力
な

総
需
要
抑
制
策
が
と
ら
れ
た
。
ま
た
、
石
油
輸
入
代
金
の
支
払
い
が
急
増
す
る
と
い
う
形
で
、
国
内
の
購
買
力

が
大
量
に
産
油
国
に
吸
収
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
の
結
果
と
し
て
、
日
本
経
済
は
一
九
七
四
年
度
、
戦
後
は
じ
め
て
マ
イ
ナ
ス
〇
・
五
％
と
い

う
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
陥
っ
た
。
過
去
ほ
と
ん
ど
二
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
毎
年
一
〇
％
前
後
の
成
長
を
つ
づ
け
て

き
た
日
本
経
済
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
大
き
な
落
差
だ
っ
た
。

幸
い
石
油
危
機
は
長
期
化
し
な
か
っ
た
。
石
油
価
格
は
元
に
は
戻
ら
な
か
っ
た
が
、
量
的
な
供
給
制
限
は
長

く
は
つ
づ
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
経
済
の
課
題
は
、
高
止
ま
り
し
た
原
油
価
格
に
経
済
の
体
質
を

徐
々
に
適
合
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ
っ
た
が
、
日
本
は
世
界
で
も
い
ち
早
く
そ
れ
を
や
り
遂
げ
た
。

し
か
し
、
日
本
経
済
は
円
切
り
上
げ
と
石
油
危
機
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
出
来
事
を
境
に
、
高
度
成
長
の
時

代
か
ら
安
定
成
長
の
時
代
に
移
行
し
て
い
っ
た
。

小
林
会
長
と
田
中
忠
雄
の
社
長
就
任

一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
六
月
、
一
九
六
四
年
以
来
一
二
年
間
、
社
長
を
務
め
た
小
林
宏
治
は
定
例
取

締
役
会
で
社
長
を
辞
任
し
て
会
長
に
就
任
し
た
。
後
任
の
社
長
に
は
企
画
・
経
理
出
身
で
副
社
長
の
田
中
忠
雄
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が
指
名
さ
れ
た
。

新
体
制
移
行
の
タ
イ
ミ
ン
グ
的
な
理
由
と
し
て
は
、
第
一
次
石
油
危
機
が
も
た
ら

し
た
混
乱
の
収
拾
が
一
段
落
し
、
事
業
の
先
行
き
に
も
明
る
さ
が
見
え
て
き
た
時
期

だ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

石
油
危
機
の
影
響
で
、
日
本
電
気
は
一
九
七
四
年
度
の
連
結
決
算
で
一
・
九
億
円

の
欠
損
を
出
し
、
七
五
年
度
は
利
益
を
出
し
た
と
は
い
え
一
七
億
円
と
い
う
わ
ず
か

な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
に
減
量
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
小
林
社
長
は
「
回
復
に
は
少
な
く
と
も

二
年
は
要
し
よ
う
」
と
予
想
し
た
が
、
日
本
経
済
は
比
較
的
早
く
回
復
基
調
に
乗
り
、
七
六
年
に
は
企
業
経
営

に
も
明
る
さ
が
見
え
、
事
実
、
日
本
電
気
は
同
年
度
、
七
七
億
円
の
利
益
を
計
上
で
き
た
。

こ
う
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
を
と
ら
え
、
小
林
は
自
ら
は
会
長
と
な
り
、
社
長
と
と
も
に
役
割
を
分
担
し
て
経
営

に
当
た
る
と
い
う
、
新
し
い
布
陣
を
敷
く
こ
と
を
決
断
し
た
。

社
長
交
替
を
促
し
た
も
う
一
つ
の
動
機
が
あ
っ
た
。
小
林
は
社
長
就
任
以
来
、
通
信
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
半
導

体
を
事
業
の
三
本
柱
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
業
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
育
て
上
げ
よ
う
と
力

を
尽
く
し
て
き
た
。
そ
の
目
標
が
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
将
来
に
明
る
い
展
望
が
持
て
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
見
て
、
小
林
は
社
長
退
任
の
潮
時
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
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２
通
信
事
業
の
新
展
開

ク
ロ
ス
バ
交
換
機
の
量
産
と
電
子
交
換
機
の
商
用
化

電
電
公
社
と
交
換
機
メ
ー
カ
ー
四
社
が
共
同
で
ク
ロ
ス
バ
方
式
の
新
市
内
局
用
交
換
機
Ｃ
４
０
０
の
開
発
を

開
始
し
た
の
は
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）
年
十
二
月
だ
っ
た
。
三
年
後
の
六
六
年
、
当
初
の
目
標
以
上
に

経
済
的
で
高
性
能
の
交
換
機
が
完
成
し
、
電
電
公
社
は
こ
の
Ｃ
４
０
０
を
標
準
機
種
と
定
め
た
。
Ｃ
４
０
０
と

並
行
し
て
、
同
一
技
術
に
よ
り
市
内
中
小
局
用
Ｃ
４
６
０
の
開
発
が
進
め
ら
れ
、
六
七
年
に
完
成
し
た
。
こ
れ

よ
り
先
、
市
外
大
局
用
Ｃ
８
２
が
六
三
年
に
、
市
外
中
小
局
用
Ｃ
６
３
が
六
四
年
に
完
成
し
て
お
り
、
局
用
交

換
機
の
全
領
域
に
わ
た
っ
て
公
社
標
準
機
種
が
そ
ろ
っ
た
。

標
準
機
の
完
成
に
と
も
な
い
、
電
電
公
社
は
毎
年
数
百
万
に
の
ぼ

る
電
話
需
要
を
満
た
す
た
め
ク
ロ
ス
バ
交
換
機
の
大
量
導
入
を
推
進

し
た
結
果
、
第
五
次
五
カ
年
計
画
の
終
わ
っ
た
一
九
七
七
年
度
末
の

一
般
加
入
電
話
数
は
三
三
九
五
万
を
数
え
た
。

一
九
六
二
年
に
建
設
さ
れ
た
相
模
原
工
場
で
の
ク
ロ
ス
バ
交
換
機

の
生
産
も
軌
道
に
乗
り
、
日
本
電
気
が
局
用
ク
ロ
ス
バ
交
換
機
の
一

号
機
を
、
三
和
局
（
栃
木
県
）
に
納
入
し
て
か
ら
一
三
年
目
の
六
九

年
三
月
に
は
、
ク
ロ
ス
バ
交
換
機
の
累
計
生
産
量
が
一
〇
万
架
と
な

っ
た
。
こ
の
う
ち
五
六
％
が
市
内
局
用
で
あ
り
回
線
数
は
二
三
八
万
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回
線
で
あ
っ
た
。
こ
の
回
線
数
は
、
日
本
電
気
が
こ
の
四
四
年
間
に
生
産
し
た
、

A
形
自
動
交
換
機
の
総
生
産
量
に
並
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。

増
大
す
る
ク
ロ
ス
バ
交
換
機
の
生
産
に
対
処
す
る
た
め
、
日
本
電
気
は
ク
ロ

ス
バ
交
換
機
の
主
要
部
品
で
あ
る
ワ
イ
ヤ
ス
プ
リ
ン
グ
リ
レ
ー
の
専
門
工
場
と

し
て
、
一
九
七
〇
年
、
岩
手
県
一
関
市
に
東
北
日
本
電
気
を
設
立
し
た
。
ま
た
、

ク
ロ
ス
バ
交
換
機
用
と
電
卓
用
リ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
専
門
工
場
と
し
て
、六
九
年
、

兵
庫
県
山
崎
町
に
兵
庫
日
本
電
気
を
設
立
し
た
。

第
五
次
五
カ
年
計
画
の
終
了
時
点
（
一
九
七
七
年
度
末
）
で
、
電
電
公
社
が
目

標
と
し
て
き
た
電
話
加
入
申
込
み
の
積
滞
解
消
（
す
ぐ
つ
く
電
話
）
は
達
成
さ
れ
、

全
国
自
動
即
時
化
（
す
ぐ
つ
な
が
る
電
話
）
も
、
七
九
年
三
月
に
実
現
し
た
。
電

話
の
基
本
需
要
は
ほ
ぼ
満
た
さ
れ
、
安
定
成
長
の
時
代
に
入
っ
た
。
ク
ロ
ス
バ
交

換
機
の
生
産
も
、
一
九
七
二
年
度
を
ピ
ー
ク
に
年
々
低
下
し
て
い
っ
た
。

一
方
、
電
電
公
社
は
昭
和
二
十
年
代
か
ら
電
子
交
換
機
の
研
究
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
日
本
電
気
も
一
九
五

五
年
か
ら
そ
の
研
究
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
電
電
公
社
は
交
換
機
メ
ー
カ
ー
四
社
と
共
同
で
蓄
積
プ
ロ
グ
ラ

ム
方
式
の
空
間
分
割
型
電
子
交
換
機
の
実
用
化
研
究
を
進
め
、
そ
の
結
果
開
発
し
た
Ｄ
1
0
形
電
子
交
換
機
を

七
一
年
か
ら
導
入
す
る
方
針
を
決
め
た
。
日
本
電
気
は
同
年
六
月
、
電
子
交
換
事
業
部
を
発
足
さ
せ
、
そ
れ
と

同
時
に
第
一
号
機
を
東
京
・
銀
座
局
に
納
入
し
た
。
Ｄ
1
0
形
電
子
交
換
機
は
七
六
年
度
末
ま
で
に
全
国
で
一

八
九
局
に
納
入
さ
れ
た
が
、
日
本
電
気
は
そ
の
う
ち
の
五
五
局
に
納
入
し
た
。
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日
本
電
気
は
私
設
電
子
交
換
機
の
開
発
も
進
め
、
一
九
七
六
年
、
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｘ
1
2
を
開
発
、
翌
年
二
月
、
ア

メ
リ
カ
の
カ
ン
ザ
ス
で
開
か
れ
た
展
示
会
に
出
品
し
、
好
評
を
得
た
。
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｘ
1
2
は
ア
メ
リ
カ
市
場
で
一

年
間
に
四
〇
〇
シ
ス
テ
ム
以
上
も
売
れ
た
。

ま
た
、
国
際
交
換
機
に
つ
い
て
も
、
日
本
電
気
は
Ｋ
Ｄ
Ｄ
に
協
力
し
て
空
間
分
割
型
の
国
際
電
子
交
換
機
Ｘ

Ｅ
―

１
を
開
発
、
一
九
七
六
年
に
納
入
し
た
。

伝
送
通
信
事
業
の
発
展

電
電
公
社
の
電
話
拡
充
計
画
の
進
展
と
と
も
に
、
日
本
電
気
の
伝
送
機
器
の
生
産
も
急
増
し
た
。
こ
れ
に
対

処
す
る
た
め
、
山
梨
市
内
に
量
産
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
三
月
に
第

一
期
工
事
分
が
完
成
し
た
。
つ
づ
い
て
二
期
、
三
期
の
工
場
建
設
が
完
成
し
、

装
荷
線
輪
や
中
継
器
な
ど
の
生
産
を
開
始
し
た
。

日
本
電
気
は
昭
和
三
十
年
代
後
半
、
Ｐ
Ｃ
Ｍ
（
パ
ル
ス
符
号
変
調
）
方
式

に
よ
る
搬
送
技
術
の
研
究
に
取
り
組
み
、
近
距
離
二
四
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｐ
Ｃ
Ｍ

搬
送
装
置
を
開
発
し
た
。
こ
の
装
置
は
一
九
六
五
年
、
電
電
公
社
に
よ
っ
て

採
用
さ
れ
、
日
本
の
伝
送
技
術
の
歴
史
上
、
最
初
に
実
用
化
さ
れ
た
デ
ジ
タ

ル
通
信
方
式
と
な
っ
た
。
世
界
的
に
み
て
も
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
で
二
番
目

に
実
用
化
に
成
功
し
た
例
だ
っ
た
。
は
じ
め
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
用
い
た
も

の
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
Ｉ
Ｃ
を
導
入
し
て
装
置
の
小
型
化
と
高
信
頼
度
化
、
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消
費
電
力
の
低
減
を
も
た
ら
す
新
装
置
の
開
発
を
進
め
た
。

輸
出
向
け
の
Ｐ
Ｃ
Ｍ
装
置
と
し
て
は
、
三
〇
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｐ
Ｃ
Ｍ
搬
送
装
置
を
開
発
し
て
、
一
九
七
三
年
に

ブ
ラ
ジ
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
七
六
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
、
十
数
カ
国
に
輸
出
し
た
。
七
五
年
に
は
、

ア
メ
リ
カ
の
ベ
ル
系
電
話
会
社
か
ら
マ
イ
ク
ロ
波
Ｐ
Ｃ
Ｍ
搬
送
装
置
を
受
注
し
、
対
米
輸
出
の
突
破
口
を
開
い

た
。

マ
イ
ク
ロ
波
・
衛
星
通
信
の
大
躍
進

日
本
電
気
は
昭
和
四
十
年
代
、
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
と
衛
星
通
信
の
分
野
で
世
界
的
に
大
躍
進
を
遂
げ
た
。
一

九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）
年
、
世
界
で
は
じ
め
て
全
固
体
化
（
半
導
体
化
）
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
回
線
の
実
用
化

に
成
功
し
、
さ
ら
に
そ
れ
に
い
っ
そ
う
の
技
術
的
改
良
を
加
え
て
信
頼
性
と
経
済
性
を
高
め
、
国
内
で
は
電
電

公
社
を
は
じ
め
運
輸
省
航
空
局
、
国
鉄
、
電
力
会
社
な
ど
に
多
数
の
固
体
化
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
装
置
を
納
入
し

た
。海

外
市
場
に
お
い
て
は
、
一
九
六
三
年
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
総
延
長
二
万
七
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
六
五
局
）

の
長
距
離
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
回
線
を
受
注
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
イ
ン
ド
（
二
〇
〇
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
八
〇
局
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
四
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
九
〇
局
）、
ブ
ラ
ジ
ル
（
三
七
〇

〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
八
〇
局
）、
イ
ラ
ン
（
三
五
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
八
〇
局
）
な
ど
へ
の
輸
出
を
行
な
っ

た
。
こ
の
勢
い
は
七
〇
年
代
に
入
る
と
さ
ら
に
加
速
し
、
一
九
七
八
年
ま
で
に
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
回
線
の
輸
出

先
は
六
〇
余
国
に
の
ぼ
っ
た
。
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見
通
し
外
通
信
は
、
日
本
電
気
が
世
界
に
誇
る
技
術
で
あ
る
。
一
九
六
七
年
十
一
月
、
日
韓
両
国
を
見
通
し

外
通
信
で
結
ぶ
国
際
回
線
を
Ｋ
Ｄ
Ｄ
か
ら
受
注
、
翌
年
こ
れ
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
れ
は
世
界
初
の
見
通
し
外
通

信
に
よ
る
国
際
商
用
回
線
だ
っ
た
の
で
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
、
見
通
し
外
通
信
で
も
海
外
進
出
す
る
契
機
と

な
っ
た
。
六
九
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
ア
マ
ゾ
ン
川
河
口
の
ベ
レ
ン
と
上
流
の
マ
ナ
ウ
ス
間
一
五
〇
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
結
ぶ
回
線
を
、
七
〇
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
ダ
ー
ウ
ィ
ン
・
ゴ
ー
ブ
間
六
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
結
ぶ
回
線
を
、
七
三
年
に
は
地
中
海
を
は
さ
ん
で
ギ
リ
シ
ャ
と
リ
ビ
ア
を
結
ぶ
国
際
回
線
を
受
注
し
た
。

日
本
電
気
の
優
れ
た
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
技
術
は
、衛
星
通
信
と
い
う
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
切
り
拓
い
た
。

一
九
六
四
年
八
月
、
日
本
電
気
は
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ュ
ー
ズ
・
エ
ア
ク
ラ
フ
ト
社
と
と
も
に
静
止
衛
星
を
利
用
し

た
衛
星
通
信
を
共
同
開
発
す
る
こ
と
を
発
表
し
、
手
始
め
に
同
年
十
月
、
同
社
の
静
止
衛
星
「
シ
ン
コ
ム
三
号
」

に
よ
っ
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
模
様
を
ア
メ
リ
カ
へ
中
継
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
一
九
六
五
年
十
二
月

に
は
、
ヒ
ュ
ー
ズ
・
エ
ア
ク
ラ
フ
ト
社
と
共
同
開
発
し
た
「
ス
タ
ー
方
式
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
＝Satellite

Telecom
m
unication

w
ith
Autom

atic
Routing

）」
の
地
上
模
擬
実
験
を
玉
川
工
場
で
行
な
っ
た
。
ス
タ
ー

方
式
は
、
衛
星
に
搭
載
し
た
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
（
電
波
中
継
器
）
を
複
数
の
地
球
局
が
共
用
し
て
通
信
を
行
な

う
多
元
接
続
方
式
で
、
日
本
電
気
の
持
つ
無
線
、
伝
送
、
交
換
の
各
分
野
の
技
術
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
新
方

式
で
あ
る
。
公
開
実
験
は
成
功
し
、
翌
六
六
年
五
月
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
ホ
ッ
ト
ス
プ
リ
ン
グ

に
、
ス
タ
ー
方
式
の
実
験
局
を
開
局
し
た
。
こ
う
し
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
日
本
電
気
の
衛

星
通
信
の
技
術
力
は
、
世
界
的
に
高
い
評
価
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

衛
星
通
信
方
式
は
、
地
球
局
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
衛
星
の
見
通
し
内
に
あ
る
国
と
な
ら
ど
こ
と
で
も
通
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信
が
可
能
と
な
る
。
一
九
六
四
年
、
衛
星
通
信
の
全
人
類
的
利
用
を
め
ざ
す
「
世
界
商
業
通
信
衛
星
機
構

（InternationalTelecom
m
unication

Satellite
C
onsortium

通
称
イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
）」
が
発
足
し
た
。
六
五

年
四
月
、
大
西
洋
上
に
静
止
衛
星
イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
Ⅰ
号
を
打
ち
上
げ
た
の
に
つ
づ
き
、
Ⅱ
号
、
Ⅲ
号
が
太
平

洋
、
イ
ン
ド
洋
上
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
全
世
界
が
カ
バ
ー
さ
れ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
に
加

盟
す
る
国
が
増
え
、
日
本
電
気
は
こ
れ
ら
の
国
々
か
ら
続
々
と
地
球
局
を
受
注
す
る
こ
と
に
な
る
。

イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
の
運
営
を
実
質
的
に
行
な
っ
て
い
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
通
信
衛
星
会
社
「
C
O
M
S
A

T
（C

om
m
unication

Satellite
C
orporation

通
称
コ
ム
サ
ッ
ト
）」
で
あ
る
。
コ
ム
サ
ッ
ト
は
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
各
国
の
技
術
者
の
参
加
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
に
対
し
て
も
イ
ン
テ
ル
サ

ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
Ｋ
Ｄ
Ｄ
を
通
じ
て
、
技
術
者
一
名
の
派
遣
を
要
請
し
て
き
た
。
そ
の
話
は
日
本
電
気

に
持
ち
こ
ま
れ
、
小
林
社
長
が
指
名
し
た
の
が
、
通
信
技
術
研
究
所
の
基
礎
研
究
室
長
を
し
て
い
た
関
本
忠
弘

（
の
ち
に
社
長
）
だ
っ
た
。
当
時
、
関
本
は
高
速
Ｐ
Ｃ
Ｍ
の
実
用
化
研
究
に
携
わ
っ
て
い
た
が
、「
ス
タ
ー
方
式
」

の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加
し
た
実
績
が
あ
っ
た
。
関
本
は
一
九
六
五
年
八
月
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
の
コ

ム
サ
ッ
ト
に
着
任
、
部
長
と
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｍ
―

Ｔ
Ｄ
Ｍ
Ａ
シ
ス
テ
ム
（
衛
星
通
信
の
時
分
割
多
元
接
続
の
一
方
式
）

開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
七
〇
年
代
に
入
り
、
通
信
衛
星
に
採
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

日
本
電
気
が
海
外
か
ら
は
じ
め
て
衛
星
通
信
地
球
局
を
受
注
し
た
の
は
、
一
九
六
七
年
、
メ
キ
シ
コ
政
府
か

ら
だ
っ
た
。
こ
の
地
球
局
は
翌
年
の
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
放
映
に
使
わ
れ
た
。
以
後
、
六
八
年
に
ク
ウ

ェ
ー
ト
、
ペ
ル
ー
、
台
湾
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
六
九
年
に
ヨ
ル
ダ
ン
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
七
〇
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年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
七
二
年
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
ス
イ
ス
か
ら
地
球
局
を
受
注
し
、
一
九
七
三
年
一
月
時

点
で
衛
星
通
信
地
球
局
の
納
入
実
績
は
五
〇
局
に
達
し
た
。
国
内
で
は
一
九
六
八
年
、
郵
政
省
電
波
研
究
所
の

鹿
島
第
二
局
と
国
際
電
信
電
話
の
十
王
第
二
局
、
六
九
年
、
同
社
の
山
口
地
球
局
の
主
装
置
を
納
入
し
た
。
国

際
衛
星
通
信
市
場
で
の
日
本
電
気
の
地
球
局
の
シ
ェ
ア
は
約
五
〇
％
、
海
事
衛
星
用
海
岸
局
に
限
る
と
六
〇
％

を
超
す
。
こ
の
分
野
で
は
世
界
第
一
位
の
地
位
を
築
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
七
二
年
九
月
、
田
中
首
相
は
日
中
国
交
正
常
化
実
現
の
た
め
北
京
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本

電
気
は
、
こ
の
歴
史
的
イ
ベ
ン
ト
の
衛
星
中
継
に
必
要
な
機
器
を
提
供
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
当
時
、
ア
ン
テ
ナ
が
一
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
型
地
球
局
を
つ

く
る
技
術
を
日
本
電
気
は
手
中
に
し
て
い
た
。
横
浜
工
場
で
組
み
立
て
た
可
搬

型
地
球
局
を
分
解
し
て
北
京
に
空
輸
し
て
、
中
国
側
の
全
面
的
協
力
で
北
京
空

港
脇
に
わ
ず
か
三
日
で
地
球
局
を
建
設
し
た
。
こ
う
し
て
田
中
首
相
の
北
京
空

港
到
着
か
ら
友
好
条
約
の
調
印
、
歓
迎
晩
餐
会
な
ど
の
模
様
が
、
日
本
ば
か
り

で
な
く
全
世
界
に
中
継
・
放
映
さ
れ
た
。
こ
の
可
搬
型
地
球
局
は
、
そ
の
後
、

イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
標
準
小
型
局
の
原
型
に
な
っ
た
。

日
本
電
気
の
人
工
衛
星
事
業
の
歴
史
は
、
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
さ
か
の
ぼ

る
。
一
九
六
五
年
に
は
航
空
宇
宙
開
発
本
部
が
新
設
さ
れ
、
人
工
衛
星
課
が
置

か
れ
た
。
企
業
内
の
組
織
名
に
「
人
工
衛
星
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
た
の

は
、
日
本
で
は
こ
れ
が
最
初
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
七
〇
年
二
月
、「
お
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お
す
み
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
日
本
初
の
試
験
衛
星
が
、
東
京
大
学
宇
宙
航
空
研
究
所
に
よ
っ
て
鹿
児
島
県
大
隅

半
島
の
基
地
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
「
お
お
す
み
」
を
製
作
し
た
の
も
、
日
本
電
気
だ
っ
た
。
そ
の
後

も
「
た
ん
せ
い
」（
七
一
年
二
月
）、「
し
ん
せ
い
」（
七
一
年
九
月
）、「
で
ん
ぱ
」（
七
二
年
八
月
）、「
た
ん
せ

い
二
号
」（
七
四
年
二
月
）、「
た
い
よ
う
」（
七
五
年
二
月
）
な
ど
の
科
学
衛
星
が
次
々
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

日
本
電
気
は
こ
れ
ら
の
製
作
を
一
手
に
引
き
受
け
た
の
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
日
本
電
気
の
宇
宙
開
発
事
業
は

軌
道
に
乗
り
は
じ
め
、
七
四
年
に
は
航
空
宇
宙
開
発
本
部
を
宇
宙
開
発
事
業
部
と
改
称
し
た
。

３
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
の
離
陸

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

シ
リ
ー
ズ
２
２
０
０

昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
、
日
本
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
市
場
は
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
た
。
一
九
六
五
（
昭

和
四
十
）
年
度
か
ら
七
〇
年
度
ま
で
の
五
年
間
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
納
入
金
額
は
五
一
四
億
円
か
ら
三
三
〇
九

億
円
へ
と
六
倍
以
上
に
増
え
た
。
当
初
、
日
本
に
お
い
て
も
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
メ
ー
カ
ー
、
と
く
に

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
圧
倒
的
な
市
場
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
た
が
、
国
産
メ
ー
カ
ー
も
急
速
に
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
、
一
九

六
八
年
度
に
は
納
入
金
額
で
外
国
機
を
逆
転
、
七
〇
年
度
に
は
そ
の
シ
ェ
ア
を
六
〇
％
に
ま
で
高
め
た
。

し
か
し
、
世
界
的
に
み
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
産
業
は
、
当
時
、
ガ
リ
バ
ー
と
も
い
う
べ
き
巨
大
な
地
位
を
誇
っ

た
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
動
向
に
よ
っ
て
大
き
く
揺
れ
動
い
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
一
九
六
四
年
四
月
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
３

６
０
シ
リ
ー
ズ
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
Ｉ
Ｃ
を
用
い
た
「
第
三
世
代
」
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
呼
ば
れ
、
小
型
機
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か
ら
大
型
機
ま
で
を
そ
ろ
え
、
各
モ
デ
ル
間
の
互
換
性
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
共
通
性
を
持
つ
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
シ
リ
ー
ズ
」
を
形
成
す
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
形
で
日
本
電
気
は
、
一
九
六
五
年
五
月
に

第
三
世
代
機
種
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

シ
リ
ー
ズ
２
２
０
０
モ
デ
ル
１
０
０
、
２
０
０
、
３
０
０
、
４
０
０
、
５
０
０
の

五
機
種
を
発
表
し
た
。
さ
ら
に
翌
六
六
年
八
月
、
同
シ
リ
ー
ズ
の
最
下
位
機
種
と
し
て
モ
デ
ル
５
０
を
付
け
加

え
た
。

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

シ
リ
ー
ズ
２
２
０
０
は
、
国
産
初
の
ワ
ン
マ
シ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
リ
ー
ズ

だ
っ
た
。
各
モ
デ
ル
は
互
換
性
を
持
ち
、
上
位
機
種
に
移
行
し
て
も
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
互
換
性
が
保
証
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
性
能
も
第
二
世
代
機
種
に
比
べ
、
Ｃ

Ｐ
Ｕ
（
中
央
処
理
装
置
）
の
演
算
能
力
で
五
〜
八
倍
、
総
合
的
な
シ
ス
テ
ム
処

理
能
力
で
三
〜
四
倍
の
向
上
と
な
っ
た
。

「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

シ
リ
ー
ズ
２
２
０
０
」
は
好
評
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
こ

の
う
ち
モ
デ
ル
２
０
０
は
、
一
九
六
五
年
五
月
に
発
売
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

２
２
０
０
」
で
あ
り
、
名
称
を
「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

シ
リ
ー
ズ
２
２
０
０
モ
デ
ル
２

０
０
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
２
０
０
は
、
累
計
出
荷
台
数
が
四

〇
〇
台
を
越
え
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
機
と
な
り
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
1
4
0
1
か
ら
乗
り
換

え
た
事
例
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、
日
本
電
気
が
独
自
に
開
発
し
た
大
型
機
モ
デ

ル
5
0
0
の
一
号
機
は
、
六
六
年
十
一
月
に
大
阪
大
学
に
納
入
さ
れ
、
六
八
年

一
月
に
は
国
産
の
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
初
の
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
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よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
M
A
C
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
、
当
初
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
大
阪
大
学

に
無
償
供
与
し
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
だ
っ
た
が
、国
産
機
の
面
目
を
か
け
て
日
本
電
気
が
開
発
を
引
き
受
け
、

完
成
さ
せ
た
も
の
だ
っ
た
。

他
の
国
産
メ
ー
カ
ー
も
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
対
抗
機
種
を
次
々
に
発
表
し
て
競
争
が
激
化
し
て
い
く
な
か
で
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ

社
は
さ
ら
に
先
行
し
て
一
九
七
〇
年
七
月
、「
三
・
五
世
代
機
」
と
い
わ
れ
た
シ
ス
テ
ム
３
７
０
を
発
表
し
た
。

こ
れ
も
、
世
界
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
業
界
に
激
震
を
引
き
起
こ
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
市
場
は
す

で
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
に
席
巻
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
い
て
も
七
〇
年
九
月
、
世
界
最
大

の
電
機
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ｇ
Ｅ
社
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
か
ら
の
撤
退
を
表
明
し
、
翌
七
一
年
九
月
に
は
Ｒ
Ｃ

Ａ
社
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
手
を
引
く
に
い
た
っ
た
。
Ｇ
Ｅ
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
撤
退
は
、
日
本
電

気
に
と
っ
て
も
他
人
事
で
は
な
か
っ
た
。
Ｇ
Ｅ
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部
門
が
日
本
電
気
の
提
携
相
手
で
あ
る
ハ

ネ
ウ
ェ
ル
社
の
傘
下
に
入
り
、
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
社
は
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部
門
を
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
ズ
社
（
以
下
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
社
と
略
）
と
し
て
独
立
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
Ｇ
Ｅ
社
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
分
野
で
は
東
芝
と
提
携
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
関
係
は
新
設
の
Ｈ
Ｉ
Ｓ
社
に
継
承
さ
れ
た
。
こ
う

し
て
Ｈ
Ｉ
Ｓ
社
の
日
本
に
お
け
る
技
術
提
携
関
係
は
、日
本
電
気
と
東
芝
の
二
社
に
ま
た
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
時
期
、
日
本
電
気
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
。
日
本
電
気
は
長
年
、
国
産
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
メ
ー
カ
ー
の
な
か
で
ト
ッ
プ
の
地
位
を
占
め
て
き
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
富
士
通
が
マ
ー
ケ

ッ
ト
シ
ェ
ア
を
高
め
、
七
〇
年
代
に
入
る
と
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
に
つ
い
で
国
内
第
二
位
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
小
型
機
を
含
む
レ
ン
タ
ル
金
額
で
も
、
日
本
電
気
は
一
九
七
〇
年
度
ま
で
は
第
一
位
だ
っ
た
が
、
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七
一
年
度
か
ら
は
第
二
位
に
落
ち
た
。
こ
う
し
た
停
滞
に
は
、
い
く
つ
か
の
要
因
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
ハ
ネ

ウ
ェ
ル
社
に
依
存
し
て
い
た
、
２
２
０
０
シ
リ
ー
ズ
に
つ
づ
く
新
機
種
の
開
発
が
遅
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
東
北
大
学
か
ら
受
注
し
た
当
時
国
産
で
は
最
大
の
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

シ
リ
ー
ズ
２
２
０
０
モ
デ
ル
７
０

０
の
開
発
や
、
電
電
公
社
の
デ
ー
タ
通
信
用
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
の
共
同
開
発
と
い
っ
た
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
精
力
を
つ
ぎ
こ
む
一
方
で
、
急
激
に
増
大
す
る
需
要
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
状
況

が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
生
産
や
販
売
、
保
守
サ
ー
ビ
ス
の
面
で
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
だ
け
で
な
く
、
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遅
延
も
も
た
ら
し
た
。
一
九
七
三
年
三
月
七
日
、「
日
本
電
気
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
か
ら
撤

退
」
と
い
う
誤
報
が
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
流
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
こ
ろ
の
日
本
電
気
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
の
混

乱
と
苦
境
を
象
徴
す
る
出
来
事
だ
っ
た
。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
３
７
０
の
登
場
に
加
え
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
輸
入
と
資
本
の
自
由
化
が
日
程
に
の
ぼ
っ

て
き
た
こ
と
が
、
関
係
者
の
危
機
感
を
い
っ
そ
う
つ
の
ら
せ
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
日
米
間
の
貿
易
不
均
衡

是
正
の
一
環
と
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
機
器
の
輸
入
と
資
本
の
自
由
化
を
日
本
政
府
に
強
く
迫
り
、
日
本

政
府
は
当
初
は
部
分
的
な
自
由
化
で
そ
の
要
請
に
応
じ
て
い
た
が
、
一
九
七
三
年
四
月
に
い
た
り
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
本
体
や
周
辺
装
置
、
部
品
と
も
八
〇
年
十
二
月
を
も
っ
て
完
全
自
由
化
す
る
と
の
日
程
を
発
表
し
た
。
こ

う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
政
府
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
産
業
を
戦
略
産
業
と
し
て
位
置
づ
け
、
積
極
的
な
支
援
を
行

な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

通
産
省
が
打
ち
出
し
た
支
援
策
は
、
国
産
六
社
を
三
つ
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
Ｉ
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Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
３
７
０
に
対
抗
す
る
機
種
の
開
発
に
共
同
で
取
り
組
み
、
そ
れ
に
対
し
て
助
成
を
行
な
う
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。
各
社
の
提
携
は
、
日
立
製
作
所
と
富
士
通
、
三
菱
電
機
と
沖
電
気
、
日
本
電
気
と
東
芝
と
い

う
組
み
合
わ
せ
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
電
気
と
東
芝
が
手
を
結
ん
だ
背
景
の
一
つ
に
は
、
両
社

が
と
も
に
ア
メ
リ
カ
の
Ｈ
Ｉ
Ｓ
社
と
提
携
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ

日
本
電
気
は
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

シ
リ
ー
ズ
２
２
０
０
に
代
わ
る
新
シ
リ
ー
ズ
の
開
発
を
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
社
の
新
機
種
開

発
計
画
（N

ew
Product

Line

＝
Ｎ
Ｐ
Ｌ
）
に
沿
っ
て
、
同
社
と
共
同
で
行
な
う
方
針
だ
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｌ
は
大

幅
に
遅
延
し
た
が
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
十
月
、
小
林
社
長
と
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
社
の
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
社

長
と
の
会
談
で
、
両
社
の
共
同
開
発
計
画
が
合
意
さ
れ
、
七
二
年
四
月
、
技
術
援
助
契
約
が
結
ば
れ
た
。
一
方
、

国
内
で
は
七
一
年
十
一
月
、
新
シ
リ
ー
ズ
開
発
を
東
芝
と
共
同
で
行
な
う
こ
と
が
正
式
に
合
意
さ
れ
た
。
し
た

が
っ
て
新
シ
リ
ー
ズ
開
発
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
社
側
の
Ｎ
Ｐ
Ｌ
に
沿
っ
て
、
日
本
電
気
と
東
芝
が
機
種
を
分
担
し
て
行

な
う
形
と
な
っ
た
。

日
本
電
気
と
東
芝
は
一
九
七
二
年
八
月
、「
新
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
リ
ー
ズ
技
術
研
究
組
合
」
を
設
立
し
て
、

同
年
度
に
開
始
さ
れ
た
補
助
金
制
度
の
適
用
を
受
け
、
新
シ
リ
ー
ズ
の
開
発
に
乗
り
出
し
た
。
両
社
の
役
割
分

担
と
し
て
は
、
日
本
電
気
が
中
心
と
な
っ
て
小
型
機
と
中
型
機
、
東
芝
が
中
心
と
な
っ
て
大
型
機
の
開
発
に
当

た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
東
芝
担
当
の
大
型
機
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
社
が
吸
収
し
た
Ｇ
Ｅ
社
の
系
統
の
機
種
を
モ
デ
ル
と

す
る
も
の
で
、
日
本
電
気
が
担
当
す
る
下
位
機
種
と
は
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
異
に
し
た
。
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新
シ
リ
ー
ズ
の
発
表
に
先
立
つ
一
九
七
四
年
三
月
、
両
社
は
日
電
東
芝
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
）
を
設

立
し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
は
両
社
の
開
発
計
画
の
調
整
や
営
業
活
動
の
支
援
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
資
本
金

は
一
〇
億
円
（
日
本
電
気
六
〇
％
、
東
芝
四
〇
％
出
資
）、
社
長
に
は
日
本
電
気
の
前
専
務
取
締
役
で
情
報
処

理
事
業
を
担
当
し
て
い
た
出
川
雄
二
郎
が
就
任
し
た
。

一
九
七
四
年
五
月
、
日
本
電
気
と
東
芝
は
国
産
三
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
は
い
ち
ば
ん
早
く
、「
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ

リ
ー
ズ
７
７
」
と
名
づ
け
た
新
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
小
・
中
型
領
域
に
属
す
る
シ
ス
テ
ム
２
０
０
、
３
０
０
、
４

０
０
の
三
機
種
を
発
表
し
た
。
つ
づ
い
て
同
年
十
一
月
に
大
型
の
シ
ス
テ
ム
６

０
０
と
７
０
０
を
、
七
五
年
六
月
に
中
型
の
シ
ス
テ
ム
５
０
０
を
発
表
し
、
翌

七
六
年
四
月
に
は
シ
ス
テ
ム
６
０
０
、
７
０
０
の
上
位
機
種
に
相
当
す
る
超
大

型
の
シ
ス
テ
ム
８
０
０
と
９
０
０
を
発
表
し
て
当
面
の
開
発
を
完
了
し
た
。
こ

の
間
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
社
が
Ｏ
Ｓ
（O

perating
System

＝
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
の

開
発
を
中
断
す
る
な
ど
紆
余
曲
折
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
成
果
に
つ
い
て
、
通
産

省
は
「
国
産
メ
ー
カ
ー
と
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
の
格
差
は
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
関
す
る
か
ぎ

り
、
互
角
の
水
準
に
達
し
た
」
と
評
価
し
た
。

Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
に
追
随
す
る
方
式
は
と
ら
ず
、
基
本
的
に

独
自
の
技
術
路
線
を
貫
い
た
。
戦
略
上
、
国
内
の
他
の
グ
ル
ー
プ
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ
機

種
と
の
互
換
性
を
持
つ
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
パ
チ
ブ
ル
路
線
」
を
選
択
し
た
の

と
決
定
的
な
違
い
だ
っ
た
。
当
時
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
と
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し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
、
分
散
処
理
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
、

多
次
元
処
理
と
い
っ
た
機
能
を
重
視
す
る
考
え
方
が
強
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
は
、
小
型
機

か
ら
大
型
機
ま
で
す
べ
て
の
機
種
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
、
分
散
処
理
を
指
向
し
て
い
た
。
ま
た
、
超

大
型
機
シ
ス
テ
ム
８
０
０
と
９
０
０
は
、
主
要
装
置
が
完
全
に
二
重
化
さ
れ
た
高
信
頼
性
に
加
え
、
世
界
最
高

の
集
積
度
を
持
つ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
（Large

Scale
IC

＝
大
規
模
集
積
回
路
）、
三
六
〇
〇
ゲ
ー
ト
を
有
す
る
Ｌ
Ｓ
Ｉ

高
密
度
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
世
界
最
先
端
の
技
術
を
駆
使
し
た
も
の
で
、マ
ル
チ
プ
ロ
セ
ッ
サ
構
成
を
可
能
と
し
、

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
３
７
０
の
最
上
位
機
種
モ
デ
ル
１
６
８
を
は
る
か
に
上
回
る
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
備

え
て
い
た
。

Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
は
時
代
を
先
取
り
し
、
市
場
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
て
い
た
た
め
、
好
調
な
売
れ
行
き
を
示

し
、
一
九
七
八
年
六
月
末
時
点
で
、
国
産
各
社
の
新
シ
リ
ー
ズ
の
な
か
で
四
〇
％
強
の
シ
ェ
ア
を
占
め
た
。
ま

た
同
年
十
月
に
は
、
シ
リ
ー
ズ
の
最
上
位
シ
ス
テ
ム
９
０
０
モ
デ
ル
２
を
大
阪
大
学
計
算
機
セ
ン
タ
ー
に
納
入

し
た
。
こ
れ
は
超
大
型
機
と
し
て
は
日
本
で
は
じ
め
て
一
六
キ
ロ
ビ
ッ
ト
の
Ｍ
Ｏ
Ｓ
・
Ｌ
Ｓ
Ｉ
メ
モ
リ
を
採
用

し
、
さ
ら
に
四
台
の
演
算
処
理
装
置
を
備
え
た
大
規
模
な
マ
ル
チ
プ
ロ
セ
ッ
サ
シ
ス
テ
ム
で
、
処
理
能
力
で
は

当
時
、
世
界
最
大
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
し
て
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
の
発
表
過
程
で
、日
本
電
気
は
将
来
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
事
業
の
発
展
を
見
越
し
て
、

い
く
つ
か
の
布
石
を
打
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
一
九
七
四
年
九
月
の
日
本
電
気
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
Ｎ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
）

の
設
立
で
あ
る
。
同
社
は
、
ま
ず
東
京
、
大
阪
の
セ
ン
タ
ー
に
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
の
大
型
機
を
設
置
し
て
受

託
計
算
な
ど
の
情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
行
な
っ
た
が
、
や
が
て
デ
ー
タ
通
信
用
回
線
の
開
放
が
実
施
さ
れ
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る
の
に
と
も
な
っ
て
、
Ｖ
Ａ
Ｎ
（
付
加
価
値
通
信
網
）
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
展
開
へ
と
進
ん
だ
。

も
う
一
つ
は
、
一
九
七
五
年
九
月
の
日
本
電
気
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
設
立
で
あ
る
。
主
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
・
販
売
に
当
た
る
も
の
で
、
今
日
で
は
同
種
の
各
地
域
別
会

社
の
展
開
を
み
る
に
い
た
っ
て
い
る
が
、
同
社
は
そ
の
先
駆
と
な
っ
た
。

オ
フ
コ
ン
、
ミ
ニ
コ
ン
、
そ
し
て
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ａ
へ

日
本
電
気
に
は
超
小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
し
て
、
一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
か
ら
発
売
し
て
い
る
Ｎ
Ｅ

Ａ
Ｃ
―

１
２
０
０
シ
リ
ー
ズ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
式
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
あ
っ
た
。
六
七
年
二

月
に
発
売
し
た
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

１
２
４
０
は
、
全
面
的
に
Ｉ
Ｃ
を
採
用
し
た
世
界
初
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
だ
っ
た
。

出
荷
は
好
調
で
、
七
〇
年
九
月
に
は
一
〇
〇
〇
台
を
超
え
た
。
超
小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
市
場
の
拡
大
に
つ
れ
て

競
争
も
激
化
し
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
な
処
理
能
力
を
求
め
る
な
ど
高
度
化
し
た
。

こ
れ
に
応
え
て
、
日
本
電
気
は
一
九
七
三
年
八
月
、
従
来
の
超
小
型
機
に
比
べ
て
飛
躍
的
に
機
能
を
向
上
さ

せ
た
新
機
種
「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
１
０
０
」
を
発
売
し
た
。
こ
れ
は
通
信
制
御
機
能
を
内
蔵
し
た
コ
ン
パ
ク

ト
で
信
頼
性
の
高
い
製
品
で
、
素
人
に
も
簡
単
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
れ
る
標
準
手
法
も
用
意
し
た
も
の
だ
っ

た
。
適
用
業
務
の
範
囲
も
広
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
も
可
能
だ
っ
た
。
し
か
も
、
リ
ー
ス
料
金
も
最
小
の
標
準

構
成
の
も
の
で
月
九
万
円
と
低
廉
だ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
高
価
で
専
門
の
オ
ペ
レ
ー
タ
を
必
要
と
す
る
特
別
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

た
。
シ
ス
テ
ム
１
０
０
は
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
破
り
、
発
売
一
カ
月
で
三
六
〇
台
も
の
受
注
を
得
る
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と
い
う
驚
異
的
な
売
れ
行
き
を
示
し
た
。
シ
ス
テ
ム
１
０
０
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
な
じ
み
の
薄
か
っ
た
中
小
企
業
に
も
歓
迎
さ
れ
、
新
し
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
市
場

を
切
り
拓
い
た
。
日
本
電
気
は
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
次
々
に
シ
ス
テ
ム
１

０
０
の
新
し
い
モ
デ
ル
を
投
入
し
、
新
し
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
展
開

し
た
。

こ
う
し
た
超
小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
市
場
拡
大
と
普
及
を
み
て
、
日
本
電
子
工

業
振
興
協
会
は
そ
の
種
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
「
オ
フ
ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
と
名

づ
け
、
そ
の
名
称
が
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
電
気
は
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
は
別
に
、
各
種
の
制
御
な
ど
に
用
い
ら
れ
る

特
殊
用
途
の
「
ミ
ニ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
も
、
早
く
か
ら
手
が
け
て
い
た
。
一
九
六
九

年
に
発
売
し
た
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

３
２
０
０
、
お
よ
び
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

Ｍ
４
が
そ
れ
で
あ
り
、

Ｉ
Ｃ
技
術
の
発
展
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
は
い
っ
そ
う
高
度
の
性
能
を
持
つ
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ

―

３
２
０
０
モ
デ
ル
７
０
、
Ｍ
４
／
ｎ
、
Ｍ
４
／
ｆ
な
ど
へ
発
展
し
て
い
っ
た
。

昭
和
五
十
年
代
の
初
頭
に
お
い
て
、
日
本
電
気
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
は
、
小
型
か
ら
超
大
型
ま
で
の
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
を
中
心
に
、
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
１
０
０
系
統
の
オ

フ
コ
ン
、
そ
し
て
特
殊
用
途
の
ミ
ニ
コ
ン
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
た
。
加
え
て
、
周
辺
装
置
や
端
末
機
器
に

も
、
め
ざ
ま
し
い
技
術
的
発
展
が
み
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
大
小
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
端
末
機
器
を
必
要
に
応
じ

て
配
置
し
、
そ
れ
ら
を
通
信
回
線
で
接
続
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
分
散
的
に
情
報
を
処
理
す
る
。
コ
ン
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ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
の
仕
方
と
し
て
は
、
そ
う
し
た
分
散
処
理
方
式
が
有
効
で
あ
り
実
際
的
で
は
な
い
か
と
の
考

え
方
が
成
熟
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
技
術
的
条
件
が
整
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
電
気
は
一
九
七
六
年
十
二
月
、
そ
の
構
想
を
現
実
化
し
た
分
散
処
理
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
完
成
し
て
、

「
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ａ
」（D

istributed
Inform

ation
processing

N
etw
ork
Architecture

）
と
命
名
し
て
発
表
し
た
。

４
電
子
デ
バ
イ
ス
事
業

シ
リ
コ
ン
半
導
体
が
主
流
に

日
本
電
気
は
半
導
体
事
業
に
お
い
て
、
民
生
用
と
し
て
主
流
だ
っ
た
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
で
は
な
く
、
シ
リ
コ
ン

を
素
材
と
す
る
半
導
体
の
開
発
に
重
点
を
置
い
た
。
こ
れ
が
、
の
ち
に
日
本
電
気
が
半
導
体
業
界
で
優
位
を
築

く
基
礎
と
な
っ
た
。

シ
リ
コ
ン
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
は
高
周
波
、
高
出
力
、
高
信
頼
度
化
が
進
む
に
つ
れ
、
通
信
機
器
に
広
く
浸
透
し

は
じ
め
、
シ
リ
コ
ン
を
素
材
と
す
る
マ
イ
ク
ロ
デ
ィ
ス
ク
・
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
価
格
は
量
産
効
果
に
よ
っ
て
大

幅
に
低
下
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
さ
ら
に
シ
リ
コ
ン
化
を
促
進
し
た
。
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
ご
ろ
か

ら
は
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
や
音
響
機
器
の
固
体
化
（
半
導
体
化
）
が
始
ま
り
、
シ
リ
コ
ン
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
は
市
場
の

要
請
に
応
え
る
形
で
、
よ
り
低
コ
ス
ト
の
樹
脂
モ
ー
ル
ド
に
よ
る
量
産
化
へ
発
展
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
シ

リ
コ
ン
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
は
、
民
生
用
に
お
い
て
も
主
流
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
日
本
電
気
の
半
導
体
の
売
り
上
げ
に
も
反
映
し
、
一
九
六
四
年
度
に
は
六
〇
億
円
だ
っ
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た
売
上
高
が
七
一
年
度
に
は
一
七
〇
億
円
に
な
っ
た
な
か
で
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
売
上
高
は
二

〇
億
円
か
ら
一
〇
億
円
以
下
に
減
少
し
た
。

一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
も
、
日
本
電
気
の
半
導
体
の
売
上
高
は
毎
年
高
い
伸
び
を
つ
づ
け
、
一
九
七
七
年

度
に
は
四
三
〇
億
円
に
達
し
た
。
こ
の
時
期
の
特
徴
は
、
社
内
向
け
よ
り
も
社
外
向
け
が
大
き
く
伸
び
、
し
か

も
民
生
用
の
伸
び
が
著
し
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
一
九
七
二
年
度
に
は
工
業
用
と
民
生
用
の
比
率

が
六
対
四
だ
っ
た
も
の
が
、
七
七
年
度
に
は
四
対
六
と
逆
転
し
た
。

こ
う
し
た
需
要
急
増
に
対
処
す
る
た
め
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
に
は
同
業
各
社
も
地
方
工
場
の
新
増
設
に
走

っ
た
。
日
本
電
気
も
九
州
日
本
電
気
、
山
形
日
本
電
気
の
建
設
・
拡
張
を
相
つ
い
で
決
定
し
た
。
生
産
工
程
も

半
自
動
化
か
ら
全
自
動
化
へ
と
進
み
、
生
産
性
は
一
〇
倍
も
向
上
し
て
製
品
価
格
の
大
幅
引
き
下
げ
を
実
現
し

た
。

Ｉ
Ｃ
か
ら
Ｌ
Ｓ
Ｉ
へ

Ｉ
Ｃ
（
集
積
回
路
）
は
、
従
来
の
部
品
と
回
路
と
を
新
し
い
技
術
で
一
体
化
し
た
機
能
商
品
で
あ
る
。
そ
の

開
発
・
実
用
化
に
は
、
デ
バ
イ
ス
か
ら
シ
ス
テ
ム
に
い
た
る
ま
で
広
範
な
専
門
知
識
を
必
要
と
す
る
。
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
の
総
合
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
日
本
電
気
に
と
っ
て
は
最
も
適
し
た
分
野
で
あ
り
、
事
実
、
日
本
電
気

は
社
内
関
係
部
門
の
英
知
を
集
め
て
開
発
・
実
用
化
に
取
り
組
み
、
国
内
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
の
地
位
を
築
く
の

で
あ
る
。

一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
一
月
、
世
界
最
大
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
Ｔ
Ｉ
社
が
日
本
政
府
に
対
し
て
一
〇
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〇
％
出
資
の
日
本
法
人
の
設
立
を
申
請
し
た
。
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
向
け
に
Ｉ
Ｃ
の
生
産
を
始
め
よ
う
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。
こ
れ
は
日
本
の
関
係
業
界
や
通
産
省
に
危
機
感
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
、
Ｉ
Ｃ
へ
の
関
心
を
に
わ
か

に
高
め
さ
せ
、
開
発
の
取
り
組
み
を
急
が
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。
Ｔ
Ｉ
社
の
日
本
進
出
に
つ
い
て
は
、
通
産
省

は
国
内
産
業
保
護
の
観
点
か
ら
日
本
側
と
の
折
半
出
資
の
条
件
を
提
示
し
、
Ｔ
Ｉ
社
側
が
こ
れ
に
抵
抗
す
る
な

ど
難
航
の
末
に
、
一
九
六
八
年
四
月
、
Ｔ
Ｉ
社
と
ソ
ニ
ー
が
折
半
出
資
し
て
「
日
本
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル

メ
ン
ツ
」
を
設
立
す
る
こ
と
で
決
着
し
た
。

そ
の
間
、
日
本
電
気
は
一
九
六
四
年
に
Ｍ
Ｏ
Ｓ
・
Ｉ
Ｃ
の
開
発
に
着
手
し
、
六
五
年
秋
に
は
Ｐ
チ
ャ
ネ
ル
Ｍ

Ｏ
Ｓ
・
Ｉ
Ｃ
の
開
発
に
成
功
し
て
い
た
。
さ
ら
に
同
年
九
月
か
ら
始
ま
っ
た
、
通
産
省
の
超
高
性
能
大
型
電
子

計
算
機
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
日
立
製
作
所
、
富
士
通
、
東
芝
と
と
も
に
参
加
し
、
Ｍ
Ｏ
Ｓ
メ
モ
リ

の
開
発
を
担
当
し
た
。

こ
の
こ
ろ
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｉ
Ｃ
の
集
積
度
を
さ
ら
に
高
め
た
Ｌ
Ｓ
Ｉ
が
、
技
術
的
な
課
題
に
な
り
は

じ
め
て
い
た
。
Ｌ
Ｓ
Ｉ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
い
っ
そ
う
高
度
の
設
計
、
製
造
技
術
を
必
要
と
す
る
。

こ
う
し
た
技
術
の
動
向
を
に
ら
み
な
が
ら
、
小
林
社
長
は
Ｉ
Ｃ
事
業
を
今
後
の
全
社
事
業
発
展
の
中
核
に
し

よ
う
と
決
意
し
た
。
そ
の
た
め
に
一
九
六
六
年
十
一
月
、
社
内
の
専
門
技
術
者
を
集
め
て
集
積
回
路
設
計
本
部
、

半
導
体
集
積
回
路
製
造
本
部
、
薄
膜
集
積
回
路
製
造
本
部
を
集
積
回
路
事
業
グ
ル
ー
プ
内
に
発
足
さ
せ
、
集
積

回
路
設
計
本
部
長
に
は
の
ち
に
「
ミ
ス
タ
ー
半
導
体
」
の
異
名
を
と
る
大
内
淳
義
（
の
ち
に
会
長
）
を
起
用
し

た
。
翌
年
に
は
同
事
業
グ
ル
ー
プ
は
、
半
導
体
・
集
積
回
路
事
業
グ
ル
ー
プ
と
改
称
さ
れ
、
半
導
体
・
集
積
回

路
販
売
事
業
部
が
新
設
さ
れ
た
。
同
事
業
部
の
事
業
部
長
に
は
、
服
部
季
夫
（
の
ち
に
専
務
取
締
役
）
が
就
任
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し
た
。
当
時
、
日
本
電
気
の
半
導
体
は
七
〜
八
割
が
社
内
向
け
で
、
社
外
販
売
は
わ

ず
か
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
半
導
体
事
業
に
は
、
外
部
の
市
場
動
向
に
鈍
感
な
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
。
服
部
は
市
場
の
動
き
に
「
半
歩
先
行
」
す
る
こ
と
を
旗
印
に
本
格
的
な

マ
ー
ケ
ッ
ト
オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド
な
販
売
体
制
の
確
立
に
努
め
、
そ
れ
を
実
現
し
て
い

く
。一

九
六
八
年
三
月
に
は
通
産
省
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
研
究
成
果
と
し
て
、

世
界
で
は
じ
め
て
の
高
速
Ｎ
チ
ャ
ネ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｓ
・
Ｉ
Ｃ
メ
モ
リ
（
一
四
四
ビ
ッ
ト
）
の

開
発
に
成
功
し
た
。
今
で
こ
そ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
メ
モ
リ
は
Ｎ
チ
ャ
ネ
ル
が
常
識
に
な
っ
て
い

る
が
、
当
時
は
Ｐ
チ
ャ
ネ
ル
が
世
界
的
な
傾
向
だ
っ
た
。
日
本
電
気
の
技
術
陣
は
、

原
理
的
に
速
度
性
に
優
れ
た
Ｎ
チ
ャ
ネ
ル
に
着
目
し
、
世
界
に
先
駆
け
て
高
速
Ｉ
Ｃ
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

Ｉ
Ｃ
か
ら
Ｌ
Ｓ
Ｉ
へ
の
動
き
を
促
進
し
た
の
は
、
電
子
式
卓
上
計
算
機
（
電
卓
）
の
開
発
競
争
だ
っ
た
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
か
れ
た
一
九
六
四
年
は
、
国
内
の
複
数
の
メ
ー
カ
ー
が
一
斉
に
電
子
式
卓
上
計
算
機
を

発
表
し
た
年
で
あ
り
、「
電
卓
元
年
」
と
呼
ば
れ
た
り
も
す
る
。
そ
れ
ら
は
真
空
管
や
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
使
っ

た
も
の
だ
っ
た
の
で
、
最
小
の
も
の
で
も
重
さ
が
一
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
、
値
段
は
四
〇
万
円
か
ら
八
〇
万

円
も
す
る
代
物
だ
っ
た
。
日
本
電
気
は
電
卓
の
小
型
化
を
図
る
早
川
電
機
工
業
（
現
在
の
シ
ャ
ー
プ
）
か
ら
の

要
請
を
受
け
て
、
電
卓
用
Ｍ
Ｏ
Ｓ
・
Ｉ
Ｃ
を
開
発
し
た
。
電
卓
用
の
素
子
は
I
C
か
ら
さ
ら
に
L
S
I
へ
と
進

ん
だ
。
日
本
電
気
も
六
九
年
一
月
に
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
（C

om
puter-A

ided
D
esign

）
技
術
を
駆
使
し
て
電
卓
用
Ｍ

Ｏ
Ｓ
・
Ｌ
Ｓ
Ｉ
シ
リ
ー
ズ
を
完
成
し
て
、
Ｌ
Ｓ
Ｉ
時
代
へ
の
準
備
を
整
え
た
。
七
二
年
に
は
、
一
個
の
Ｌ
Ｓ
Ｉ
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で
全
機
能
を
こ
な
す
電
卓
が
登
場
し
て
電
卓
の
い
っ
そ
う
の
小
型
軽
量
化
と
低
価
格
化
の
競
争
に
拍
車
を
か

け
、
そ
れ
が
ま
た
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
技
術
革
新
を
促
し
た
。

一
九
七
三
年
秋
に
突
発
し
た
第
一
次
石
油
危
機
に
よ
っ
て
日
本
経
済
は
混
乱
と
不
況
に
陥
る
。
Ｉ
Ｃ
、
Ｌ
Ｓ

Ｉ
の
需
要
も
落
ち
こ
み
、
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
多
く
は
設
備
投
資
を
抑
制
す
る
な
ど
し
て
守
り
の
姿
勢
に
入
っ

た
な
か
で
、
日
本
電
気
は
半
導
体
の
技
術
動
向
と
市
場
予
測
に
も
と
づ
い
て
高
レ
ベ
ル
の
投
資
を
継
続
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
次
々
に
新
製
品
を
市
場
に
送
り
だ
す
こ
と
が
で
き
、
日
本
電
気
の
電
卓
用
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
シ
ェ
ア
は

急
速
に
高
ま
っ
た
。
七
三
年
六
月
時
点
で
一
五
％
だ
っ
た
シ
ェ
ア
は
、
翌
年
同
月
に
は
四
〇
％
台
に
乗
り
、
ト

ッ
プ
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
、
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
を
輸
出
す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
日
本

電
気
が
一
九
七
四
年
に
開
発
し
た
四
キ
ロ
ビ
ッ
ト
D
Ｒ
Ａ
Ｍ
（D

ynam
ic
Random

A
ccess

M
em
ory

＝
記

憶
保
持
動
作
を
必
要
と
す
る
読
み
書
き
自
由
な
メ
モ
リ
）
は
高
品
質
で
優
秀
な
性
能
を
持
つ
こ
と
か
ら
高
く
評

価
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
の
売
り
上
げ
を
爆
発
的
に
伸
ば
し
て
い
っ
た
。

マ
イ
コ
ン
の
登
場

電
卓
用
Ｉ
Ｃ
の
高
度
化
の
要
請
は
、
情
報
処
理
能
力
を
も
つ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
素
子
の
開
発
に
つ
な
が
っ
て
い
っ

た
。
”ワ
ン
チ
ッ
プ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
“、
す
な
わ
ち
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
マ
イ
コ
ン
）
の
出
現
で
あ
る
。

そ
の
第
一
号
が
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
十
一
月
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
テ
ル
社
が
発
表
し
た
四
ビ
ッ

ト
・
マ
イ
コ
ン
だ
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
の
電
卓
メ
ー
カ
ー
か
ら
持
ち
こ
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
製
品
化
し
た
も
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の
だ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
日
本
電
気
も
シ
ャ
ー
プ
か
ら
の
要
請
で
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
（Point

of
Sales

＝
販
売
時
点
情
報
管
理
）

端
末
用
に
同
様
の
機
能
を
持
つ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
開
発
に
当
た
っ
て
い
た
。
イ
ン
テ
ル
社
に
先
を
越
さ
れ
た
も
の
の
、

わ
ず
か
に
遅
れ
て
一
九
七
二
年
四
月
、
国
産
初
の
マ
イ
コ
ン
「
μ
Ｐ
Ｄ
７
０
０
シ
リ
ー
ズ
」
を
完
成
さ
せ
た
。

こ
れ
は
二
チ
ッ
プ
の
Ｃ
Ｐ
Ｕ
と
五
チ
ッ
プ
の
周
辺
用
Ｌ
Ｓ
Ｉ
で
構
成
さ
れ
た
、
Ｐ
チ
ャ
ネ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｓ
・
Ｉ
Ｃ
だ

っ
た
。

こ
の
開
発
で
自
信
を
つ
け
た
日
本
電
気
技
術
陣
は
、
Ｎ
チ
ャ
ネ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
実
用
化
に
挑
戦
し
た
。
Ｎ
チ
ャ

ネ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｓ
は
演
算
速
度
が
速
い
と
い
う
利
点
が
あ
っ
た
が
、
製
造
工
程
に
困
難
が
あ
る
た
め
、
実
用
化
に
取

り
組
む
企
業
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
電
気
は
将
来
、
Ｎ
チ
ャ
ネ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｓ
こ
そ
が
主
流
に
な

る
も
の
と
確
信
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
克
服
し
て
、
一
九
七
三
年
八
月
、
世
界
初
の
Ｎ
チ
ャ
ネ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｓ
四

ビ
ッ
ト
・
マ
イ
コ
ン
「
μ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
―

４
」
の
製
品
化
に
成
功
し
た
。
こ
の
マ
イ
コ
ン
は
汎
用
マ
イ
コ
ン
と
し
て

は
国
内
初
の
も
の
で
、
国
内
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ジ
ス
タ
ー
用
と
し
て
よ
く
売
れ
た
。
さ
ら
に
翌
七
四
年
八
月
に

は
イ
ン
テ
ル
社
製
と
互
換
性
の
あ
る
八
ビ
ッ
ト
・
マ
イ
コ
ン
「
μ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
―

８
」
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
日
本
電
気
は
名
実
と
も
に
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
テ
ル
社
、
F
C
S
社
、
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
社
な
ど
の
大
手
マ
イ

コ
ン
メ
ー
カ
ー
と
肩
を
並
べ
る
に
い
た
っ
た
。
同
年
十
一
月
に
は
一
六
ビ
ッ
ト
・
マ
イ
コ
ン
「
μ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
―

1

6
」
を
発
表
し
、
国
産
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
最
も
早
く
四
、
八
、
一
六
ビ
ッ
ト
の
マ
イ
コ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
擁

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
て
マ
イ
コ
ン
の
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
整
っ
た
が
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
だ
け

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
ま
だ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ミ
シ
ン
メ
ー
カ
ー
に
マ
イ
コ
ン
の
導
入
を
勧
め
て
も
、「
マ

第Ⅱ部　エレクトロニクス時代へ向けて

166



イ
コ
ン
っ
て
何
で
す
か
」
と
聞
き
返
さ
れ
る
と
い
う
具
合
だ
っ
た
。
一
九
七
六
年
二
月
、
半
導
体
・
集
積
回
路

販
売
事
業
部
に
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
販
売
部
が
設
置
さ
れ
、
本
格
的
な
マ
イ
コ
ン
需
要
開
拓
戦
略
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

５
世
界
企
業
を
め
ざ
し
て

広
が
る
海
外
市
場

日
本
電
気
の
売
上
高
は
一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
年
度
に
一
〇
〇
〇
億
円
の
大
台
を
超
え
、
輸
出
も
一
〇

〇
億
円
を
突
破
し
た
。
折
し
も
日
本
経
済
は
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
の
さ
な
か
に
あ
り
、
国
際
収
支
は
黒
字
基
調

が
定
着
し
、
六
八
年
に
は
国
民
総
生
産
が
西
ド
イ
ツ
を
抜
い
て
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
で
世
界
第
二
位
と
な
っ
た
。

企
業
業
績
も
好
調
な
拡
大
が
つ
づ
い
た
。

一
九
六
九
年
は
日
本
電
気
の
創
立
七
〇
周
年
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
小
林
社
長
は
年
頭
の
訓
示
で
、「
本
年

は
当
社
が
大
型
化
、
国
際
化
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
年
で
あ
る
と
言
い
た
い
」
と
力
強
く
述
べ
た
。
ま
た
、

七
月
の
創
立
七
〇
周
年
に
際
し
、「
私
は
こ
こ
数
年
の
う
ち
に
、
当
社
を
ワ
ン
ビ
リ
オ
ン
ダ
ラ
ー
・
カ
ン
パ
ニ

ー
（
一
米
ド
ル
＝
三
六
〇
円
、
三
六
〇
〇
億
円
に
相
当
）
に
も
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
わ
れ

わ
れ
は
こ
の
よ
う
に
会
社
の
規
模
を
大
型
化
し
、
さ
ら
に
国
際
化
の
色
を
濃
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
企

業
と
し
て
資
本
力
、
技
術
力
、
経
営
力
を
貯
え
、
外
国
企
業
と
の
競
争
に
挑
戦
し
、
当
社
を
ま
す
ま
す
繁
栄
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
世
界
企
業
へ
の
展
望
と
決
意
を
示
し
た
。
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日
本
電
気
の
輸
出
は
、
通
信
機
器
を
主
体
に
東
南
ア
ジ
ア
の
近
隣
諸
国
か
ら
始
ま
り
、
中
近
東
、
大
洋
州
、

中
南
米
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
先
進
諸
国
に
お
い
て
は
通
常
、
通
信
機
器
は
自
国
企
業

か
ら
調
達
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
日
本
電
気
の
輸
出
は
お
の
ず
と
発
展
途
上
諸
国
に
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
い
わ
ゆ
る
第
三
世
界
の
市
場
は
、
旧
宗
主
国
の
企
業
の
支
配
下
に
あ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
こ
に

食
い
込
む
に
は
技
術
と
価
格
の
両
面
で
優
位
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
日
本
電
気
の
発
展
途
上
諸
国
へ
の

市
場
拡
大
は
、
そ
の
よ
う
な
試
練
を
乗
り
越
え
て
達
成
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

輸
出
を
機
種
別
に
み
る
と
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
装
置
や
衛
星
通
信
地
球
局
関
係
の
無
線

通
信
機
器
が
輸
出
の
牽
引
車
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
搬
送
端
局
な
ど
の
伝
送
機
器
が
こ
れ
に
つ
づ
き
、
六
〇
年

代
後
半
に
な
っ
て
通
信
シ
ス
テ
ム
の
主
役
で
あ
る
交
換
機
も
、
輸
出
市
場
に
本
格
的
に
登
場
し
て
き
た
。
そ
の

端
緒
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
六
八
年
の
タ
イ
か
ら
の
ク
ロ
ス
バ
交
換
機
大
量
受
注
で
、
翌
六
九
年
に
は
台
湾
か

ら
一
一
万
八
〇
〇
〇
回
線
の
交
換
網
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
日
本
電
気
を
中
心
と
す
る
日
本
企
業
連
合
が
受
注
に

成
功
し
た
。
台
湾
の
交
換
網
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
の
後
も
引
き
続
き
日
本
連
合
が
受
注
し
た
。
こ
う
し
た
海

外
市
場
の
広
が
り
に
と
も
な
い
、
私
設
交
換
機
や
宅
内
機
器
な
ど
の
単
体
製
品
、
端
末
機
器
も
輸
出
に
加
わ
り
、

一
九
七
三
年
ご
ろ
か
ら
半
導
体
、
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
電
子
デ
バ
イ
ス
が
先
進
国
向
け
に
登
場
し
て
く
る
。

一
九
七
〇
年
代
に
入
り
、
一
九
七
一
年
の
「
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」
と
そ
れ
に
つ
づ
く
円
切
り
上
げ
、
七

三
年
春
の
変
動
為
替
相
場
制
へ
の
移
行
、
そ
し
て
同
年
秋
の
第
一
次
石
油
危
機
と
、
経
済
環
境
は
激
変
し
た
。

円
切
り
上
げ
は
輸
出
環
境
を
厳
し
く
し
た
が
、
日
本
電
気
は
輸
出
先
で
高
い
評
価
と
信
頼
を
得
て
い
た
た
め
、

こ
れ
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。日
本
電
気
は
六
〇
年
代
後
半
か
ら
中
近
東
市
場
に
足
場
を
築
い
て
い
た
が
、
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石
油
危
機
後
に
は
原
油
価
格
の
大
幅
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
中
近
東
産
油
国
に
大
量
の
外
貨
収
入
が
も
た
ら
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
諸
国
は
一
躍
、
絶
好
の
輸
出
市
場
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
石
油
危
機
後
に
は

日
本
電
気
の
輸
出
は
大
幅
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
。

輸
出
高
の
推
移
を
み
る
と
、
一
九
七
〇
年
度
五
三
五
億
円
だ
っ
た
も
の
が
、
七
三
年
度
に
は
七
五
〇
億
円
と

な
り
、
翌
七
四
年
度
に
は
九
八
七
億
円
と
な
っ
た
。
七
七
年
度
の
輸
出
高
は
一
六
六
九
億
円
で
、
全
売
上
高
五

三
八
五
億
円
の
三
一
％
を
占
め
、
七
八
年
三
月
時
点
の
輸
出
先
は
一
二
三
カ
国
に
達
し
た
。

海
外
拠
点
の
展
開

輸
出
活
動
が
活
発
化
す
る
に
つ
れ
、
海
外
で
の
現
地
生
産
が
し
だ
い
に
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
き
た
。
発
展

途
上
国
が
国
産
化
政
策
を
強
め
、
輸
入
製
品
に
対
し
て
高
率
関
税
を
課
し
た
り
、
輸
入
禁
止
措
置
を
と
る
よ
う

な
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
た
こ
と
が
、
そ
れ
を
促
す
最
大
の
要
因
だ
っ
た
。
一
方
、
国
内
的
に
も
若
年
労
働
力
の

不
足
や
工
場
立
地
難
な
ど
、
海
外
進
出
を
考
慮
す
べ
き
事
情
が
あ
っ
た
。

日
本
電
気
は
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
、
単
独
進
出
や
現
地
企
業
と
の
合
弁
な
ど
の
形
で
、
相
つ
い
で
海
外

生
産
に
乗
り
出
し
た
。
第
一
号
は
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
三
月
、
メ
キ
シ
コ
に
設
立
し
た
日
本
電
気
一

〇
〇
％
出
資
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
メ
キ
シ
コ
で
あ
る
。メ
キ
シ
コ
で
は
衛
星
通
信
地
球
局
や
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
回
線
な
ど
、

多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
注
し
て
い
た
が
、
そ
の
納
入
機
器
の
保
守
・
修
理
も
兼
ね
て
、
通
信
機
の
生
産
・

販
売
を
目
的
と
し
て
設
立
し
た
も
の
だ
っ
た
。

つ
づ
い
て
同
年
十
一
月
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
一
〇
〇
％
出
資
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ブ
ラ
ジ
ル
を
設
立
し
た
。
日
本
電
気
は
ブ
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ラ
ジ
ル
全
土
を
カ
バ
ー
す
る
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
網
建
設
の
八
〇
％
を
受
注

し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
つ
づ
く
市
内
交
換
網
整
備
に
と
も
な
う
交
換
機
需

要
に
備
え
て
、
生
産
体
制
を
整
え
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
六
九
年
十
二
月
に
は
一
〇
〇
％
出
資
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

を
設
立
し
た
。
こ
れ
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
が
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
回
線

建
設
に
当
た
り
、
国
産
品
を
使
用
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
の
に
対
処
し

た
も
の
だ
っ
た
。

合
弁
会
社
と
し
て
は
、
一
九
七
〇
年
一
月
、
韓
国
の
三
星
グ
ル
ー
プ
と

合
弁
で
三
星
―

Ｎ
Ｅ
Ｃ
（
日
本
電
気
四
〇
％
出
資
、
受
信
管
と
ブ
ラ
ウ
ン

管
の
生
産
）
を
設
立
し
た
ほ
か
、
七
四
年
二
月
、
韓
国
の
通
信
機
国
産
化

に
協
力
す
る
た
め
金
星
電
気
に
二
〇
％
の
資
本
参
加
を
行
な
っ
た
。

一
九
七
一
年
八
月
に
は
イ
ラ
ン
政
府
と
の
間
に
、
伝
送
機
器
、
無
線
機

器
の
生
産
を
行
な
う
合
弁
会
社
イ
ラ
ン
Ｎ
Ｅ
Ｃ
（
日
本
電
気
四
〇
％
出
資
）

を
設
立
し
た
。
ま
た
、
七
三
年
四
月
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
策
企
業
ペ
ル
ナ
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
社
と
合
弁

で
、
搬
送
装
置
の
生
産
を
行
な
う
ペ
ル
ナ
ス
Ｎ
Ｅ
Ｃ
（
日
本
電
気
四
〇
％
出
資
）
を
設
立
し
た
。

以
上
の
海
外
生
産
拠
点
は
、
当
該
国
の
市
場
だ
け
を
対
象
と
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
世
界
市
場
を
対
象
と
す

る
電
子
デ
バ
イ
ス
に
つ
い
て
は
、
全
世
界
的
な
観
点
か
ら
生
産
拠
点
や
販
売
拠
点
を
設
置
し
て
い
く
戦
略
の
展

開
が
必
要
で
あ
っ
た
。
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こ
の
方
針
の
も
と
に
一
九
七
四
年
七
月
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
Ｅ
Ｃ
域
内
向
け
の
Ｉ
Ｃ
の
製
造
拠
点
と
し
て
Ｎ

Ｅ
Ｃ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
、
ま
た
同
月
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
東
南
ア
ジ
ア
向
け
半
導
体
組
立
工
場
と
し
て
Ｎ
Ｅ
Ｃ
マ

レ
ー
シ
ア
を
設
立
し
た
。
さ
ら
に
特
恵
関
税
の
活
用
な
ど
を
図
る
た
め
、
七
六
年
五
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
蛍

光
表
示
管
と
半
導
体
の
組
み
立
て
お
よ
び
販
売
を
行
な
う
Ｎ
Ｅ
Ｃ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
、
七
七
年
二
月
に
は
香
港

に
半
導
体
の
一
部
生
産
を
行
な
う
と
と
も
に
、
電
子
デ
バ
イ
ス
の
東
南
ア
ジ
ア
販
売
拠
点
と
な
る
Ｎ
Ｅ
Ｃ
香
港

を
設
立
し
た
。

販
売
拠
点
と
し
て
は
、
一
九
七
〇
年
十
二
月
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ッ
ポ
ン
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ア
メ
リ
カ
に
社
名
変
更
し
、
私
設
交
換
機
、
ボ
タ
ン
電
話
、
ペ
ー
ジ
ャ
な
ど
の
販
売
も
本
格
的
に

展
開
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
一
九
七
三
年
四
月
、
西
ド
イ
ツ
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
駐
在
員
事
務
所
を
発
展
的
に
解

消
し
、
西
欧
向
け
電
子
デ
バ
イ
ス
と
家
電
を
主
体
と
す
る
販
売
法
人
Ｎ
Ｅ
Ｃ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
（
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
）
を
設
立
し
た
。
こ
れ
は
拡
大
Ｅ
Ｃ
の
発
足
に
と
も
な
い
、
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
化
が
強
ま
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

た
の
で
、
現
地
法
人
の
設
立
を
急
い
だ
も
の
だ
っ
た
。
つ
い
で
六
月
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
お
よ
び
ア
フ
リ

カ
向
け
通
信
機
器
販
売
の
拠
点
と
し
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
ロ
ン
ド
ン

に
設
立
し
た
。

マ
イ
コ
ン
関
係
で
は
、
一
九
七
五
年
五
月
、
急
速
に
需
要
拡
大
が
予
想
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と

メ
モ
リ
の
販
売
お
よ
び
顧
客
に
対
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
支
援
を
行
な
う
Ｎ
Ｅ
Ｃ
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ズ

を
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
近
郊
に
設
立
し
た
。
さ
ら
に
七
七
年
四
月
、
ア
メ
リ
カ
市
場
向
け
に
開
発
し
た
超
小
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型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
プ
リ
ン
タ
の
販
売
を
行
な
う
Ｎ
Ｅ
Ｃ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
ズ
を
ボ
ス
ト
ン

に
設
立
し
、
ア
メ
リ
カ
市
場
へ
の
挑
戦
を
開
始
し
た
。
東
南
ア
ジ
ア
で
も
七
七
年
四
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
Ｎ

Ｅ
Ｃ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ズ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
設
立
し
、
周
辺
諸
国
の
市
場
を
対
象
に
小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

販
売
と
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
関
係
の
サ
ー
ビ
ス
や
保
守
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
行
な
う
体
制
を
整
え
た
。

６
新
し
い
経
営
姿
勢

Ｍ
Ｉ
Ｓ
の
導
入

日
本
電
気
が
自
社
の
経
営
管
理
の
た
め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入
し
た
の
は
、一
九
六
二
（
昭
和
三
十
七
）
年

二
月
、
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

２
２
０
３
を
設
置
し
た
の
が
始
ま
り
だ
っ
た
。
は
じ
め
は
主
に
営
業

実
績
統
計
、
受
注
伝
票
発
行
、
在
庫
管
理
、
給
与
計
算
な
ど
事
務
処
理
領
域
で
の
利
用
だ
っ
た
が
、
や
が
て
経

営
戦
略
策
定
の
た
め
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
た
。
六
六
年
一
月
か
ら
運
用
が
始
ま
っ
た
Ｍ
Ｓ

（M
aster

Scheduling

）
制
度
は
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
受
注
戦
略
を
策
定
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
開
発
さ
れ

た
も
の
で
、
経
営
管
理
に
Ｅ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
（Electronic

D
ata
Processing

System

）
を
導
入
す
る
第
一
号
だ
っ
た
。

一
九
六
八
年
十
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
Ｅ
Ｄ
Ｐ
化
本
部
を
改
組
し
て
、
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
本
部
（
Ｍ
Ｉ
Ｓ

本
部
）
を
新
設
、
い
っ
そ
う
の
Ｍ
Ｉ
Ｓ
（M

anagem
entInform

ation
System

）
の
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
七
一
年
四
月
に
は
、
経
営
計
画
シ
ス
テ
ム
（
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
―

Ｖ
１
）
が
開
発
さ
れ
、
非
定
例
・
非
定

型
の
経
営
情
報
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
開
始
さ
れ
た
。
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一
方
、
一
九
六
六
年
以
降
、
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
―

シ
リ
ー
ズ
２
２
０
０
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
事
業
部
で

の
Ｅ
Ｄ
Ｐ
化
も
進
展
し
た
。
従
来
の
在
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
ほ
か
に
、
進
度
管
理
、
設
計
情
報
管
理
の
分

野
に
ま
で
Ｅ
Ｄ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
個
別
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
一
巡
す
る
と
、
シ
ス
テ
ム
は
統
合
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
向
か
っ
た
。
ス

タ
ッ
フ
シ
ス
テ
ム
で
は
、
一
九
七
六
年
一
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
資
材
購
買
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｓ
）

は
本
格
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
各
事
業
部
で
も
統
合
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
構
築
が
進

め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
Ｅ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
の
開
発
管
理
と
運
用
を
Ｍ
Ｉ
Ｓ
本
部
に
集
中
す
る
こ
と
の
不
合
理
性
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
七
三
年
四
月
か
ら
は
、
再
び
分
散
化
す
る
方
針
を
と
っ
た
。
各
事
業
部
門
に
固
有
な
Ｅ

Ｄ
Ｐ
Ｓ
の
開
発
・
運
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
進
め
る
こ
と
と
し
、
Ｍ
Ｉ
Ｓ
本
部
は
全
社
的
シ
ス
テ
ム
と
最

高
経
営
者
の
意
思
決
定
を
支
え
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
開
発
を
中
心
に
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。

環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み

一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
経
済
の
高
度
成
長
は
歴
史
上
、
前
例
の
な
い
ほ
ど
に
め
ざ
ま
し
い

も
の
だ
っ
た
。
半
面
、
成
長
が
あ
ま
り
に
も
急
激
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
ひ
ず
み
も
現
れ
た
。
代
表
的
な
も
の

が
公
害
問
題
で
、
工
場
の
周
辺
住
民
に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
す
公
害
事
件
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
、
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
企
業
の
社
会
的
責
任
を
問
う
声
が
高
ま
り
、
裁
判
に
持
ち
こ
ま
れ
た
事
例
も
少
な
く

な
か
っ
た
。
経
済
成
長
そ
の
も
の
を
問
い
直
す
気
運
も
起
こ
り
、「
く
た
ば
れ
Ｇ
Ｎ
Ｐ
！
」
と
い
う
新
聞
企
画
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も
登
場
し
た
。

日
本
電
気
は
、
こ
う
し
た
問
題
が
顕
在
化
す
る
以
前
か
ら
、
公
害
発
生
防
止
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

一
九
六
二
（
昭
和
三
十
七
）
年
九
月
に
相
模
原
工
場
を
建
設
す
る
に
当
た
っ
て
、
交
換
機
部
門
の
メ
ッ
キ
工
程

に
と
も
な
う
廃
水
処
理
施
設
を
設
置
し
た
の
に
始
ま
り
、
六
七
年
に
は
府
中
工
場
に
新
設
し
た
メ
ッ
キ
工
場
に

廃
水
処
理
施
設
を
設
け
、
六
八
年
ご
ろ
か
ら
は
三
田
、
玉
川
の
既
設
工
場
に
も
公
害
防
止
施
設
を
設
置
し
た
。

こ
う
し
た
措
置
は
、
い
ず
れ
も
国
の
法
的
措
置
に
先
行
す
る
も
の
だ
っ
た
。

一
九
七
〇
年
に
は
公
害
防
止
関
係
事
項
を
担
当
す
る
役
員
を
任
命
し
、
こ
れ
に
直
属
す
る
公
害
防
止
環
境
管

理
部
を
設
置
し
た
。
七
一
年
に
は
関
連
会
社
四
二
社
の
公
害
関
係
責
任
者
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
ル
ー

プ
環
境
対
策
協
議
会
が
発
足
し
た
。
さ
ら
に
七
二
年
に
は
協
力
工
場
五
〇
社
の
ト
ッ
プ
経
営
者
を
メ
ン
バ
ー
と

す
る
Ｎ
Ｅ
Ｃ
協
力
会
社
環
境
対
策
懇
談
会
を
組
織
し
た
。

日
本
電
気
は
公
害
防
止
技
術
の
開
発
に
努
め
る
と
同
時
に
、
そ
の
事
業
化
を
図
っ
た
。
た
と
え
ば
、
廃
水
処

理
施
設
か
ら
出
る
ス
ラ
ッ
ジ
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
固
形
化
す
る
技
術
や
、
メ
ッ
キ
工
場
の
完
全
ク
ロ
ー
ズ
ド
廃

水
処
理
シ
ス
テ
ム
、
重
金
属
廃
水
の
フ
ェ
ラ
イ
ト
法
処
理
技
術
な
ど
で
あ
る
。
一
九
七
三
年
九
月
に
は
、
公
害

防
止
技
術
研
究
所
を
設
置
す
る
と
同
時
に
、
こ
う
し
た
公
害
防
止
技
術
を
事
業
と
し
て
取
り
扱
う
日
本
電
気
環

境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
設
立
し
た
。

ク
オ
リ
テ
ィ
作
戦

一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
一
月
、
小
林
社
長
は
、
こ
れ
か
ら
の
新
た
な
経
営
指
針
と
し
て
「
ク
オ
リ
テ
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ィ
作
戦
」
を
全
社
員
に
向
け
て
発
表
し
た
。「
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」
に
つ
づ
く
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
合
意
が
な

さ
れ
た
直
後
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
作
戦
は
円
切
り
上
げ
に
対
す
る
応
急
策
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
時
代

の
動
向
を
見
す
え
て
基
本
的
な
経
営
理
念
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
小
林
社
長
は
、「
量
的
拡
大

よ
り
も
質
的
充
実
を
」
と
訴
え
、「
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
ク
オ
リ
テ
ィ
に
注
目
し
、
事
業
運
営
の
ク
オ
リ
テ
ィ

を
高
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
社
会
全
体
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
追
求
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で

あ
る
。
公
害
問
題
も
消
費
者
運
動
も
社
会
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
高
め
、
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
を
追
求
す

る
も
の
で
あ
る
。
当
社
は
、
す
ぐ
れ
た
ク
オ
リ
テ
ィ
の
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の

ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
の
向
上
に
も
貢
献
し
た
い
」
と
、
そ
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
を
述
べ
た
。

ク
オ
リ
テ
ィ
作
戦
は
、
次
の
七
項
目
を
重
点
目
標
と
し
て
掲
げ
た
。

①
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
Ｑ
（
質
）
の
向
上

②
　
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
Ｑ
の
向
上

③
　
職
場
環
境
の
Ｑ
の
向
上

④
　
地
域
社
会
と
の
関
係
の
Ｑ
の
向
上

⑤
　
人
間
の
ビ
ヘ
イ
ビ
ア
の
Ｑ
の
向
上

⑥
　
業
績
の
Ｑ
の
向
上

⑦
　
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
Ｑ
の
向
上

小
林
宏
治
は
の
ち
に
、
こ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
作
戦
を
構
想
す
る
に
当
た
っ
て
発
想
の
原
点
に
な
っ
た
の
は
、
日

本
電
気
の
創
業
当
時
の
モ
ッ
ト
ー
「
ベ
タ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
、
ベ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
だ
っ
た
、
と
回
顧
し
て
い
る
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（『
構
想
と
決
断
』）。
ま
さ
に
「
温
故
知
新
」
だ
っ
た
。

一
九
七
四
年
十
一
月
、こ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
作
戦
が
ユ
ニ
ー
ク
な
全
体
品
質
管
理
運
動
の
展
開
で
あ
る
と
し
て
、

小
林
社
長
に
デ
ミ
ン
グ
賞
本
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ツ
リ
ー
の
誕
生

一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
一
月
に
日
本
電
気
が
外
国
人
株
主
向
け
に
発
行
し
た
一
九
七
二
年
版
ア
ニ
ュ

ア
ル
レ
ポ
ー
ト
の
巻
頭
を
一
本
の
樹
木
の
絵
が
飾
っ
た
。「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ツ
リ
ー
」
で
あ
る
。

そ
の
樹
木
は
、「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
と
い
う
根
か
ら
生
え
た
太
い
幹
が
、
五
本
の
枝
を
繁
ら
せ
て
い
る
。
同

じ
根
か
ら
、
も
う
一
本
、
小
さ
な
若
木
が
生
え
て
い
る
。
空
に
は
、「
市
場
」
と
い
う
太
陽
が
輝
い
て
い
る
。

五
本
の
枝
は
、「
交
換
・
伝
端
（
伝
送
・
端
末
）
事
業
」「
無
線
事
業
」「
電
子
デ
バ
イ
ス
事
業
」「
情
報
処
理
・

産
業
シ
ス
テ
ム
事
業
」
そ
し
て
「
新
事
業
分
野
」
で
あ
る
。
も
う
一
本
の
若
木
は
「
家
電
事
業
」
で
あ
る
。
Ｎ

Ｅ
Ｃ
ツ
リ
ー
は
、
日
本
電
気
の
事
業
内
容
を
一
目
瞭
然
に
示
す
も
の
だ
っ
た
。
多
角
化
し
て
い
る
事
業
内
容
も
、

共
通
の
技
術
的
基
盤
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
市
場
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ツ
リ
ー
は
、
小
林
社
長
が
何
年
間
か
温
め
て
い
た
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
。
一
九
六
六
年
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
の
ヒ
ュ
ー
ズ
・
エ
ア
ク
ラ
フ
ト
社
を
訪
れ
た
と
き
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
一
本
の
木
の
模
型
を
見
せ
ら

れ
た
。
そ
れ
は
ヒ
ュ
ー
ズ
社
の
各
事
業
分
野
の
相
関
関
係
を
立
体
的
に
示
す
も
の
で
、「
ヒ
ュ
ー
ズ
ツ
リ
ー
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
わ
か
り
や
す
さ
に
感
心
し
て
、
帰
国
後
、
技
術
管
理
ス
タ
ッ
フ
の
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NECツリー（1973年）

一
人
に
日
本
電
気
版
ツ
リ
ー
の
作

製
を
命
じ
た
。
数
日
後
、
彼
は
木

製
の
木
の
模
型
と
ツ
リ
ー
の
絵
を

社
長
室
に
持
ち
こ
ん
で
き
た
が
、

こ
れ
が
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ツ
リ
ー
の
原
型
だ

っ
た
。

そ
の
原
型
に
何
回
か
手
を
加
え
て

で
き
あ
が
っ
た
の
が
、
発
表
さ
れ
た

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ツ
リ
ー
だ
っ
た
。
一
九
七
〇

年
前
後
か
ら
公
害
問
題
の
深
刻
化
な

ど
を
背
景
に
、
企
業
の
社
会
的
な
責

任
を
問
う
声
が
高
ま
り
、
企
業
側
も

自
ら
の
社
会
的
存
在
意
義
を
明
ら
か

に
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。「
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
Ｃ

Ｉ
）」
と
い
う
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉

が
唱
え
ら
れ
だ
し
た
の
も
、
こ
の
こ

ろ
で
あ
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ツ
リ
ー
は
、
日
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本
電
気
の
Ｃ
Ｉ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
登
場
し
た
の
だ
っ
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ツ
リ
ー
は
、
そ
の
後
、
日
本
電
気
の
事
業
内
容
の
進
展
と
と
も
に
枝
ぶ
り
を
変
え
て
き
て
い
る
が
、
共

通
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
根
と
し
、
市
場
と
い
う
太
陽
に
育
ま
れ
て
い
る
と
い
う
基
本
構
図
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

中
央
研
究
所
体
制
の
整
備

こ
こ
で
日
本
電
気
の
研
究
開
発
体
制
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。
一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）
年
に
再

開
さ
れ
た
研
究
所
は
当
初
、
三
つ
の
研
究
室
を
持
つ
だ
け
で
、
拠
点
も
三
田
工
場
と
玉
川
工
場
に
分
散
し
て
い

た
。
そ
の
後
、
し
だ
い
に
研
究
室
の
数
も
増
え
、
六
〇
年
に
は
こ
れ
ら
を
玉
川
工
場
に
統
合
、
六
一
年
四
月
、

組
織
改
正
を
行
な
い
、
研
究
管
理
部
と
基
礎
、
通
信
技
術
、
電
子
機
械
、
原
子
物
理
、
生
産
技
術
の
五
研
究
所

か
ら
な
る
体
制
と
し
た
。
さ
ら
に
小
林
社
長
の
就
任
に
と
も
な
い
、
六
五
年
五
月
に
研
究
開
発
体
制
の
再
編
成

が
行
な
わ
れ
、
新
た
に
中
央
研
究
所
が
置
か
れ
た
。

一
九
六
五
年
の
組
織
再
編
に
当
た
っ
て
小
林
社
長
が
研
究
開
発
活
動
の
あ
り
方
と
し
て
唱
え
た
の
が
「
三
段

階
全
社
分
散
方
式
」
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
研
究
開
発
に
は
「
今
日
の
技
術
」「
明
日
の
技
術
」「
明
後
日
の
技

術
」
の
三
段
階
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
技
術
に
つ
い
て
、
そ
の
研
究
開
発
の
責
任
を
負
う
社
内
組
織
も

三
段
階
と
な
る
。
い
ま
現
在
の
市
場
ニ
ー
ズ
に
最
も
密
着
し
た
「
今
日
の
技
術
」
の
開
発
に
責
任
を
負
う
の
は

事
業
部
で
あ
る
。
新
事
業
の
芽
を
育
て
、
事
業
部
の
み
で
は
推
進
し
が
た
い
「
明
日
の
技
術
」
の
研
究
開
発
に

つ
い
て
は
、
事
業
グ
ル
ー
プ
の
開
発
本
部
が
主
た
る
責
任
を
持
つ
。
現
在
の
市
場
ニ
ー
ズ
と
は
遠
い
「
明
後
日

の
技
術
」
の
研
究
開
発
に
は
、
中
央
研
究
所
が
責
任
を
負
い
、
基
礎
研
究
か
ら
応
用
研
究
、
基
礎
開
発
な
ど
を
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守
備
範
囲
と
す
る
。
つ
ま
り
、
研
究
開
発
活
動
は
、
全
社
に
わ
た
っ
て
三
段
階

で
分
散
的
に
行
な
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。

一
方
、
玉
川
事
業
場
内
の
中
央
研
究
所
の
施
設
は
老
朽
化
が
目
立
っ
て
き
て

い
た
た
め
、川
崎
市
の
宮
崎
台
に
新
中
央
研
究
所
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

一
九
七
五
年
春
に
竣
工
、
同
年
夏
か
ら
順
次
、
中
央
研
究
所
各
部
門
の
移
転
が

行
な
わ
れ
た
。

こ
の
時
期
、
日
本
電
気
の
事
業
領
域
が
ま
す
ま
す
多
岐
多
様
に
わ
た
っ
て
き

て
い
る
状
況
に
あ
っ
て
、
有
限
な
研
究
開
発
資
源
で
最
大
限
の
効
果
を
発
揮
さ

せ
る
た
め
に
は
、
適
切
な
基
準
に
よ
る
技
術
テ
ー
マ
の
取
捨
選
択
、
得
ら
れ
た

技
術
成
果
の
よ
り
広
範
囲
に
わ
た
る
有
効
利
用
が
必
須
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
、
こ
の
選
択
基
準
と
技
術
開
発
方
針
を
明
確
に
す
る
た
め
、「
基
幹
技
術
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
が
立
案
さ
れ
、
一
九
七
五
年
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
、

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
事
業
部
と
の
共
同
開
発
な
ど
と
な
ら
ん
で
、
研
究
開
発
成
果
の
事
業
化
を
促
進
す
る
た
め
の

施
策
と
し
て
、
七
五
年
度
か
ら
社
内
研
究
委
託
制
度
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。

国
内
販
売
網
の
拡
充
と
全
国
一
〇
ブ
ロ
ッ
ク
制

日
本
電
気
の
販
売
網
は
、
一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
に
は
一
支
社
（
大
阪
、
高
松
営
業
所
を
含
む
）
六

支
店
（
札
幌
・
仙
台
・
金
沢
・
名
古
屋
・
広
島
・
福
岡
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
民
需
拡
大
の
方
針
に
も
と
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づ
い
て
、
全
国
に
営
業
所
、
出
張
所
が
次
々
に
設
置
さ
れ
、
七
六
年
ま
で
に
駐
在
員
事
務
所
も
含
め
、
新
た
に

四
五
の
拠
点
が
開
設
さ
れ
た
。
ま
た
七
三
年
に
は
特
約
店
に
加
え
販
売
取
扱
制
度
が
設
け
ら
れ
、「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
お

客
様
相
談
室
」
も
開
設
さ
れ
た
。
六
七
年
に
六
八
社
で
あ
っ
た
特
約
店
は
、
七
六
年
に
は
販
売
取
扱
店
も
含
め

一
二
八
社
に
増
加
し
、
七
七
年
に
は
全
国
販
売
店
会
も
発
足
し
た
。

分
散
し
た
拠
点
を
単
位
と
し
て
、
営
業
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
事
務
処
理
の
重
複
な
ど
デ
メ
リ
ッ
ト
を

生
む
要
因
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
日
本
電
気
は
一
九
七
六
年
四
月
、
全
国
を
一
〇
ブ
ロ
ッ
ク
に
地
域
区
分
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
に
中
心
拠
点
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
販
売
網
管
理
の
強
化
と
効
率
化
を
図
っ
た
。

自
己
申
告
制
度
と
教
育
制
度
の
充
実
化

日
本
電
気
は
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
、
事
務
・
技
術
職
の
男
子
従
業
員
を
対
象
に
、「
自
己
申
告
制

度
」
を
導
入
し
た
。
従
業
員
は
、
職
務
遂
行
上
の
目
標
設
定
と
問
題
提
起
、
能
力
開
発
目
標
の
設
定
と
成
果
、

異
動
の
希
望
な
ど
を
毎
年
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、
申
告
を
受
け
た
管
理
者
は
、
従
業
員
と
面
接
し
、

日
常
業
務
を
通
じ
て
、
能
力
開
発
の
指
導
や
将
来
の
方
向
づ
け
を
行
な
う
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
制
度
は

七
〇
年
に
観
察
育
成
制
度
が
加
え
ら
れ
る
な
ど
改
正
が
行
な
わ
れ
、
対
象
も
全
従
業
員
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。

日
本
電
気
の
従
業
員
教
育
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
な
っ
て
教
育
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
多
様
化
が
進
め
ら
れ
、

体
系
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
九
六
六
年
六
月
に
設
置
さ
れ
た
教
育
訓
練
部
は
、
階
層
別
で
は
部
長
、
課
長
、
主

任
レ
ベ
ル
の
管
理
者
教
育
を
整
備
し
、
他
方
、
職
能
別
の
技
術
、
販
売
、
購
買
、
生
産
管
理
な
ど
の
各
コ
ー
ス

も
設
置
し
た
。
教
育
訓
練
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、「
日
常
の
仕
事
を
通
じ
て
の
自
己
啓
発
」
と
い
う
点
に
あ
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っ
た
。
こ
の
考
え
方
を
従
業
員
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
、
六
七
年
九
月
に
「
自
主
研
修
制
度
」
が
設
け
ら
れ
、

従
業
員
の
自
主
参
加
に
よ
る
自
己
啓
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
た
。

一
九
七
二
年
一
月
に
ク
オ
リ
テ
ィ
作
戦
が
ス
タ
ー
ト
し
た
際
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質
的
向
上
が
テ
ー
マ
と
な

っ
た
。
会
社
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
決
め
る
の
は
、
従
業
員
一
人
一
人
の
能
力
の
ク
オ
リ
テ
ィ
で
あ
り
、
教
育
訓
練

に
よ
る
ク
オ
リ
テ
ィ
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
た
。
こ
の
作
戦
の
一
環
と
し
て
、
七
三
年
十
一
月
に
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ガ
イ
ド
」
が
作
成
さ
れ
、
七
五
年
七
月
に
は
日
本
電
気
研
修
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
七
九
年
に
は

社
内
大
学
院
と
も
い
う
べ
き
日
本
電
気
技
術
研
修
所
も
設
置
さ
れ
た
。
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Ｃ
＆
Ｃ
の
時
代

（
一
九
七
七
〜
一
九
九
八
年
）

第
Ⅲ
部



第

７
章

Ｃ
＆
Ｃ
構
想
と
そ
の
展
開

１
Ｃ
＆
Ｃ
の
提
唱

「
Ｃ
＆
Ｃ
」
の
提
唱

一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
十
月
十
日
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ
ン
タ
で
開
催
さ
れ
た
国
際

通
信
展
「
イ
ン
テ
ル
コ
ム
７
７
」
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
小
林
宏
治
会
長
は
「
変

化
す
る
社
会
ニ
ー
ズ
へ
の
通
信
企
業
の
対
応
」
（Shaping

a
C
om
m
unications

Industry
to
M
eet
the
E
ver-C

hanging
N
eeds

of
Society

）
と
題
し
て
基
調
講
演
を
行
な
い
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の
融
合
」
と
い
う
新
し
い
構
想
を
提
示
し
た
。「
今
日
、

主
要
先
進
諸
国
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
が

融
合
を
始
め
て
お
り
、『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
通
信
』
と
い
う
新
し
い
概
念
が
定
着

し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
で
始
ま
る
こ
の
講
演
は
、
日
本
電
気
が

「
Ｃ
＆
Ｃ
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
起
点
と
な
っ
た
。
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講
演
の
内
容
は
、
日
本
電
気
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
通
信
技
術
と
不
可
分
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
半
導

体
に
も
触
れ
て
、
今
後
、
発
展
途
上
国
が
通
信
産
業
を
育
成
す
る
に
当
た
っ
て
の
助
言
を
与
え
る
と
い
う
も
の

で
、
そ
の
後
「
Ｃ
＆
Ｃ
」
と
し
て
確
立
さ
れ
る
概
念
が
こ
こ
で
明
確
に
示
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
小
林
の
胸
の
内
に
は
、
す
で
に
通
信
技
術
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の
融
合
に
よ
る
情
報
通
信
産
業
へ
の
発

展
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
、
や
が
て
「
Ｃ
＆
Ｃ
」
と
い
う
言
葉
に
集
約

化
さ
れ
て
、
単
に
産
業
レ
ベ
ル
の
も
の
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
情
報
化
社
会
と
そ
れ
を
支
え
る
技
術
的
基
盤
と
い

う
文
明
論
的
な
色
彩
を
も
つ
も
の
へ
と
熟
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
今
日
、
通
信
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
融
合
は

自
明
の
事
実
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
典
型
的
事
例
が
、
家
庭
に
ま
で
入
っ
て
き
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。

い
か
に
先
見
性
の
あ
る
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
っ
た
か
が
理
解
で
き
よ
う
。

で
は
、
Ｃ
＆
Ｃ
の
構
想
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
。
通
信
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
融
合
と
い
う
概

念
は
、
ア
ト
ラ
ン
タ
で
の
講
演
の
一
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
日
本
電
気
の
Ｃ
Ｉ
を
考
え
る
な
か
で
、
小
林
の
脳
裏
に

浮
か
ん
で
は
消
え
、
消
え
て
は
浮
か
ん
で
い
た
。
小
林
に
し
て
み
れ
ば
、
通
信
機
器
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
両
方

を
手
が
け
る
企
業
の
ト
ッ
プ
が
も
ち
う
る
自
然
な
着
想
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
を
は
じ
め
て
外
部
に
向

け
て
表
明
し
た
の
は
、
一
九
七
五
年
九
月
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
か
れ
た
世
界
電
気
通
信
会
議
で
の
講
演
だ
っ
た
。

そ
の
な
か
で
小
林
は
、「
電
話
網
の
整
備
が
一
巡
し
た
先
進
諸
国
で
の
も
う
一
つ
の
懸
案
は
、
通
信
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
ド
ッ
キ
ン
グ
が
も
た
ら
す
効
用
の
実
現
で
あ
る
」
と
述
べ
、
こ
の
よ
う
な
新
機
軸
の
誕
生
の
鍵
は
マ

イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
に
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
た
。

翌
一
九
七
六
年
五
月
、電
気
通
信
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
技
術
的
に
結
び
つ
け
る
決
定
的
な
出
来
事
が
起
き
た
。
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カ
ナ
ダ
の
通
信
機
メ
ー
カ
ー
、
ノ
ー
ザ
ン
テ
レ
コ
ム
社
（
現
在
の
ノ
ー
テ
ル
社
）
が
デ
ジ
タ
ル
電
子
交
換
機
を

発
表
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
ク
ロ
ス
バ
交
換
機
と
ア
ナ
ロ
グ
式
の
電
子
交
換
機
を
生
産
し
て
い
た
日
本
電
気

に
と
っ
て
は
、
ノ
ー
ザ
ン
テ
レ
コ
ム
社
に
先
を
越
さ
れ
た
形
に
な
っ
た
。
そ
れ
も
小
林
に
は
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ

た
が
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
通
信
の
核
で
あ
る
電
子
交
換
機
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
、
さ
ら
に
大
き
な

も
の
が
あ
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
通
信
と
の
技
術
的
融
合
へ
道
を
開
く
第
一
歩
が
印
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
を
契
機
に
、
ア
メ
リ
カ
の
交
換
機
市
場
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
が
一
気
に
高
ま
っ
た
。
日
本
電
気
も
デ

ジ
タ
ル
電
子
交
換
機
の
開
発
を
急
ぎ
、
一
九
七
七
年
夏
ま
で
に
は
製
品
化
で
き
る
目
途
が
つ
い
た
。
そ
れ
と
並

行
し
て
日
本
電
気
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部
門
で
は
、
大
小
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
各
種
端
末
機
器
を
通
信
回
線
で
結

ん
で
情
報
を
分
散
処
理
す
る
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
開
発
を
進
め
て
い
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
七
六

年
十
二
月
に
「
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ａ
」
が
発
表
さ
れ
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
面
で
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
通
信
の
融
合
を
可
能

に
す
る
前
提
条
件
が
整
え
ら
れ
た
。
こ
の
時
点
で
小
林
の
Ｃ
＆
Ｃ
構
想
は
、
い
っ
そ
う
具
体
的
展
望
を
も
ち
う

る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
七
七
年
春
、
そ
の
年
の
十
月
に
ア
ト
ラ
ン
タ
で
開
か
れ
る
「
イ
ン
テ
ル
コ
ム
７
７
」
で
の
基
調
講
演
を

依
頼
す
る
手
紙
が
小
林
の
も
と
に
届
い
た
。
小
林
は
、
こ
れ
を
日
本
電
気
と
し
て
新
機
軸
を
打
ち
出
す
好
機
と

と
ら
え
た
。
当
時
、
日
本
電
気
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
分
野
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
局
面
を
打
開
す
る

た
め
に
も
、
か
ね
て
よ
り
温
め
て
い
た
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
通
信
の
融
合
」
と
い
う
構
想
を
、
日
本
電
気
な
ら

で
は
の
新
機
軸
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
緯
の
な
か
か
ら
ア
ト
ラ
ン
タ
で

の
講
演
は
生
ま
れ
、
そ
の
及
ぼ
し
た
影
響
の
強
さ
か
ら
、
歴
史
的
な
「
Ｃ
＆
Ｃ
宣
言
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
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る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｃ
＆
Ｃ
体
制
の
整
備
と
展
開

Ｃ
＆
Ｃ
構
想
は
打
ち
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
概
念
を
ど
の
よ
う
に
体
系
化
し
、
展
開
し
て
い
く
か
は
、
こ
れ

か
ら
の
問
題
だ
っ
た
。
ア
ト
ラ
ン
タ
で
「
Ｃ
＆
Ｃ
宣
言
」
を
行
な
っ
た
二
カ
月
後
の
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）

年
の
暮
れ
、
小
林
会
長
は
十
数
人
の
役
員
、
事
業
部
長
級
の
幹
部
を
集
め
、
Ｃ
＆
Ｃ
に
つ
い
て
問
題
提
起
を
行

な
っ
た
。
小
林
は
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
分
野
で
は
情
報
の
分
散
処
理
と
い
う
概
念
が
生
ま
れ
、
そ
こ
に
は
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

介
在
し
て
く
る
。
一
方
、
通
信
の
側
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
同
質
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
両
者
は
結
合
し
や

す
く
な
っ
た
。
両
者
の
間
に
生
ま
れ
て
く
る
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
ま
だ
不
明
だ
が
、

そ
こ
に
新
し
い
技
術
の
シ
ー
ズ
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
皆
で
意
見
を
出
し
合
い
、
Ｃ
＆
Ｃ
の
方
向
づ
け
を
や
っ

て
い
き
た
い
」

社
内
の
こ
の
会
合
は
、
の
ち
に
「
Ｃ
＆
Ｃ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
何
回
か
会
合
を

重
ね
た
後
、
一
九
七
八
年
六
月
に
設
置
さ
れ
た
「
Ｃ
＆
Ｃ
委
員
会
」
に
引
き
継
が
れ
た
。
同
委
員
会
の
委
員
長

に
は
新
任
の
専
務
取
締
役
・
関
本
忠
弘
が
就
任
し
た
。

Ｃ
＆
Ｃ
委
員
会
の
設
置
は
、
Ｃ
＆
Ｃ
構
想
推
進
の
た
め
の
社
内
体
制
づ
く
り
の
最
初
の
施
策
だ
っ
た
。
縦
割

り
制
の
事
業
部
・
事
業
グ
ル
ー
プ
の
垣
根
を
超
え
て
、
Ｃ
＆
Ｃ
事
業
に
必
要
な
具
体
的
戦
略
の
策
定
と
推
進
を

図
り
、
さ
ら
に
成
果
の
評
価
を
行
な
う
の
が
Ｃ
＆
Ｃ
委
員
会
の
目
的
だ
っ
た
。
委
員
会
の
下
に
は
必
要
に
応
じ
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て
分
科
会
、
専
門
部
会
、
作
業
部
会
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
き
め
細
か
い
「
業
際
的
」
な
調
整
活
動
を
行
な
っ
た
。

つ
づ
い
て
Ｃ
＆
Ｃ
を
指
向
し
た
体
制
整
備
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
七
月
に
Ｃ
＆
Ｃ
シ
ス
テ
ム
本
部
の
設
置
と

研
究
開
発
グ
ル
ー
プ
の
組
織
改
正
が
実
施
さ
れ
た
。
Ｃ
＆
Ｃ
シ
ス
テ
ム
本
部
の
設
置
は
、
営
業
面
で
の
対
応
を

意
図
し
た
も
の
で
、
事
業
部
門
を
横
断
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
展
開
す
る
の
が
狙
い

で
あ
る
。
同
本
部
は
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
内
に
設
置
さ
れ
、
全
市
場
分
野
を
対
象
に
「
Ｃ
＆
Ｃ
シ
ス

テ
ム
製
品
」
の
受
注
支
援
と
事
業
部
間
の
横
断
的
調
整
を
行
な
う
役
割
を
担
っ
た
。

Ｃ
Ｉ
の
発
信
と
確
立

小
林
会
長
が
国
内
向
け
に
は
じ
め
て
「
Ｃ
＆
Ｃ
」
と
い
う
概
念
を
明
確
に
示
し
た
の
は
、
一
九
七
八
（
昭
和

五
十
三
）
年
五
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
、
日
本
電
子
工
業
振
興
協
会
の
創
立
二
〇
周
年
記
念
大
会
で
の
基
調

講
演
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
小
林
は
、
Ｃ
＆
Ｃ
の
概
念
を
三
本
の
線
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
Ｃ
＆
Ｃ
チ
ャ

ー
ト
」
と
し
て
示
し
た
（
図
「
Ｃ
＆
Ｃ
チ
ャ
ー
ト
」
参
照
）。
三
本
の
線
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
半
導
体
、
通
信

を
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
シ
ス
テ
ム
化
と
デ
ジ
タ
ル
化
の
度
合
い
を
高
め
、
や
が
て
Ｃ
＆
Ｃ
と
し
て
融
合
す
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
図
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
チ
ャ
ー
ト
は
、
一
見
し
て
Ｃ
＆
Ｃ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
理
解

で
き
る
も
の
と
し
て
好
評
だ
っ
た
。

一
九
七
九
年
に
は
、
広
く
一
般
の
人
に
も
Ｃ
＆
Ｃ
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
同
年
元
日
の
朝
日
新
聞
に

「
Ｃ
＆
Ｃ
元
年
」
を
う
た
っ
た
別
刷
り
四
ペ
ー
ジ
の
大
型
広
告
を
出
し
た
。
こ
の
広
告
は
鉄
腕
ア
ト
ム
を
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
使
い
、
日
本
電
気
の
創
立
八
〇
周
年
に
当
た
る
そ
の
年
を
「
Ｃ
＆
Ｃ
元
年
」
と
位
置
づ
け
、
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Ｃ
＆
Ｃ
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
「
Ｃ
＆
Ｃ
元
年
」
の
広

告
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
Ｐ

Ｒ
活
動
の
強
化
策
に
よ
っ
て
、

Ｃ
＆
Ｃ
は
し
だ
い
に
社
会
に
浸

透
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ま
で
比

較
的
地
味
な
存
在
だ
っ
た
日
本

電
気
の
知
名
度
は
確
実
に
高
ま

り
、
と
く
に
海
外
で
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
」

の
名
が
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
た
め
日
本
電
気
は
一

九
八
三
年
四
月
、英
文
社
名
を
、

N
ippon

E
lectric

C
o.,Ltd.

か

ら
、N
E
C
C
orporation

に
変

更
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｃ
＆
Ｃ
を

事
業
の
場
だ
け
で
な
く
、
社
会

貢
献
の
分
野
に
も
広
げ
た
。
一
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九
八
五
年
三
月
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
Ｃ
＆
Ｃ
振
興
財
団
が
そ
の
役
割
を
担
っ
た
。
同
財
団
の
目
的
は
、

Ｃ
＆
Ｃ
分
野
に
お
け
る
功
労
者
の
顕
彰
と
研
究
活
動
に
対
す
る
助
成
を
通
し
て
、
世
界
の
Ｃ
＆
Ｃ
関
連
技
術
の

進
歩
に
貢
献
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

２
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進

関
本
忠
弘
の
社
長
就
任

小
林
会
長
主
導
で
Ｃ
＆
Ｃ
戦
略
が
展
開
さ
れ
る
な
か
で
、
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
六
月
、
田
中
忠
雄

社
長
が
取
締
役
相
談
役
に
退
き
、
関
本
忠
弘
専
務
取
締
役
が
社
長
に
就
任
し
た
。
関
本
新
社
長
は
、
当
時
五
十

三
歳
。
思
い
切
っ
た
抜
擢
人
事
だ
っ
た
。

関
本
は
兵
庫
県
の
生
ま
れ
、
東
京
大
学
理
学
部
物
理
学
科
の
出
身
で
、
一
九
四
八
年
に
日
本
電
気
に
入
社
、

六
五
年
ま
で
技
術
者
と
し
て
中
央
研
究
所
に
勤
務
し
た
が
、
同
年
に
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
コ
ム
サ
ッ
ト
へ
出
向
と

な
り
、
デ
ジ
タ
ル
衛
星
通
信
技
術
の
仕
事
を
担
当
、
部
長
職
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
率
い
成
果
を
あ
げ
た
。
七
四
年
に
は
取
締
役
に
昇
進
し
、
七
八
年
に
は
国

内
販
売
担
当
の
専
務
取
締
役
と
な
っ
た
。
関
本
は
、
研
究
・
開
発
か
ら
営
業
に
ま
で

通
じ
、
さ
ら
に
国
際
的
キ
ャ
リ
ア
も
あ
わ
せ
も
つ
、
日
本
電
気
で
は
異
色
の
経
歴
の

持
ち
主
だ
っ
た
。

関
本
は
社
長
就
任
の
挨
拶
で
、
そ
の
経
営
理
念
の
一
端
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
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る
。「

企
業
を
永
遠
に
発
展
、
存
続
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
日
本
電
気
の
基
本
的
立
場
が
あ

る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
の
た
め
に
は
、
第
一
に
、
社
会
と
の
調
和
が
必
要
で
あ
る
。
Ｃ
＆
Ｃ
技
術
で
、
日

本
は
勿
論
、
世
界
各
国
に
貢
献
し
つ
つ
、
企
業
収
益
を
通
じ
て
そ
の
利
益
を
社
会
、
株
主
、
従
業
員
に
還
元
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
徹
底
的
な
費
用
構
造
の
見
直
し
、
ニ
ー
ズ
へ
の
素
早
い
対
応
な
ど
が
必
要
で
、
こ

れ
ら
を
通
し
て
「
企
業
の
力
」
を
つ
け
て
い
く
べ
き
だ
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
Ｃ
＆
Ｃ
の
時
代
に
は
、
技
術
、

市
場
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
横
断
的
な
協
力
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
。
こ
う
し
た
関
本
社
長
の
「
企
業
の

発
展
が
社
会
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
考
え
方
は
、
そ
の
後
提
示
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
理
念
の
底
流
に

も
一
貫
し
て
流
れ
る
経
営
姿
勢
で
あ
っ
た
。

つ
づ
く
一
九
八
一
年
の
年
頭
訓
示
で
関
本
社
長
は
、
八
〇
年
代
を
「
激
変
の
時
代
」
と
規
定
し
、
こ
れ
を
乗

り
切
る
た
め
に
全
社
員
に
協
力
を
求
め
た
。

「
激
変
の
時
代
と
は
、
物
事
の
本
質
が
激
し
く
変
化
し
、
予
想
外
の
現
象
が
相
次
い
で
起
こ
る
時
代
で
あ
る
。

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
世
界
の
政
治
・
経
済
シ
ス
テ
ム
の
根
幹
を
揺
る
が
し
、
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
や
為

替
レ
ー
ト
の
乱
高
下
と
い
う
現
象
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。（
中
略
）
Ｃ
＆
Ｃ
を
め
ざ
し
、

全
員
協
力
し
て
、
こ
の
激
変
の
時
代
に
速
く
、
激
し
く
、
正
確
に
挑
戦
し
よ
う
で
は
な
い
か
」
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第
二
次
石
油
危
機
、
円
高
不
況
か
ら
バ
ブ
ル
へ

一
九
八
〇
年
代
は
、
関
本
社
長
が
予
測
し
て
い
た
よ
う
に
、
ま
さ
に
「
激
変
の
時
代
」
で
あ
っ
た
。
関
本
社

長
就
任
の
前
年
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
に
は
第
二
次
石
油
危
機
が
発
生
し
、
日
本
経
済
に
再
度
の
打

撃
を
与
え
る
と
と
も
に
、
世
界
経
済
も
同
時
不
況
に
陥
っ
た
。
日
本
経
済
は
第
一
次
石
油
危
機
の
学
習
効
果
か

ら
、
先
進
諸
国
の
な
か
で
は
比
較
的
早
く
立
ち
直
っ
た
も
の
の
、
二
度
の
石
油
危
機
は
日
本
の
産
業
構
造
に
大

き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
産
業
構
造
に
お
け
る
国
際
競

争
力
の
中
心
が
、
石
油
に
大
き
く
依
存
し
た
鉄
鋼
、
造
船
、

化
学
工
業
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
型
の
「
重
厚
長

大
」
産
業
か
ら
、
自
動
車
、
電
機
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

産
業
に
代
表
さ
れ
る
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
型
の
「
軽

薄
短
小
」
産
業
へ
移
行
し
た
。
と
く
に
半
導
体
技
術
の
進

歩
に
よ
り
「
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
革
命
」
が
進

展
し
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
や
電
卓
な
ど
の「
新
家
電
」製
品
や
、
Ｎ
Ｃ

（
数
値
制
御
）装
置
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
Ｆ
Ａ
（Factory

A
utom

atoin

）
関
連
製
品
の
生
産
が
、
飛
躍
的
に
伸
び
る

と
同
時
に
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
本
格
的
に
登

場
し
て
き
た
。
Ｃ
＆
Ｃ
の
日
本
電
気
に
、
強
い
追
い
風
が

吹
く
時
代
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
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し
か
し
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
は
、
日
本
電
気
を
は
じ
め
輸
出
競
争
力
を
蓄
え
て
き
た
企
業
に
と
っ
て
新
た

な
試
練
が
待
ち
受
け
て
い
た
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
契
機
と
す
る
急
激
な
円
高
で
あ
る
。
八
五
年
九
月
二
十
二

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
先
進
五
カ
国
蔵
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
（
Ｇ
５
）
は
、

ド
ル
高
是
正
の
た
め
各
国
が
協
力
す
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
発
表
し
た
が
、
こ
の
合
意
に
も

と
づ
く
各
国
の
協
調
的
行
動
に
よ
っ
て
、
ド
ル
は
主
要
通
貨
に
対
し
て
急
速
に
切
り
下
が
り
、
と
く
に
円
は
急

騰
し
た
。
プ
ラ
ザ
合
意
前
に
一
ド
ル
約
二
四
〇
円
だ
っ
た
為
替
レ
ー
ト
は
、
八
八
年
一
月
に
は
約
一
二
〇
円
に

ま
で
上
昇
し
、
こ
の
二
年
半
足
ら
ず
で
二
倍
に
切
り
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
急
速
な
円
高
の
進
行
は
、
日
本
の
輸
出
競
争
力
を
低
下
さ
せ
、
産
業
界
は
深
刻
な
「
円
高
不
況
」
に
見

舞
わ
れ
た
。
一
方
こ
の
円
高
で
、
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
諸
国
で
は
競
争
力
が
高
ま
り
、
日
本
に
と
っ
て
新
た
な
競

争
相
手
の
出
現
と
な
っ
た
。
日
本
企
業
は
為
替
リ
ス
ク
を
回
避
し
、
国
際
競
争
力
を
回
復
す
る
た
め
、
こ
ぞ
っ

て
海
外
で
の
現
地
生
産
を
開
始
し
た
。

国
内
外
か
ら
の
強
力
な
景
気
対
策
の
求
め
に
応
じ
て
、
政
府
は
一
九
八
五
年
十
月
か
ら
八
七
年
五
月
に
か
け

て
三
次
に
わ
た
っ
て
公
共
事
業
を
中
心
と
す
る
緊
急
経
済
対
策
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
日
本
銀
行
も
八
六
年
一

月
か
ら
五
回
に
わ
た
っ
て
公
定
歩
合
を
引
き
下
げ
、
八
七
年
二
月
に
は
世
界
最
低
の
二
・
五
％
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
対
策
は
結
果
的
に
は
過
剰
な
も
の
と
な
り
、「
バ
ブ
ル
」
の
発
生
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

実
体
経
済
の
好
調
さ
と
「
カ
ネ
余
り
」
が
結
び
つ
き
、
こ
れ
に
群
衆
心
理
的
要
素
が
加
わ
っ
て
巨
大
な
バ
ブ

ル
が
発
生
し
た
。
世
の
中
は
バ
ブ
ル
に
浮
か
れ
、
地
価
や
株
価
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
上
昇
し
つ
づ
け
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た
の
だ
っ
た
。

「
通
信
の
自
由
化
」
と
情
報
通
信
市
場
の
変
化

情
報
通
信
の
分
野
で
も
一
つ
の
大
き
な
転
機
が
訪
れ
た
。
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
四
月
の
い
わ
ゆ
る

「
通
信
の
自
由
化
」
で
あ
る
。
日
本
電
信
電
話
公
社
は
民
営
化
さ
れ
て
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）

と
な
り
、
同
時
に
、
そ
れ
ま
で
電
電
公
社
と
国
際
電
信
電
話
会
社
（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
）
の
独
占
下
に
あ
っ
た
電
気
通
信

市
場
が
開
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

自
由
化
さ
れ
た
通
信
市
場
に
は
、
設
備
を
保
有
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
」

と
、
第
一
種
事
業
者
か
ら
設
備
を
借
り
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
第
二
種
電
気
通
信
事
業
者
」
の
二
種
類
の

事
業
者
が
認
め
ら
れ
た
。
第
一
種
で
は
、
第
二
電
電
（
Ｄ
Ｄ
Ｉ
）、
日
本
テ
レ
コ
ム
（
Ｊ
Ｔ
）、
日
本
高
速
通
信

（
Ｔ
Ｗ
Ｊ
）
の
Ｎ
Ｃ
Ｃ
（N

ew
C
om
m
on
C
arrier

）
三
社
が
、
一
九
八
六
年
か
ら
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
の

大
都
市
間
の
市
外
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
の
を
は
じ
め
、
地
域
通
信
会
社
、
国
際
通
信
会
社
、
衛
星
通
信

会
社
、
自
動
車
電
話
・
携
帯
電
話
や
ペ
ー
ジ
ャ
（
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
な
ど
）
に
よ
る
無
線
呼
び
出
し
な
ど
を
行
な

う
移
動
体
通
信
会
社
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
電
気
通
信
事
業
者
が
誕
生
し
た
。

第
二
種
分
野
で
は
、
設
備
規
模
も
大
き
く
不
特
定
多
数
の
ユ
ー
ザ
ー
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
特
別
第
二

種
」、
特
定
ユ
ー
ザ
ー
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
か
、
ま
た
は
設
備
規
模
が
基
準
以
下
の
「
一
般
第
二
種
」
の

二
種
類
の
事
業
者
が
認
め
ら
れ
た
。
一
般
第
二
種
は
参
入
が
原
則
自
由
だ
っ
た
た
め
、
Ｖ
Ａ
Ｎ
事
業
を
は
じ
め
、

電
子
メ
ー
ル
、
ボ
イ
ス
メ
ー
ル
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
の
各
種
通
信
サ
ー
ビ
ス
か
ら
回
線
リ
セ
ー
ル
ま
で
さ
ま
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ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
事
業
者
が
参
入
し
た
。
日
本
の
電
気
通
信
市
場
は
、
き
わ
め
て
競
争
的
な
性
格
を
帯
び
る
よ

う
に
な
っ
た
。
日
本
電
気
も
特
別
第
二
種
電
気
通
信
事
業
者
と
し
て
登
録
、
Ｖ
Ａ
Ｎ
事
業
を
開
始
し
て
情
報
サ

ー
ビ
ス
分
野
に
参
入
し
た
。

「
通
信
の
自
由
化
」
は
通
信
機
器
市
場
に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
た
。
Ｎ
Ｃ
Ｃ
は
ま
ず
通
信
網

の
構
築
が
必
要
だ
っ
た
し
、
こ
れ
を
迎
え
撃
つ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
も
競
争
力
の
強
化
と
内
需
拡
大
策
へ
の
協
力
の
た
め
、

通
信
網
の
投
資
に
力
を
入
れ
た
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
設
備
購
入
は
、
品
質
重
視
と
機
器
メ
ー
カ
ー

へ
の
一
定
の
利
益
保
証
を
原
則
と
し
て
い
た
電
電
公
社
時
代
と
違
っ
て
、
価
格
へ
の
要
求
も
厳
し
い
も
の
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
貿
易
摩
擦
に
対
応
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
内
外
無
差
別
の
調
達
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
う
え
、
Ｎ

Ｃ
Ｃ
に
は
外
国
資
本
が
参
加
し
て
通
信
方
式
に
外
国
方
式
も
受
け
入
れ
た
た
め
、
通
信
機
器
市
場
に
お
け
る
競

争
に
外
国
メ
ー
カ
ー
が
参
加
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
た
。
通
信
機
器
市
場
の
競
争
は
、
か
つ
て
の
電
電
フ
ァ
ミ

リ
ー
企
業
間
で
の
競
争
か
ら
、
国
内
外
の
新
規
参
入
を
迎
え
て
開
放
的
な
厳
し
い
も
の
へ
と
変
化
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
日
本
電
気
は
情
報
通
信
市
場
の
急
激
な
変
化
を
事
業
拡
大
の
絶
好
の
機
会
と

と
ら
え
、
新
し
い
方
式
・
仕
様
へ
も
積
極
的
に
対
応
し
、
ま
た
価
格
面
で
の
競
争
に
対
し
て
も
、
新
技
術
の
開

発
や
そ
の
適
用
を
通
し
て
挑
戦
し
て
い
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
日
本
電
気
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
デ
ジ
タ
ル
技

術
や
光
通
信
技
術
な
ど
、
通
信
に
お
け
る
技
術
の
蓄
積
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

通
商
摩
擦
は
ハ
イ
テ
ク
分
野
へ

日
米
繊
維
協
定
（
一
九
七
二
年
）、
鉄
鋼
輸
出
自
主
規
制
（
同
年
）、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
輸
出
自
主
規
制
（
七
七
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年
）、
乗
用
車
輸
出
自
主
規
制
（
八
一
年
）
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
き
た
日
米
通
商
摩
擦
の
問
題
は
、
一
九
八

〇
年
代
に
な
る
と
ハ
イ
テ
ク
分
野
に
も
及
び
、
日
本
電
気
の
事
業
分
野
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
。

通
信
機
器
分
野
で
は
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
に
ア
メ
リ
カ
下
院
で
電
電
公
社
の
資
材
調
達
の
閉
鎖

性
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
開
放
が
ア
メ
リ
カ
側
の
新
た
な
対
日
要
求
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て

電
電
公
社
は
、
一
九
八
一
年
か
ら
資
材
調
達
を
内
外
無
差
別
で
行
な
う
こ
と
と
し
た
。
八
五
年
一
月
か
ら
始
ま

っ
た
日
米
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
協
議
（
市
場
重
視
型
個
別
協
議
）
で
も
電
気
通
信
分
野
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
八
六
年
一
月

に
端
末
機
器
や
無
線
通
信
機
器
の
基
準
認
証
制
度
の
簡
素
化
、
電
気
通
信
市
場
へ
の
参
入
促
進
な
ど
の
市
場
開

放
方
針
が
合
意
さ
れ
た
。

日
米
通
商
摩
擦
は
、
先
端
技
術
産
業
の
根
幹
を
な
す
半
導
体
に
お
い
て
熾
烈
な
も
の
と
な
っ
た
。
一
九
七
〇

年
代
末
に
端
を
発
す
る
「
日
米
半
導
体
摩
擦
」
は
、
い
っ
た
ん
沈
静
化
し
た
あ
と
、
八
〇
年
代
半
ば
に
再
び
激

し
く
燃
え
上
が
っ
た
。
一
九
八
五
年
六
月
、
ア
メ
リ
カ
半
導
体
工
業
会
（
Ｓ
Ｉ
Ａ
）
が
通
商
法
三
〇
一
条
に
も

と
づ
き
、
日
本
の
半
導
体
市
場
の
閉
鎖
性
を
理
由
に
通
商
代
表
部
に
対
抗
措
置
を
求
め
て
提
訴
し
た
の
に
つ
づ

い
て
、
ア
メ
リ
カ
半
導
体
メ
ー
カ
ー
が
日
本
製
の
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
と
Ｅ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
（
消
去
可
能
な
読
み
出
し
専
用
メ

モ
リ
）
に
つ
い
て
相
つ
い
で
ダ
ン
ピ
ン
グ
訴
訟
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
も
た
ら
し
た
背
景

に
は
、
深
刻
な
半
導
体
不
況
が
あ
っ
た
。
八
〇
年
代
を
境
に
ア
メ
リ
カ
を
上
回
る
半
導
体
技
術
を
備
え
る
よ
う

に
な
っ
た
日
本
メ
ー
カ
ー
は
、
八
三
年
か
ら
八
四
年
に
こ
ぞ
っ
て
巨
額
の
設
備
投
資
を
行
な
い
生
産
能
力
を
著

増
さ
せ
た
。
そ
の
一
方
で
、
八
四
年
後
半
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
需
要
や
日
本
で
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
需
要

が
伸
び
悩
ん
だ
た
め
、
半
導
体
は
供
給
過
剰
と
な
っ
て
価
格
が
崩
落
し
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
半
導
体
メ
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ー
カ
ー
は
業
績
不
振
に
陥
り
、
メ
モ
リ
分
野
か
ら
撤
退
す
る
も
の
や
工
場
の
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
た
も
の
も
現

れ
た
。

事
態
の
解
決
に
向
け
て
日
米
両
政
府
は
協
議
を
重
ね
、
一
九
八
六
年
七
月
、
期
間
五
年
の
日
米
半
導
体
協
定

を
締
結
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
日
本
市
場
で
の
外
国
系
半
導
体
の
購
入
拡
大
の
奨
励
、
お
よ
び
ダ
ン
ピ
ン

グ
防
止
の
た
め
の
輸
出
価
格
の
監
視
だ
っ
た
。

協
定
締
結
で
紛
争
は
鎮
静
化
す
る
か
に
見
え
た
が
、
一
九
八
七
年
四
月
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
①
日
本
製
半

導
体
の
第
三
国
へ
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
、
②
日
本
市
場
に
お
け
る
外
国
系
半
導
体
シ
ェ
ア
の
不
拡
大
な
ど
を
あ

げ
、
日
本
が
協
定
を
守
っ
て
い
な
い
と
し
て
、
日
本
か
ら
の
パ
ソ
コ
ン
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
電
動
工
具
に
対
し

て
関
税
を
一
〇
〇
％
に
引
き
上
げ
る
報
復
措
置
を
発
動
し
た
。
こ
う
し
た
圧
力
に
対
し
て
、
政
府
や
業
界
、
ユ

ー
ザ
ー
は
外
国
系
半
導
体
の
使
用
拡
大
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

急
激
な
円
高
の
進
行
と
通
商
摩
擦
の
広
が
り
は
、
日
本
企
業
、
な
か
ん
ず
く
輸
出
比
率
の
高
い
製
造
業
に
対

し
て
、
国
境
を
越
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
展
開
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
電
気
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
、

こ
の
時
期
著
し
く
進
展
し
、「
世
界
企
業
」
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ケ
ー
ル
と
内
容
を
も
つ
に
い
た
る
。

一
九
七
〇
年
代
半
ば
以
降
の
日
本
電
気
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、経
済
摩
擦
へ
の
対
処
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
。

ま
ず
、
七
〇
年
代
末
に
日
米
間
で
半
導
体
摩
擦
が
表
面
化
し
だ
し
た
こ
ろ
、
小
林
会
長
は
、「
先
手
を
打
っ
て
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米
国
内
に
工
場
を
建
て
て
、
米
国
の
『
市
民
権
』
を
得
る
以
外

に
道
は
な
い
」
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
の
半
導
体
生
産
の
拠
点

確
保
を
指
示
し
た
。
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
に
買
収
し

た
Ｉ
Ｃ
メ
ー
カ
ー
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
ア
レ
イ
ズ
社
が
そ

れ
で
あ
る
。
同
社
は
そ
の
後
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
と

改
称
し
、
八
〇
年
代
半
ば
の
半
導
体
摩
擦
の
際
に
は
、
こ
れ
を

回
避
す
る
切
り
札
と
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
ー
ズ
ビ
ル
に

半
導
体
の
本
格
的
生
産
工
場
を
建
設
し
た
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
八
一
年
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
ズ
（
Ｕ
Ｋ
）

を
イ
ギ
リ
ス
に
設
立
し
た
。

円
高
へ
の
対
応
と
い
う
面
で
は
、
通
信
機
器
や
家
電
な
ど
の

量
販
製
品
の
分
野
で
も
海
外
現
地
生
産
が
必
要
だ
っ
た
。
通
信

機
器
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ア
メ
リ
カ
が
重
要
な
役
割
を
担
っ

た
。
一
九
七
八
年
に
ダ
ラ
ス
工
場
を
建
設
し
て
、
Ｐ
Ｂ
Ｘ
や
キ

ー
テ
レ
ホ
ン
な
ど
を
生
産
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
八
五
年
に
は

オ
レ
ゴ
ン
工
場
を
稼
働
さ
せ
て
、
光
通
信
、
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク

ロ
、
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
（
超
小
型
衛
星
通
信
地
球
局
）、
自
動
車
電
話
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
な
ど
の
先
端
領
域
の
製
品
を
現
地
生
産
し
た
。
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八
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
こ
う
し
た
動
き
が
活
発
化
し
、
八
七
年
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
（
Ｕ
Ｋ
）
に
よ

る
V
T
R
や
プ
リ
ン
タ
の
生
産
開
始
、
八
八
年
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
に
よ
る
キ
ー
テ

レ
ホ
ン
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
生
産
開
始
な
ど
、
世
界
各
地
で
生
産
法
人
の
設
立
が
相
つ
ぎ
、
多
様
な
製
品
の
現

地
生
産
を
始
め
た
。

海
外
生
産
法
人
の
設
立
・
拡
充
に
よ
る
海
外
展
開
を
進
め
る
一
方
、
主
要
各
国
で
の
販
売
法
人
の
設
立
も
こ

の
時
期
に
集
中
し
た
。
日
本
電
気
の
売
り
上
げ
に
占
め
る
民
需
量
販
品
の
比
率
が
、
一
九
八
〇
年
ご
ろ
か
ら
従

来
の
通
信
関
係
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
品
を
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
海
外
で
も
販
売
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
た
か

ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
日
本
電
気
は
、
八
九
年
四
月
に
は
、
一
二
カ
国
に
二
二
の
生
産
法
人
、
二
〇
カ
国
に
三

四
の
海
外
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
法
人
、
二
四
の
駐
在
員
事
務
所
を
有
す
る
に
い
た
っ
た
。

メ
ッ
シ
ュ
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

こ
の
よ
う
に
し
て
、
日
本
電
気
の
国
際
的
な
事
業
展
開
が
広
が
り
と
厚
み
を
増
す
な
か
で
、
関
本
社
長
は
一

九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
の
年
頭
訓
示
で
「
メ
ッ
シ
ュ
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
名
づ
け
た
海
外
事
業

戦
略
を
打
ち
出
し
た
。

「
日
本
電
気
の
海
外
展
開
は
ほ
と
ん
ど
全
世
界
に
及
び
、
生
産
・
販
売
活
動
は
多
様
化
し
て
い
る
。
そ
の
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
従
来
、
あ
く
ま
で
も
東
京
の
本
社
に
基
本
機
能
を
集
中
し
、
そ
こ
か
ら
世
界
各
地

の
拠
点
を
結
ん
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
『
線
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
』
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ

か
ら
は
世
界
の
各
拠
点
が
相
互
に
『
網
の
目
』
状
に
結
合
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
主
性
を
も
っ
て
最
適
生
産
を

第Ⅲ部　Ｃ＆Ｃの時代

200



実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

技
術
や
市
場
の
分
野
で
の
「
横
断
的
な
協
力
」
は
、
社
長
就
任
当
時
か
ら
訴
え
て
い
た
も
の
で
あ
る
。「
メ

ッ
シ
ュ
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
こ
の
発
想
を
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
持
ち
込
ん
だ
理
念
で
あ
る

と
も
い
え
る
。
関
本
社
長
は
、「
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
」
の
す
べ
て
の
経
営
資
源
が
有
機
的
に
網
の
目
状
に
結

合
し
、
地
球
上
を
面
的
な
広
が
り
で
覆
う
と
い
う
考
え
方
を
「
メ
ッ
シ
ュ
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う

言
葉
で
示
し
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
日
本
電
気
で
は
、
七
八
年
か
ら
七
九
年
の
円
高
時
に
資
材
部
に
あ
っ
た
輸
入
課
を
国
際
資
材
部
に
改

組
し
、
国
際
調
達
事
務
所
（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
を
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
（
北
米
Ｉ
Ｐ
Ｏ
、
七
九
年
九
月
）
と
イ
ギ
リ

ス
の
ロ
ン
ド
ン
（
欧
州
Ｉ
Ｐ
Ｏ
、
八
〇
年
九
月
）
に
設
置
す
る
な
ど
、
資
材
調
達
体
制
を
強
化
し
て
い
た
が
、

さ
ら
に
八
八
年
六
月
、
香
港
に
ア
ジ
ア
Ｉ
Ｐ
Ｏ
、
同
年
十
月
に
台
湾
Ｉ
Ｐ
Ｏ
、
八
九
年
十
月
に
は
東
京
Ｉ
Ｐ
Ｏ

を
相
つ
い
で
設
置
し
、
資
材
調
達
の
「
メ
ッ
シ
ュ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
を
推
進
し
た
。

３
デ
ジ
タ
ル
革
命
と
通
信
事
業

デ
ジ
タ
ル
電
子
交
換
機
は
ま
ず
ア
メ
リ
カ
向
け
に

一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
五
月
、
ノ
ー
ザ
ン
テ
レ
コ
ム
社
が
デ
ジ
タ
ル
交
換
機
を
発
表
し
た
の
を
契
機

に
、
ア
メ
リ
カ
の
交
換
機
市
場
は
一
気
に
デ
ジ
タ
ル
化
へ
と
傾
斜
し
て
い
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
交
換
機
の
出
現
に
よ
り
、
日
本
電
気
が
そ
れ
ま
で
北
米
市
場
で
販
売
し
て
い
た
ク
ロ
ス
バ
交
換
機
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と
ア
ナ
ロ
グ
電
子
交
換
機
は
、
売
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ア
メ

リ
カ
の
販
売
部
隊
は
悲
鳴
を
あ
げ
、
デ
ジ
タ
ル
交
換
機
の
緊
急
開
発
を
本
社

に
要
請
し
て
き
た
。
当
時
日
本
国
内
で
は
、
電
電
公
社
が
ア
ナ
ロ
グ
方
式
の

電
子
交
換
機
の
導
入
を
進
め
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
交
換
機
に
つ
い
て
は
時
期

尚
早
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
小
林
会
長
は
北
米
市
場
が
そ
の
よ
う
な
状
況

で
は
選
択
の
道
は
一
つ
し
か
な
い
と
判
断
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
交
換
機
の
独
自

開
発
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
開
発
の
目
標
時
期
は
、
七
七
年

夏
と
さ
れ
た
。

小
林
会
長
の
決
断
を
受
け
て
、
日
本
電
気
で
は
担
当
取
締
役
の
国
広
敏
郎

（
の
ち
に
副
社
長
）
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
、

交
換
事
業
部
の
ほ
か
に
伝
送
通
信
事
業
部
と
研
究
所
か
ら
約
二
〇
人
の
ス
タ

ッ
フ
を
集
め
、
海
外
市
場
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
交
換
機
の
開
発
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
通
常
、
通
信
関
係
の
新
技
術
開
発
は
電
電
公
社
を
中
心
に
、
そ
の
協
力
・
支
援
の
も
と
で
行
な
わ
れ
る

が
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
交
換
機
の
場
合
、
日
本
電
気
が
独
自
に
開
発
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
に
新
味
と
意
義
が
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
開
発
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
電
子
交
換
機
「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｘ
６
１
」
は
、
一
九
七
七
年
十
月
十
日
、
小
林
会

長
が
「
イ
ン
テ
ル
コ
ム
７
７
」
で
「
Ｃ
＆
Ｃ
宣
言
」
を
行
な
っ
た
そ
の
日
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
発
表
さ
れ
た
。

反
響
は
大
き
く
、
早
速
、
取
引
実
績
の
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・
テ
レ
ホ
ン
社
か
ら
三
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局
分
の
発
注
が
あ
っ
た
。
同
社
に
納
入
し
た
「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｘ
６
１
」
の
一
号
機
は
、
七
九
年
五
月
に
マ
ン
テ
カ
局

で
稼
働
を
開
始
し
た
。「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｘ
６
１
」
に
は
そ
の
後
改
良
が
加
え
ら
れ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
マ
レ
ー

シ
ア
な
ど
に
納
入
さ
れ
た
。

一
九
八
三
年
に
は
、
中
国
の
天
津
郵
電
管
理
局
か
ら
新
た
に
開
発
し
た
「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｘ
６
１
Ｅ
」
を
三
シ
ス
テ

ム
受
注
し
、
中
国
市
場
へ
の
参
入
を
果
た
し
た
。
こ
の
「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｘ
６
１
Ｅ
」
は
、
八
七
年
に
は
Ｃ
Ｐ
Ｕ
を
三

二
ビ
ッ
ト
化
し
て
処
理
速
度
・
能
力
を
高
め
、
ま
た
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
（Integrated

Services
D
igitalN

etw
ork

＝

総
合
デ
ジ
タ
ル
通
信
網
）
へ
の
対
応
も
実
現
し
た
。
こ
の
結
果
、
市
場
競
争
力
が
一
段
と
向
上
し
、
タ
イ
や
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
か
ら
大
型
受
注
が
相
つ
ぐ
と
い
っ
た
よ
う
に
、
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｘ
６
１
は
世
界
的
機
種
と
呼
ば

れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
好
成
績
を
あ
げ
、
八
九
年
末
時
点
で
受
注
は
二
〇
〇
〇
万
回
線
を
突
破
す
る
に
い
た
っ
た

の
で
あ
る
。

国
内
向
け
デ
ジ
タ
ル
電
子
交
換
機
の
開
発

交
換
機
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
は
、
通
信
シ
ス
テ
ム
の
経
済
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
音
声
と
各
種
デ
ー
タ
が
同

じ
メ
デ
ィ
ア
で
通
信
が
で
き
、
し
か
も
距
離
に
関
係
な
く
通
信
品
質
を
確
保
で
き
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
当
時
日
本
国
内
で
は
ア
ナ
ロ
グ
電
子
交
換
機
の
導
入
が
本
格
化
し
つ
つ
あ
っ

た
が
、
北
米
で
一
気
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
形
勢
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
電
電
公
社
も
通
信
網
全
体
を
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
構
想
に
本
腰
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
、
電
電
公
社
か
ら
交
換
機
メ
ー
カ
ー
四
社
に
対
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
交
換
機
の
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共
同
開
発
の
申
し
入
れ
が
行
な
わ
れ
、
ま
ず
市
外
交
換
機
Ｄ
６
０
形
の
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。
日
本
電
気
は
、

一
九
八
一
年
に
そ
の
一
号
機
を
完
成
し
、
九
月
に
電
電
公
社
大
手
町
局
に
納
入
、
十
二
月
か
ら
商
用
試
験
サ
ー

ビ
ス
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
八
二
年
二
月
に
は
市
内
交
換
機
の
試
作
機
が
開
発
さ
れ
、
Ｄ
７
０
形
と

し
て
仕
様
化
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
日
本
電
気
は
、
同
年
七
月
に
そ
の
一
号
機
を
青
森
局
に
納
入
し
、
市

外
系
・
市
内
系
と
も
に
一
号
機
を
納
入
す
る
栄
誉
を
担
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
狙
い
は
、
電
話
網
の
経
済
化
や
効
率
化
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
通
信
網
全
体
を
デ
ジ
タ
ル
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
高
度
で
多
様
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
電
電
公
社
は
一
九
七
八
年
に
「
Ｉ
Ｎ
Ｓ
（Inform

ation
N
etw
ork

System

＝
高
度
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
）
構
想
」
を
打
ち
出
し
、
八
一
年
三
月
に
は
「
Ｉ
Ｎ
Ｓ
の
大
綱
」
を
発

表
し
た
。
八
四
年
に
は
、
こ
の
電
電
公
社
版
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
の
実
用
化
に
向
け
て
、
東
京
の
三
鷹
地
区
で
実
験
が
開

始
さ
れ
た
。
日
本
電
気
も
こ
う
し
た
動
き
に
呼
応
し
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
交
換
機
の
開
発
に
積
極
的
に
協
力
し
、
八

七
年
九
月
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
東
京
・
丸
の
内
局
に
「
Ｉ
Ｎ
Ｓ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
」
用
交
換
機
一
式
を
納
入
し
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
の
商
用
サ
ー
ビ
ス
は
、
八
八
年
四
月
か
ら
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
を
対
象
に
「
Ｉ
Ｎ
Ｓ
ネ
ッ
ト
６
４
」

と
し
て
開
始
さ
れ
た
。

日
本
電
気
は
Ｋ
Ｄ
Ｄ
の
国
際
電
話
交
換
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
一
九
八
四
年
か
ら
八
五
年
に
デ
ジ
タ
ル
交

換
機
Ｘ
Ｅ
―

１
０
お
よ
び
Ｘ
Ｅ
―

２
０
を
納
入
し
た
。
ま
た
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
は
他
の
新
国
際
電
電
に
先
行
し
て
国
際
Ｉ

Ｓ
Ｄ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
進
め
た
が
、
日
本
電
気
は
こ
れ
に
必
要
な
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
交
換
機
を
は
じ
め
と
す
る
技

術
開
発
を
行
な
い
、
八
九
年
四
月
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
貢
献
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
新
規
参
入
の
Ｎ
Ｃ
Ｃ
各
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社
に
対
し
て
は
、
当
初
か
ら
デ
ジ
タ
ル
通
信
網
の
構
築
が
進
め

ら
れ
た
の
で
、
日
本
電
気
は
既
存
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
Ｋ
Ｄ
Ｄ
仕
様
、

な
ら
び
に
海
外
市
場
向
け
に
開
発
し
て
き
た
シ
ス
テ
ム
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
Ｎ
Ｃ
Ｃ
が
必
要
と
す
る
機
能
や
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
を

付
加
す
る
こ
と
で
対
応
し
た
。

私
設
交
換
機
（
Ｐ
Ｂ
Ｘ
）
の
分
野
で
は
、
一
九
七
八
年
に
ア

メ
リ
カ
市
場
向
け
デ
ジ
タ
ル
私
設
電
子
交
換
機
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｘ
２
２

を
製
品
化
し
、
八
一
年
に
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
要
請
で

全
デ
ジ
タ
ル
私
設
交
換
機
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｘ
２
４
０
０
を
開
発
し
た
。

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｘ
２
４
０
０
は
、
折
か
ら
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
の
分
割
に
代
表
さ

れ
る
ア
メ
リ
カ
通
信
業
界
の
再
編
の
波
に
乗
り
、
北
米
市
場
で

大
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
国
内
で
も
企
業
の
情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が
活
発
化
し
、
企
業
内
の
Ｏ
Ａ

（O
ffice

A
utom

ation

）
機
器
と
通
信
機
器
を
統
合
し
て
Ｌ
Ａ

Ｎ
（LocalA

rea
N
etw
ork

）
を
組
む
需
要
が
高
ま
っ
た
。
日

本
電
気
は
、
八
七
年
に
Ｌ
Ａ
Ｎ
構
築
を
容
易
に
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｘ
へ

の
付
加
装
置
Ｏ
Ａ
Ｉ
（O

pen
A
pplication

Interface
）
を
発

表
し
て
、
こ
う
し
た
要
求
に
応
え
た
。
企
業
内
の
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
化
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は
公
衆
網
の
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
化
よ
り
も
先
行
し
て
進
展
し
た
た
め
、
日
本
電
気
の
国
内
向
け
デ
ジ
タ
ル
Ｐ
Ｂ
Ｘ
納
入

実
績
は
、
八
七
年
に
は
一
〇
〇
万
回
線
に
達
し
た
。

こ
の
時
期
、
日
本
電
気
が
か
ね
て
計
画
し
て
い
た
新
工
場
の
建
設
が
実
現
し
た
。
千
葉
県
我
孫
子
市
の
三
八

万
二
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
広
大
な
土
地
に
、
我
孫
子
事
業
場
が
開
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
我
孫
子
事

業
場
は
、
デ
ジ
タ
ル
通
信
機
器
と
Ｏ
Ａ
機
器
の
技
術
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
さ
ら
に
日
本
電
気
が
推
進
す
る
Ｃ
＆

Ｃ
オ
フ
ィ
ス
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
事
業
場
と
し
て
設
計
さ
れ
、
一
九
八
二
年
十
月
に
操
業
を
開
始
し
た
。

光
通
信
事
業
の
展
開

一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
二
月
、
電
電
公
社
に
よ
る
日
本
列
島
縦
貫
の
光
フ
ァ
イ
バ
通
信
幹
線
敷
設
工
事

の
完
成
を
伝
え
る
記
事
が
新
聞
各
紙
の
紙
面
を
飾
っ
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
日
本
に
お
け
る
本
格
的
光
通
信

網
時
代
の
幕
開
け
を
告
げ
る
も
の
だ
っ
た
。日
本
電
気
は
早
く
か
ら
光
通
信
の
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
一
九
六
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ュ
ー
ズ
・
エ
ア
ク
ラ
フ
ト
社
を
訪
れ
て
、
ル
ビ

ー
結
晶
を
用
い
た
赤
色
レ
ー
ザ
の
発
振
に
成
功
し
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
小
林
宏
治
（
当
時
、
常
務
取
締
役
）

が
、「
光
」
の
通
信
へ
の
利
用
を
直
感
し
、
帰
国
後
た
だ
ち
に
研
究
に
と
り
か
か
る
こ
と
を
命
じ
た
の
が
始
ま

り
で
あ
る
。
そ
し
て
早
く
も
翌
六
一
年
に
は
、
日
本
電
気
も
ル
ビ
ー
レ
ー
ザ
の
発
振
に
成
功
し
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
、
光
フ
ァ
イ
バ
が
通
信
の
伝
送
路
と
し
て
実
用
可
能
で
あ
る
見
通
し
が
得
ら
れ
る

と
、
信
号
を
減
衰
す
る
こ
と
な
く
長
距
離
伝
送
が
で
き
、
大
容
量
の
情
報
が
伝
送
で
き
る
光
通
信
シ
ス
テ
ム
は
、

次
世
代
の
電
気
通
信
シ
ス
テ
ム
の
中
核
的
役
割
を
担
う
も
の
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
七
五
年
、
日
本
電
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気
は
東
京
電
力
と
と
も
に
、
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
の
総
合
現
場
実
験
を
世
界
で
は
じ
め
て
成
功
さ
せ
た
。
電

電
公
社
も
光
通
信
を
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
集
積
回
路
と
な
ら
ぶ
重
点
課
題
に
掲
げ
、
七
八
年
に
は
東
京
都
内
に
二

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
し
て
、
第
一
次
現
場
試
験
を
行
な
っ
た
。
そ
の
後
、
八
〇

年
か
ら
八
一
年
に
は
全
国
一
〇
都
道
府
県
一
二
区
間
で
実
用
回
線
が
導
入
さ
れ
た
が
、
日
本
電
気
は
こ
れ
ら
の

技
術
開
発
に
協
力
し
た
。

し
か
し
、
日
本
電
気
が
最
初
に
手
が
け
た
商
用
光
通
信
シ
ス
テ
ム
は
、
日
本
よ
り
も
早
く
一
九
七
七
年
に
受

注
し
た
ア
メ
リ
カ
の
フ
ロ
リ
ダ
州
に
あ
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
通
信
シ

ス
テ
ム
だ
っ
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
七
八
年
七
月
か
ら
稼
働
し
、
世
界
初
の

実
用
光
通
信
回
線
と
な
っ
た
。
八
〇
年
三
月
に
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
Ｅ
Ｎ
Ｔ

Ｅ
Ｌ
（
通
信
公
社
）
か
ら
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市
デ
ジ
タ
ル
通
信
網
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
引
き
合
い
を
、
光
通
信
シ
ス
テ
ム
で
応
札
し
受
注
し
た
。
こ
れ

は
三
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
光
通
信
網
を
敷
設
し
、
一
六
〇
万
人
の

加
入
者
を
一
斉
に
切
り
換
え
る
と
い
う
、
当
時
世
界
最
大
級
の
大
規
模
光
通

信
網
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
。
八
一
年
に
こ
の
新
通
信
網
を
完
成
し
た
日
本

電
気
は
、
こ
れ
を
バ
ネ
に
光
通
信
シ
ス
テ
ム
の
海
外
展
開
を
飛
躍
さ
せ
、
そ

の
後
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
か
ら
大

規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
次
々
に
受
注
し
た
。
と
く
に
ア
メ
リ
カ
の
光
通
信
シ

ス
テ
ム
市
場
で
の
受
注
は
好
調
で
、
九
〇
年
に
は
約
三
〇
％
の
シ
ェ
ア
を
占
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め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

光
フ
ァ
イ
バ
は
、
そ
の
特
性
か
ら
海
底
ケ
ー
ブ
ル
通
信
で
の
利
用
に
有
効
と
さ
れ
る
が
、
一
九
七
八
年
か
ら

日
本
電
気
は
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
光
中
継
器
の
開
発
を
進
め
て
い
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設

し
た
の
は
、
八
戸
・
苫
小
牧
間
、
つ
い
で
宮
崎
・
沖
縄
間
で
あ
る
が
、
日
本
電
気
は
八
六
年
九
月
ま
で
に
両
ケ

ー
ブ
ル
用
の
中
継
器
を
納
入
し
た
。
ま
た
、
八
三
年
に
は
Ｋ
Ｄ
Ｄ
や
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
な
ど
に
よ
る
第
三
太
平
洋
横
断

光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
の
計
画
が
具
体
化
し
、
日
本
電
気
は
八
八
年
か
ら
中
継
器
の
納
入
を
始
め
た
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
は
、
八
九
年
四
月
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
波
通
信
も
デ
ジ
タ
ル
化
へ

無
線
通
信
分
野
の
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
の
世
界
で
も
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
し
た
。

従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
で
は
、
超
多
重
化
の
技
術
が
進
む
と
と
も
に
、
市
場
の
成
熟
化
を
迎
え
た
。

国
内
で
は
、
ア
ナ
ロ
グ
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
装
置
と
し
て
、
一
九
八
二
年
に
六
ギ
ガ
ヘ
ル
ツ
で
五
四
〇
〇
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
伝
送
容
量
を
も
つ
大
容
量
送
受
信
装
置
を
電
電
公
社
と
の
協
力
で
開
発
し
た
が
、
こ
れ
以
降
マ
イ
ク
ロ

波
通
信
市
場
の
中
心
は
デ
ジ
タ
ル
に
移
っ
て
い
っ
た
。

日
本
電
気
が
開
発
し
た
デ
ジ
タ
ル
方
式
の
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
装
置
は
、
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
に
ア

メ
リ
カ
の
ベ
ル
研
究
所
の
電
波
試
験
で
好
成
績
を
収
め
、
七
九
年
に
は
同
研
究
所
や
ベ
ル
系
の
電
話
会
社
に
納

入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
電
気
の
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
事
業
の
始
ま
り
で
あ
る
。
こ
の
装
置
は
八

四
年
か
ら
量
産
ベ
ー
ス
に
乗
せ
ら
れ
、
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
シ
ス
テ
ム
五
〇
〇
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
売
り
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出
さ
れ
た
。
北
米
市
場
で
の
成
功
を
ベ
ー
ス
に
世
界
各
国
で
受
注
活
動
を
展
開
し
、
タ
イ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

な
ど
か
ら
多
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
注
し
た
。
日
本
電
気
の
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
の
技
術
は
、
国
内

の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
第
二
電
電
、
日
本
テ
レ
コ
ム
の
通
信
網
整
備
に
も
生
か
さ
れ
、
幹
線
系
の
大
容
量
化
・
高
規
格
化

な
ど
に
貢
献
し
た
。

一
九
八
〇
年
代
に
は
光
通
信
技
術
が
め
ざ
ま
し
い
進
歩
を
遂
げ
た
た
め
、
従
来
長
距
離
基
幹
系
の
伝
送
容
量

で
優
位
を
保
っ
て
い
た
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
に
代
表
さ
れ
る
無
線
通
信
が
、
光
フ
ァ
イ
バ
を
使
っ
た
有
線
通
信
に

逆
転
を
許
し
、
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
も
光
通
信
と
共
存
し
つ
つ
、
新
し
い
用
途
を
開
拓
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ

た
。
こ
の
た
め
日
本
電
気
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
は
じ
め
と
す
る
最
新
技
術
を
導
入
し
た
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
装
置

を
開
発
し
、
幹
線
系
は
も
と
よ
り
短
距
離
の
支
線
系
や
私
設
通
信
網
、
過
疎
地
無
線
な
ど
、
マ
イ
ク
ロ
波
通
信

の
用
途
拡
大
に
努
め
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
一
九
八
三
年
に
市
場
投
入
し
た
簡
易
無
線
シ
ス
テ
ム
「
パ
ソ
リ

ン
ク
５
０
」
が
あ
る
。
同
機
種
は
、
当
時
私
設
通
信
網
の
構
築
に
積
極
的
だ
っ
た
企
業
な
ど
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

と
く
に
イ
ギ
リ
ス
で
高
い
評
価
を
得
た
の
を
は
じ
め
、
八
七
年
以
降
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ベ
ル

ギ
ー
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
輸
出
さ
れ
た
。

人
工
衛
星
と
衛
星
通
信
地
球
局

日
本
電
気
は
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
気
象
衛
星
「
ひ
ま
わ
り
」
の
ほ
か
、
試
験
衛
星
の
「
た
ん
せ
い
」「
さ

き
が
け
」、
科
学
衛
星
の
「
ひ
の
と
り
」「
て
ん
ま
」
な
ど
、
数
多
く
の
人
工
衛
星
の
製
造
を
担
当
し
た
。
一
九

八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
に
は
海
洋
観
測
衛
星
「
も
も
一
号
」
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
重
量
七
五
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〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
日
本
初
の
本
格
的
大
型
地
球
観
測
衛
星
で
、
日
本
電

気
が
主
契
約
者
と
し
て
受
注
し
た
も
の
だ
っ
た
。
人
工
衛
星
製
造
の
た
め
、

日
本
電
気
は
八
二
年
六
月
、
横
浜
工
場
内
に
人
工
衛
星
専
用
棟
を
建
設
し
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
が
提
唱
し
た
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
建
設
に
も
参
画
し
、

八
五
年
に
三
菱
重
工
業
や
石
川
島
播
磨
重
工
業
な
ど
と
と
も
に
予
備
設
計
を

実
施
、
通
信
制
御
関
係
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

実
用
衛
星
の
打
ち
上
げ
が
増
え
れ
ば
、
当
然
、
地
球
局
の
数
も
増
加
す
る
。

日
本
電
気
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
衛
星
に
対
応
し
た
地
球
局
シ
ス
テ
ム
を
、
郵
政

省
、
国
土
庁
、
Ｊ
Ｒ
、
各
電
力
会
社
な
ど
に
多
数
納
入
し
、
こ
の
時
期
に
地

球
局
事
業
を
大
き
く
飛
躍
さ
せ
た
。
通
信
衛
星
を
利
用
し
た
新
し
い
情
報
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｇ
（Satellite

N
ew
s
G
athering

）
シ
ス
テ
ム
も
こ
の

時
期
に
登
場
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
、
山
岳
地
帯
や
離
島
か
ら
映
像
を
送
る

際
な
ど
に
威
力
を
発
揮
し
、
民
放
各
社
が
こ
ぞ
っ
て
導
入
を
開
始
し
た
。
日

本
電
気
は
激
し
い
受
注
合
戦
の
末
、
民
放
各
社
か
ら
の
大
量
受
注
に
成
功
、

一
九
九
〇
年
ま
で
に
固
定
局
、
車
載
局
、
可
搬
局
あ
わ
せ
て
六
二
局
を
納
入

し
た
。

日
本
電
気
の
衛
星
通
信
事
業
は
海
外
で
も
進
展
し
、
一
九
七
七
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ウ
ガ
ン
ダ
か
ら
、

七
八
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
シ
ス
テ
ム
ズ
社
か
ら
小
型
衛
星
通
信
地
球
局
を
一
〇
〇
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局
、
八
〇
年
に
は
中
国
か
ら
総
額
二
〇
億
円
に
の
ぼ
る
大
型
衛
星
通
信
地
球
局
を
受
注
し
た
。
こ
の
よ
う
に
世

界
各
国
か
ら
受
注
が
相
つ
い
だ
結
果
、
八
四
年
に
は
衛
星
通
信
地
球
局
の
累
計
納
入
数
は
一
〇
〇
〇
局
を
突
破

す
る
に
い
た
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
超
小
型
衛
星
通
信
地
球
局
・
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
市
場
が
ア
メ
リ
カ
で

立
ち
上
が
り
、
全
世
界
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
日
本
電
気
は
一
九
八
九
年
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ュ
ー
ズ
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
ズ
社
か
ら
屋
外
ユ
ニ
ッ
ト
一
万
台
の
受
注
に
成
功
、
以
後
メ
キ
シ
コ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
な
ど
か
ら
も
受
注
し
、
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
市
場
を
世
界
に
広
げ
た
。

４
情
報
処
理
事
業
の
拡
大

Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
の
新
展
開

一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
、
小
林
会
長
が
「
Ｃ
＆
Ｃ
宣
言
」
を
行
な
っ
た
当
時
、
日
本
電
気
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
事
業
は
苦
境
の
最
中
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
日
本
電
気
は
、
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め
と

す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
開
発
を
積
極
的
に
展
開
し
、
苦
境
か
ら
脱
却
し
て
情
報
処
理
事
業
の
基
盤
を
確
立
し
て
い

っ
た
。

ま
ず
、
日
本
電
気
の
情
報
処
理
事
業
が
不
振
を
脱
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
の
開
発

か
ら
み
て
い
こ
う
。

日
本
電
気
が
東
芝
と
共
同
開
発
し
た
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
長
ら
く
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
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―

シ
リ
ー
ズ
２
２
０
０
の
後
継
機
が
不
在
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
一
九
七
四
年
の
発
表
以
降
、
好
評
を
も
っ
て

市
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
一
方
、
Ｏ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、
開
発
・
改
良
が
七
六
年
以
後
も
継
続
し
て
い
た
。
大

型
機
に
つ
い
て
は
、
東
芝
が
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
同
様
、
Ｏ
Ｓ
の
開
発
を
担
当
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
七
八
年

二
月
、
東
芝
が
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
撤
退
し
た
た
め
、
日
本
電
気
は
担
当
し
て
い
た
中
型
機
用
の
Ｏ
Ｓ
で

あ
る
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
―

４
に
加
え
て
、
大
型
機
用
の
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
―

６
を
も
並
行
し
て
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。
日
本
電
気
は
可
能
な
限
り
両
Ｏ
Ｓ
の
共
通
化
を
図
る
な
ど
し
て
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
た
。
販
売
面
で

は
、
東
芝
の
販
売
要
員
五
〇
〇
人
を
日
電
東
芝
情
報
シ
ス
テ
ム
に
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
技
術
部
門
な
ど
か

ら
七
〇
〇
名
の
要
員
を
営
業
部
門
に
配
転
し
、
販
売
力
の
強
化
を
図
っ
た
。

一
九
七
九
年
二
月
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
中
・
小
型
機
４
３
０
０
シ
リ
ー
ズ
の
対
抗
機
種
と
し
て
発
表
さ
れ
た
「
Ａ

Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
２
５
０
」
は
、
日
本
電
気
の
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
事
業
に
一
つ
の
画
期
を
も
た
ら
し
た
マ
シ
ン

だ
っ
た
。
七
七
年
は
じ
め
こ
ろ
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
次
の
中
・
小
型
機
を
、
七
八
年
秋
か
ら
暮
れ
に
か
け
て
発
表
す

る
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
た
。
一
年
半
あ
ま
り
し
か
な
か
っ
た
が
、
日
本
電
気
は
こ
れ
を
中
・
小
型
機
の
分
野
で

市
場
優
位
性
を
確
立
す
る
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
、
著
し
い
価
格
性
能
比
の
向
上
を
実
現
す
る
と
噂
さ
れ
た
Ｉ

Ｂ
Ｍ
社
の
新
機
種
シ
リ
ー
ズ
へ
の
対
抗
機
種
の
開
発
を
決
定
し
た
。
な
に
し
ろ
開
発
期
間
が
短
い
の
で
、
日
本

電
気
で
は
営
業
マ
ン
を
含
む
横
断
的
な
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
組
織
し
て
、企
画
段
階
か
ら
情
報
の
交
流
を
図
り
、

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
開
発
と
並
行
し
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
を
進
め
る
な
ど
、
集
中
的
か
つ
効
率
的
な
開
発
を

推
進
し
た
。
こ
う
し
て
日
本
電
気
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
４
３
０
０
シ
リ
ー
ズ
が
発
表
さ
れ
た
わ
ず
か
一
週
間
後
に
、

「
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
２
５
０
」
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
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Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
２
５
０
は
、
シ
ス
テ
ム
２
０
０
の
後
継
機
種
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
４
３
３

１
に
比
べ
て
三
、
四
割
上
回
る
性
能
を
有
し
、
価
格
面
で
も
十
分
対
抗
で
き
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
価
格
性
能

比
が
い
か
に
優
れ
て
い
た
か
は
、
発
売
後
の
注
文
殺
到
が
証
明
し
て
い
る
。
一
九
八
一
年
六
月
に
は
小
型
機
と

し
て
は
は
じ
め
て
売
上
台
数
一
〇
〇
〇
台
を
突
破
し
、
四
年
間
で
二
〇
〇
〇
台
余
を
販
売
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
販
売
先
は
五
七
％
が
新
規
ユ
ー
ザ
ー
で
、
他
社
の
機
種
か
ら
の
リ
プ
レ
ー
ス
も
多
く
み
ら
れ
た
。
シ
ス
テ
ム

２
５
０
の
成
功
は
、
情
報
処
理
事
業
の
基
盤
を
強
固
な
も
の
と
し
、
ま
た
日
本
電
気
の
対
Ｉ
Ｂ
Ｍ
「
非
互
換
路

線
」
を
強
く
印
象
づ
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
互
換
機
メ
ー
カ
ー
に
は
、

こ
の
よ
う
な
素
早
い
対
応
は
不
可
能
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
は
、
中
・
大
型
機
に
つ
い
て
も
新
機
種
の
開
発
が
進

め
ら
れ
、
一
九
七
九
年
十
月
か
ら
八
三
年
五
月
に
か
け
て
シ
ス
テ
ム
３
５
０

か
ら
シ
ス
テ
ム
９
５
０
ま
で
の
各
機
種
が
発
売
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
八
三
年

四
月
に
は
好
評
だ
っ
た
シ
ス
テ
ム
２
５
０
を
「
統
合
Ｏ
Ａ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

用
に
発
展
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
４
１
０
を
、
八
四
年
二
月
に
は
二
五
六
キ
ロ
ビ

ッ
ト
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
を
搭
載
し
た
中
型
機
の
シ
ス
テ
ム
４
３
０
を
発
表
し
た
。
そ

の
後
、
シ
ス
テ
ム
４
１
０
と
４
３
０
は
、
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
３
０
０
０
シ

リ
ー
ズ
へ
と
展
開
さ
れ
、
八
七
年
七
月
に
は
シ
ス
テ
ム
３
３
０
０
が
４
１
０

の
後
継
機
種
と
し
て
、
八
八
年
七
月
に
は
中
型
機
分
野
の
後
継
機
種
と
し
て

シ
ス
テ
ム
３
４
０
０
が
開
発
さ
れ
た
。
大
型
機
の
分
野
で
は
、
八
五
年
四
月
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に
シ
ス
テ
ム
６
１
０
と
６
３
０
、
八
七
年
一
月
に
は
シ
ス
テ
ム
９
３
０
・
９
１
０
・
８
３
０
の
三
機
種
を
発
売

し
た
。
こ
れ
ら
は
企
業
の
積
極
的
な
Ｏ
Ａ
化
投
資
を
背
景
に
販
売
台
数
を
伸
ば
し
、
日
本
電
気
の
情
報
処
理
事

業
の
拡
大
に
貢
献
し
た
。

一
方
、
情
報
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
傾
向
が
決
定
的
と
な
り
、
そ
の
中
核
を
な
す
超
大
型

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
需
要
も
増
大
し
た
。
日
本
電
気
は
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ

の
超
大
型
機
と
し
て
、
一
九
八
一
年
十
一
月
、
一
五
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
（
毎
秒
の
計
算
能
力
が
一
五
〇
〇
万
回
）
の
性

能
を
も
つ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
１
０
０
０
を
開
発
し
、
そ
の
一
号
機
を
東
北
大
学
に
納
入
し
た
。
さ
ら
に
八
五

年
二
月
に
は
上
位
機
種
と
し
て
シ
ス
テ
ム
１
５
０
０
を
、
八
六
年
二
月
に
は
シ
ス
テ
ム
２
０
０
０
を
そ
れ
ぞ
れ

発
売
し
た
。
こ
れ
ら
の
超
大
型
機
は
い
ず
れ
も
発
売
当
時
、
世
界
最
大
・
最
高
速
の
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
だ
っ

た
。以

上
の
よ
う
に
「
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
」
以
降
、
日
本
電
気
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
開
発
は
自
主
技
術
を
中
心
に

行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
六
二
年
以
来
継
続
し
て
い
た
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
社
と
の
提
携
関
係

に
も
変
化
が
現
れ
、
八
三
年
十
月
の
契
約
更
新
の
際
に
は
、
超
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
分
野
で
ク
ロ
ス
ラ
イ
セ

ン
ス
契
約
を
交
わ
す
に
い
た
っ
た
。
大
型
機
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
技
術
供
与
を
受
け
る
関
係
だ
っ
た
が
、

今
度
は
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
社
に
技
術
供
与
す
る
と
い
う
関
係
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
日
本
電
気
は
、
八
四

年
三
月
に
は
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
１
０
０
０
の
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
社
へ
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
相
手
先
商
標
製
品
）
供
給
を
開

始
し
た
。
つ
づ
い
て
同
年
八
月
に
は
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
社
と
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
社
と
の
合
弁
会
社
Ｃ
Ｉ
Ｉ
―

Ｈ
Ｂ

（C
om
pagnie

｀InternationalL ,Inform
atique

｀Honeyw
ellB

ull
）
社
に
対
し
て
も
Ｏ
Ｅ
Ｍ
供
給
が
な
さ
れ
る
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こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
一
九
八
七
年
三
月
に
は
、
日
本
電
気
、
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
社
、
ブ
ル
社
の
三
社
は
、
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

分
野
に
お
け
る
世
界
的
な
競
争
力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
目
的
で
、
ア
メ
リ
カ
に
合
弁
会
社
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
・
ブ

ル
社
（
の
ち
に
ブ
ル
・
Ｈ
Ｎ
社
と
改
称
）
を
設
立
し
た
が
、
八
九
年
に
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
社
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業

か
ら
撤
退
を
決
定
し
た
た
め
、
日
本
電
気
と
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
社
と
の
提
携
関
係
に
も
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

世
界
最
高
速
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
な
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
よ
り
も
、
さ
ら
に
高
度
な
処
理
能
力
を
も
つ
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
概
念
が
、
こ
の
時
期
に
生
ま
れ
た
。
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
あ
る
。

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ク
レ
イ
・
リ
サ
ー
チ
社
が
開

発
し
た
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｙ
―

１
が
そ
の
嚆
矢
こ
う
し

と
さ
れ
る
。
日
本
電
気
で
は
、
翌
七
八
年
六
月
に
科
学
技
術
庁
航
空
宇
宙

技
術
研
究
所
の
計
算
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
数
値
風
洞
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
共
同
開
発
を
打
診
さ

れ
た
の
を
契
機
に
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
開
発
に
着
手
し
た
。
同
研
究
所
の
計
画
は
、
航
空
機
の
設
計

開
発
に
欠
か
せ
な
い
風
洞
に
よ
る
実
験
を
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て

置
き
換
え
よ
う
と
い
う
野
心
的
な
試
み
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
計
算
に
求
め
ら
れ
る
速
さ
も
、
一
ギ

ガ
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
（
一
秒
間
に
一
〇
億
回
の
浮
動
小
数
点
演
算
を
行
な
う
）
と
高
い
数
値
が
目
標
に
設
定
さ
れ
た
。

Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｙ
―

１
が
一
四
〇
メ
ガ
（
一
〇
〇
〇
メ
ガ
で
一
ギ
ガ
と
な
る
）
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
、
八
二
年
に
開
発
さ
れ
た
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富
士
通
と
日
立
製
作
所
の
マ
シ
ン
で
も
、そ
れ
ぞ
れ
五
〇
〇
メ
ガ
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
、

六
三
〇
メ
ガ
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
演
算
速
度
で
あ
り
、
七
八
年
時
点
で
の
一
ギ
ガ
Ｆ

Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
と
い
う
目
標
は
、
当
初
か
ら
か
な
り
困
難
な
開
発
が
予
想
さ
れ
た
。

心
臓
部
分
に
当
た
る
超
高
速
Ｌ
Ｓ
Ｉ
や
そ
の
実
装
技
術
な
ど
、
半
導
体
を

は
じ
め
と
す
る
最
先
端
技
術
の
開
発
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

く
、
日
本
電
気
は
全
社
を
挙
げ
て
の
先
端
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

こ
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
一
九
八
三
年
四
月
、

日
本
電
気
は
五
七
〇
メ
ガ
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
「
Ｓ
Ｘ
―

１
」
と
一
・
三
ギ
ガ
Ｆ
Ｌ

Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
「
Ｓ
Ｘ
―

２
」
を
発
表
し
た
。
一
ギ
ガ
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
目
標
を
達
成

し
た
「
Ｓ
Ｘ
―

２
」
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
証
明
す
る
演
算
速
度
の
実
測
に

は
手
間
取
っ
た
。
八
五
年
一
月
に
は
富
士
通
が
一
ギ
ガ
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
を
超
え

る
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
実
測
に
成
功
し
、
先
を
越
さ
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
後
「
Ｓ
Ｘ
―

２
」
は
、
八
五
年
十
二
月
に
一
・
三
ギ
ガ
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
実
測
に
成
功
、
名
実

と
も
に
世
界
最
高
速
の
実
力
を
示
す
に
い
た
っ
た
。
余
談
に
な
る
が
、
八
七
年
一
月
に
は
π
の
計
算
で
一
億
三

三
五
五
万
四
〇
〇
〇
桁
を
記
録
し
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
掲
載
さ
れ
た
。

「
Ｓ
Ｘ
―

２
」
は
、
一
九
八
六
年
三
月
に
東
北
大
学
、
運
輸
省
港
湾
技
術
研
究
所
、
大
林
組
、
住
友
金
属
工
業

な
ど
に
相
つ
い
で
納
入
さ
れ
、
出
荷
も
好
調
だ
っ
た
。
ま
た
、
同
年
七
月
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
に
輸
出
さ
れ
る
な
ど
、
海
外
か
ら
の
反
響
も
予
想
以
上
に
大
き
か
っ
た
。
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つ
づ
い
て
一
九
八
九
年
四
月
に
は
「
Ｓ
Ｘ
―

３
」
が
発
表
さ
れ
た
。「
Ｓ
Ｘ
―

３
」
は
国
産
機
種
と
し
て
は
、

は
じ
め
て
マ
ル
チ
プ
ロ
セ
ッ
サ
（
Ｃ
Ｐ
Ｕ
の
複
数
化
）
に
よ
る
並
列
処
理
を
採
用
し
、
最
上
位
モ
デ
ル
で
は
二

二
ギ
ガ
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
と
い
う
世
界
最
高
速
を
記
録
し
た
。

オ
フ
コ
ン
か
ら
オ
フ
ィ
ス
プ
ロ
セ
ッ
サ
へ

日
本
電
気
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
は
、
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
中
・
小
型
機
の
分
野

で
強
み
を
発
揮
し
た
。
と
く
に
、
一
九
七
〇
年
代
に
「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
１
０
０
」
が
切
り
開
い
た
オ
フ
ィ

ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
オ
フ
コ
ン
）
の
市
場
で
は
、
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
た
。
成
功
し
た
理
由
の
一
つ
に
、

企
業
の
Ｏ
Ａ
化
の
進
展
に
Ｃ
＆
Ｃ
の
構
想
が
マ
ッ
チ
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
Ｏ
Ａ
化
を
効
率
的
に
進
め
る

に
は
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
も
と
で
の
分
散
処
理
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
は
Ｃ
＆
Ｃ
が
指
向
し
た

事
業
領
域
と
重
な
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
に
提
案
し
た

「
Ｃ
＆
Ｃ
統
合
オ
フ
ィ
ス
シ
ス
テ
ム
」
は
、
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
端
末
を
最
新
の
通
信
技
術
で
結
び
、
オ

フ
ィ
ス
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
の
処
理
を
可
能
に
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
日
本
電
気
の
オ
フ
コ
ン
事

業
は
、
こ
う
し
た
Ｃ
＆
Ｃ
の
関
連
技
術
を
取
り
入
れ
た
製
品
開
発
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
競
争

力
を
強
め
て
い
っ
た
。

も
う
一
つ
は
、
積
極
的
な
販
売
戦
略
の
展
開
で
あ
る
。
日
本
電
気
は
、
一
九
七
四
年
に
特
約
店
支
援
部
を
設

置
し
て
、
一
県
一
デ
ィ
ー
ラ
ー
制
度
や
異
業
種
と
の
提
携
、
他
社
販
売
店
の
日
本
電
気
へ
の
系
列
化
な
ど
を
進

め
た
。
そ
の
結
果
、
七
四
年
に
七
社
し
か
な
か
っ
た
販
売
店
が
、
八
四
年
に
は
二
〇
五
社
へ
と
増
加
し
、
販
売
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網
は
著
し
く
拡
充
さ
れ
た
。
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
も
、
こ
の
時
期
に
は
第
一
位
を
キ
ー
プ
し
つ
つ
、
し
か
も
そ
の

比
率
を
高
め
て
い
っ
た
。
製
品
開
発
の
成
功
を
後
押
し
す
る
販
売
面
で
の
努
力
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

オ
フ
コ
ン
の
新
製
品
と
し
て
は
一
九
八
〇
年
二
月
に
、
は
じ
め
て
日
本
語
処
理
機
能
を
備
え
た
「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ

シ
ス
テ
ム
１
５
０
Ⅱ
」
な
ど
の
新
オ
フ
コ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
、
つ
づ
い
て
八
一
年
四
月
に
は
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
シ
ス
テ

ム
シ
リ
ー
ズ
」
を
発
売
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
パ
ソ
コ
ン
）
の
上
位
機
種
か
ら
、

汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
小
型
下
位
機
種
に
相
当
す
る
機
種
ま
で
の
オ
フ
コ
ン
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
が
完
成
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
オ
フ
コ
ン
分
野
で
の
品
揃
え
は
、
八
五
年
に
転
機
を
迎
え
、
同
年
十
月
に
は
オ
フ
ィ
ス
プ

ロ
セ
ッ
サ
と
い
う
新
し
い
呼
称
の
も
と
に
、「
オ
フ
ィ
ス
プ
ロ
セ
ッ
サ
Ｖ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
」
と
「
オ
フ
ィ
ス
プ
ロ

セ
ッ
サ
Ｎ
６
５
０
０
」
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
単
に
呼
び
名
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
オ
フ
コ
ン
の
概

念
に
変
化
が
生
じ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
化
に
と
も
な
い
、
汎

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
超
小
型
機
か
ら
出
発
し
た
オ
フ
コ
ン
と
、
性
能
向
上
が
実
現
し
た
多
機
能
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
の
間
に
境
界
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
電
気
の
オ
フ
コ
ン
事
業
は
、
分
散
処
理
機
能
を
強
化

し
た
サ
ー
バ
と
し
て
の
オ
フ
ィ
ス
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
端
末
機
と
し
て
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
い
う
二
つ
の
分
野
で
市
場

の
要
請
に
応
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
一
年
七
月
に
一
六
ビ
ッ
ト
機
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
Ｎ
５
２
０

０
／
０
５
」
を
発
売
し
た
。
こ
れ
は
、
分
散
処
理
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
端
末
と
、
パ
ソ
コ
ン
の
両
方
の
機
能
を
も

つ
も
の
で
、
一
六
ビ
ッ
ト
機
と
し
て
は
、
世
界
初
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
っ
た
。
翌
年
に
は
そ
の
名
称
を
「
パ
ー

ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
に
改
め
た
。
同
機
種
用
に
開
発
さ
れ
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
「
Ｌ
Ａ
Ｎ
シ
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リ
ー
ズ
」
も
好
評
で
、
の
ち
に
ふ
れ
る
パ
ソ
コ
ン
、
Ｐ
Ｃ
―

９
８
０
０
シ
リ
ー
ズ
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
九

二
年
八
月
ま
で
に
「
Ｎ
５
２
０
０
シ
リ
ー
ズ
」
は
一
〇
〇
万
台
の
累
計
出
荷
台
数
を
記
録
し
た
。

Ｃ
Ａ
Ｄ
な
ど
製
品
開
発
の
場
面
で
利
用
さ
れ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｅ
Ｗ
Ｓ
）

も
、
こ
の
時
期
に
実
用
化
さ
れ
た
。
日
本
電
気
は
、
一
九
八
六
年
九
月
に
「
Ｅ
Ｗ
Ｓ
４
８
０
０
シ
リ
ー
ズ
」
を

国
産
初
の
Ｅ
Ｗ
Ｓ
と
し
て
発
表
し
た
が
、
同
機
種
は
、
文
字
、
図
形
、
イ
メ
ー
ジ
、
映
像
、
音
声
な
ど
の
情
報

が
統
合
的
に
扱
え
る
シ
ス
テ
ム
で
、
八
七
年
以
降
継
続
し
て
新
モ
デ
ル
を
市
場
に
投
入
し
た
結
果
、
国
産
機
で

は
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
確
保
し
た
。

情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
事
業
の
拡
大

日
本
電
気
の
シ
ス
テ
ム
事
業
は
、
当
時
、
銀
行
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
や
流
通
業
に
お
け
る
Ｐ
Ｏ
Ｓ
（
販
売

時
点
情
報
管
理
）
な
ど
業
種
別
に
対
応
し
た
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
事
業
と
、
産
業
分
野
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

や
制
御
機
器
関
係
な
ど
を
担
当
す
る
産
業
シ
ス
テ
ム
事
業
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
分
析
し
、
こ
れ
に
応
じ
た
シ
ス
テ
ム
を
開
発
・
提
供
す
る
の
が
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム

事
業
の
本
義
で
あ
る
。
そ
の
た
め
日
本
電
気
は
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
し
ば
し
ば
組
織
を
変
更
し
た
。

一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
に
、
営
業
本
部
制
か
ら
業
種
別
シ
ス
テ
ム
事
業
部
制
へ
移
行
し
た
が
、
八
四
年

十
二
月
に
は
市
場
別
に
一
〇
シ
ス
テ
ム
事
業
部
体
制
へ
、
さ
ら
に
八
九
年
十
二
月
に
は
一
本
部
一
四
シ
ス
テ
ム

事
業
部
へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
組
織
が
拡
充
・
強
化
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
に
各
シ
ス
テ
ム
事
業
部
で
取
り
組
ま
れ
た
代
表
的
な
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
官
公
庁
関
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係
の
指
紋
自
動
識
別
シ
ス
テ
ム
や
自
動
車
登
録
・
検
査
シ
ス
テ
ム
、
製
造
業
関
係
の
Ｃ
Ａ
Ｅ
（C

om
puter-

A
ided

E
ngineering

）
シ
ス
テ
ム
、
流
通
・
サ
ー
ビ
ス
関
係
の
座
席
予
約
・
発
券
シ
ス
テ
ム
、
医
療
関
係
の

臨
床
検
査
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
、
金
融
関
係
の
大
規
模
端
末
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

産
業
シ
ス
テ
ム
事
業
の
進
展

産
業
シ
ス
テ
ム
事
業
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
中
核
に
、
通
信
、
制
御
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

技
術
が
要
求
さ
れ
る
た
め
、
日
本
電
気
に
と
っ
て
Ｃ
＆
Ｃ
戦
略
の
も
と
で
事

業
領
域
を
拡
大
し
て
い
く
の
に
格
好
の
分
野
で
あ
っ
た
。
高
度
成
長
時
代
に

は
郵
便
自
動
化
な
ど
の
分
野
で
産
業
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
貢
献
し
て

き
た
。
一
九
七
〇
年
代
末
以
降
の
主
な
成
果
を
み
る
と
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
分
野
で
は
、
計
測
制
御
関
係
の
水
運
用
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
開
発
す
る

と
と
も
に
、
郵
便
自
動
化
シ
ス
テ
ム
や
郵
便
番
号
自
動
読
取
装
置
な
ど
で
も

新
機
種
を
市
場
投
入
し
た
。
こ
れ
ら
は
国
内
の
官
公
庁
・
公
共
団
体
ば
か
り

で
な
く
、
前
者
で
は
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
に
イ
ラ
ン
へ
、
後
者
の

郵
便
自
動
化
シ
ス
テ
ム
で
は
香
港
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
海
外
へ
も
輸
出
さ
れ
た
。

通
信
制
御
シ
ス
テ
ム
関
係
で
は
、
各
種
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
シ
ス
テ
ム
を
Ｎ

Ｔ
Ｔ
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｊ
Ｒ
向
け
な
ど
に
開
発
・
納
入
し
、
イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
の

衛
星
通
信
基
準
局
用
監
視
制
御
装
置
な
ど
の
開
発
も
担
当
し
た
。
ま
た
、
ビ
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ル
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
も
取
り
組
み
、
総
合
ビ
ル
管
理
シ
ス
テ
ム
「
Ｂ
ｕ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
シ
リ
ー
ズ
」

を
完
成
さ
せ
た
。
教
育
関
係
で
は
、
八
三
年
に
開
発
し
た
教
室
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
「
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
―

１

０
０
」
が
好
評
で
、
八
四
年
に
は
「
Ｐ
Ｃ
ゼ
ミ
」
と
改
称
し
て
以
後
、
毎
年
多
く
の
学
校
に
納
入
し
た
。

産
業
シ
ス
テ
ム
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
は
、一
九
八
八
年
に
は
産
業
シ
ス
テ
ム
事
業
グ
ル
ー
プ
と
し
て
独
立
し
た
が
、

そ
れ
に
先
立
つ
八
三
年
に
は
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
事
業
部
を
設
置
し
、
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
分
野
へ

の
参
入
を
図
っ
た
。
八
六
年
に
は
四
機
種
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
ロ
ボ
ッ
ト
、
垂
直
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
す

る
な
ど
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
分
野
で
製
品
化
が
実
現
し
た
の
に
つ
づ
き
、
八
八
年
に
は
数
値
制
御
装
置
「
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ａ
Ｃ
―

Ｖ
シ
リ
ー
ズ
」、
Ｉ
Ｃ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
全
自
動
封
入
シ
ス
テ
ム
「
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｓ
―

Ｓ
」
を
開
発
し
た
。

５
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
誕
生

Ｔ
Ｋ
―

８
０
か
ら
パ
ソ
コ
ン
へ

日
本
電
気
は
国
産
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
い
ち
早
く
四
、
八
、
一
六
ビ
ッ
ト
の
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
マ

イ
コ
ン
）
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
そ
ろ
え
た
が
、
は
じ
め
の
こ
ろ
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ジ
ス
タ
ー
や
ミ
シ
ン
用
な
ど
に
需

要
は
限
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
販
売
部
初
代
部
長
の
渡
辺
和
也
（
の
ち
に
支
配
人
）
ら
は
、
潜
在
的
な

需
要
を
掘
り
起
こ
す
方
法
と
し
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
の
組
立
キ
ッ
ト
を
商
品
化
す
る
こ
と
を
考
え
つ
い
た
。

こ
う
し
て
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
八
月
、
マ
イ
コ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ッ
ト
「
Ｔ
Ｋ
―

８
０
」
が
発
売
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さ
れ
た
。
最
初
の
ロ
ッ
ト
は
二
〇
〇
〇
台
、
値
段
は
八
万
八
五
〇
〇
円
だ
っ

た
。
発
売
は
し
た
も
の
の
、
当
時
の
日
本
電
気
に
は
そ
の
よ
う
な
大
衆
向
け

の
商
品
を
販
売
す
る
拠
点
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
七
六
年
九
月
、
東
京
・
秋

葉
原
駅
前
に
あ
っ
た
ラ
ジ
オ
会
館
の
七
階
に
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
Ｂ
ｉ

ｔ
―

Ｉ
Ｎ
Ｎ
（
ビ
ッ
ト
イ
ン
）」
を
開
設
し
た
。

「
ビ
ッ
ト
イ
ン
」
は
大
盛
況
で
、
土
曜
、
日
曜
と
も
な
る
と
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ

並
み
の
混
雑
と
な
っ
た
。
当
初
、
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
を
想
定
し
て
い
た
が
、

大
学
生
や
高
校
生
も
多
く
混
じ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
同
年
十
月
、
ア
マ
チ
ュ

ア
を
対
象
と
し
た
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ク
ラ
ブ
」
を
発
足
さ

せ
た
。
た
ち
ま
ち
二
万
人
を
超
す
入
会
者
が
あ
り
、
マ
イ
コ
ン
愛
好
者
の
裾

野
は
急
速
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
っ
た
。
こ
の
ク
ラ
ブ
で
得
ら
れ
た
情
報
が

の
ち
の
パ
ソ
コ
ン
開
発
に
大
き
く
役
立
っ
た
。
七
八
年
三
月
に
は
本
格
的
な

販
売
店
と
し
て
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
マ
イ
コ
ン
シ
ョ
ッ
プ
」
の
第
一
号
店
を
広
島
に
開
設
し
た
。
Ｔ
Ｋ
―

８
０
は
、
二
年

間
で
約
六
万
六
〇
〇
〇
台
売
れ
る
と
い
う
予
想
外
の
成
果
を
得
た
。

「
パ
ソ
コ
ン
」
の
誕
生

こ
の
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
ソ
フ
ト
を
組
み
込
ん
だ
パ
ソ
コ
ン
の
前
身
が
登
場
し
は
じ

め
て
い
た
。
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
の
夏
ご
ろ
に
は
、
日
本
電
気
で
も
本
格
的
な
パ
ソ
コ
ン
の
開
発
が
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コ
ー
ド
ネ
ー
ム
「
Ｐ
Ｃ
Ｘ
―

１
」
と
し
て
進
ん
で
い
た
。
問
題
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
ソ
フ
ト
だ
っ
た
。

社
内
で
も
開
発
は
か
な
り
進
ん
で
い
た
が
、
将
来
に
不
安
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
渡
辺
は
、
ア
メ
リ
カ
に
出
張
し

た
折
り
に
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
の
砂
漠
の
町
ア
ル
バ
カ
ー
キ
の
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
に
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ

（B
illG
ates

）
を
訪
ね
、
開
発
へ
の
協
力
を
打
診
し
た
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
は
、
当
時
社
員
わ
ず
か
一
〇
人

ば
か
り
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
す
ぎ
ず
、
ゲ
イ
ツ
は
日
本
電
気
か
ら
の
協
力
要
請
を
喜
ん
で
引
き
受
け
て
く
れ
た
。

開
発
の
対
価
も
驚
く
ほ
ど
安
か
っ
た
。

こ
う
し
て
一
九
七
九
年
九
月
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
が
開
発
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
「
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
」

を
搭
載
し
た
八
ビ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
「
Ｐ
Ｃ
―

８
０
０
１
」
が
発
売
さ
れ
た
。
本
体
価
格
一
六
万
八
〇
〇
〇
円
。

オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
Ｃ
Ｒ
Ｔ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
）
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
プ
リ
ン
タ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
、

ミ
ニ
・
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
モ
デ
ム
な
ど
の
機
器
を
付
加
で
き
る
、
本
格
的
な
パ
ソ
コ
ン
の
登
場
だ
っ
た
。

当
初
の
販
売
目
標
は
月
二
〇
〇
〇
台
だ
っ
た
が
、発
売
と
同
時
に
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
注
文
が
殺
到
し
た
。

結
局
、
Ｐ
Ｃ
―

８
０
０
１
は
、
そ
の
後
三
年
間
で
約
二
五
万
台
売
れ
る
と
い
う
大
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
。
Ｐ

Ｃ
―

８
０
０
１
は
、
日
本
に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
時
代
の
幕
を
開
き
、
日
本
電
気
を
国
内
パ
ソ
コ
ン
市
場
の
リ
ー

ダ
ー
に
押
し
上
げ
た
。

Ｐ
Ｃ
―

８
０
０
１
の
大
成
功
に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、
の
ち
に
世
界

的
な
標
準
に
な
っ
た
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
「
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
」
を
採
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
独
自
の

販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
構
築
で
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
も
マ
イ
コ
ン
や
Ｔ
Ｋ
―

８
０
の
販
売
拠
点
と
し
て
設
置
し
た
「
Ｎ

Ｅ
Ｃ
マ
イ
コ
ン
シ
ョ
ッ
プ
」
を
通
し
て
売
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
販
売
戦
略
が
成
功
し
た
。
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第
三
は
、「
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
」
と
も
呼
ば
れ
る
社
外
の
協
力
者
グ
ル
ー
プ
の
存
在
で
あ
る
。
日
本
電
気
で

は
、
す
で
に
Ｔ
Ｋ
―

８
０
を
発
売
し
た
と
き
か
ら
、
回
路
図
を
添
付
す
る
な
ど
、
本
体
と
周
辺
機
器
の
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
仕
様
を
公
開
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
Ｔ
Ｋ
―

８
０
用
の
電
源
や
ソ
フ
ト
関
連
商
品
を
企
業
化
す
る

会
社
が
現
れ
た
。
Ｐ
Ｃ
―

８
０
０
１
が
登
場
す
る
と
、
さ
ら
に
多
く
の
「
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
」
が
そ
の
周
辺
機

器
、ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
の
開
発
や
関
連
図
書
の
発
刊
な
ど
を
続
々
と
手
が
け
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
Ｐ
Ｃ
―

８
０
０
１
の
販
路
を
拡
大
し
た
。

Ｐ
Ｃ
―

８
０
０
１
の
予
想
外
の
成
功
は
、
日
本
電
気
の
経
営
ト
ッ
プ
の
パ
ソ
コ
ン
へ
の
認
識
を
変
え
た
。
小

林
会
長
は
あ
る
日
、
パ
ソ
コ
ン
の
生
み
の
親
の
一
人
で
あ
る
大
内
淳
義
（
当
時
、
副
社
長
）
に
「
紺
屋
の
白
袴

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
ず
ト
ッ
プ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
勉
強
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
話
し
か
け
た
。
こ
う
し

て
始
ま
っ
た
の
が
、
全
役
員
と
事
業
部
長
が
参
加
す
る
「
社
内
パ
ソ
コ
ン
勉
強
会
」
で
あ
る
。
第
一
回
目
は
、

一
九
八
〇
年
十
二
月
六
日
だ
っ
た
。
お
ぼ
つ
か
な
い
手
つ
き
で
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
つ
小
林
ら
の
姿
は
新
聞
に
も

報
道
さ
れ
、
Ｐ
Ｒ
効
果
を
発
揮
し
た
。

Ｐ
Ｃ
‐
９
８
の
快
進
撃

Ｐ
Ｃ
―

８
０
０
１
の
成
功
は
、
日
本
電
気
の
他
部
門
を
も
強
く
刺
激
し
た
。
Ｐ
Ｃ
―

８
０
０
１
を
開
発
し
た
の

は
電
子
デ
バ
イ
ス
事
業
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
が
、
生
産
は
日
本
電
気
グ
ル
ー
プ
の
家
電
部
門
で
あ
る
新
日
本
電
気

が
担
当
し
た
。
そ
の
経
験
を
土
台
に
、
新
日
本
電
気
の
な
か
か
ら
独
自
に
パ
ソ
コ
ン
を
開
発
し
よ
う
と
い
う
動

き
が
出
て
き
た
。
一
方
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
本
家
で
あ
る
情
報
処
理
事
業
グ
ル
ー
プ
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
一
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九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年
七
月
に
、
一
六
ビ
ッ
ト
の
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
Ｎ
５
２
０
０
／
０
５
」
を

発
売
し
て
い
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
同
年
八
月
に
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
イ
ン
テ
ル
社
の
一
六
ビ
ッ
ト
マ
イ
コ
ン

を
搭
載
し
た
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ

Ｐ
Ｃ
」
を
発
売
、
パ
ソ
コ
ン
事
業
に
進
出
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
日
本
電
気
で

は
パ
ソ
コ
ン
事
業
の
分
担
に
つ
い
て
調
整
が
行
な
わ
れ
た
。
新
日
本
電
気
は
家
庭
用
の
八
ビ
ッ
ト
機
を
、
情
報

処
理
事
業
グ
ル
ー
プ
は
ビ
ジ
ネ
ス
用
の
一
六
ビ
ッ
ト
機
を
、
電
子
デ
バ
イ
ス
事
業
グ
ル
ー
プ
は
引
き
つ
づ
き
残

り
の
分
野
の
パ
ソ
コ
ン
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
八
一
年
十
一
月
、
新
日
本
電
気
は
家
庭
用
の

八
ビ
ッ
ト
機
「
Ｐ
Ｃ
―

６
０
０
１
」
を
、
同
年
十
二
月
に
は
電
子
デ
バ
イ
ス
事
業
グ
ル
ー
プ
が
Ｐ
Ｃ
―

８
０
０
０

シ
リ
ー
ズ
の
上
位
機
種
で
あ
る
八
ビ
ッ
ト
機
「
Ｐ
Ｃ
―

８
８
０
１
」
を
発
売
し
た
。

情
報
処
理
事
業
グ
ル
ー
プ
の
一
六
ビ
ッ
ト
機
の
開
発
の
方
向
は
、
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
「
Ｎ
５
２
０
０
シ

リ
ー
ズ
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
オ
フ
ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
下
位
機
種
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
日
本
電
気
が
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
や
周
辺
機
器
を
含
め
て
す
べ
て
を
開
発
す
る
、
い
わ
ば
”閉
じ
ら
れ
た
“
路
線
上
の

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
情
報
処
理
小
型
シ
ス
テ
ム
事
業
部
長
代
理
の
浜
田
俊
三
（
の
ち
に
支
配
人
）

ら
は
、
八
ビ
ッ
ト
機
「
Ｐ
Ｃ
―

８
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
」
の
ユ
ー
ザ
ー
は
、
次
に
求
め
る
一
六
ビ
ッ
ト
機
と
し
て

は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
周
辺
機
器
が
Ｐ
Ｃ
―

８
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
と
互
換
性
の
あ
る
も
の
を
望
ん
で
い
る
、
と

確
信
し
て
い
た
。
浜
田
ら
は
、
Ｐ
Ｃ
―

８
０
０
１
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
全
面
的
に
継
承
し
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
ソ
フ
ト
や
周
辺
機
器
の
開
発
を
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
に
委
ね
る
と
い
う
”開
か
れ
た
“
路
線
上
に
あ
る
一

六
ビ
ッ
ト
機
を
開
発
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
。

「
Ｐ
Ｃ
―

８
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
」
と
互
換
性
を
も
つ
一
六
ビ
ッ
ト
機
の
最
大
の
問
題
は
、
一
六
ビ
ッ
ト
機
用
の
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「
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
」
の
開
発
だ
っ
た
。
最
初
、
Ｐ
Ｃ
―

８
０
０
１
の
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

を
開
発
し
た
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
に
製
作
を
打
診
し
た
が
、
時
間
的
な
理
由

で
断
わ
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
独
自
に
開
発
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

困
難
な
作
業
を
重
ね
て
「
Ｎ
88
―

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
（
８
６
）」
を
完
成
さ
せ
た
。

ま
た
浜
田
ら
は
、
Ｐ
Ｃ
―

８
０
０
１
の
経
験
を
通
じ
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
市
場
競

争
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
は
、
な
る
べ
く
多
く
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
フ

ト
を
そ
ろ
え
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、
出
荷
一
、
二
カ
月
前

に
約
五
〇
社
の
ソ
フ
ト
ハ
ウ
ス
に
試
作
機
を
提
供
し
て
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ソ
フ
ト
の
開
発
を
依
頼
し
た
。

こ
う
し
て
一
六
ビ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
「
Ｐ
Ｃ
―

９
８
０
１
」
は
、
一
九
八
二
年

十
月
に
発
売
さ
れ
た
。
主
記
憶
容
量
最
大
六
四
〇
キ
ロ
バ
イ
ト
、
日
本
語
処

理
と
カ
ラ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
表
示
機
能
を
備
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
向
け
の
機
種

だ
っ
た
。
本
体
価
格
は
三
〇
万
円
を
切
っ
て
二
九
万
八
〇
〇
〇
円
に
設
定
さ

れ
た
。
年
間
の
販
売
目
標
台
数
は
七
万
台
に
置
か
れ
た
が
、
出
足
は
は
る
か

に
好
調
で
、
発
売
後
一
カ
月
で
受
注
は
一
万
台
を
突
破
、
翌
八
三
年
三
月
に

は
早
く
も
五
万
台
に
達
し
た
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｃ
―

９
８
０
１
が
パ
ソ
コ
ン
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
機
と
な
る
た
め
に

は
、
も
う
一
つ
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
っ
た
。
一
六
ビ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
で
は
、
Ｏ
Ｓ
（
基
本

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
の
も
と
に
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
が
動
作
す
る
環
境
と
し
な
け
れ
ば
、
効
率
的
な
利
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用
が
で
き
な
い
時
代
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
Ｐ
Ｃ
」
も
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
機
で
あ
る
と
同
時
に
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
開
発
し
た
Ｏ
Ｓ
「
Ｍ
Ｓ
―

Ｄ
Ｏ
Ｓ
」
上
で
動
く
Ｄ
Ｏ
Ｓ
マ
シ
ン
で
も
あ
っ
た
。

日
本
電
気
で
は
、
Ｍ
Ｓ
―

Ｄ
Ｏ
Ｓ
を
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
と
と
も
に
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
組

み
入
れ
る
こ
と
（
バ
ン
ド
リ
ン
グ
）
に
よ
り
、
Ｐ
Ｃ
―

９
８
０
１
を
事
実
上
Ｄ
Ｏ
Ｓ
マ
シ
ン
と
し
て
も
使
え
る

よ
う
に
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
三
年
十
月
に
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
装
置
と
Ｊ
Ｉ
Ｓ
第
一
水
準
の
漢
字

Ｒ
Ｏ
Ｍ
（Read

O
nly
M
em
ory

＝
読
み
出
し
専
用
メ
モ
リ
）
を
標
準
と
し
て
搭
載
し
た
「
Ｐ
Ｃ
―

９
８
０
１
Ｆ
」

を
発
売
し
た
。
こ
う
し
て
八
〇
年
代
に
日
本
の
パ
ソ
コ
ン
市
場
で
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
も
つ
に
い
た
る
「
Ｐ
Ｃ

―

９
８
０
０
シ
リ
ー
ズ
」
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
が
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
八
七
年
三
月
に
は
、
Ｐ

Ｃ
―

９
８
０
０
シ
リ
ー
ズ
の
出
荷
累
計
が
一
〇
〇
万
台
を
突
破
す
る
に
い
た
り
、「
９
８
（
き
ゅ
う
は
ち
）」
は

日
本
に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
の
代
名
詞
と
も
な
っ
た
。

三
部
門
が
そ
れ
ぞ
れ
の
守
備
範
囲
で
異
な
る
特
色
を
も
つ
機
種
の
開
発
を
競
い
合
う
体
制
は
、
日
本
電
気
の

パ
ソ
コ
ン
事
業
全
体
を
活
性
化
さ
せ
た
が
、
半
面
、
対
抗
意
識
か
ら
お
互
い
に
反
目
し
あ
う
空
気
も
生
ま
れ
て

き
た
。
こ
う
し
た
成
り
行
き
を
憂
慮
し
た
大
内
は
、
パ
ソ
コ
ン
事
業
を
組
織
的
に
再
編
す
る
時
期
が
き
た
と
判

断
し
た
。

大
内
は
、
小
林
会
長
と
関
本
社
長
に
自
ら
の
決
断
を
伝
え
た
。
そ
れ
は
「
電
子
デ
バ
イ
ス
グ
ル
ー
プ
を
パ
ソ

コ
ン
事
業
か
ら
撤
収
さ
せ
る
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
も
と
も
と
日
本
電
気
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
大
内
の
率
い
る

電
子
デ
バ
イ
ス
グ
ル
ー
プ
が
生
み
出
し
、
育
て
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
半
導
体
を
売
る
た
め
の
手

段
と
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。「
手
段
が
目
的
と
な
る
と
い
う
主
客
転
倒
は
い
け
な
い
。
や
は
り
電
子
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デ
バ
イ
ス
グ
ル
ー
プ
が
手
を
引
く
の
が
筋
だ
」
と
い
う
の
が
大
内
の
大
局
的
判
断
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
一
九
八

三
年
十
二
月
、
日
本
電
気
の
パ
ソ
コ
ン
事
業
の
組
織
変
更
が
行
な
わ
れ
、
電
子
デ
バ
イ
ス
事
業
グ
ル
ー
プ
が
扱

っ
て
き
た
八
ビ
ッ
ト
機
は
日
本
電
気
ホ
ー
ム
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
（
旧
・
新
日
本
電
気
）
が
継
承
す
る
こ
と
に

な
り
、
一
六
ビ
ッ
ト
機
は
す
べ
て
情
報
処
理
部
門
が
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

パ
ソ
コ
ン
市
場
の
制
覇

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
Ｐ
Ｃ
―

９
８
０
０
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
そ
の
後
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
型
、
ノ

ー
ト
型
と
い
っ
た
よ
う
に
枝
分
か
れ
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
三
二
ビ
ッ
ト
マ
イ
コ
ン
の
登
場
や
周
辺
機
器
の
充

実
と
相
ま
っ
て
、
性
能
の
大
幅
な
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡
充
し
て
い
っ
た
。

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
が
文
字
通
り
広
く
個
人
に
普
及
す
る
た
め
に
は
、
持
ち
運
べ
る
と
か
ス
ペ

ー
ス
を
取
ら
な
い
と
か
の
条
件
が
必
要
だ
っ
た
。
日
本
電
気
は
、
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
十
月
に
Ｐ
Ｃ

―

９
８
０
０
シ
リ
ー
ズ
の
機
能
を
絞
っ
た
国
内
初
の
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
型
パ
ソ
コ
ン
を
発
売
し
た
。
三
二
ビ
ッ
ト

機
の
発
売
は
八
七
年
九
月
で
、
こ
れ
も
国
内
で
は
じ
め
て
だ
っ
た
。

国
内
の
パ
ソ
コ
ン
市
場
で
つ
ね
に
リ
ー
ド
し
て
き
た
日
本
電
気
が
、
は
じ
め
て
他
社
に
遅
れ
た
の
が
ノ
ー
ト

型
パ
ソ
コ
ン
だ
っ
た
。日
本
電
気
で
も
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
型
を
さ
ら
に
小
型
化
す
る
計
画
は
早
く
か
ら
あ
っ
た
が
、

具
体
的
な
商
品
化
は
一
九
九
〇
年
は
じ
め
を
予
定
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
八
九
年
七
月
に
東
芝
か
ら
本
体
価

格
二
〇
万
円
を
割
る
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
が
発
売
さ
れ
た
。
日
本
電
気
で
は
急
き
ょ
、
総
力
を
あ
げ
て
ノ
ー
ト

型
パ
ソ
コ
ン
の
商
品
化
を
急
ぎ
、
同
年
十
一
月
に
は
「
９
８
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
」
の
発
売
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
そ
の
後
も
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積
極
的
な
製
品
戦
略
を
展
開
し
、
翌
九
〇
年
六
月
に
は
、
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
市
場
に
お
い
て
も
主
導
権
を
確

保
す
る
に
い
た
っ
た
。

一
九
八
七
年
三
月
に
一
〇
〇
万
台
を
突
破
し
た
Ｐ
Ｃ
―

９
８
０
０
シ
リ
ー
ズ
は
、
八
九
年
二
月
に
は
二
〇
〇

万
台
を
突
破
す
る
。
一
〇
〇
万
台
を
突
破
し
た
時
点
で
、
単
一
シ
リ
ー
ズ
の
出
荷
規
模
と
し
て
は
群
を
抜
い
た

も
の
だ
っ
た
。
一
六
ビ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
に
い
た
っ
て
は
、
シ
ェ
ア
が
九
〇
％
を
超
え
る
と
い
う
圧
倒
的
な
力
を

示
し
た
。
こ
う
し
て
パ
ソ
コ
ン
事
業
は
、
日
本
電
気
の
事
業
の
主
要
な
柱
の
一
つ
に
成
長
し
、
会
社
の
利
益
に

貢
献
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

新
市
場
を
担
う
ホ
ー
ム
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

日
本
電
気
の
家
電
事
業
は
、
新
日
本
電
気
が
担
当
し
て
き
た
が
専
業
他
社
に
後
れ
を
と
り
つ
づ
け
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
パ
ソ
コ
ン
が
一
般
家
庭
に
入
り
は
じ
め
、
情
報
指
向
の
「
新
家
電
」
の
道
が
開
け
て
き
た
。

そ
こ
で
新
日
本
電
気
は
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年
に
は
八
ビ
ッ
ト
の
ホ
ビ
ー
用
パ
ソ
コ
ン
「
Ｐ
Ｃ
―

６

０
０
１
」
を
開
発
・
発
売
し
、
新
分
野
に
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
し
た
。
そ
の
後
、
既
述
の
よ
う
に
八
ビ
ッ
ト

の
パ
ソ
コ
ン
事
業
は
す
べ
て
新
日
本
電
気
に
統
合
さ
れ
、
八
三
年
三
月
期
に
は
、
同
社
の
パ
ソ
コ
ン
の
売
上
高

が
、
そ
れ
ま
で
の
主
力
商
品
で
あ
っ
た
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
売
上
高
を
上
回
る
ま
で
に
な
っ
た
。

情
報
化
社
会
が
進
展
し
、
家
庭
に
お
い
て
も
シ
ス
テ
ム
と
人
間
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
を
担
う
部
分
に
「
新
家

電
」
と
し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
が
創
出
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
た
。
日
本
電
気
は
、
一
九
八
一
年
に
「
C
&
C
を

各
家
庭
に
」
を
合
言
葉
に
、
従
来
の
家
電
事
業
を
「
ホ
ー
ム
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
事
業
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
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八
三
年
七
月
に
は
、
新
日
本
電
気
の
社
名
も
「
日
本
電
気
ホ
ー
ム
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
」
と
変
更
し
た
。

一
九
八
五
年
に
ア
メ
リ
カ
で
発
売
し
た
パ
ソ
コ
ン
用
モ
ニ
タ
「
マ
ル
チ
シ

ン
ク
」
は
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
、
日
本
電
気
ホ
ー
ム
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
一
大
ヒ
ッ
ト
製
品
で
あ
っ
た
。
当
時
の
技
術
で
は
、
解
像

度
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
の
画
像
表
示
機
能
が
向
上
す
る
た
び
に
、
そ
の
画
像
モ

ー
ド
に
対
応
し
た
モ
ニ
タ
が
必
要
だ
っ
た
。
ど
の
画
像
表
示
モ
ー
ド
に
も
対

応
で
き
る
モ
ニ
タ
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
開
発
し
た
も
の
が
「
マ
ル
チ
シ
ン

ク
」
モ
ニ
タ
で
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
の
普
及
が
早
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
発

売
後
わ
ず
か
一
年
で
二
〇
万
台
を
販
売
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
八
八
年
に
一
四
万
台
を
販
売
し
て
八
〇
％
の
市
場

シ
ェ
ア
を
獲
得
す
る
に
い
た
っ
た
。

６
花
開
く
半
導
体
事
業

日
本
の
半
導
体
産
業
の
躍
進

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
発
明
以
来
、
半
導
体
の
開
発
・
生
産
の
面
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ

で
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
後
半
、
半
導
体
メ
モ
リ
の
分
野
で
は
、
四
キ
ロ
ビ
ッ
ト
か
ら
一
六
キ
ロ
ビ
ッ
ト
Ｄ

Ｒ
Ａ
Ｍ
へ
の
世
代
交
代
が
進
ん
だ
が
、
八
〇
年
に
な
る
と
日
本
製
一
六
キ
ロ
ビ
ッ
ト
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
は
世
界
市
場
の
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約
四
〇
％
を
占
め
、
日
米
半
導
体
貿
易
の
収
支
が
は
じ
め
て
日
本
の
輸
出
超
過
と
な
っ
た
。
半
導
体
供
給
に
お

け
る
日
米
逆
転
が
起
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
、
第
一
次
石
油
危
機
後
の
不
況
期
に
、
ア
メ
リ
カ
の
半
導

体
メ
ー
カ
ー
が
人
員
や
設
備
を
大
幅
に
削
減
し
た
の
に
対
し
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー
は
設
備
投
資
を
継
続
し
た
こ

と
に
あ
っ
た
。
と
く
に
市
況
が
極
端
に
低
迷
し
た
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
か
ら
七
六
年
に
か
け
て
、
日

本
電
気
は
積
極
的
な
投
資
を
行
な
い
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
需
要
が
急
ピ
ッ
チ
で
回
復
し
て
き
た
七
六
年
こ
ろ

か
ら
半
導
体
供
給
の
先
導
役
を
果
た
し
、
先
行
投
資
の
成
果
を
存
分
に
享
受
し
た
。
日
本
電
気
の
半
導
体
生
産

額
も
、
世
界
第
三
位
の
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
日
本
の
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
輸
出
を
、
ア
メ
リ
カ
は

日
本
政
府
の
保
護
の
も
と
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
安
値
攻
勢
と
と
ら
え
た
こ
と
か
ら
、
最
初
の
日
米
半
導
体
摩
擦

が
発
生
し
た
。

技
術
的
な
面
で
も
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
格
差
は
縮
ま
り
、
一
部
で
逆
転
現
象

が
起
き
つ
つ
あ
っ
た
。
日
本
製
一
六
キ
ロ
ビ
ッ
ト
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
に
つ
い
て
、
一
九

八
〇
年
春
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
か
れ
た
業
界
セ
ミ
ナ
ー
で
、
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・

パ
ッ
カ
ー
ド
社
が
「
日
本
製
半
導
体
を
使
用
す
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
製
よ
り
も

品
質
が
圧
倒
的
に
優
れ
て
い
る
た
め
」
と
、
デ
ー
タ
に
も
と
づ
き
報
告
し
た
よ

う
に
、
日
本
の
半
導
体
技
術
は
着
実
に
向
上
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
日
本
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
躍
進
の
背
景
に
は
、
一
九
七
六
年

に
日
本
電
気
、
富
士
通
、
日
立
製
作
所
、
三
菱
電
機
、
東
芝
な
ど
七
社
が
出
資

し
て
設
立
し
た
「
超
エ
ル
・
エ
ス
・
ア
イ
技
術
研
究
組
合
」
に
よ
る
国
を
挙
げ
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て
の
先
端
技
術
開
発
の
努
力
が
あ
っ
た
。
同
組
合
は
三
つ
の
機
関
か
ら
な
り
、
そ
の
う
ち
超
Ｌ
Ｓ
Ｉ
共
同
研
究

所
が
七
六
年
八
月
に
日
本
電
気
の
中
央
研
究
所
の
あ
る
川
崎
市
の
宮
崎
台
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
工
業
技
術

院
、
日
本
電
気
、
日
立
製
作
所
、
富
士
通
、
東
芝
、
三
菱
電
機
か
ら
一
〇
〇
人
が
出
向
、
四
年
間
に
七
〇
〇
億

円
（
う
ち
三
〇
〇
億
円
は
通
産
省
の
補
助
金
）
を
投
入
し
て
、
超
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
開
発
を
行
な
っ
た
。
こ
こ
で
得
ら

れ
た
成
果
は
、
日
本
の
半
導
体
産
業
に
と
っ
て
重
要
な
技
術
基
盤
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
六
キ
ロ
ビ
ッ
ト
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
で
先
行
し
た
日
本
は
、
次
世
代
の
六
四
キ
ロ
ビ
ッ
ト
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
で
も
優
位
に
立

ち
、
一
九
八
三
年
に
は
世
界
市
場
の
七
〇
％
に
ま
で
シ
ェ
ア
を
高
め
た
。
そ
の
八
三
年
か
ら
八
四
年
に
か
け
て
、

半
導
体
産
業
は
空
前
の
ブ
ー
ム
を
迎
え
る
。
各
メ
ー
カ
ー
は
積
極
果
敢
な
設
備
投
資
を
行
な
っ
た
が
、
そ
れ
は

大
き
な
反
動
を
招
い
た
。
八
五
年
夏
か
ら
八
六
年
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
の
景
気
が
後
退
し
た
こ
と
に
加
え
て
、

パ
ソ
コ
ン
需
要
が
冷
え
込
み
、
し
か
も
二
五
六
キ
ロ
ビ
ッ
ト
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
へ
の
世
代
交
代
が
重
な
っ
た
た
め
メ
モ

リ
価
格
が
急
落
、
六
四
キ
ロ
ビ
ッ
ト
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
は
ピ
ー
ク
時
の
五
分
の
一
近
く
に
暴
落
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

後
、
二
五
六
キ
ロ
ビ
ッ
ト
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
の
世
代
に
な
る
と
、
八
七
年
か
ら
八
九
年
半
ば
ま
で
が
需
要
の
高
揚
期
と

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
八
〇
年
代
の
半
導
体
事
業
、
と
く
に
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
の
分
野
で
は
、
設
備
の
増
強
↓
供
給

過
剰
↓
価
格
の
下
落
と
い
う
不
況
局
面
と
、
そ
の
後
に
来
る
ブ
ー
ム
期
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
シ
リ
コ
ン
サ
イ

ク
ル
」
の
現
象
が
顕
著
に
現
れ
た
。

こ
う
し
た
サ
イ
ク
ル
の
な
か
で
、
日
本
の
半
導
体
産
業
は
、
設
備
投
資
を
継
続
的
に
行
な
う
と
と
も
に
先
端

技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
世
界
の
半
導
体
市
場
に
占
め
る
日
本
の
生
産
額
シ
ェ
ア
は
、
一
九

八
〇
年
の
三
〇
％
弱
か
ら
、
八
九
年
に
は
五
〇
％
に
拡
大
し
た
。
七
〇
年
代
後
半
か
ら
半
導
体
生
産
額
で
世
界
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第
三
位
の
地
位
を
占
め
て
い
た
日
本
電
気
の
半
導
体
事
業
は
著
し
い
伸
長
を
示
し
、
一
九
八
五
年
に
は
シ
ェ
ア

約
八
％
で
第
一
位
に
躍
り
出
た
。
以
後
連
続
七
年
間
、
世
界
第
一
位
の
座
を
維
持
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
と
バ
ラ
ン
ス
戦
略

い
ず
れ
半
導
体
の
分
野
で
も
現
実
の
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
通
商
摩
擦
と
円
高
の
進
行
を
に
ら
ん
で
、
日
本

電
気
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
現
地
生
産
法
人
を
設
立
し
、

半
導
体
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
他
社
に
先
駆
け
て
進
め
て
き
た
。
こ
の
時
期
に
は
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
が
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
十
月
に
二
五
六
キ
ロ
ビ
ッ
ト
Ｄ
Ｒ

Ａ
Ｍ
の
一
貫
生
産
を
開
始
し
た
の
に
つ
づ
き
、
八
七
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
ズ
（
Ｕ

Ｋ
）
の
拡
散
工
場
が
完
成
し
、
一
メ
ガ
ビ
ッ
ト
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
の
生
産
を
開
始
し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

ズ
（
Ｕ
Ｋ
）
は
、
八
三
年
の
開
所
式
に
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
ご
臨
席
を
仰
ぐ
と
い
う
光
栄
に
浴
し
た
。
ま
た
、

八
九
年
に
Ｅ
Ｃ
委
員
会
が
Ｉ
Ｃ
の
原
産
国
規
定
を
変
更
し
た
際
、
同
社
の
製
品
は
拡
散
工
程
を
含
む
一
貫
生
産

で
製
造
さ
れ
て
い
た
た
め
、
日
本
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
で
唯
一
Ｅ
Ｃ
域
内
原
産
と
認
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
日

米
欧
の
三
拠
点
を
中
心
と
し
た
一
貫
生
産
体
制
の
強
化
に
加
え
て
、
八
八
年
に
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ア
ン
モ
キ
オ
工
場
の
生
産
ラ
イ
ン
を
拡
張
し
、
東
南
ア
ジ
ア
で
も
半
導
体
の
生
産
力
を

高
め
た
。

一
方
、
国
内
の
生
産
体
制
の
整
備
も
進
み
、
一
九
七
九
年
に
福
井
日
本
電
気
と
福
岡
日
本
電
気
を
設
立
し
た

の
を
は
じ
め
、
八
八
年
ま
で
に
、
熊
本
、
関
西
（
八
三
年
に
新
日
本
電
気
か
ら
分
離
）、
山
口
、
大
分
、
広
島
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の
各
「
地
方
日
電
」
を
相
つ
い
で
設
立
し
た
。
八
四
年
に
は
九
州
日
本
電
気
に
六
イ
ン
チ
ウ
エ
ハ
ー
の
拡
散
ラ

イ
ン
を
増
設
す
る
な
ど
、
そ
の
後
も
各
工
場
に
拡
散
ラ
イ
ン
を
増
設
し
、
国
内
で
の
半
導
体
生
産
力
も
大
幅
に

拡
充
し
た
。

製
品
開
発
に
つ
い
て
は
、
幅
広
い
製
品
ラ
イ
ン
を
そ
ろ
え
る
バ
ラ
ン
ス
戦
略
が
と
ら
れ
た
。
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
に
代

表
さ
れ
る
メ
モ
リ
汎
用
品
で
は
、
高
集
積
化
を
追
求
し
た
最
先
端
製
品
を
積
極
的
に
市
場
に
投
入
し
た
。
ま
た

マ
イ
コ
ン
分
野
で
は
、
一
九
七
六
年
に
イ
ン
テ
ル
社
と
セ
カ
ン
ド
ソ
ー
ス
契
約
を
交
わ
し
て
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を

進
め
る
一
方
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ
コ
ン
の
開
発
に
努
め
る
な
ど
、
各
製
品
群
で
の
品
揃
え
の
充
実
と
競
争
力
の

向
上
を
図
っ
た
。

こ
の
時
期
、
新
た
に
取
り
組
み
を
開
始
し
た
製
品
と
し
て
、「
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
」
の
開
発
が
あ
る
。
日
本

電
気
で
は
、
当
初
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
化
の
重
点
を
「
社
内
製
品
向
け
専
用
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
開
発
」
に
置
き
、
一
九
七

八
年
か
ら
開
発
を
始
め
て
い
た
。
半
導
体
セ
ッ
ト
製
品
の
差
別
化
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
短
縮
化
に
よ
り
、
ユ

ー
ザ
ー
ご
と
に
異
な
る
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
（
特
定
用
途
向
け
Ｉ
Ｃ
）
の
需
要
が
増
大
し
、
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
化
の
推
進

が
重
点
課
題
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
電
気
は
、
七
九
年
九
月
に
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
推
進
開
発
本
部
を
設
置

し
、「
シ
リ
コ
ン
チ
ッ
プ
上
に
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
込
む
（
シ
ス
テ
ム
・
オ
ン
・
チ
ッ
プ
）」
と
い
う
考
え
を
発

案
し
た
金
井
久
雄
本
部
長
（
の
ち
に
専
務
取
締
役
）
の
も
と
で
、
本
格
的
な
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
開
発
を
開
始
し

た
。
同
本
部
は
、
七
九
年
に
社
内
向
け
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
試
作
品
を
開
発
、
八
四
年
に
は
Ｄ
７
０
形
デ
ジ
タ

ル
電
子
交
換
機
の
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
化
率
を
九
一
％
と
す
る
な
ど
、
技
術
面
で
数
多
く
の
成
果
を
あ
げ
た
。
ま

た
、
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の
需
要
増
大
に
対
し
て
は
、
八
〇
年
代
以
降
、
国
内
外
の
各
地
に
「
Ｌ
Ｓ
Ｉ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
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ー
」
を
開
設
し
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
。
こ
れ
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
開
発
に
不
可
欠
な
各
種
開
発
用

機
器
の
提
供
や
、
効
率
的
な
開
発
・
設
計
を
専
門
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
八
九
年

ま
で
に
海
外
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
七
カ
所
、
ア
メ
リ
カ
に
六
カ
所
、
東
南
ア
ジ
ア
に
四
カ
所
が
設
置
さ
れ
た
。

国
内
で
は
、
八
四
年
の
関
西
Ｌ
Ｓ
Ｉ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
を
皮
切
り
に
、
八
九
年
ま
で
に
九
つ
の
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
。

メ
モ
リ
・
マ
イ
コ
ン
の
新
製
品

一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
に
日
本
で
は
じ
め
て
Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
プ
ロ
セ
ス
の
一
四
四
ビ
ッ
ト
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
を
製

品
化
し
た
日
本
電
気
は
、
七
七
年
に
は
一
六
キ
ロ
ビ
ッ
ト
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
の
開
発
に
成
功
し
た
。
メ
モ
リ
の
高
集
積

化
は
、
微
細
加
工
技
術
を
は
じ
め
、
拡
散
工
程
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
組
立
技
術
な
ど
、
設
計
・
生
産
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
先
端
技
術
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
こ
う
し
た
技
術
の
進
歩
を
裏
づ
け
に
メ
モ

リ
の
大
容
量
・
高
速
化
が
加
速
度
的
に
進
ん
だ
。
八
〇
年
に
六
四
キ
ロ
ビ
ッ
ト
、
八
三
年
に
二
五
六
キ
ロ
ビ
ッ

ト
、
八
五
年
に
一
メ
ガ
ビ
ッ
ト
、
八
六
年
に
四
メ
ガ
ビ
ッ
ト
、
八
九
年
に
は
一
六
メ
ガ
ビ
ッ
ト
と
、
こ
の
一
〇

年
間
で
五
世
代
が
新
た
に
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

汎
用
品
の
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
以
外
に
も
、
日
本
電
気
は
メ
モ
リ
分
野
の
新
製
品
を
次
々
と
開
発
し
、
製
品
化
し
て
い

っ
た
。
と
く
に
一
九
八
五
年
の
ビ
デ
オ
専
用
二
五
六
キ
ロ
ビ
ッ
ト
Ｖ
Ｒ
Ａ
Ｍ
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ス
用
に
使
わ
れ
、
Ｖ
Ｒ
Ａ
Ｍ
の
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
実
質
世
界
標
準
）
と
な
っ
た
。

日
本
電
気
は
、
一
九
七
四
年
ま
で
に
四
、
八
、
一
六
ビ
ッ
ト
の
マ
イ
コ
ン
製
品
を
開
発
し
、
独
自
の
事
業
展
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開
を
進
め
て
い
た
。
し
か
し
、
イ
ン
テ
ル
社
の
マ
イ
コ
ン
が
実
質
的
な
世
界

標
準
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
同
社
は
マ
イ
コ
ン
に
含
ま
れ
る
マ
イ
ク
ロ
コ
ー
ド

部
分
の
著
作
権
を
主
張
す
る
こ
と
で
、
競
合
メ
ー
カ
ー
の
進
出
を
防
ぐ
戦
略

を
と
り
は
じ
め
て
い
た
。
そ
こ
で
日
本
電
気
は
、
七
六
年
に
イ
ン
テ
ル
社
と

Ｍ
Ｐ
Ｕ
（M
icroprocessor

U
nit

）
の
分
野
で
セ
カ
ン
ド
ソ
ー
ス
契
約
を
結

ん
だ
。
そ
し
て
七
七
年
に
は
、
イ
ン
テ
ル
社
の
八
ビ
ッ
ト
マ
イ
コ
ン
・
Ｍ
Ｃ

Ｓ
―

４
８
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
互
換
性
を
も
つ
μ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
８
４
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
開
発

し
た
。
一
方
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
の
開
発
も
継
続
し
て
進
め
る
戦
略
を
と
っ

た
。
七
九
年
に
開
発
し
た
八
ビ
ッ
ト
マ
イ
コ
ン
・
μ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
８
７
フ
ァ
ミ
リ

ー
や
、
八
〇
年
代
に
開
発
し
た
Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
（
相
補
性
金
属
酸
化
膜
半
導
体
）

技
術
に
よ
る
四
ビ
ッ
ト
マ
イ
コ
ン
・
μ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
７
５
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
そ
の
成

果
で
あ
る
。

一
六
ビ
ッ
ト
マ
イ
コ
ン
で
も
、
セ
カ
ン
ド
ソ
ー
ス
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
両
製
品
が
並
存
す
る
形
に
な
っ
た
。
一

六
ビ
ッ
ト
マ
イ
コ
ン
は
、
市
場
の
特
性
か
ら
八
ビ
ッ
ト
以
上
に
互
換
性
が
求
め
ら
れ
る
半
面
、
一
九
七
〇
年
代

後
半
の
時
点
で
は
最
先
端
分
野
で
あ
り
、
開
発
力
を
高
め
る
た
め
に
独
自
技
術
が
必
須
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

七
八
年
に
独
自
開
発
し
た
μ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
―

１
６
０
０
は
、
当
時
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
一
六
ビ
ッ
ト
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ

セ
ッ
サ
と
い
わ
れ
た
。

一
九
八
二
年
に
マ
イ
コ
ン
の
出
荷
数
量
で
世
界
一
に
な
っ
た
日
本
電
気
は
、
ト
ッ
プ
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
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の
自
負
か
ら
、
ま
た
イ
ン
テ
ル
社
が
セ
カ
ン
ド
ソ
ー
ス
契
約
の
継
続
を
渋
り
は
じ
め
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
マ
イ

コ
ン
開
発
の
重
点
を
再
度
オ
リ
ジ
ナ
ル
路
線
に
転
換
し
た
。
八
三
年
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ
コ
ン
「
Ｖ
シ
リ

ー
ズ
」
の
第
一
弾
と
し
て
、
一
六
ビ
ッ
ト
マ
イ
コ
ン
Ｖ
２
０
と
Ｖ
３
０
を
発
表
、
そ
の
後
八
八
年
に
か
け
て
新

製
品
を
相
つ
い
で
発
売
し
た
。
こ
の
間
、
八
五
年
一
月
に
は
「
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
」
の
セ
カ
ン
ド
ソ
ー
ス
契
約
を
ソ

ニ
ー
、
シ
ャ
ー
プ
と
締
結
し
た
。
ま
た
、
八
六
年
に
国
内
で
は
は
じ
め
て
三
二
ビ
ッ
ト
の
マ
イ
コ
ン
「
Ｖ
６
０
」

を
発
売
し
た
。

こ
の
こ
ろ
、
日
本
電
気
が
イ
ン
テ
ル
社
と
セ
カ
ン
ド
ソ
ー
ス
契
約
を
結
ぶ
際
に
問
題
に
な
っ
た
、
マ
イ
コ
ン

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
部
分
の
知
的
財
産
権
の
解
釈
を
め
ぐ
る
争
い
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
一
九
八
四
年
、
イ

ン
テ
ル
社
が
「
日
本
電
気
の
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
・
マ
イ
コ
ン
は
イ
ン
テ
ル
社
の
ｉ
８
０
８
８
／
８
０
８
６
の
マ
イ
ク

ロ
コ
ー
ド
の
著
作
権
を
侵
害
し
て
い
る
」
と
し
て
訴
訟
を
起
こ
す
と
い
う
情
報
が
流
れ
た
。
そ
こ
で
同
年
十
二

月
、
日
本
電
気
は
先
手
を
打
っ
て
「
Ｖ
２
０
／
３
０
／
４
０
／
５
０
の
マ
イ
ク
ロ
コ
ー
ド
は
イ
ン
テ
ル
社
の
著

作
権
を
侵
害
し
て
い
な
い
」
と
の
確
認
を
求
め
る
訴
訟
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
北
部
地
区
連
邦
裁
判
所
に
起
こ

し
た
。
こ
の
裁
判
は
イ
ン
テ
ル
社
側
が
反
訴
し
た
た
め
長
期
化
し
た
が
、
日
本
電
気
は
徹
底
し
た
法
廷
活
動
を

展
開
し
、
八
九
年
二
月
に
「
著
作
権
侵
害
な
し
」
の
判
決
を
勝
ち
取
っ
た
。
し
か
し
、
マ
イ
ク
ロ
コ
ー
ド
に
著

作
権
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
た
こ
の
判
決
は
、
互
換
マ
イ
コ
ン
の
製
造
を
現
実
的
に
不
可
能
に
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
後
の
マ
イ
コ
ン
業
界
に
多
大
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
裁
判
の
直
後
、
日
本
電
気
は
新
た
に
ア
メ
リ
カ
の
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
社
と
技
術

提
携
契
約
を
結
ん
だ
。
ほ
と
ん
ど
の
命
令
を
一
ク
ロ
ッ
ク
で
実
行
す
る
「
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
方
式
」
の
マ
イ
コ
ン
の
開
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発
・
製
造
・
販
売
に
関
し
て
、
世
界
的
規
模
の
協
力
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
第
一

弾
と
し
て
、
日
本
電
気
は
一
九
八
九
年
九
月
に
三
二
ビ
ッ
ト
マ
イ
コ
ン
「
Ｖ
Ｒ
３
０
０
０
」
を
製
品
化
し
た
。

電
子
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
事
業
の
独
立

も
と
も
と
日
本
電
気
の
電
子
部
品
事
業
は
、
社
内
通
信
機
器
分
野
な
ど
か
ら
の
需
要
に
応
え
る
た
め
の
部
門

と
い
う
性
格
が
強
く
、
初
期
の
こ
ろ
に
は
半
導
体
も
こ
の
範
疇
に
あ
っ
た
。
一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
年
に

な
っ
て
、
半
導
体
を
は
じ
め
と
す
る
電
子
部
品
の
社
外
市
場
拡
大
に
対
応
し
て
、
半
導
体
・
集
積
回
路
事
業
グ

ル
ー
プ
と
電
子
装
置
事
業
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
た
が
、
電
子
部
品
事
業
を
構
成
す
る
回
路
部
品
事
業
部
と
、

電
子
管
、
受
像
管
、
整
流
器
の
各
事
業
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
所
属
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
七
七
年
の
時
点
で
も
変
わ
り
な
く
、
電
子
デ
バ
イ
ス
事
業
グ
ル
ー
プ
に
回
路
部
品
、

電
子
装
置
、
受
像
管
の
各
事
業
部
が
、
交
換
事
業
グ
ル
ー
プ
に
E
M
（
エ
レ
ク
ト
ロ
メ
カ
ニ
カ
ル
）
デ
バ
イ
ス

事
業
部
が
、
研
究
開
発
グ
ル
ー
プ
に
は
レ
ー
ザ
装
置
開
発
本
部
が
置
か
れ
て
い
た
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
通
信
機
器
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
の
発
展
に
よ
り
社
内
需
要
が
急
増

す
る
一
方
、
電
子
部
品
事
業
に
お
け
る
社
外
販
売
の
積
極
化
、
収
益
性
の
向
上
、
輸
出
比
率
の
拡
大
な
ど
が
め

ざ
さ
れ
た
。
し
か
し
、
事
業
部
が
複
数
の
事
業
グ
ル
ー
プ
に
分
散
し
て
所
属
す
る
組
織
体
制
で
は
、
機
動
的
か

つ
円
滑
な
事
業
運
営
が
難
し
く
、
電
子
部
品
事
業
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ

こ
で
日
本
電
気
は
、
一
九
八
二
年
四
月
に
電
子
デ
バ
イ
ス
事
業
グ
ル
ー
プ
の
組
織
再
編
成
を
行
な
い
、
同
グ
ル

ー
プ
内
に
電
子
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
・
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
て
電
子
部
品
事
業
の
一
本
化
を
図
っ
た
。
そ
の

第Ⅲ部　Ｃ＆Ｃの時代

238



後
、
八
七
年
四
月
に
は
電
子
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
事
業
グ
ル
ー
プ
と
し
て
独
立
し
、
電
子
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
事
業
、

回
路
技
術
応
用
事
業
、
単
体
部
品
事
業
の
三
つ
を
柱
に
事
業
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
時
期
に
、
電
子
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
事
業
の
な
か
で
も
っ
と
も
期
待
を
集
め
た
の
は
、
カ
ラ
ー
液
晶
の
開

発
だ
っ
た
。
日
本
電
気
は
一
九
六
七
年
か
ら
液
晶
技
術
の
研
究
を
始
め
て
い
た
が
、
カ
ラ
ー
液
晶
の
事
業
化
で

は
他
社
の
先
行
を
許
し
た
。
一
九
八
六
年
に
な
っ
て
松
下
電
器
、
シ
ャ
ー
プ
、
東
芝
が
相
つ
い
で
カ
ラ
ー
液
晶

テ
レ
ビ
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
日
本
電
気
は
カ
ラ
ー
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
事
業
を
全
面
的
に
見
直

し
、
八
七
年
一
月
に
電
子
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
開
発
本
部
を
発
足
さ
せ
て
製
品
開

発
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
開
発
の
方
針
を
パ
ソ
コ
ン
用
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
絞
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
八
八
年
七
月
に
パ
ソ
コ
ン
用
大
型
カ
ラ
ー

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
開
発
に
成
功
、
翌
八
九
年
三
月
に
は
カ
ラ
ー
液
晶
推

進
開
発
本
部
を
設
置
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
量
産
技
術
の
開
発
に
取
り

組
ん
だ
。
八
九
年
五
月
に
は
Ｔ
Ｆ
Ｔ
（Thin

Film
Transistor

）
カ
ラ
ー
液

晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
搭
載
し
た
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
型
パ
ソ
コ
ン
を
ビ
ジ
ネ
ス
シ

ョ
ー
に
出
品
し
、
大
き
な
注
目
を
浴
び
た
。

し
か
し
当
時
、
Ｔ
Ｆ
Ｔ
カ
ラ
ー
液
晶
は
価
格
面
の
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
量
産
化
に
数
々
の
技
術
的
困
難
が
残
さ
れ
て
い
た
。
日
本
電
気
は
こ
れ

ら
の
問
題
を
解
決
し
、
一
九
九
〇
年
八
月
に
は
鹿
児
島
日
本
電
気
に
建
設
し

た
量
産
工
場
で
カ
ラ
ー
液
晶
の
本
格
生
産
を
開
始
し
た
。
日
本
電
気
は
カ
ラ
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ー
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
開
発
を
パ
ソ
コ
ン
用
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
特
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
四
年
足
ら
ず
で
先

行
各
社
を
と
ら
え
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
成
功
は
の
ち
に
隆
盛
に
向
か
う
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
事
業
を
優
位
に

進
め
る
う
え
で
意
味
を
も
つ
も
の
に
な
っ
た
。

回
路
部
品
事
業
で
は
、
一
九
八
二
年
に
小
型
大
容
量
の
樹
脂
封
止
外
装
型
積
層
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ン
デ
ン
サ
の

製
品
化
に
成
功
し
た
ほ
か
、
タ
ン
タ
ル
コ
ン
デ
ン
サ
で
は
そ
の
信
頼
性
を
評
価
さ
れ
、
世
界
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ

ー
と
な
っ
た
。
そ
し
て
八
九
年
に
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
で
の
現
地
生
産
も
開
始
さ

れ
た
。

回
路
基
板
事
業
で
は
、
プ
リ
ン
ト
基
板
の
多
層
化
が
進
展
し
、
一
九
八
〇
年
に
は
富
山
日
本
電
気
を
拡
張
し

て
外
販
市
場
に
も
本
格
的
に
参
入
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
波
管
で
は
、
地
球
局
用
ヘ
リ
ッ
ク
ス
形
進
行
波
管
の
開
発
に
取
り
組
み
、
一
九
八
八
年
に
大
電
力

ヘ
リ
ッ
ク
ス
形
進
行
波
管
シ
リ
ー
ズ
を
完
成
し
た
。
表
示
デ
バ
イ
ス
分
野
で
は
、
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
レ
ー
ザ
管
、

ヘ
リ
ウ
ム
ネ
オ
ン
ガ
ス
レ
ー
ザ
管
が
Ｐ
Ｏ
Ｓ
や
プ
リ
ン
タ
な
ど
Ｏ
Ａ
分
野
を
中
心
に
用
途
が
拡
大
、
次
々
と
新

製
品
を
投
入
し
た
。
蛍
光
表
示
管
（
Ｆ
Ｉ
Ｐ
）
分
野
で
も
、
八
二
年
に
平
面
発
光
型
Ｆ
Ｉ
Ｐ
の
生
産
を
開
始
し

た
。
八
七
年
に
開
発
し
た
Ｃ
Ｉ
Ｇ
Ｆ
Ｉ
Ｐ
（
駆
動
用
Ｉ
Ｃ
内
蔵
の
Ｆ
Ｉ
Ｐ
）
は
、
車
載
用
に
そ
の
需
要
が
急
増

し
た
。

受
像
管
事
業
は
、
テ
レ
ビ
の
対
米
輸
出
規
制
な
ど
か
ら
需
要
が
激
減
し
た
た
め
、
八
四
年
に
は
国
内
で
の
テ

レ
ビ
用
受
像
管
の
生
産
を
中
止
し
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
Ｃ
Ｒ
Ｔ
モ
ニ
タ
に
集
中
す
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
九

〇
年
に
は
受
像
管
事
業
を
関
西
日
本
電
気
に
移
管
し
、
玉
川
事
業
場
で
の
受
像
管
事
業
に
終
止
符
を
打
っ
た
。
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Ｅ
Ｍ
デ
バ
イ
ス
事
業
は
、
電
子
交
換
機
用
リ
レ
ー
な
ど
を
中
心
と
し
て
い
た
が
、
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
創

造
に
取
り
組
み
、
通
信
用
各
種
リ
レ
ー
の
ほ
か
自
動
車
用
パ
ワ
ー
リ
レ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
用
キ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
の

新
製
品
の
開
発
を
行
な
い
、
外
販
を
積
極
的
に
行
な
っ
た
。
一
九
八
六
年
に
開
発
し
た
「
Ｍ
Ｃ
―

１
７
ウ
ェ
ッ

ト
ス
イ
ッ
チ
」
と
そ
れ
を
用
い
た
ウ
ェ
ッ
ト
リ
レ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
の
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
社
の
高
い
評
価
を
得
た
。
ま

た
、
八
八
年
に
開
発
し
た
自
動
車
実
装
用
小
型
双
子
リ
レ
ー
は
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
市
場
に
も
販

路
を
拡
大
し
た
。

光
学
結
晶
（
Ｙ
Ａ
Ｇ
）
を
用
い
た
レ
ー
ザ
発
振
器
を
基
盤
と
す
る
レ
ー
ザ
装
置
事
業
は
、
半
導
体
・
電
子
部

品
の
微
細
加
工
用
を
中
心
に
、
研
究
グ
ル
ー
プ
の
レ
ー
ザ
装
置
開
発
本
部
が
新
製
品
の
開
発
・
実
用
化
に
取
り

組
ん
で
い
た
。
一
九
八
四
年
に
は
レ
ー
ザ
装
置
事
業
部
と
し
て
独
立
し
、
相
模
原
事
業
場
に
新
工
場
を
建
設
し

て
玉
川
事
業
場
か
ら
移
転
し
、
電
子
デ
バ
イ
ス
事
業
グ
ル
ー
プ
（
の
ち
電
子
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
事
業
グ
ル
ー
プ
）

に
編
入
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
医
療
用
レ
ー
ザ
発
振
器
や
溶
接
用
、
抵
抗
ト
リ
ミ
ン
グ
用
、
Ｉ
Ｃ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

マ
ー
キ
ン
グ
用
、
メ
モ
リ
の
配
線
修
理
用
な
ど
の
レ
ー
ザ
応
用
加
工
装
置
を
次
々
に
市
場
投
入
し
、
こ
の
分
野

で
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
維
持
し
た
。

７
研
究
・
営
業
体
制
と
経
営
改
善
施
策

研
究
開
発
の
「
分
散
と
集
中
」

一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
の
「
Ｃ
＆
Ｃ
宣
言
」
を
契
機
に
、
研
究
開
発
組
織
に
つ
い
て
も
大
規
模
な
改
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革
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
際
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
の
が
「
分
散
と
集
中
」

だ
っ
た
。
研
究
開
発
の
推
進
責
任
を
「
分
散
」
さ
せ
て
、
事
業
遂
行
と
密
接

に
か
み
合
っ
た
研
究
活
動
を
進
め
る
一
方
、
基
幹
技
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
社
内

研
究
委
託
制
度
を
活
用
し
て
、
分
散
し
た
研
究
活
動
を
方
向
づ
け
る
「
集
中
」

を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
組
織
の
面
で
は
、
八
〇
年
七
月
に
従
来
の
研
究
開

発
グ
ル
ー
プ
を
研
究
開
発
グ
ル
ー
プ
と
生
産
技
術
開
発
グ
ル
ー
プ
の
二
つ
に

再
編
し
、「
分
散
と
集
中
」
の
新
た
な
展
開
を
図
っ
た
。
た
と
え
ば
、
Ｃ
＆
Ｃ

シ
ス
テ
ム
研
究
所
で
は
、
Ｃ
＆
Ｃ
製
品
を
支
え
る
通
信
技
術
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
技
術
、
端
末
技
術
な
ど
の
基
盤
技
術
の
研
究
に
「
集
中
」
し
、
そ
こ
で
の

成
果
を
事
業
部
レ
ベ
ル
で
推
進
す
る
研
究
開
発
活
動
に
「
分
散
」
す
る
と
い

っ
た
よ
う
に
役
割
分
担
を
徹
底
さ
せ
、
研
究
開
発
に
お
け
る
投
資
の
効
率
化

と
成
果
の
有
効
利
用
を
い
っ
そ
う
推
進
し
た
。

一
九
八
七
年
九
月
に
は
、
Ｃ
＆
Ｃ
シ
ス
テ
ム
事
業
の
拡
大
に
つ
れ
て
比
重
が
高
ま
っ
て
き
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
研
究
開
発
を
よ
り
効
率
化
す
る
た
め
、
Ｃ
＆
Ｃ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
グ
ル
ー
プ
を
新
設
し
た
。

研
究
開
発
拠
点
の
整
備
も
進
め
ら
れ
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
三
つ
の
研
究
所
を
開
設
し
た
。
ま
ず
一
九
八

七
年
六
月
に
Ｕ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
（
超
超
Ｌ
Ｓ
Ｉ
）
研
究
部
門
を
相
模
原
事
業
場
内
に
移
転
し
て
相
模
原
研
究
所
を
設
置
、

八
九
年
七
月
に
は
約
一
〇
〇
億
円
を
投
じ
て
筑
波
研
究
学
園
都
市
に
筑
波
研
究
所
を
建
設
し
た
。
筑
波
研
究
所

に
は
、
研
究
開
発
グ
ル
ー
プ
の
基
礎
研
究
所
、
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
所
、
光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
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ス
研
究
所
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
が
移
転
し
た
。
八
八
年
六
月
に
は
、
研
究
機
関
と
し
て
は
海
外
初
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
リ
サ

ー
チ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
を
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
プ
リ
ン
ス
ト
ン
に
設
立
し
た
。
同
研

究
所
は
、
人
間
の
思
考
過
程
や
言
語
、
知
識
表
現
と
い
っ
た
知
性
に
か
か
わ
る
基
礎
科
学
、
お
よ
び
フ
ィ
ジ
カ

ル
サ
イ
エ
ン
ス
の
研
究
を
世
界
的
視
野
に
立
っ
て
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
の
本
場
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

国
内
販
売
体
制
の
変
化

日
本
電
気
の
販
売
体
制
は
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
の
新
事
業
部
制
導
入
以
来
、
製
品
（
技
術
）
を
ヨ

コ
軸
、
市
場
を
タ
テ
軸
と
す
る
事
業
部
制
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
も
と
に
組
織
が
構
成
さ
れ
て
き
た
。
日
本
電
気
の

事
業
領
域
は
、
電
電
公
社
（
現
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
に
代
表
さ
れ
る
官
公
需
と
半
導
体
な
ど
の
民
需
量
販
品
と
い
う
性

格
の
ま
っ
た
く
異
な
る
二
大
市
場
を
抱
え
て
い
る
う
え
、
そ
れ
ら
は
複
雑
に
関
連
し
合
っ
て
い
る
た
め
、
各
製

品
分
野
（
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
交
点
に
当
た
る
事
業
単
位
）
ご
と
に
営
業
戦
略
を
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
電
話
の
積
滞
解
消
や
通
信
の
自
由
化
に
よ
る
通
信
機
器
市
場
の
変
化
、
円
高

や
貿
易
摩
擦
に
よ
る
国
際
化
の
進
展
な
ど
を
受
け
て
、
日
本
電
気
の
営
業
部
門
は
、
官
公
需
主
体
か
ら
民
需
・

海
外
市
場
で
の
拡
販
を
実
現
す
る
た
め
販
売
体
制
の
再
編
を
迫
ら
れ
て
い
た
。

一
九
八
五
年
に
民
営
化
さ
れ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
「
内
外
無
差
別
」
の
原
則
を
掲
げ
、
資
材
調
達
方
式
を
一
新
し
た

こ
と
か
ら
、
通
信
機
器
市
場
は
大
き
く
変
貌
し
た
。
国
内
外
か
ら
の
新
規
参
入
が
増
加
し
、
競
争
が
激
化
し
た

だ
け
で
な
く
、
従
来
の
性
能
中
心
主
義
は
捨
て
去
ら
れ
、
コ
ス
ト
意
識
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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日
本
電
気
で
は
、
電
電
営
業
グ
ル
ー
プ
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
営
業
グ
ル
ー
プ
と
改
称
、
八
九
年
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
社
内
情
報

化
や
業
務
効
率
化
シ
ス
テ
ム
を
担
当
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
第
三
営
業
部
を
独
立
さ
せ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
お
よ
び

シ
ス
テ
ム
販
売
部
門
を
担
当
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
複
合
商
品
部
を
新
設
す
る
な
ど
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
営
業
の
強
化
を
図
っ
た
。

ま
た
、
中
央
官
庁
、
Ｊ
Ｒ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
な
ど
を
主
な
顧
客
と
し
て
き
た
官
庁
営
業
は
、
通
信
の
自
由
化
を
機
に
新

た
に
登
場
し
た
Ｎ
Ｃ
Ｃ
各
社
を
得
意
先
に
加
え
、
伝
送
装
置
や
デ
ジ
タ
ル
交
換
機
等
の
受
注
獲
得
に
よ
り
売
上

規
模
を
大
幅
に
拡
大
さ
せ
た
。

国
内
民
需
販
売
で
は
、
従
来
は
シ
ス
テ
ム
商
品
の
売
上
比
率
が
高
か
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、

パ
ソ
コ
ン
市
場
の
創
出
や
半
導
体
事
業
の
躍
進
な
ど
を
受
け
て
、
量
販
商
品
の
ウ
ェ
ー
ト
が
急
上
昇
し
、
一
九

八
三
年
に
は
量
販
商
品
が
六
〇
％
を
占
め
る
ま
で
に
成
長
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
日
本
電
気
で
は
「
二
四
時
間

地
域
密
着
営
業
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
民
需
量
販
商
品
の
シ
ェ
ア
の
拡
大
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
向
け
た

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
対
応
な
ど
に
努
力
し
、「
民
需
量
販
に
弱
い
」
と
い
わ
れ
た
企
業
風
土
か
ら
の
脱
却
を

め
ざ
し
た
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
商
品
の
拡
販
に
つ
い
て
も
、
日
本
電
気
は
一
九
七
八
年
十
二
月
に
、
金
融
子
会

社
・
日
本
電
気
リ
ー
ス
を
設
立
し
、
主
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
国
内
民
需
市
場
へ
の
販
売
を
金
融
面
か
ら
支

援
す
る
体
制
を
整
え
た
。
そ
し
て
、「
業
種
別
Ｃ
＆
Ｃ
販
売
体
制
」
の
も
と
に
、
拡
販
運
動
「
キ
ー
・
ア
カ
ウ

ン
ト
制
度
」
な
ど
を
実
行
し
、
成
果
を
あ
げ
た
。

全
社
経
営
改
善
運
動

日
本
電
気
の
連
結
売
上
高
は
、
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
度
の
七
〇
〇
〇
億
円
か
ら
、
八
三
年
度
に
は
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一
兆
七
六
〇
〇
億
円
へ
と
二
・
五
倍
以
上
の
急
増
ぶ
り
を
み
せ
た
。
組
織
は
複
雑
か
つ
肥
大
化
し
、
設
備
投
資

も
膨
大
な
額
に
達
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
経
営
資
源
の
よ
り
効
果
的
な
配
分
や
管
理
・
運
用
の
強
化

な
ど
、
経
営
の
い
っ
そ
う
の
効
率
化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
八
三
年
四
月
、
日
本
電
気
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
０
」
と
名
づ
け
た
全
社
的
な
経
営
改
善
運
動
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
目
標
年
度
の
八
六
年
度
に
「
企
業
体
質
を
強
化
し
て
経
営
効
率
を
倍
（
二
〇
〇
％
）
以
上
に
す

る
」
こ
と
を
狙
い
と
し
た
こ
の
運
動
は
、
海
外
現
地
法
人
を
含
む
日
本
電
気
グ
ル
ー
プ
全
体
を
対
象
に
繰
り
広

げ
ら
れ
、
世
界
Ｚ
Ｄ
大
会
の
開
催
や
資
産
効
率
化
運
動
な
ど
を
通
じ
て
経
営
全
般
で
改
善
が
進
め
ら
れ
た
。
し

か
し
八
五
年
に
は
、
急
激
な
円
高
の
進
行
に
よ
り
売
上
高
の
伸
び
率
が
大
幅
に
鈍
化
し
た
た
め
、
さ
ら
な
る
効

率
化
を
め
ざ
し
て
八
六
年
四
月
か
ら
は
、
新
た
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
０
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ
」
と
し
て
展
開
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
同
運
動
は
、
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
化
に
よ
る
大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
推
進
、
拡
販
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
強
化
、
現
地
生
産
の
拡
大
と
国
際
分
業
の
推
進
、
の
三
点
を
「
全
社
統
一
推
進
テ
ー
マ
」
に
掲
げ

て
開
始
さ
れ
た
が
、
の
ち
に
は
「
経
費
効
率
化
運
動
」
や
「
新
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
商
品
運
動
」
も
こ
の
運
動
の
一

環
に
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
創
立
九
〇
周
年
を
迎
え
た
八
九
年
に
は
、
関
本
社
長
が
提
唱
し
た
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｕ

Ｐ
９
０
（
プ
ラ
ス
１
０
）
作
戦
」
運
動
が
開
始
さ
れ
、
収
益
面
を
中
心
に
一
〇
％
以
上
の
改
善
、
す
な
わ
ち

「
プ
ラ
ス
１
０
」
を
め
ざ
し
、
九
〇
年
代
に
向
け
て
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
経
営
改
善

運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

ま
た
当
時
、
日
本
電
気
は
、
棚
卸
資
産
、
設
備
投
資
、
売
上
債
権
な
ど
の
効
率
指
標
が
同
業
他
社
に
比
べ
て

見
劣
り
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
経
営
指
標
を
改
善
し
て
財
務
体
質
の
強
化
を
実
現
す
る
た
め
、
各
種
の
資
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産
効
率
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
た
。
一
九
八
〇
年
十
月
か
ら
二
年
半
の
期
間
を
か
け
て
「
棚
卸
資
産
効
率

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
、
八
七
年
八
月
か
ら
は
「
棚
卸
ミ
ニ
マ
ム
運
動
」
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
が
実
行
に
移
さ
れ
た
。
八
一
年
か
ら
は
「
設
備
投
資
効
率
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
売
上
債
権
効
率
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
全
社
的
に
展
開
さ
れ
て
成
果
を
あ
げ
た
。

一
九
八
一
年
に
開
始
し
た
Ｓ
Ｗ
Ｑ
Ｃ
（Softw
are
Q
uality

C
ontrol

）
活
動
は
、
Ｃ
＆
Ｃ
事
業
の
進
展
に
と

も
な
い
、
ま
す
ま
す
重
要
性
が
高
ま
っ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
生
産
性
向
上
を
目
的
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
七
七

年
か
ら
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
品
質
管
理
研
究
会
に
よ
る
調
査
・
研
究
を
発
端
と
す
る
Ｓ
Ｗ
Ｑ
Ｃ
活
動
は
、「
品
質

を
追
求
し
よ
う
。
生
産
性
は
後
か
ら
つ
い
て
く
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、当
初
六
〇
の
事
業
部
・
本
部
か
ら
四
〇

〇
〇
人
が
参
加
し
た
が
、
八
四
年
に
は
参
加
者
が
一
万
人
に
達
す
る
大
規
模
な
全
社
運
動
と
な
っ
た
。
Ｓ
Ｗ
Ｑ

Ｃ
を
社
外
の
関
係
機
関
に
も
普
及
さ
せ
る
た
め
、
八
三
年
に
は
協
力
会
社
に
対
す
る
Ｓ
Ｗ
Ｑ
Ｃ
の
教
育
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
Ｓ
Ｗ
Ｑ
Ｃ
活
動
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
経
費
の
増
大
を
全
般
的
に
抑
制
し
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
対
応
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
提
供
を
可
能
に
す
る
施
策
と
し
て
効
果
を
発
揮
し
た
。

教
育
の
戦
略
化

一
九
六
〇
年
代
半
ば
以
降
、
日
本
電
気
は
工
場
の
「
地
方
分
散
立
地
構
想
」
の
も
と
、
各
地
に
「
地
方
日
電
」

を
設
立
し
て
生
産
を
移
管
し
て
き
た
が
、
七
〇
年
代
に
な
る
と
こ
の
動
き
は
さ
ら
に
加
速
し
、
同
時
に
円
高
や

貿
易
摩
擦
に
対
応
し
た
海
外
へ
の
生
産
シ
フ
ト
も
進
ん
だ
。
一
方
、
Ｃ
＆
Ｃ
事
業
の
進
展
に
と
も
な
い
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
業
務
量
は
急
増
し
た
。
一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年
度
末
に
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
と
生
産
を
担
当
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す
る
「
分
身
会
社
」
は
一
四
社
あ
っ
た
が
、
八
〇
年
度
末
に
は
分
身
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
六
社
を
加
え
て
合
計

四
七
社
と
な
り
、
八
五
年
度
末
に
は
分
身
生
産
会
社
が
二
五
社
、
分
身
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
が
二
八
社
、
分
身

販
売
・
サ
ー
ビ
ス
会
社
が
三
二
社
と
合
計
八
五
社
を
数
え
る
に
い
た
っ
た
。
海
外
現
地
法
人
に
つ
い
て
は
、
販

売
会
社
を
含
む
全
体
で
、
七
〇
年
の
七
社
か
ら
八
五
年
に
は
四
三
社
へ
と
増
加
し
た
。

分
身
会
社
の
増
加
に
よ
っ
て
、
日
本
電
気
グ
ル
ー
プ
全
体
の
従
業
員
数
（
連
結
ベ
ー
ス
）
は
、
一
九
七
五
年
度

末
の
五
万
六
〇
〇
〇
人
か
ら
八
五
年
度
末
の
九
万
六
〇
〇
〇
人
へ
と
七
〇
％
以
上
の
増
加
を
示
し
た
。
こ
の
間
、

日
本
電
気
の
従
業
員
数
の
増
加
は
約
五
〇
〇
〇
人
で
、
伸
び
率
は
一
五
％
程
度
だ
っ
た
か
ら
、
分
身
会
社
の
グ
ル

ー
プ
全
体
に
占
め
る
比
率
は
い
っ
そ
う
高
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
分
身
会
社
の
増
加
は
、
日
本
電
気
グ
ル
ー
プ
の

経
営
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
た
反
面
、
地
域
間
・
会
社
間
で
の
教
育
格
差
、
経
営
戦
略
や
企
業
行
動
に
関
す
る

理
念
・
情
報
の
不
統
一
な
ど
の
問
題
も
生
じ
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
制
定
さ
れ
た
企
業
理
念
を
は
じ
め

と
す
る
経
営
指
針
や
行
動
指
針
・
行
動
憲
章
に
よ
り
明
確
化
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
の
時
期
に
は
教
育
体
制
の
抜
本

的
見
直
し
が
行
な
わ
れ
、
教
育
面
で
の
充
実
・
強
化
が
図
ら
れ
た
。
一
九
八
三
年
七
月
に
は
教
育
訓
練
部
を
人
材

開
発
部
に
改
組
し
、
あ
わ
せ
て
教
育
専
門
子
会
社
の
日
本
電
気
総
合
経
営
研
修
所
を
設
立
し
た
。
新
会
社
の
事
業

内
容
は
、
海
外
を
含
む
グ
ル
ー
プ
各
社
の
教
育
訓
練
の
企
画
・
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
管
理
監
督
者
の
教
育
を
体

系
的
か
つ
横
断
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
日
本
電
気
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

一
九
八
四
年
に
は
「
人
材
開
発
の
基
本
理
念
」
が
明
示
さ
れ
た
。「
自
ら
の
成
長
は
自
ら
が
開
発
し
て
い
く

こ
と
」
す
な
わ
ち
「
自
己
啓
発
」
を
基
本
と
し
、
日
常
的
な
Ｏ
Ｊ
Ｄ
（O

n
the
Job
D
evelopm

ent

）
に
よ
っ

て
自
己
を
高
め
る
努
力
を
期
待
す
る
一
方
、
こ
れ
を
支
援
す
る
教
育
訓
練
や
人
事
諸
制
度
を
会
社
が
提
供
し
て
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い
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
七
七
年
の
「
Ｃ
＆
Ｃ
宣
言
」
に
始
ま
っ
た
日
本
電
気
の
Ｃ
＆
Ｃ
事
業
展
開
は
、
こ
の
時
期
に
よ
う
や
く

そ
の
基
盤
が
整
い
、
連
結
売
上
高
も
八
〇
年
度
に
一
兆
円
、
八
四
年
度
に
は
二
兆
円
を
超
え
、
創
立
九
〇
周
年

を
迎
え
た
八
九
年
度
に
は
三
兆
円
を
超
え
て
、
三
兆
四
四
〇
〇
億
円
と
な
り
、
当
期
利
益
も
過
去
最
高
の
八
五

二
億
円
を
記
録
し
た
の
で
あ
る
。
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第

８
章

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
社
会
の
な
か
で

１
バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
世
界
経
済
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
化

バ
ブ
ル
の
崩
壊

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
は
、
八
〇
年
代
後
半
に
膨
張
し
た
「
バ
ブ
ル
経
済
」
が
崩
壊
す
る
象
徴
的
な
出
来

事
で
始
ま
っ
た
。
前
年
の
大
納
会
で
三
万
八
九
一
五
円
の
史
上
最
高
値
を
つ
け
た
日
経
平
均
株
価
は
、
九
〇
年

一
月
四
日
の
大
発
会
で
は
二
〇
二
円
安
と
な
っ
た
。
株
価
は
そ
の
後
も
下
落
し
、
九
二
年
八
月
に
は
、
一
万
四

三
〇
九
円
に
ま
で
暴
落
し
た
。
地
価
も
九
〇
年
夏
か
ら
下
落
し
は
じ
め
、
九
五
年
に
は
東
京
圏
と
大
阪
圏
の
商

業
地
公
示
価
格
は
、
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以
下
と
な
っ
た
。
見
か
け
の
資
産
価
値
の
上
昇
を
前
提
に
膨
ら
ん
だ

「
バ
ブ
ル
経
済
」
は
崩
壊
し
た
。

実
体
経
済
も
一
九
九
一
年
三
月
か
ら
下
降
に
転
じ
、
九
二
年
か
ら
九
四
年
ま
で
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
実
質
成
長
率
は

〇
・
四
〜
〇
・
六
％
と
な
っ
た
。
九
五
年
、
九
六
年
と
景
気
は
ゆ
る
や
か
な
回
復
を
み
せ
た
も
の
の
、
九
七
年

に
は
第
一
次
石
油
危
機
後
の
七
四
年
以
来
、
戦
後
二
度
目
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
記
録
し
、
景
気
は
再
度
失
速
し

た
。
不
況
を
長
引
か
せ
た
最
大
の
要
因
は
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
と
も
な
っ
て
生
じ
た
巨
大
な
キ
ャ
ピ
タ
ル
ロ
ス
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で
あ
り
、
そ
の
額
は
、
九
二
年
に
は
四
一
三
兆
円
と
同
年
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の

約
九
割
に
相
当
す
る
も
の
だ
っ
た
。
キ
ャ
ピ
タ
ル
ロ
ス
は
企
業
に
も
個

人
に
も
幅
広
く
発
生
し
、
実
体
経
済
に
有
形
無
形
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

そ
れ
が
も
っ
と
も
深
刻
な
形
で
現
れ
た
の
が
、
金
融
機
関
に
発
生
し
た

膨
大
な
不
良
債
権
で
あ
る
。
地
価
の
右
肩
上
が
り
の
神
話
の
も
と
に
、

銀
行
は
土
地
を
担
保
に
不
動
産
業
者
な
ど
に
巨
額
の
融
資
を
行
な
っ
て

い
た
が
、
地
価
の
崩
壊
と
と
も
に
そ
の
多
く
が
回
収
困
難
、
も
し
く
は

回
収
不
能
の
不
良
債
権
と
な
り
、
こ
の
巨
額
の
不
良
債
権
に
よ
っ
て
、

約
二
〇
も
の
金
融
機
関
が
破
綻
に
追
い
込
ま
れ
た
。
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に

始
ま
る
こ
の
長
期
不
況
は
、
設
備
調
整
を
主
因
と
す
る
通
常
の
循
環
不

況
と
金
融
危
機
が
複
合
し
た
不
況
と
い
う
意
味
か
ら
「
複
合
不
況
」
と

も
呼
ば
れ
た
。
九
七
年
の
景
気
失
速
の
な
か
で
銀
行
の
「
貸
し
渋
り
」

が
広
が
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
景
気
後
退
に
拍
車
を
か
け
る
な
ど
、
複
合
不
況
の
様
相
は
い
よ
い
よ
顕
著
と
な
っ

た
。
昭
和
初
期
の
金
融
恐
慌
と
、
そ
れ
に
つ
づ
く
「
昭
和
恐
慌
」
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
、「
平
成
恐
慌
」

と
呼
ぶ
声
さ
え
聞
か
れ
た
。

世
界
経
済
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
化

景
気
の
長
期
低
迷
を
も
た
ら
し
た
も
う
一
つ
の
要
因
に
国
際
的
経
済
環
境
の
変
化
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
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九
三
（
平
成
五
）
年
以
降
に
進
ん
だ
円
高
と
、
世
界
経
済
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
・
一
体
化
の
進
展
で
あ
る
。
円
の

対
ド
ル
為
替
相
場
は
、
日
本
の
経
常
収
支
黒
字
が
急
拡
大
す
る
と
再
び
急
騰
、
九
五
年
四
月
に
七
九
円
七
五
銭

の
戦
後
最
高
値
を
記
録
し
た
の
を
ピ
ー
ク
に
、
一
〇
〇
〜
一
二
〇
円
台
で
推
移
し
た
。
こ
の
円
高
に
よ
っ
て
生

産
拠
点
を
海
外
へ
移
す
動
き
が
一
段
と
高
ま
り
、
日
本
の
産
業
に
さ
ら
な
る
「
空
洞
化
」
を
も
た
ら
し
た
。
一

方
、
一
九
八
九
年
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
に
象
徴
さ
れ
る
社
会
主
義
体
制
の
崩
壊
で
、
ソ
連
、
東
欧
、
中
国
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
社
会
主
義
国
が
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
世
界
経
済
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
・
一
体
化
が

一
気
に
進
ん
だ
。
こ
れ
は
市
場
の
拡
大
で
あ
る
と
同
時
に
、
圧
倒
的
に
低
い
労
働
コ
ス
ト
を
武
器
と
す
る
国
々

が
競
争
へ
参
入
す
る
「
メ
ガ
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
大
競
争
）」
の
時
代
が
や
っ
て
来
た
こ
と
を
意
味
し
た
。

九
〇
年
代
に
日
本
国
内
で
は
「
価
格
破
壊
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
進
ん
だ
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
円
高
と
ボ
ー
ダ

レ
ス
化
し
た
国
際
競
争
が
も
た
ら
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
が
ま
た
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
を
促
し
た
の
で

あ
る
。

２
企
業
理
念
・
経
営
指
針
と
Ｃ
＆
Ｃ
事
業
体
制

企
業
理
念
・
経
営
指
針
の
制
定

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
に
な
る
と
株
価
や
地
価
の
下
落
な
ど
、
景
気
下
降
の
要
因
が
現
れ
出
し
た
も
の
の
、

世
の
中
は
ま
だ
バ
ブ
ル
経
済
の
余
韻
に
浸
っ
て
い
た
。
こ
の
年
の
一
月
、
創
立
九
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
建
設
を
進
め
て
い
た
新
本
社
ビ
ル
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ス
ー
パ
ー
タ
ワ
ー
」
が
、
日
本
電
気
発
祥
の
地
で
あ
る
東
京
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都
港
区
芝
五
丁
目
に
完
成
し
た
。
地
上
四
三
階
・
地
下
四
階
建
て
の
新
本
社
ビ
ル
は
、
超
高
層
ビ
ル
に
つ
き
も

の
の
ビ
ル
風
を
徹
底
的
に
解
決
す
る
た
め
、
上
部
へ
い
く
に
従
っ
て
段
階
的
に
細
く
な
る
三
段
ロ
ケ
ッ
ト
型
の

形
状
を
採
用
し
、
し
か
も
ビ
ル
の
な
か
ほ
ど
に
大
き
な
風
穴
を
あ
け
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ

た
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ス
ー
パ
ー
タ
ワ
ー
は
、
当
時
最
新
の
設
備
・
機
能
を
備
え
た
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル
」
と
し

て
注
目
を
浴
び
た
。

新
本
社
ビ
ル
の
竣
工
も
成
っ
た
一
九
九
〇
年
、
社
長
を
務
め
て
満
一
〇
年
に
な
る
関
本
忠
弘
に
は
、
九
〇
年

代
の
幕
開
け
を
、
日
本
電
気
が
一
つ
の
殻
を
破
っ
て
成
長
す
る
転
機
に
し
た
い
と
の
思
い
が
あ
っ
た
。
小
林
会

長
の
提
唱
か
ら
始
ま
っ
た
「
Ｃ
＆
Ｃ
構
想
」
は
、
こ
の
十
数
年
間
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
日
本
電
気
の
事
業
の

方
向
を
示
す
概
念
と
し
て
定
着
し
、
技
術
面
で
も
多
く
の
成
果
が
得
ら
れ
た
。
こ
の
構
想
を
実
現
す
る
事
業
体

制
の
整
備
も
進
展
し
、
新
分
野
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
既
存
の
事
業
の
強
化
・
拡
充
を
積
極
的
に
行
な
っ
た
こ
と

で
事
業
領
域
は
格
段
に
広
が
っ
た
。
こ
こ
で
さ
ら
な
る
飛
躍
を
図
る
に
は
、
日
本
電
気
の
企
業
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
確
立
し
、
二
一
世
紀
を
視
野
に
入
れ
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
に
経
営
を
革
新
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

創
立
九
一
周
年
記
念
に
当
た
る
一
九
九
〇
年
七
月
十
七
日
、
日
本
電
気
は
「
企
業
理
念
」
と
そ
の
も
と
で
の

事
業
遂
行
の
基
本
指
針
と
な
る
「
経
営
指
針
」
を
発
表
し
た
。

〔
企
業
理
念
〕

Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
Ｃ
＆
Ｃ
を
と
お
し
て
、

世
界
の
人
々
が
相
互
に
理
解
を
深
め
、
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人
間
性
を
十
分
に
発
揮
す
る

豊
か
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
ま
す
。

〔
経
営
指
針
〕

・
顧
客
の
満
足
を
第
一
と
し
、
ベ
タ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
・
ベ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

・
広
く
科
学
・
技
術
を
追
究
し
、
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
。

・
社
員
の
個
性
を
伸
ば
し
、
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
。

・
個
々
の
組
織
の
主
体
性
を
活
か
し
、
力
強
い
総
合
力
に
結
び
つ
け
る
。

・
良
き
企
業
市
民
と
し
て
行
動
す
る
。

・
収
益
性
を
高
め
、
活
力
あ
る
発
展
と
社
会
へ
の
還
元
を
図
る
。

企
業
理
念
の
核
心
は
、
Ｃ
＆
Ｃ
に
人
間
的
要
素
を
組
み
込
ん
だ
こ
と
に
あ
る
。
Ｃ
＆
Ｃ
は
当
初
、
日
本
電
気

の
技
術
の
方
向
を
示
す
概
念
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
日
本
電
気
の
事
業
領
域
を
示
す
も
の
へ
と
発
展
し
て
き
た
。

し
か
し
、
技
術
も
事
業
も
、
結
局
は
人
間
の
も
つ
可
能
性
を
最
大
限
に
発
揚
さ
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
Ｃ
＆
Ｃ
を
と
ら
え
な
お
す
と
、
そ
れ
は
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
提
供
を
通
じ
て
人
び
と

の
意
思
の
疎
通
を
深
め
る
こ
と
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
意
思
を
通
じ
合
う
こ
と

に
よ
っ
て
人
び
と
の
相
互
理
解
が
深
ま
れ
ば
、
人
類
社
会
は
よ
り
人
間
的
で
豊
か
な
世
界
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
企
業
理
念
は
、
そ
の
よ
う
な
形
で
人
類
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
決
意
を
示
し
た
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
企
業
理
念
と
経
営
指
針
の
も
と
で
、
経
営
方
針
と
し
て
「
ホ
ロ
ニ
ッ
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
が

と
く
に
強
調
さ
れ
た
。「
ホ
ロ
ン
」
と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
ホ
ロ
ス
（
全
体
）
と
オ
ン
（
個
）
を
組
み
合
わ
せ
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た
造
語
で
、
個
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
全
体
と
い
っ
た
意
味
合
い
で
あ
る
。

一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
の
社
長
年
頭
訓
示
で
、
関
本
社
長
は
「
ホ
ロ
ニ
ッ
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
」

を
訴
え
た
。
事
業
の
多
角
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
だ
日
本
電
気
で
は
、
世
界
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
を
構
成

す
る
個
人
、
分
身
会
社
、
海
外
拠
点
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
発
揮
し
、
な
お
か
つ
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
の
調

和
・
統
合
を
保
っ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
、
と
の
認
識
を
示
し
た
も
の
だ
っ
た
。

「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ス
ー
パ
ー
２
１
」
運
動

関
本
社
長
が
企
業
理
念
・
経
営
指
針
と
並
ん
で
日
本
電
気
の
経
営
を
革
新
す
る
た
め
に
実
施
し
た
も
う
一
つ

の
試
み
、「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ス
ー
パ
ー
２
１
」
運
動
は
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
七

月
か
ら
日
本
電
気
グ
ル
ー
プ
全
社
あ
げ
て
の
経
営
刷
新
運
動
と
し
て
取
り
組

み
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
運
動
の
一
つ
で
あ
る
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
」

に
当
た
っ
て
は
、
二
一
世
紀
に
向
け
て
日
本
電
気
の
新
し
い
企
業
像
を
展
望

す
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
四
十
歳
未
満
の
若
い
年
代
層
を
対
象
に
そ
の
策
定

メ
ン
バ
ー
が
社
内
公
募
さ
れ
た
。
日
本
電
気
は
応
募
者
の
な
か
か
ら
選
出
し

た
一
〇
八
人
（
分
身
会
社
か
ら
の
二
二
人
を
含
む
）
に
よ
り
「
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｆ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
（
百
人
委
員
会
）」
を
設
置
し
、
テ
ー
マ
ご
と
の
一

〇
チ
ー
ム
を
組
織
し
た
。
各
チ
ー
ム
は
精
力
的
に
勉
強
会
や
調
査
活
動
を
進

め
、
九
一
年
七
月
に
は
一
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
「
報
告
書
」
を
完
成
し
た
。
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長
期
ビ
ジ
ョ
ン
は
こ
の
報
告
書
を
ベ
ー
ス
に
、
取
締
役
を
中
心
と
し
た
「
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
」
で
さ
ら
に

検
討
が
重
ね
ら
れ
、
成
案
を
得
る
に
い
た
っ
た
。
九
二
年
七
月
に
関
本
社
長
か
ら
発
表
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
二
一

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

一
九
九
二
年
七
月
に
は
社
名
表
記
な
ど
に
関
す
る
新
し
い
Ｃ
Ｉ
も
発
表
さ
れ
た
。
登
記
上
の
社
名
「
日
本
電

気
」
と
は
別
に
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
呼
ば
れ
方
を
し
た
日
本
電
気
の
略
称
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ネ
ー
ム
と
し
て
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
」
に
統
一
し
、
分
身
会
社
に
つ
い
て
も
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
○
○
」
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ネ
ー
ム
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、「
Ｃ
＆
Ｃ
」
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
」
マ
ー
ク
も
同

時
に
変
更
さ
れ
、
前
者
に
つ
い
て
は
企
業
理
念
の
「
Ｃ
＆
Ｃ
を
と
お
し
て
人
間
性
を
十
分
に
発
揮
す
る
」
に
も

と
づ
い
て
、「C

&
C
for
H
um
an
Potential

」
と
し
た
。
後
者
の
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
」
マ
ー
ク
は
、
書
体
と
あ
わ
せ
て

基
本
色
が
改
め
ら
れ
、
未
来
や
知
性
、
水
・
空
気
・
宇
宙
な
ど
の
環
境
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
ブ
ル
ー
が
採

用
さ
れ
た
。

日
本
電
気
の
社
会
貢
献
を
重
視
す
る
姿
勢
が
、
企
業
理
念
や
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
大
き
な
要
素
と
な
っ
て

い
た
こ
と
は
、
す
で
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
は
ア
メ
リ
カ
に
財
団
を
設
立
し
て
教
育
・

研
究
に
対
す
る
支
援
を
強
化
し
た
ほ
か
、
地
球
環
境
問
題
を
は
じ
め
自
然
環
境
保
全
へ
の
積
極
的
な
対
応

を
行
な
う
こ
と
で
社
会
貢
献
の
実
践
に
努
め
た
。
一
九
九
一
年
十
一
月
に
は
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
環
境
憲
章
」
と

環
境
を
守
る
た
め
の
具
体
的
な
基
準
や
手
続
き
を
定
め
た
「
行
動
指
針
」
を
制
定
、
環
境
を
配
慮
し
た

数
々
の
施
策
を
実
行
し
、
成
果
を
あ
げ
て
い
っ
た
。
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Ｃ
＆
Ｃ
事
業
体
制
・
事
業
本
部
制
の
導
入

日
本
電
気
の
売
上
高
は
、
連
結
ベ
ー
ス
で
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
度
の
七
〇
〇
〇
億
円
弱
か
ら
九
〇

年
度
に
は
お
よ
そ
三
兆
七
〇
〇
〇
億
円
へ
と
、
五
倍
以
上
に
増
加
し
た
。
機
種
別
売
上
高
で
は
、
こ
の
間
に
通

信
機
器
が
四
倍
、
半
導
体
が
五
倍
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
い
た
っ
て
は
一
二
倍
強
に
成
長
し
、
八
四
年
度
か
ら
は

売
上
高
全
体
に
占
め
る
比
率
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
通
信
機
器
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
Ｃ
＆
Ｃ
構
想

の
推
進
は
、
日
本
電
気
に
事
業
領
域
の
広
が
り
と
深
化
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
業
内
容
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
日
本
電
気
は
一
九
九
一
年
と
九
三
年
に
大
幅
な
組
織
再
編

を
行
な
っ
た
。
一
つ
は
、
九
一
年
七
月
に
事
業
グ
ル
ー
プ
の
枠
組
み
を
変
更
し
た
「
Ｃ
＆
Ｃ
事
業
体
制
」
へ
の

組
織
改
正
で
あ
る
。
従
来
の
製
品
・
技
術
を
軸
と
す
る
「
タ
テ
構
造
」
の
組
織
か
ら
、
市
場
・
顧
客
指
向
を
徹

底
し
こ
れ
を
軸
と
す
る
、
い
わ
ば
「
ヨ
コ
構
造
」
へ
と
組
織
の
基
本
的
な
考
え
方
を
改
め
た
も
の
で
、
そ
の
目

的
は
同
一
顧
客
に
対
す
る
複
数
部
門
の
関
与
や
新
製
品
開
発
に
お
け
る
経
営
資
源
の
重
複
投
入
な
ど
「
組
織
的

非
効
率
」
を
避
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
か
ら
、
半
導
体
、
電
子
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
両
事
業
グ

ル
ー
プ
を
除
く
各
事
業
グ
ル
ー
プ
は
市
場
別
に
再
編
成
さ
れ
た
。
交
換
・
伝
送
・
無
線
・
産
業
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
各
グ
ル
ー
プ
を
統
合
し
た
「
Ｃ
＆
Ｃ
基
盤
事
業
グ
ル
ー
プ
」
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
官
公
庁
な
ど
の
市
場
を
、
情
報
処

理
事
業
グ
ル
ー
プ
の
シ
ス
テ
ム
事
業
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
を
核
に
構
成
さ
れ
た
「
Ｃ
＆
Ｃ
シ
ス
テ
ム
事
業
グ

ル
ー
プ
」
は
民
間
企
業
を
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
民
需
量
販
部
門
を
集
結
し
た
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
Ｃ
＆
Ｃ

事
業
グ
ル
ー
プ
」
は
量
販
市
場
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
主
要
な
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

も
う
一
つ
の
組
織
改
正
は
、
一
九
九
三
年
七
月
の
事
業
本
部
制
の
導
入
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
生
産
活
動
の
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大
部
分
が
国
内
分
身
会
社
や
海
外
生
産
拠
点
に
移
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
分
身
会
社
や
生
産
拠
点
は
、
複
数

の
事
業
部
の
製
品
を
扱
う
こ
と
が
多
く
、
一
事
業
部
の
意
思
だ
け
で
は
管
理
が
困
難
な
状
況
と
な
り
、
プ
ロ
フ

ィ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
が
薄
ら
い
で
来
て
い
た
。
ま
た
、
事
業
部
レ
ベ
ル
の
組
織
が
三
〇
〇
近
く
に

増
加
し
、
全
社
の
経
営
管
理
も
難
し
さ
を
増
し
て
い
た
。
事
業
本
部
制
の
導
入
は
、
関
連
性
の
強
い
複
数
の
事

業
部
・
本
部
を
束
ね
て
、組
織
上
新
し
い
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
と
き
新
設
さ
れ
た
事
業
本
部
は
一
八
で
、そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
技
術
・
製
造
ま
で
を
統
括
し
、

各
事
業
本
部
長
に
は
事
業
目
的
の
設
定
、
事
業
本
部
内
の
経
営
資
源
の
配
分
や
人
事
・
組
織
な
ど
に
関
す
る
一

元
的
な
権
限
と
責
任
が
付
与
さ
れ
た
。

金
子
尚
志
の
社
長
就
任

一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
六
月
、
八
年
間
に
及
ん
だ
小
林
宏
治
会
長
・
関
本
忠
弘
社
長
の
ト
ッ
プ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
体
制
は
、
小
林
会
長
が
取
締
役
名
誉
会
長
と
な
り
、
大
内
淳
義
会
長
（
副
会
長
か
ら
昇
任
）
・
関
本

社
長
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
六
月
に
は
小
林
が
名

誉
会
長
相
談
役
に
な
る
と
と
も
に
、
大
内
会
長
も
相
談
役
に
退
き
、
新
し
い
会
長
に

は
中
村
兼
三
取
締
役
副
会
長
が
就
任
し
た
。

一
九
九
四
年
六
月
に
は
社
長
の
交
代
が
行
な
わ
れ
、
金
子
尚
志
専
務
取
締
役
が
社

長
に
就
任
、
会
長
の
中
村
は
取
締
役
相
談
役
に
退
き
、
関
本
社
長
は
会
長
に
就
任
し

た
。
新
社
長
の
金
子
は
一
九
三
三(
昭
和
八)

年
の
生
ま
れ
で
、
五
六
年
に
東
京
大
学
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工
学
部
電
気
工
学
科
を
卒
業
し
て
日
本
電
気
に
入
社
、
六
〇
年
か
ら
六
二
年
に
か
け
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

に
留
学
し
た
の
ち
、
六
八
年
か
ら
七
〇
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ル
研
究
所
の
研
究
員
を
経
験
し
て
い
た
。
八
五

年
に
取
締
役
と
な
り
、
八
九
年
に
常
務
取
締
役
、
九
一
年
に
専
務
取
締
役
に
昇
任
、
こ
の
間
、
八
九
年
か
ら
九

三
年
に
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ア
メ
リ
カ
の
社
長
も
務
め
た
。

就
任
挨
拶
の
な
か
で
金
子
社
長
は
、
Ｃ
＆
Ｃ
事
業
体
制
の
充
実
や
ホ
ロ
ニ
ッ
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
浸
透
な

ど
、
関
本
前
社
長
の
基
本
的
経
営
路
線
を
継
承
す
る
と
し
た
う
え
で
、
世
界
規
模
で
進
展
す
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
現
状
を
踏
ま
え
、
中
長
期
の
重
点
方
針
と
し
て
、
①
情
報
化
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

化
へ
の
飛
躍
、
②
顧
客
指
向
の
徹
底
、
③
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
、
④
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ

ン
パ
ニ
ー
へ
の
脱
皮
、
⑤
間
断
な
き
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
革
新
の
追
求
、
の
五
項
目
を
示
し
た
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
情
報
通
信
市
場
で
は
盛
ん
に
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
」
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
と
は
、
文
字
、
音
声
、
画
像
、
動
画
な
ど
形
態
の
異
な
る
情
報
を
す
べ
て

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
置
き
換
え
て
、
統
合
的
に
取
り
扱
え
る
よ
う
に
し
た
情
報
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
あ
る
。
簡

単
に
い
え
ば
、
音
声
の
通
信
に
は
電
話
、
デ
ー
タ
の
や
り
と
り
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
動
画
を
送
る
に
は
放
送
、

と
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
も
つ
既
存
の
媒
体
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
一
つ
に
ま
と
め
た
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
が
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
日
本
電
気
が
か
ね
て
主
唱
し
て
き
た
「
Ｃ
＆
Ｃ
」
の
延
長
線
上
に
花
開
い
た
実
用
例
と
い

っ
て
も
よ
い
。
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一
方
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
市
場
で
は
「
ネ
オ
ダ
マ
」
と
称
さ
れ
る
現
象
が
急
速
に
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
。「
ネ

オ
ダ
マ
」
と
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
オ
ー
プ
ン
化
、
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
（
ま
た
は

マ
ル
チ
ベ
ン
ダ
ー
化
＝
複
数
の
メ
ー
カ
ー
の
機
器
を
用
い
て
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
）
の
頭
文
字
を
組
み

合
わ
せ
た
造
語
で
あ
る
が
、こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
の
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
を
中
心
と
し
た
集
中
型
シ
ス
テ
ム
か
ら
、

低
価
格
・
高
性
能
の
パ
ソ
コ
ン
や
サ
ー
バ
に
よ
る
分
散
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
が
決
定
的
と
な
っ
た
。
日
本
に

お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
生
産
を
み
て
も
、
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
に
一
兆
四
五
〇
〇
億
円
だ
っ
た
汎
用
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
生
産
額
は
、
九
五
年
に
は
五
一
〇
〇
億
円
に
減
少
し
た
の
に
対
し
、
パ
ソ
コ
ン
は
同
期
間
に
九

二
〇
〇
億
円
か
ら
一
兆
四
八
〇
〇
億
円
へ
と
増
加
し
た
。
日
本
電
気
で
は
Ｃ
＆
Ｃ
事
業
体
制
の
も
と
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
と
パ
ソ
コ
ン
を
別
の
事
業
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
環
境
に
即
し
た
製
品
戦
略
を
立
て
る

こ
と
で
市
場
の
変
化
に
対
応
し
た
。

情
報
通
信
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ネ
オ
ダ
マ
化
と
い
っ
た
技
術
革
新
は
、
新
し
い
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
を
登
場
さ
せ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
出
現
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
一
九

八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年
当
時
に
は
わ
ず
か
二
〇
〇
台
程
度
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
運
用
さ
れ
て
い

た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
爆
発
的
な
普
及
を
迎
え
る
の
は
、
九
〇
年
代
も
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
接
続
ホ

ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
数
で
み
る
と
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
十
月
に
は
約
三
一
万
だ
っ
た
が
、
二
年
後
に
一

〇
〇
万
を
、
六
年
後
の
九
六
年
に
は
一
〇
〇
〇
万
を
突
破
し
、
九
九
年
一
月
に
は
四
三
〇
〇
万
台
を
超
え
て
い

る
。
日
本
電
気
で
は
、
八
六
年
四
月
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
パ
ソ
コ
ン
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｐ
Ｃ
―

Ｖ
Ａ

Ｎ
」
を
母
体
と
し
て
、
九
三
年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
、
九
六
年
七
月
に
は
イ
ン
タ
ー
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ネ
ッ
ト
上
で
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
う
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
の
運
用
を
開
始
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
急
激
な
ス
ピ
ー
ド
で
進
展
し
て
お
り
、
日
本
電
気
は
そ
の
技
術
的
分
野
で

貢
献
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
新
規
事
業
へ
の
進
出
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

パ
ー
ソ
ナ
ル
化
の
進
展

一
九
九
〇
年
代
に
Ｃ
＆
Ｃ
分
野
で
進
展
し
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
化
の
動
き
も
、
大
き
な
出
来
事
だ
っ
た
。
一
つ
は
、

企
業
や
家
庭
で
の
利
用
が
浸
透
し
た
パ
ソ
コ
ン
で
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
Ｏ
Ｓ
「W

indow
s
95

」
の
発
売

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
な
ど
を
契
機
に
、
ま
さ
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
道
具
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
が
定
着
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
日
本
国
内
の
パ
ソ
コ
ン
出
荷
台
数
は
、
一
九
九
三
年
ま
で
の
一
〇
〇
万
〜
二
〇
〇
万
台
か
ら
九

五
年
に
五
七
〇
万
台
、
九
六
年
に
は
七
二
〇
万
台
と
急
増
し
た
。
市
場
の
拡
大
は
ま
た
、
激
し
い
価
格
・
性
能

競
争
を
も
た
ら
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
携
帯
電
話
の
急
速
な
普
及
で
あ
る
。
九
〇
年
に
一
〇
〇
万
に
満

た
な
か
っ
た
移
動
電
話
（
携
帯
電
話
と
自
動
車
電
話
）
の
加
入
数
は
、
九
七
年
に

は
三
〇
〇
〇
万
を
超
え
、
九
五
年
に
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
Ｐ
Ｈ
Ｓ

（PersonalH
andy-phone

System

）
を
こ
れ
に
加
え
る
と
三
八
〇
〇
万
に
、
そ

し
て
九
八
年
度
末
に
は
四
七
〇
〇
万
台
と
な
り
、
一
般
加
入
電
話
数
五
八
〇
〇
万

台
に
迫
る
市
場
に
成
長
し
た
。
九
四
年
四
月
か
ら
は
携
帯
電
話
端
末
の
売
切
制
が

ス
タ
ー
ト
し
、
家
電
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
多
数
の
メ
ー
カ
ー
が
市
場
に
参
入
し
た
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ほ
か
、
新
た
に
Ｎ
Ｃ
Ｃ
が
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
九
九
年
二
月
に
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

移
動
通
信
網
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
）
が
携
帯
電
話
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
「
ｉ
モ
ー
ド
」
の
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
す
る
な
ど
、
移
動
通
信
市
場
は
サ
ー
ビ
ス
と
機
器
の
両
分
野
で
競
争
が
一
気
に
激
化
す
る
様
相
と
な

っ
た
。
こ
の
た
め
、
利
用
料
金
の
引
き
下
げ
、
端
末
機
の
小
型
・
軽
量
化
や
多
機
能
化
、
低
価
格
化
が
著
し
く

進
み
、
ビ
ジ
ネ
ス
中
心
の
用
途
か
ら
パ
ー
ソ
ナ
ル
需
要
の
増
大
へ
と
傾
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

３
海
外
事
業
の
新
展
開

海
外
事
業
の
再
編
と
中
国
へ
の
積
極
投
資

日
本
電
気
の
海
外
事
業
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
急
激
な
円
高
の
進
展
や
バ
ブ
ル
経
済
の
も
と
で
の
過
剰

投
資
な
ど
、
い
く
つ
か
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
を
抱
え
、
経
営
的
に
は
必
ず
し
も
期
待
ど
お
り
の
成
果
を
残
し
て
い

な
か
っ
た
。
加
え
て
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
に
は
、
欧
米
景
気
の
低
迷
と
世
界
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
不
況
に

見
舞
わ
れ
、
多
く
の
海
外
法
人
が
赤
字
を
計
上
、
そ
の
経
営
建
て
直
し
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
九

〇
年
に
海
外
事
業
グ
ル
ー
プ
の
編
成
の
見
直
し
を
行
な
っ
た
の
に
つ
づ
い
て
、
九
三
年
に
は
担
当
部
署
を
従
来

の
三
一
か
ら
二
三
に
減
ら
す
な
ど
の
組
織
改
正
を
行
な
っ
た
。
海
外
法
人
に
つ
い
て
は
、
九
二
年
度
ま
で
に
約

三
〇
％
の
人
員
を
削
減
し
て
ス
リ
ム
化
す
る
と
と
も
に
、
生
産
法
人
は
各
事
業
グ
ル
ー
プ
が
、
販
売
法
人
は
海

外
事
業
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
主
管
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
支
援
・
責
任
の
所
在
を
明
確
に
し
た
。
さ
ら
に
、

北
米
で
は
八
九
年
に
設
立
さ
れ
た
地
域
統
括
会
社
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
・
Ｕ
Ｓ
Ａ
が
北
米
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
当
た
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っ
て
い
た
が
、
九
三
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
設
立
し
、

欧
州
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
し
た
。
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
、
海
外

法
人
は
九
三
年
に
一
部
を
除
い
て
黒
字
と
な
り
、
九
四
年
に
は
す
べ
て
の
海

外
法
人
が
黒
字
化
を
達
成
し
た
。

一
九
九
三
年
以
降
、
海
外
法
人
の
業
績
が
回
復
し
た
日
本
電
気
の
海
外
事

業
は
、
九
五
年
に
か
け
て
再
び
力
強
い
拡
大
を
遂
げ
た
。
そ
の
牽
引
車
と
な

っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
始
ま
っ
た
Ｏ
Ａ
・
パ
ソ
コ
ン
の
ブ
ー
ム
を

背
景
に
急
増
し
た
半
導
体
需
要
だ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
北
米
市
場
に
お
け
る

パ
ソ
コ
ン
・
周
辺
装
置
の
好
調
、
ア
ジ
ア
市
場
の
急
成
長
、
中
国
へ
の
投
資

の
積
極
化
な
ど
に
よ
り
、
海
外
事
業
の
規
模
は
連
結
売
上
高
で
、
九
一
年
度

の
七
九
〇
〇
億
円
か
ら
九
七
年
度
に
は
一
兆
一
六
〇
〇
億
円
へ
と
一
・
五
倍

に
拡
大
し
た
。

一
九
九
〇
年
代
に
日
本
電
気
の
海
外
事
業
で
と
く
に
重
点
が
置
か
れ
た
の
は
中
国
だ
っ
た
。
日
本
電
気
は
、

一
九
八
五
年
に
中
国
側
か
ら
電
子
交
換
機
と
Ｌ
Ｓ
Ｉ
に
関
す
る
技
術
協
力
の
要
請
を
受
け
た
の
を
契
機
に
、
中

国
政
府
機
関
や
合
弁
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
交
渉
を
進
め
、
八
八
年
、
電
子
交
換
機
に
つ
い
て
天
津
市
と
、
Ｌ
Ｓ
Ｉ

に
つ
い
て
北
京
市
と
の
間
で
「
合
作
協
議
書
」
を
締
結
し
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
の
が
、
一
九

九
一
年
十
二
月
の
首
鋼
日
電
電
子
有
限
公
司
（
Ｌ
Ｓ
Ｉ
）
と
、
九
二
年
一
月
の
天
津
日
電
電
子
通
信
工
業
有
限

公
司
（
電
子
交
換
機
）
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、
中
国
各
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
現
地
法
人
を
設
立
す
る
な
ど
、
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積
極
的
に
事
業
の
拡
大
を
進
め
た
。
ま
た
九
六
年
十
一
月
に
は
、
こ
れ
ら
現
地
法
人
の
支
援
に
当
た
る
Ｎ
Ｅ
Ｃ

中
国
を
北
京
市
に
設
立
し
て
、
中
国
事
業
を
統
括
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
九
八
年
末
時
点
で
日
本
電

気
の
中
国
国
内
に
お
け
る
現
地
法
人
は
一
九
社
を
数
え
る
に
い
た
っ
た
。

戦
略
的
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
推
進

日
本
電
気
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
こ
の
時
期
に
い
っ
そ
う
進
展
し
た
。
そ
の
要
因
は
、
早
く
か
ら

海
外
進
出
に
実
績
の
あ
っ
た
通
信
部
門
の
好
調
に
加
え
て
、半
導
体
部
門
が
海
外
比
率
を
高
め
た
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部
門
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
立
ち
遅
れ
た
面
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
一
九
九

〇
年
代
に
は
競
争
の
激
化
と
市
場
環
境
の
急
速
な
変
化
に
対
処
す
る
た
め
、
各
企
業
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
提
携
戦

略
が
活
発
化
し
た
が
、
日
本
電
気
で
も
パ
ソ
コ
ン
を
含
む
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
分
野
を
中
心
に
、
海
外
有
力
企
業
と

の
「
戦
略
的
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
た
。

一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
十
二
月
、
日
本
電
気
は
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
分
野
で
従
来
か
ら
提
携
関
係
に
あ

っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
国
営
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
企
業
、
ブ
ル
社
と
の
間
で
、
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
契
約
を
締
結

し
て
、
通
信
・
半
導
体
製
品
を
含
む
広
範
囲
な
提
携
を
実
現
し
、
九
五
年
九
月
に
は
、
同
社
の
民
営
化
に
参
加

し
て
持
ち
株
比
率
を
一
七
％
に
引
き
上
げ
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
電
気
は
モ
ト
ロ
ー
ラ
社
や
フ
ラ
ン
ス
・
テ
レ

コ
ム
社
と
と
も
に
ブ
ル
社
の
主
要
株
主
と
な
り
、
拡
大
す
る
Ｅ
Ｕ
市
場
に
お
け
る
戦
略
的
提
携
関
係
を
強
固
に

し
た
。

パ
ソ
コ
ン
分
野
で
は
、
当
時
日
本
電
気
は
国
内
で
こ
そ
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
維
持
し
て
い
た
が
、
グ
ロ
ー
バ
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ル
化
が
進
む
な
か
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、
世
界
市
場
の
一
〇
％
程
度
の
規
模
を
確
保
す
る
こ
と
が
条
件
と
さ

れ
て
い
た
。
一
九
九
五
年
八
月
、
日
本
電
気
は
ア
メ
リ
カ
の
パ
ッ
カ
ー
ド
ベ
ル
社
（
以
下
、
Ｐ
Ｂ
社
と
略
）
に

資
本
参
加
（
一
九
・
九
九
％
）
し
、
提
携
関
係
を
結
ん
だ
。
Ｐ
Ｂ
社
は
八
七
年
の
設
立
と
歴
史
は
浅
い
も
の
の
、

当
時
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ー
ム
用
パ
ソ
コ
ン
市
場
で
五
〇
％
近
い
シ
ェ
ア
を
も
ち
、
全
パ
ソ
コ
ン
市
場
で
も
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
に
迫
る
ほ
ど
の
急
成
長
を
遂
げ
て
い
た
。
Ｐ
Ｂ
社
は
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
強
い
ブ
ル
社
と
も
か
ね

て
か
ら
パ
ソ
コ
ン
事
業
で
提
携
関
係
に
あ
っ
た
。
一
方
、
日
本
電
気
は
、「
Ｐ
Ｃ
―

９
８
」
で
日
本
市
場
に
強
固

な
基
盤
を
も
ち
、
ア
メ
リ
カ
の
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
市
場
で
も
一
定
の
実
績
を
も
っ
て
い
た
か
ら
、
Ｐ
Ｂ
社
と
は

製
品
的
に
も
市
場
的
に
も
補
完
関
係
に
あ
っ
た
。
Ｐ
Ｂ
社
は
九
七
年
七
月
に
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
の

パ
ソ
コ
ン
部
門
を
統
合
し
、
社
名
も
パ
ッ
カ
ー
ド
ベ
ル
Ｎ
Ｅ
Ｃ
（
以
下
、
Ｐ
Ｂ
Ｎ
社
と
略
）
に
変
更
し
た
。

こ
の
日
米
欧
の
主
要
パ
ソ
コ
ン
市
場
を
に
ら
ん
だ
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
の
提
携
関
係
の
構
築
は
、
日
本
電
気
の

パ
ソ
コ
ン
事
業
の
海
外
展
開
に
弾
み
が
つ
く
も
の
と
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
折
か
ら

ア
メ
リ
カ
の
パ
ソ
コ
ン
市
場
は
、
コ
ン
パ
ッ
ク
社
や
デ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
社
に
代
表
さ
れ
る
新
興
勢
力
に
よ

る
生
産
・
流
通
革
命
と
も
い
え
る
変
化
が
急
速
に
進
行
し
て
い
た
。
旧
来
の
生
産
・
流
通
シ
ス
テ
ム
に
頼
っ
た

Ｐ
Ｂ
Ｎ
社
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
、
た
び
重
な
る
資
金
の
投
入
と
最
終
的
に
は
単
独
経
営
権
取
得
に
よ
る
経
営
の

て
こ
入
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
業
績
は
低
迷
し
巨
額
の
損
失
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
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４
Ｃ
＆
Ｃ
基
盤
事
業

交
換
移
動
通
信
事
業

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
到
来
を
受
け
て
、
通
信
の
世
界
で
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
（A

synchronous
T
ransfer

M
ode

＝
非
同
期
転
送
モ
ー
ド
）
の
技
術
が
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

通
信
に
不
可
欠
な
「
広
帯
域
総
合
デ
ジ
タ
ル
通
信
網
（
Ｂ
―

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
）」
に
適
し
た
通
信
技
術
と
し
て
、
一
九

八
五
（
昭
和
六
十
）
年
ご
ろ
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
提
唱
さ
れ
て
き
た
方

式
で
、
従
来
別
々
に
送
ら
れ
て
い
た
音
声
、
デ
ー
タ
、
画
像
な
ど
異

な
る
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
を
、
す
べ
て
同
じ
長
さ
の
「
セ
ル
」
に
分

割
・
混
載
し
て
伝
送
す
る
こ
と
に
よ
り
交
換
・
通
信
の
高
速
化
を
実

現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

日
本
電
気
で
は
一
九
八
六
年
か
ら
ア
メ
リ
カ
市
場
向
け
交
換
機
に

Ａ
Ｔ
Ｍ
方
式
を
導
入
す
る
検
討
を
開
始
し
た
。
一
九
九
一
（
平
成
三
）

年
に
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
交
換
機
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
テ
レ
コ
ム
９
１
に
出
展
、

こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｘ
６
１
」
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
す

る
Ａ
Ｔ
Ｍ
交
換
機
を
開
発
し
た
。
国
内
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
日
本
電
気

な
ど
通
信
機
メ
ー
カ
ー
と
共
同
で
、
八
九
年
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
技
術
を
採

用
し
た
新
し
い
交
換
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
た
。
日
本
電
気
は
九
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四
年
三
月
に
、
こ
の
新
し
い
交
換
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
交
換
ノ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
」
の
商
用
一
号
機
を
、

関
西
文
化
学
術
都
市
「
け
い
は
ん
な
」
に
納
入
し
た
。

一
九
九
〇
年
代
の
交
換
事
業
の
中
心
的
な
製
品
戦
略
は
、
海
外
で
幅
広
い
ユ
ー
ザ
ー
を
獲
得
し
た
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｘ

６
１
を
国
内
の
局
用
や
移
動
通
信
用
に
利
用
す
る
「
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
化
だ
っ
た
。
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｘ
６
１

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
ベ
ー
ス
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
機
能
を
追
加
し
た
り
、

変
更
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
顧
客
の
満
足
を
得
る
製
品
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
日
本
電
気

は
、
一
九
八
七
年
に
地
域
系
Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
ペ
ー
ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
用
に
納
入
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
九
〇
年
代
に

は
中
継
系
Ｎ
Ｃ
Ｃ
、
デ
ジ
タ
ル
セ
ル
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
に
こ
の
種
の
交
換
機
を
多
数
納
入
し
て
い

っ
た
。
と
く
に
携
帯
電
話
な
ど
の
移
動
電
話
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
に
加
入
者
が
急
増
し
た
の
に
と
も
な
い

交
換
機
の
需
要
が
増
大
し
た
。
日
本
電
気
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
当
初
か
ら
参
画
し
た
ほ
か
、

Ｎ
Ｃ
Ｃ
向
け
に
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｘ
６
１
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
（PersonalD

igitalC
ellular

）
シ
ス

テ
ム
の
開
発
も
行
な
っ
た
。

円
安
の
継
続
と
各
国
の
通
信
自
由
化
政
策
を
背
景
に
市
場
が
拡
大
し
た
海
外
で
も
、
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｘ
６
１
の
機
能

を
強
化
し
て
差
別
化
を
図
っ
た
製
品
を
投
入
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
シ
ェ
ア
を
高
め
た
。
積
極
投
資
を
進
め
た

中
国
を
は
じ
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
で
受
注
を
伸
ば
す
一
方
、

一
九
九
六
年
に
は
イ
ラ
ン
か
ら
二
四
〇
万
回
線
の
交
換
シ
ス
テ
ム
を
受
注
し
、
市
場
参
入
を
果
た
し
た
。
さ
ら

に
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
に
新
規
参
入
を
果
た
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
現
地
生
産
法
人
を
設
立

し
た
。
こ
の
結
果
、
八
九
年
末
に
六
〇
カ
国
、
二
〇
〇
〇
万
回
線
だ
っ
た
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｘ
６
１
の
納
入
実
績
は
、
九
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七
年
末
に
は
七
七
カ
国
、
六
〇
〇
〇
万
回
線
へ
と
大
幅
に
伸
長
し
た
。

同
時
に
新
技
術
を
取
り
入
れ
た
製
品
の
開
発
に
も
取
り
組
み
、
次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
「
ノ
ー
ド
交
換
機
」

と
し
て
、
新
し
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
め
ざ
し
た
「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｘ
６
１
Σ
」
の
開
発
を
一
九
九
二
年
か
ら
開
始
、

九
四
年
三
月
に
そ
の
一
号
機
を
第
二
電
電
に
納
入
し
た
。
同
機
の
特
徴
は
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
前

提
と
し
た
シ
ス
テ
ム
の
オ
ー
プ
ン
化
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
技
術
の
採
用
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｂ
Ｘ
の
分
野
で
も
、
企

業
内
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
を
配
慮
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
の
親
和
性
を
高
め
た
Ｉ
Ｃ
Ｓ

―

Ｐ
Ｂ
Ｘ
（Integrated

C
om
m
unication

System
-PB
X

）
を
開
発
、
九
二
年
に
こ
れ
を
製
品
化
し
た
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｘ
７
４
０
０
を
発
表
し
た
。

伝
送
事
業

光
通
信
が
一
般
化
し
た
伝
送
分
野
で
は
、
多
重
伝
送
の
国
際
標
準
と
な
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｈ
（Synchronous

D
igitalH

ierarchy

＝
同
期
デ
ジ
タ
ル
階
梯
）
方
式
が
世
界
的
に
普
及
し
た
。
日
本
電
気
は
こ
の
市
場
に
お
け

る
事
業
拡
大
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
新
た
に
登
場
し
た
Ａ
Ｔ
Ｍ
伝
送
方
式
へ
の
対
応
も
進
め
た
。
ま
ず
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
基
幹
伝
送
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
は
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
に
Ｓ
Ｄ
Ｈ
方
式
に
も
と
づ
く
光
伝
送
を
大
容

量
化
し
、
一
秒
間
に
一
〇
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
の
伝
送
能
力
を
実
現
し
た
シ
ス
テ
ム
を
納
入
し
た
。
ま
た
Ａ
Ｔ
Ｍ
シ
ス

テ
ム
で
は
、
九
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
通
信
の
共
同
利
用
実
験
」
に
機
材
供
給
で

協
力
、
九
六
年
に
は
商
用
シ
ス
テ
ム
向
け
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
―

Ｘ
Ｃ
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
型
ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
ト
）
装
置
を
納
入
し

た
。
加
入
者
系
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
五
年
に
光
加
入
者
線
端
局
装
置
と
同
終
端
装
置
を
納
入
し
、
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低
速
Ｐ
Ｄ
Ｓ
（Passive

D
ouble

Star

）
シ
ス
テ
ム
へ
の
参
入
を
果
た
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
九
六
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ

が
開
始
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
Ｏ
Ｃ
Ｎ
（O
pen
C
om
puter

N
etw
ork

）
用
に
低
速
ア
ク
セ
ス

装
置
を
開
発
し
納
入
し
た
。

海
外
で
も
、
一
九
八
九
年
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
（
北
米
方
式
の
同
期
デ
ジ
タ
ル
伝
送
網
）
の
導
入

が
始
ま
っ
た
の
を
契
機
に
、
世
界
各
国
で
国
際
標
準
の
Ｓ
Ｄ
Ｈ
網
の
構
築
が
活
発
化
し
た
が
、
日
本
電
気
は
こ

れ
ら
に
対
し
て
積
極
的
に
受
注
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
一
九
九
二
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ク
ウ
ェ
ー
ト

か
ら
、
九
三
年
に
ブ
ル
ネ
イ
と
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｓ
Ｄ
Ｈ
シ
ス
テ
ム
を
受
注
し
た
の
に
つ
づ
き
、
九

四
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
長
距
離
通
信
会
社
ス
プ
リ
ン
ト
社
か
ら
全
米
を
カ
バ
ー
す
る
大
規
模
な
Ｓ
Ｄ
Ｈ
網
を
受

注
、
九
七
年
に
は
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
社
か
ら
も
同
様
の
シ
ス
テ
ム
を
受
注
し
た
。

光
フ
ァ
イ
バ
に
よ
る
通
信
シ
ス
テ
ム
は
、
国
際
通
信
の
主
要
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
世
界
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
に
採

用
さ
れ
、
一
九
九
四
年
に
完
成
し
た
イ
ン
ド
洋
の
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
も
っ
て
地
球
を
一
周
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
時
期
に
は
、「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ケ
ー
ブ
ル
」
の
敷
設
計
画
が
相
つ
ぐ
一
方
、
シ
ス
テ
ム
サ
プ
ラ
イ
ヤ

ー
間
の
競
争
が
激
化
し
た
。
日
本
電
気
は
、
九
一
年
に
開
通
し
た
北
太
平
洋
ケ
ー
ブ
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受

注
し
た
ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
一
一
の
陸
揚
げ
局
を
経
由
し
て
日
本
ま
で
つ
な
ぐ
「
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｇ
ケ
ー
ブ
ル
」
の

受
注
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
中
継
器
に
光
増
幅
方
式
を
採
用
し
た
光
増
幅
ケ
ー
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
光

増
幅
中
継
器
を
九
四
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
へ
納
入
し
た
の
を
は
じ
め
、
第
五
太
平
洋
海
底
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
多
数
の
国
際

海
底
ケ
ー
ブ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
納
入
し
た
。
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無
線
シ
ス
テ
ム

マ
イ
ク
ロ
波
通
信
事
業
で
も
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｈ
方
式
が
主
力
と
な
っ
た
。
国
内
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
幹
線
系
・
支
線
系
に
Ｓ
Ｄ
Ｈ
方
式
の
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
装
置
を
多
数
納
入
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ｓ
Ｄ
Ｈ
デ
ジ
タ
ル

網
の
構
築
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
第
二
電
電
に
対
し
て
も
同
装
置
に
よ
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
完
成
に
寄

与
し
た
。
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
以
降
急
拡
大
し
た
移
動
電
話
向
け
に
は
、
九
二
年
に
開
発
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
回
線
用
切
替
装
置
を
ベ
ー
ス
に
、
こ
れ
を
他
の
事
業
者
に
適
用
し
た
移
動
電
話
基
地
局

間
通
信
用
装
置
を
開
発
し
、
大
量
納
入
を
実
現
し
た
。
海
外
で
も
、
九
二
年
ご
ろ
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｈ
方
式
の
マ
イ
ク

ロ
波
通
信
シ
ス
テ
ム
導
入
の
機
運
が
高
ま
り
、
日
本
電
気
は
九
五
年
に
か
け
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
か
ら
相
つ
い
で
受
注
し
、
累
計
受
注
台
数
は
三
四
〇
〇
台
を
超
え
た
。
ま
た
、
一
九

九
一
年
に
コ
コ
ム
の
輸
出
規
制
が
緩
和
さ
れ
、幹
線
デ
ジ
タ
ル
通
信
網
の
建
設
が
始
ま
っ
た
東
欧
諸
国
か
ら
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
全
国
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
網
を
受
注
、
九
三
年
に
は
ロ
シ
ア
の
ロ
ス
テ

レ
コ
ム
社
か
ら
モ
ス
ク
ワ
・
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
間
の
全
長
七
七
四
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
結
ぶ
Ｓ
Ｄ
Ｈ
デ
ジ
タ
ル
マ

イ
ク
ロ
回
線
を
、
ド
イ
ツ
の
シ
ー
メ
ン
ス
社
、
住
友
商
事
と
国
際
企
業
連
合
を
組
ん
で
受
注
し
た
。

衛
星
通
信
の
分
野
で
は
、
一
九
九
〇
年
に
商
用
運
用
を
開
始
し
た
イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
の
Ｓ
Ｓ
Ｔ
Ｄ
Ｍ
Ａ
（
衛

星
通
信
の
新
し
い
双
方
向
型
多
元
接
続
方
式
）
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
て
、
九
一
年
ま
で
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ア

メ
リ
カ
、
中
国
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
衛
星
通
信
基
準
局
に
Ｓ
Ｓ
Ｔ
Ｄ
Ｍ
Ａ
シ
ス
テ
ム
を
納
入
し
た
。
ま
た
、
九
二

年
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
控
え
た
ス
ペ
イ
ン
に
多
数
の
衛
星
通
信
地
球

局
を
納
入
、
九
五
年
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
エ
ン
ブ
ラ
テ
ル
社
に
イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
標
準
Ａ
型
大
容
量
地
球
局
を
納

第8章　マルチメディア社会のなかで

269



入
し
た
。
国
内
で
は
、
九
五
年
一
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
災
害
に
強

い
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
相
つ
ぎ
、
日
本
電
気
は
、
郵
政
省
向
け
遠
隔
医
療
シ
ス

テ
ム
、
警
察
庁
向
け
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
、
各
自
治
体
向
け
消
防
望
楼
シ
ス
テ
ム
な
ど
五

〇
件
以
上
を
受
注
、
そ
の
大
半
を
約
六
カ
月
と
い
う
短
期
間
で
完
成
さ
せ
た
。

宇
宙
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
〇
年
六
月
に
日
本
の
衛
星
市
場
が
開
放
さ
れ
、

通
信
・
放
送
・
観
測
な
ど
の
実
用
衛
星
分
野
で
内
外
無
差
別
の
調
達
が
行
な
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
日
本
電
気
は
、
豊
富
な
実
績
と
技
術
の
蓄
積
を
生
か
す
と
と
も
に
先
端
技
術

の
開
発
に
取
り
組
み
、
こ
の
時
期
に
も
数
多
く
の
人
工
衛
星
を
開
発
・
納
入
し
た
。
九
〇

年
八
月
と
翌
九
一
年
八
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
「
ゆ
り
３
号
―

ａ
／
ｂ
」
は
、
日
本
が
世

界
に
先
駆
け
て
実
用
化
し
た
放
送
衛
星
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
本
格
的
な
衛
星
放
送
時
代

が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
九
二
年
七
月
に
磁
気
圏
の
観
測
を
目
的
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
「
Ｇ

Ｅ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｌ
」
は
、
重
量
約
一
ト
ン
の
日
本
最
大
の
科
学
衛
星
で
あ
っ
た
。

制
御
シ
ス
テ
ム

制
御
シ
ス
テ
ム
関
連
の
事
業
は
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
以
降
、
情
報
処
理
部
門
か
ら
独
立
し
た
産

業
シ
ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ
で
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
一
年
七
月
、
Ｃ
＆
Ｃ
事
業
体
制
の
発
足
に
と
も
な
い

Ｃ
＆
Ｃ
基
盤
事
業
グ
ル
ー
プ
に
移
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
に
は
、
郵
便
自
動
化
シ
ス
テ
ム
に
代
表
さ
れ
る
産
業
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
扱
う
通
信
制
御
シ
ス
テ
ム
、
Ｆ
Ａ
関
係
の
装
置
・
設

備
を
担
当
す
る
レ
ー
ザ
・
メ
カ
ト
ロ
の
三
事
業
が
、
制
御
シ
ス
テ
ム
事
業
を

構
成
す
る
柱
と
な
っ
た
。

東
芝
と
市
場
を
二
分
し
て
き
た
郵
便
自
動
化
シ
ス
テ
ム
の
分
野
で
は
、
一

九
八
九
年
に
一
号
機
を
納
入
し
た
「
あ
て
名
読
取
区
分
機
」
の
性
能
改
善
に

努
め
た
。
九
四
年
か
ら
は
、
郵
政
省
が
郵
便
番
号
の
七
桁
化
、
配
達
住
所
の

漢
字
部
分
の
バ
ー
コ
ー
ド
化
な
ど
を
含
む
新
し
い
郵
便
処
理
シ
ス
テ
ム
の
検

討
を
開
始
し
た
が
、
日
本
電
気
は
同
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
協
力
し
た
。

通
信
制
御
シ
ス
テ
ム
事
業
の
主
要
製
品
の
一
つ
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
。
日
本
電
気
は
、
一
九
九
〇
年
に
国
際
標
準
の
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
に
準
拠
し
つ
つ
、
拡
張
性
を
も
た
せ
た
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム
「
Ａ
Ｃ
Ｔ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
」
を
開
発
し
て
発
売
、
九
一
年
に
は
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
移

動
体
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
に
納
入
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
、
通
信
方
式

ご
と
に
分
か
れ
て
い
た
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
統
合
を
可
能
に
す
る
も
の
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
顧

客
サ
ー
ビ
ス
の
一
元
化
に
貢
献
し
た
。
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５
Ｃ
＆
Ｃ
シ
ス
テ
ム
事
業
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
推
進

一
九
九
〇
年
代
に
情
報
処
理
業
界
で
進
ん
だ
「
ネ
オ
ダ
マ
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
は
、
シ
ス
テ
ム
事
業
の
あ
り

方
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
革
を
も
た
ら
し
た
。
と
く
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
オ
ー
プ
ン
化
の
進
展
は
、
自
社
製
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
が
主
役
だ
っ
た
シ
ス
テ
ム
事
業
を
、
顧
客
に
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｉ
）
事
業
と
い
う
概
念
に
変
え
た
。
Ｓ
Ｉ
事
業
で
は
、
顧
客
が
求
め
る
シ
ス
テ
ム
に
と
っ
て

最
善
で
あ
る
な
ら
ば
、
自
社
の
製
品
の
み
な
ら
ず
、
他
社
の
製
品
を
採
用
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
り
、

自
社
製
品
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
性
能
向
上
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
他
社
製
品
も
含
め
た
シ
ス
テ
ム
構
築
力
や
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
の
総
合
力
で
、
競
争
す
る
時
代
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
事
業
は
徹
底
し
た
顧
客
指
向
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
」

へ
と
変
質
し
た
。
日
本
電
気
の
シ
ス
テ
ム
事
業
も
、「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
重
点
を
置
い
た
戦
略

が
と
ら
れ
た
。

一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
七
月
に
Ｃ
＆
Ｃ
シ
ス
テ
ム
事
業
グ
ル
ー
プ
を
新
設
し
た
Ｃ
＆
Ｃ
事
業
体
制
の
目
的

の
一
つ
に
、
Ｓ
Ｉ
事
業
の
強
化
が
あ
っ
た
。
日
本
電
気
で
は
、
つ
づ
く
九
三
年
七
月
の
事
業
本
部
制
導
入
に
当

た
っ
て
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
シ
ス
テ
ム
事

業
の
基
本
は
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
さ
ら
に
九
四
年
七
月
に
は
事
業
グ
ル
ー

プ
を
再
編
・
分
割
し
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
行
な
う
Ｃ
＆
Ｃ
シ
ス
テ
ム
事
業
グ
ル
ー
プ
と
、
製
品
の
開
発
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に
当
た
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
グ
ル
ー
プ
に
分
離
し
た
。

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
Ｓ
Ｉ
事
業
で
も
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
戦
略
の
推
進
や
海
外
現
地
法
人
の
設
立
な

ど
を
通
じ
て
国
際
化
が
進
展
し
た
。
一
九
九
五
年
四
月
に
結
ば
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
マ
ー
カ
ム
社
と
の
提
携
は
、

同
社
が
保
有
す
る
「
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
指
向
技
術
」（
標
準
化
さ
れ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
部
品
、
す
な
わ
ち
オ
ブ
ジ

ェ
ク
ト
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
新
し
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
手
法
）
を
日
本
電
気
の
Ｓ

Ｉ
事
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。
こ
の
技
術
は
、
開
発
期
間
を
大
幅
に
短
縮
す
る
だ
け
で
な
く
、

異
な
っ
た
メ
ー
カ
ー
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
利
用
を
可
能
に
す
る
た
め
、
Ｓ
Ｉ
事
業
の
新
機
軸
と
し
て
期
待
さ
れ

た
。
マ
ー
カ
ム
社
と
は
、
九
六
年
四
月
に
オ
ブ
テ
ッ
ク
社
を
ア
メ
リ
カ
に
、
同
年
十
二
月
に
は
オ
ブ
テ
ッ
ク
Ａ

Ｐ
社
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
、
そ
れ
ぞ
れ
合
弁
で
設
立
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
一
九
九
五
年
か
ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
の
委
託
を
開
始
し
た
イ
ン
ド
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
セ
ン
タ
ー
を
開
設
（
九
六
年
八
月
）、
中
国
に
も
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
開
発
（
九
四
年
六
月
）
と
Ｓ
Ｉ
事
業
（
九
六
年
十
一
月
）
を
行
な
う
海
外
法
人
二
社
を
設
立
し
た
。

ま
た
九
七
年
二
月
に
は
、
日
本
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
社
と
の
間
で
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
サ
ー
バ
を
中
心
と
し
た

オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
大
規
模
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
構
築
に
関
す
る
Ｓ
Ｉ
事
業
で
協
力
す
る
こ
と
に
合
意
、

こ
れ
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
社
と
の
提
携
関
係
も
深
め
た
。

日
本
電
気
が
Ｓ
Ｉ
事
業
の
展
開
を
本
格
化
し
た
の
は
、
一
九
九
二
年
四
月
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ
型
の
シ

ス
テ
ム
提
供
を
体
系
化
し
た
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
２
１
」
を
発
表
し
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
指
針
に
も
と
づ
き
、

日
本
電
気
は
各
種
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
案
・
提
供
を
行
な
っ
て
い
っ
た
。
い
く
つ
か
代
表
的
な
も
の
を
あ
げ

れ
ば
、
九
五
年
に
発
売
し
た
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
「
ス
タ
ー
オ
フ
ィ
ス
」
は
日
本
電
気
新
本
社
ビ
ル
の
Ｏ
Ａ
シ
ス
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テ
ム
「
ス
ー
パ
ー
ア
ラ
ジ
ン
」
を
ベ
ー
ス
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
九
六
年
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

の
電
子
商
取
引
に
対
応
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「
ス
タ
ー
コ
マ
ー
ス
」
を
開
発
、
そ
の
ほ
か
に
も
企
業
情
報
シ

ス
テ
ム
構
築
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
体
系
「
ス
タ
ー
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
」、
分
散
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
統
合
ミ
ド

ル
ウ
ェ
ア
「
オ
ー
プ
ン
Ｄ
ｉ
ｏ
ｓ
ａ
」
を
発
売
し
た
。

一
九
九
七
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
「
エ
ク
ス
プ
レ
ス
９
７
」
で
は
、
金
子
社
長
が
次
世
代
の
情
報
化
ビ
ジ
ョ

ン
「
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
・
ス
ル
ー
・
ウ
ェ
ブ
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
提
唱
し
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
の
知
的
能
力
の
拡
大
と
創
造
性
の
発
揮
を
可
能

と
す
る
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
提
案
し
た
。
日
本
電
気
は
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
体
系

「W
ebC
om
putingFram

ew
ork

」
を
開
発
し
、
こ
れ
に
も
と
づ
く
広
範
な
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

の
提
供
を
開
始
し
た
。

Ｓ
Ｉ
事
業
に
欠
か
せ
な
い
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
Ｓ
Ｅ
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
育
成
・
強
化
策
と
し
て
、

一
九
九
五
年
一
月
に
「
専
門
Ｓ
Ｅ
資
格
制
度
」
を
導
入
し
た
。
Ｃ
＆
Ｃ
シ
ス
テ
ム
事
業
グ
ル
ー
プ
が
フ
ォ
ー
マ

ル
に
資
格
認
定
を
行
な
い
、
そ
の
資
格
を
得
た
人
材
を
専
門
Ｓ
Ｅ
と
し
て
顧
客
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
狙
い

と
し
た
制
度
で
、
こ
れ
に
よ
り
社
内
的
に
は
、
Ｓ
Ｅ
職
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
明
確
に
し
て
動
機
づ
け
を
高
め
る

と
と
も
に
、
専
門
技
術
の
蓄
積
と
継
承
を
確
実
に
す
る
風
土
づ
く
り
が
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
の

オ
ー
プ
ン
化
に
と
も
な
っ
て
マ
ル
チ
ベ
ン
ダ
ー
・
ユ
ー
ザ
ー
が
増
加
し
た
こ
と
に
対
応
し
て
、
日
本
電
気
は
九

三
年
五
月
に
他
社
製
品
も
取
扱
品
目
に
加
え
た
「
新
保
守
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
」
を
発
表
、
九
四
年
十
月
に
は

「
新
保
守
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
て
顧
客
管
理
を
徹
底
さ
せ
る
な
ど
、
保
守
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
整
備
・
拡
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充
を
図
っ
た
。

「
オ
ー
プ
ン
化
」
時
代
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
開
発

一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
七
月
に
設
置
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
グ
ル
ー
プ
は
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
、
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
サ
ー
バ
な
ど
の
製
品
お
よ
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
を
担
当
し
た
。
こ
の
時
期
に

は
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
と
オ
ー
プ
ン
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
対
応
し
た
製
品
戦
略
の
展
開
を
中
心
に
、
低
コ

ス
ト
開
発
体
制
の
構
築
、
サ
ー
バ
事
業
領
域
の
拡
大
、
世
界
的
な
有
力
ベ
ン

ダ
ー
と
の
提
携
な
ど
が
推
進
さ
れ
た
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
に
つ
い
て
は
、

オ
ー
プ
ン
系
の
事
業
を
強
化
す
る
目
的
で
、
九
五
年
四
月
に
基
本
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
事
業
本
部
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
事
業
本
部
に
改
編
し
、

基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
関
連
の
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
、「W

indow
s
N
T

」

を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
第
一
か
ら
第
三
ま
で
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
事
業
部
を
新

設
し
た
。

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
、
オ
ー
プ
ン
化
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
影
響
が
も
っ

と
も
顕
著
に
現
れ
た
の
は
、
か
つ
て
オ
フ
コ
ン
と
呼
ば
れ
た
分
野
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
三
要
素
を
兼
ね
備
え
て
新
し
く
登
場
し
た
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ

シ
ス
テ
ム
は
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
に
お
け
る
小
型
シ
ス
テ
ム
領
域
を
席
巻
し
、

従
来
の
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
や
オ
フ
コ
ン
に
よ
る
集
中
処
理
型
シ
ス
テ
ム
を
急
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速
に
代
替
し
て
い
っ
た
。

日
本
電
気
は
、
一
九
九
四
年
十
一
月
に
「
Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
５
８
０
０
シ

リ
ー
ズ
」
を
発
売
、
オ
ー
プ
ン
系
サ
ー
バ
市
場
で
大
き
な
成
功
を
収
め
た
。

同
シ
リ
ー
ズ
は
、
Ｏ
Ｓ
に
「W

indow
s
N
T

」
を
採
用
し
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
仕

様
に
も
世
界
標
準
を
す
べ
て
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
と
一
体
に
な
っ
て
開
発
・
生
産
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
行

な
い
、
ユ
ー
ザ
ー
の
オ
ー
プ
ン
化
や
低
価
格
・
高
性
能
化
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
た
。
発
売
翌
年
の
九
五
年
度
に
は
小
型
（
パ
ソ
コ
ン
）
サ
ー
バ
市
場
で

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
た
同
シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
の
後
も
製
品
ラ
イ
ン
の
充

実
が
進
め
ら
れ
、
日
本
電
気
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
の
柱
と
な
っ
た
。

汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
分
野
に
も
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
と
オ
ー
プ
ン
化
の

流
れ
は
及
び
、
加
え
て
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
不
況
は
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
り
い
っ
そ

う
価
格
を
重
視
さ
せ
る
傾
向
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
た
め
日
本
電
気
は
、
汎

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
開
発
方
針
を
価
格
性
能
比
の
大
幅
な
向
上
に
置
き
、
か

つ
既
存
の
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
資
産
の
継
続
性
も
維
持
し
た

「
パ
ラ
レ
ル
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
」
の
開
発
を
進
め
た
。
同
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
高
速
性
に
優
れ
た

バ
イ
ポ
ー
ラ
素
子
に
か
え
て
、
高
集
積
・
低
消
費
電
力
・
低
コ
ス
ト
化
で
ま
さ
る
Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
素
子
を
採
用
、
ま

た
演
算
プ
ロ
セ
ッ
サ
の
一
チ
ッ
プ
化
を
図
っ
て
コ
ス
ト
を
抑
え
る
と
同
時
に
、
こ
れ
を
複
数
使
用
し
て
「
並
列
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処
理
」
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
高
速
性
能
を
実
現
し
た
。
日
本
電
気
は
、
一
九
九
四
年
五
月
に
同
シ
リ
ー
ズ
の

小
型
機
種
「
Ａ
Ｘ
７
３
０
０
」
を
発
表
、
そ
の
後
九
六
年
三
月
ま
で
に
中
型
・
大
型
機
を
シ
リ
ー
ズ
に
加
え
、

並
列
汎
用
機
で
は
世
界
に
先
駆
け
て
製
品
ラ
イ
ン
を
完
成
さ
せ
た
。

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
高
速
性
能
の
追
求
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
低
価
格
化
を
は
じ
め
と

す
る
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
も
重
点
が
置
か
れ
た
。
一
九
九
四
年
十
一
月
に
発
売
し
た
「
Ｓ
Ｘ
―

４
」

は
、
高
集
積
が
可
能
な
Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
採
用
し
、
最
大
構
成
で
一
テ
ラ
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
（
一
秒
間
に

一
兆
回
の
浮
動
小
数
点
演
算
を
行
な
う
）
と
い
う
世
界
最
高
速
を
達
成
し
た
。
つ
い
で
九
五
年
十
一
月
に
科
学

技
術
計
算
用
サ
ー
バ
と
し
て
「
Ｓ
Ｘ
―

４
Ｂ
」
を
発
売
、
九
七
年
十
二
月
に
は
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド

社
の
サ
ー
バ
技
術
を
導
入
し
た
ス
カ
ラ
型
の
高
性
能
サ
ー
バ
「
ス
ケ
ー
ラ
ブ
ル
・
サ
ー
バ
Ｔ
Ｘ
７
シ
リ
ー
ズ
」

を
発
売
し
た
。
こ
れ
ら
の
機
種
は
い
ず
れ
も
Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
採
用
に
よ
り
低
価
格
・
小
型
化
を
実
現
し
、
九
六
年

度
に
は
大
学
や
研
究
機
関
、
民
間
企
業
な
ど
か
ら
五
六
台
を
受
注
、
そ
れ
ま
で
年
間
十
数
台
だ
っ
た
ス
ー
パ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
市
場
を
格
段
に
広
げ
た
。

６
パ
ー
ソ
ナ
ル
Ｃ
＆
Ｃ
事
業

「
９
８
」
か
ら
「
Ｎ
Ｘ
」
へ

一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
七
月
の
Ｃ
＆
Ｃ
事
業
体
制
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
、
日
本
電
気
は
パ
ソ
コ
ン
事
業

を
情
報
処
理
事
業
グ
ル
ー
プ
か
ら
分
離
し
、
こ
れ
と
携
帯
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
通
信
端
末
機
器
の
事
業
を
統
合
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し
て
パ
ー
ソ
ナ
ル
Ｃ
＆
Ｃ
事
業
グ
ル
ー
プ
を
新
設
し
た
。
量
販
品
分
野
で
求
め
ら
れ
る
、
市
場
・
顧
客
に
密
着

し
た
製
品
開
発
や
販
売
・
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化
を
狙
い
と
し
た
組
織
再
編
だ
っ
た
。

一
九
九
〇
年
代
、
日
本
の
パ
ソ
コ
ン
市
場
が
著
し
く
規
模
を
拡
大
す
る
な
か
で
、
日
本
電
気
は
出
荷
台
数
を

大
き
く
伸
ば
し
た
も
の
の
、
そ
の
シ
ェ
ア
は
徐
々
に
低
下
し
て
い
っ
た
。
一
つ
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
「
Ｐ
Ｃ
／

Ａ

Ｔ
」
と
そ
の
互
換
機
メ
ー
カ
ー
が
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
る
日
本
語
処
理
を
可
能
に
し
た
Ｄ
Ｏ
Ｓ
／
Ｖ
機
を
市

場
に
投
入
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
九
一
年
に
「
オ
ー
プ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
推
進
協
議
会
」
を
結
成
し
た

国
内
の
メ
ー
カ
ー
は
相
つ
い
で
Ｄ
Ｏ
Ｓ
／
Ｖ
機
を
発
売
、
海
外
か
ら
も
数
社
が
日
本
市
場
に
参
入
す
る
な
ど
、

「
Ｐ
Ｃ
―

９
８
」
と
そ
の
包
囲
網
と
い
う
二
つ
の
業
界
標
準
が
日
本
の
パ
ソ
コ
ン
市
場
で
し
の
ぎ
を
削
る
こ
と
に

な
っ
た
。
九
二
年
十
月
に
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
パ
ッ
ク
社
が
低
価
格
の
Ｄ
Ｏ
Ｓ
／
Ｖ
パ
ソ
コ
ン
を
登
場
さ
せ
、

内
外
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
価
格
競
争
も
一
気
に
激
化
し
た
。

い
ま
一
つ
は
、
一
九
九
五
年
十
一
月
に
発
売
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
Ｏ
Ｓ
「W

indow
s
95

」
が
も

た
ら
し
た
影
響
で
あ
る
。
す
で
に
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
依
存
し
な
い
Ｏ
Ｓ
「W

indow
s

」
は
「3.1

」（
日
本
語

版
）
が
九
三
年
に
発
表
さ
れ
、
パ
ソ
コ
ン
用
Ｏ
Ｓ
の
世
界
標
準
と
な
り
は
じ
め
て
い
た
が
、「3.1

」
に
比
べ
て

画
像
処
理
機
能
な
ど
を
強
化
し
、
使
い
や
す
さ
を
高
め
た
「W

indow
s
95

」
は
、
幅
広
い
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
支

持
を
得
て
爆
発
的
に
広
ま
っ
た
。
日
本
電
気
の
パ
ソ
コ
ン
開
発
も
、「W

indow
s
95

」
が
快
適
に
動
作
す
る
ア

ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
構
築
を
重
視
し
た
た
め
、
そ
れ
ま
で
市
場
で
優
位
を
発
揮
し
た
「
Ｐ
Ｃ
―

９
８
０
０
シ
リ
ー

ズ
」
の
独
自
性
は
し
だ
い
に
薄
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
各
社
の
パ
ソ
コ
ン
に
は
、
イ
ン
テ
ル
社
の
マ
イ
ク
ロ

プ
ロ
セ
ッ
サ
が
業
界
標
準
と
し
て
等
し
く
搭
載
さ
れ
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
面
で
の
性
能
格
差
も
事
実
上
な
く
な
っ
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た
。新

規
参
入
を
含
む
多
数
の
競
合
メ
ー
カ
ー
を
迎
え
、
激
し
い
機
能
・
価
格
競
争
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
パ
ソ
コ
ン
市
場
で
、
日
本
電
気
は
低
価
格
化
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
へ
の
対
応
を
基
本
的
な
戦
略
と
し
て
パ

ソ
コ
ン
開
発
を
進
め
た
。

低
価
格
化
を
図
っ
た
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
の
新
製
品
と
し
て
は
、
一
九
九
三
年
一
月
に
「W

indow
s
3.1

」
対

応
の
「
９
８
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ
」
を
発
売
し
た
。
九
五
年
に
は
パ
ソ
コ
ン
利
用
環
境
の
変
化
を
意
識
し
た
市
場
別
の
機

種
展
開
を
行
な
い
、
企
業
向
け
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
を
重
視
し
た
「
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ
」、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
向
け

に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
対
応
を
進
め
た
「
Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
」
を
発
売
し
た
。
ノ
ー
ト
型
で
は
、
九
一
年
十

月
に
発
売
し
た
「
９
８
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
カ
ラ
ー
」
に
世
界
で
は
じ
め
て
Ｔ
Ｆ
Ｔ
フ
ル
カ
ラ
ー
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を

搭
載
、
九
五
年
七
月
に
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
「
９
８
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
・
Ｌ
ａ
ｖ
ｉ
ｅ
」

を
発
売
し
た
。
九
六
年
三
月
に
発
売
し
た
Ｂ
５
サ
イ
ズ
の
「
９
８
Ｎ
Ｏ
Ｔ

Ｅ
・
Ａ
ｉ
ｌ
ｅ
」
は
、
イ
ン
テ
ル
社
の
「Pentium

プ
ロ
セ
ッ
サ
」
を
搭
載
し

た
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
と
し
て
は
、
当
時
最
軽
量
の
も
の
だ
っ
た
。

一
方
、「W

indow
s
95

」
が
も
た
ら
し
た
市
場
環
境
の
激
変
に
対
処
す
る
た

め
、
日
本
電
気
は
従
来
の
「
Ｐ
Ｃ
―

９
８
０
０
シ
リ
ー
ズ
」
や
「
Ｐ
Ｃ
／

Ａ
Ｔ
」

互
換
機
に
か
わ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
め
ざ
し
た
パ
ソ
コ
ン
の
開

発
も
進
め
た
。
一
九
九
六
年
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
は
「
Ｐ
Ｃ
９
７
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
」
を
提
示
し
、
さ
ら
に
九
七
年
、
イ
ン
テ
ル
社
と
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共
同
で
、
将
来
の
パ
ソ
コ
ン
像
を
示
し
た
「
Ｐ
Ｃ
９
８
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
」
を
発
表
し
た
。
日
本
電

気
は
、
こ
れ
ら
の
「
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
」
に
も
と
づ
く
パ
ソ
コ
ン
こ
そ
、
次
世
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
た
り
う
る
と
判
断
し
、
九
七
年
九
月
、
世
界
に
先
駆
け
て
こ
れ
ら
の
「
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
」
の
仕
様
を
先
取

り
し
た
「
Ｐ
Ｃ
９
８
―

Ｎ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
」
を
発
表
し
た
。「
Ｐ
Ｃ
９
８
―

Ｎ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
」
に
は
、
使
い
勝
手
を

飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
た
め
、
周
辺
装
置
や
拡
張
ボ
ー
ド
の
増
設
時
に
ユ
ー
ザ
ー
が
面
倒
な
設
定
を
す
る
必
要

が
な
い
「
プ
ラ
グ
・
ア
ン
ド
・
プ
レ
イ
」
機
能
や
、
ス
タ
ン
バ
イ
状
態
か
ら
す
み
や
か
に
利
用
可
能
に
す
る

「
オ
ン
・
ナ
ウ
」
機
能
が
装
備
さ
れ
た
。

通
信
端
末
機
器
の
多
様
化

パ
ー
ソ
ナ
ル
化
の
進
展
は
、
通
信
市
場
で
も
顕
著
な
も
の
が
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
急
拡
大
し
た
携
帯

電
話
な
ど
の
移
動
通
信
市
場
に
対
し
て
、
日
本
電
気
は
通
信
事
業
者
へ
の
シ
ス
テ
ム
提
供
の
事
業
と
と
も
に
端

末
機
（
電
話
機
）
供
給
の
事
業
に
も
力
を
入
れ
た
。
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に
デ
ジ
タ
ル
携
帯
電
話
「
デ
ジ

タ
ル
・
ム
ー
バ
Ｎ
」
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
向
け
に
供
給
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
以
後
ほ
ぼ
半
年
ご
と
に
新
機
種
を

投
入
、
ま
た
Ｎ
Ｃ
Ｃ
各
社
向
け
に
も
多
様
な
機
種
を
供
給
し
た
。
端
末
機
が
自
由
化
さ
れ
た
九
四
年
四
月
に
は
、

自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
携
帯
電
話
「
Ｊ
ｕ
ｗ
ａ
ｃ
ｋ
ｙ
」
を
発
売
、
小
型
・
軽
量
化
を
中
心
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
商
品

開
発
を
行
な
っ
て
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
。

通
信
の
自
由
化
以
降
、
家
庭
に
入
り
込
ん
だ
新
し
い
通
信
端
末
機
器
の
一
つ
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

が
あ
る
。
日
本
電
気
は
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
に
「
ｓ
ｐ
ｅ
ａ
ｘ
」
と
名
づ
け
た
ホ
ー
ム
用
Ｆ
Ａ
Ｘ
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を
発
売
し
て
い
た
が
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
十
月
に
は
ハ
ン
ド
ス
キ
ャ

ナ
な
ど
を
搭
載
し
た
ホ
ー
ム
用
多
機
能
Ｆ
Ａ
Ｘ
付
き
電
話
「
ｓ
ｐ
ｅ
ａ
ｘ
２

２
」
シ
リ
ー
ズ
を
発
売
し
た
。
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
好
評
を
得
た
同
シ
リ
ー
ズ
は
、

市
場
で
シ
ェ
ア
を
一
気
に
伸
ば
し
、
日
本
電
気
が
パ
ー
ソ
ナ
ル
Ｆ
Ａ
Ｘ
市
場

で
の
有
力
メ
ー
カ
ー
四
社
に
加
わ
る
原
動
力
と
な
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
も
、
通
信
端
末
の
分
野
で
新
た
な
パ
ー

ソ
ナ
ル
需
要
を
生
み
出
し
た
。
既
存
の
端
末
を
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
に
つ
な
ぐ
た

め
に
、
接
続
条
件
や
通
信
速
度
を
変
換
す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
（
Ｔ
Ａ
）

と
し
て
、
一
九
八
八
年
に
「
Ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｍ
」
シ
リ
ー
ズ
を
発
売
し
て
い
た
日

本
電
気
は
、
一
九
九
五
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
パ
ソ
コ
ン
ユ
ー

ザ
ー
向
け
に
、
一
秒
当
た
り
六
四
キ
ロ
ビ
ッ
ト
と
い
う
高
速
通
信
を
可
能
に
し
た
「
Ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｍ
Ｉ
Ｔ
３
５
」

を
開
発
、
こ
れ
は
Ｔ
Ａ
の
定
番
商
品
と
な
っ
て
大
き
な
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
や
Ｐ
Ｏ
Ｔ

（Portable
Term

inal

）
な
ど
の
流
通
業
シ
ス
テ
ム
の
オ
ー
プ
ン
化
に
対
応
し
た
端
末
機
器
の
製
品
開
発
も
積

極
的
に
進
め
、
九
七
年
に
は
こ
の
分
野
で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
占
め
た
。
パ
ソ
コ
ン
と
と
も
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
Ｃ
＆

Ｃ
事
業
グ
ル
ー
プ
に
移
っ
た
プ
リ
ン
タ
の
分
野
で
は
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
と
レ
ー
ザ
方
式
の
製
品
開
発
に
取
り

組
み
、
一
九
九
四
年
に
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
社
と
の
協
業
に
よ
り
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
を
事

業
化
し
た
ほ
か
、
九
七
年
に
は
、「W

indow
s
98

」
に
対
応
し
た
レ
ー
ザ
プ
リ
ン
タ
「
マ
ル
チ
ラ
イ
タ
・
Ｍ
Ｗ

２
４
０
０
」
を
発
売
し
た
。
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７
半
導
体
事
業
と
電
子
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
事
業

半
導
体
事
業
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
戦
略

一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
ま
で
世
界
第
一
位
を
占
め
た
日
本
電
気
の
半
導
体
生
産
額
は
、
九
二
年
以
降
イ
ン

テ
ル
社
に
首
位
の
座
を
明
け
渡
し
た
も
の
の
、
第
二
位
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
保
っ
た
。
日
本
電
気
は
、
九
〇
年
代

前
半
に
六
〇
〇
〇
億
円
台
、
九
五
年
度
か
ら
は
一
兆
円
レ
ベ
ル
と
い
う
半
導
体
の
連
結
売
上
高
を
記
録
し
て
い

た
か
ら
、
こ
れ
を
上
回
る
イ
ン
テ
ル
社
の
成
長
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
イ
ン
テ
ル
社
が
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ

セ
ッ
サ
に
特
化
し
た
事
業
形
態
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
電
気
の
半
導
体
事
業
は
、
特
定
分
野
に
か
た
よ
ら
な

い
「
バ
ラ
ン
ス
経
営
」
を
基
本
戦
略
と
し
た
。
製
品
分
野
別
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
み
る
と
、
日
本
電
気
は
メ
モ
リ

で
二
位
、
マ
イ
コ
ン
で
三
位
、
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
（
特
定
用
途
向
け
Ｉ
Ｃ
）
で
一
位
（
一
九
九
七
年
・
日
本
ガ
ー
ト
ナ

ー
グ
ル
ー
プ
／
デ
ー
タ
ク
エ
ス
ト
調
べ
）
と
、
業
界
の
趨
勢
が
特
化
型
に
向
か
う
な
か
で
抜
き
ん
出
た
成
果
を

残
し
て
い
た
。
半
導
体
事
業
で
は
、
つ
ね
に
競
合
他
社
に
「
半
歩
先
行
」
す
る
開
発
・
生
産
・
販
売
を
実
践
し

て
い
く
こ
と
で
、「
バ
ラ
ン
ス
経
営
」
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
積
極
的
な
展
開
、
事

業
体
制
の
さ
ら
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
市
場
・
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
提
案
型
製
品
の
開
発
な
ど
に
重
点
を

置
い
た
戦
略
が
採
用
さ
れ
た
。

「
バ
ラ
ン
ス
経
営
」
を
維
持
す
る
に
は
、
巨
額
な
設
備
・
開
発
投
資
が
必
要
で
あ
り
、
経
営
リ
ソ
ー
ス
の
有

効
利
用
と
い
う
観
点
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
戦
略
を
進
め
た
。
一
九
九
〇
年
の
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
社
と

の
提
携
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
当
初
、
日
本
電
気
の
Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
ゲ
ー
ト
ア
レ
イ
技
術
が
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
社
に
供
与
さ
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れ
た
が
、
九
一
年
と
九
三
年
に
は
微
細
加
工
の
先
端
プ
ロ
セ
ス
技
術
の
共
同
開
発
や
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
技
術
の
相
互
供

与
で
合
意
し
、
九
四
年
に
は
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
社
製
半
導
体
製
品
を
日
本
で
販
売
す
る
合
弁
会
社
を
設
立
し
た
。
一
九

九
三
年
に
ア
メ
リ
カ
の
マ
イ
ク
ロ
ン
社
と
結
ん
だ
メ
モ
リ
製
品
の
相
互
Ｏ
Ｅ
Ｍ
供
給
契
約
、
九
四
年
の
Ｄ
Ｒ
Ａ

Ｍ
分
野
で
の
韓
国
の
三
星
電
子
と
の
提
携
、
九
二
年
の
高
速
メ
モ
リ
分
野
で
の
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ム
バ
ス
社
と
の

提
携
、
九
六
年
の
三
次
元
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
分
野
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
ビ
デ
オ
ロ
ジ
ッ
ク
社
と

の
提
携
も
、
同
様
の
趣
旨
か
ら
だ
っ
た
。

日
米
欧
の
海
外
生
産
拠
点
を
中
心
に
展
開
し
て
き
た
半
導
体
の
生
産
は
、

一
九
九
〇
年
代
に
は
中
国
の
合
弁
会
社
二
社
を
加
え
て
世
界
四
極
体
制
と
な

り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
日
本
電

気
は
こ
の
時
期
に
中
国
へ
の
投
資
を
積
極
化
し
、
半
導
体
部
門
で
も
、
一
九

九
一
年
十
二
月
に
首
鋼
日
電
電
子
有
限
公
司
（
北
京
市
）
を
、
九
七
年
七
月

に
上
海
華
虹
Ｎ
Ｅ
Ｃ
電
子
有
限
公
司
を
そ
れ
ぞ
れ
設
立
、
両
社
に
前
工
程
を

備
え
た
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
一
貫
生
産
工
場
を
建
設
し
た
。
さ
ら
に
九
八
年
六
月
に
は
、

Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
設
計
を
行
な
う
北
京
華
虹
Ｎ
Ｅ
Ｃ
集
成
電
路
設
計
有
限
公
司
も
設

立
し
た
。
い
ず
れ
も
中
国
政
府
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
中
国
側
パ
ー
ト
ナ

ー
と
の
合
弁
で
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

半
導
体
事
業
グ
ル
ー
プ
で
は
、
継
続
的
に
品
質
管
理
や
生
産
性
の
向
上
を

め
ざ
し
た
経
営
改
善
運
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
成
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果
は
、
一
九
九
七
年
一
月
に
、
財
団
法
人
社
会
経
済
生
産
性
本
部
が
創
設
し
た
「
日
本
経
営
品
質
賞
」
の
第
一

回
受
賞
企
業
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
審
査
の
基
準
は
、
情
報
の
共
有
と
活
用
、
プ
ロ
セ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

顧
客
・
市
場
の
理
解
と
対
応
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
だ
っ
た
。
ま
た
地
球
環
境
保
全
に

つ
い
て
も
、
国
際
的
な
目
標
年
次
を
一
年
九
カ
月
前
倒
し
し
て
、
一
九
九
四
年
三
月
に
全
製
造
工
程
の
フ
ロ
ン

全
廃
を
達
成
し
た
。

大
容
量
・
高
機
能
化
が
進
む
半
導
体
製
品

一
九
九
〇
年
代
に
進
ん
だ
Ｃ
＆
Ｃ
分
野
で
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
・
オ
ー
プ
ン
化
な
ど
に
対
応
し
て
、
日
本

電
気
は
大
容
量
化
や
高
集
積
化
を
は
じ
め
と
す
る
半
導
体
の
技
術
開
発
を
行
な
い
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

さ
ま
ざ
ま
な
新
製
品
を
市
場
に
投
入
し
て
い
っ
た
。

ま
ず
メ
モ
リ
の
分
野
で
は
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
の
大
容
量
化
が
急
ピ
ッ
チ
に
進
み
、
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
二
月
に

六
四
メ
ガ
ビ
ッ
ト
、
九
三
年
二
月
に
二
五
六
メ
ガ
ビ
ッ
ト
の
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
を
相
つ
い
で
開
発
、
業
界
の
ト
ッ
プ
を

切
っ
て
サ
ン
プ
ル
出
荷
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
も
九
五
年
二
月
に
Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
プ
ロ
セ
ス
を
採
用
し
た
一
ギ
ガ
ビ

ッ
ト
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
を
、
九
七
年
二
月
に
は
四
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
を
世
界
に
先
駆
け
て
開
発
し
て
い
る
。
高
速

デ
ー
タ
転
送
が
可
能
な
Ｓ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
（
同
期
型
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
）
に
つ
い
て
は
、
九
三
年
に
最
高
一
〇
ナ
ノ
セ
コ
ン

ド
／
サ
イ
ク
ル
（
一
ナ
ノ
セ
コ
ン
ド
は
、
一
〇
億
分
の
一
秒
）
の
高
速
性
能
を
実
現
し
た
六
四
メ
ガ
ビ
ッ
ト
Ｓ

Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
を
発
売
し
た
。
ま
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
専
用
メ
モ
リ
（
Ｖ
Ｒ
Ａ
Ｍ
）
の
分
野
で
も
、
九
三
年
に
高

速
・
大
容
量
化
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
四
メ
ガ
ビ
ッ
ト
Ｖ
Ｒ
Ａ
Ｍ
を
世
界
で
は
じ
め
て
発
売
し
、
九
四
年
に
は
、
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ラ
ム
バ
ス
社
と
の
提
携
に
よ
り
開
発
し
た
「
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
」
を
、
九
五
年
に
は
次
期
画
像
メ
モ

リ
と
し
て
標
準
化
さ
れ
た
八
メ
ガ
ビ
ッ
ト
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｍ
（
同
期
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
Ｒ
Ａ
Ｍ
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
製

品
化
し
た
。

カ
ス
タ
ム
製
品
の
ニ
ー
ズ
が
増
大
し
た
マ
イ
コ
ン
市
場
に
対
し
て
は
、
設
計
の
自
動
化
や
標
準
部
品
化
な
ど

を
進
め
て
開
発
期
間
の
短
縮
を
図
る
一
方
、
高
性
能
化
を
追
求
し
た
新
製
品
を
開
発
し
て
い
っ
た
。
一
九
九
一

年
に
発
売
し
た
六
四
ビ
ッ
ト
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
プ
ロ
セ
ッ
サ
「
Ｖ
Ｒ
４
０
０
０
」
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
社
と
の
技
術
提
携
に

よ
り
開
発
し
た
世
界
初
の
六
四
ビ
ッ
ト
マ
イ
コ
ン
で
あ
る
。
九
五
年
の
「
Ｖ

Ｒ
１
０
０
０
０
」
は
二
〇
〇
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
と
い
う
超
高
速
を
実
現
し
た
も
の

だ
っ
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
路
線
の
マ
イ
コ
ン
で
は
、「
Ｖ
８
０
０
シ
リ
ー
ズ
」
が

製
品
化
さ
れ
、
九
六
年
に
世
界
で
は
じ
め
て
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
を
内
蔵
し

た
三
二
ビ
ッ
ト
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
型
マ
イ
コ
ン
「
Ｖ
８
５
３
」
を
発
売
し
た
。

日
本
電
気
が
世
界
で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
有
す
る
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の
分
野
で
は
、

大
規
模
か
つ
複
合
化
し
た
Ｌ
Ｓ
Ｉ
を
開
発
す
る
た
め
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
環
境
が
著
し

く
進
展
し
、「
シ
ス
テ
ム
・
オ
ン
・
チ
ッ
プ
」
級
の
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て
も
比

較
的
短
期
間
で
開
発
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
電
気
で
は
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
設

計
環
境
Ｃ
Ａ
Ｄ
「
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ｃ
Ａ
Ｄ
」
を
商
品
化
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の
イ
ー

ジ
ー
オ
ー
ダ
ー
品
に
相
当
す
る
Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
ゲ
ー
ト
ア
レ
イ
で
は
、
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
機
器
メ
ー
カ
ー
の
高
速
化
・
大
規
模
化
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
九
五
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年
に
世
界
で
は
じ
め
て
線
幅
が
〇
・
三
五
μ
ｍ
で
つ
く
ら
れ
た
製
品
群
（
〇
・
三
五
μ
フ
ァ
ミ
リ
ー
）
を
開
発
、

九
七
年
に
は
多
層
配
線
を
採
用
し
た
〇
・
二
五
μ
ｍ
の
製
品
を
発
売
し
た
。

そ
の
ほ
か
日
本
電
気
は
、
個
別
半
導
体
の
世
界
最
小
ダ
イ
オ
ー
ド
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
九
〇
年
）
や
Ｔ
Ｆ
Ｔ
カ
ラ

ー
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
六
四
階
調
デ
ジ
タ
ル
ド
ラ
イ
バ
（
九
四
年
）、
化
合
物
半
導
体
の
ガ
リ
ウ
ム
砒
素
Ｆ

Ｅ
Ｔ
（
電
界
効
果
型
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
）
を
用
い
た
デ
ジ
タ
ル
携
帯
電
話
向
け
の
送
信
電
力
増
幅
用
マ
ル
チ
チ
ッ

プ
Ｉ
Ｃ
（
九
三
年
）
な
ど
、
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
製
品
の
開
発
を
行
な
っ
た
。

電
子
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
事
業

社
内
向
け
部
品
供
給
か
ら
外
販
に
重
点
を
移
し
た
日
本
電
気
の
電
子
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
事
業
は
、
一
九
九
〇

年
代
に
な
る
と
、
円
高
の
影
響
に
よ
る
セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
海
外
シ
フ
ト
や
輸
入
部
品
の
増
加
と
い
っ
た
市
場

の
変
化
を
受
け
て
、
既
存
製
品
分
野
で
は
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
製
品
開
発
や
価
格
競
争
力
の
強
化
に
努
め
る
と
と

も
に
、
分
身
会
社
へ
の
事
業
の
移
管
、
集
約
や
撤
収
を
含
む
事
業
構
造
の
改
善
が
進
め
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、

一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に
カ
ラ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
管
を
Ｎ
Ｅ
Ｃ
関
西
へ
、
九
四
年
に
蛍
光
表
示
管
を
Ｎ
Ｅ
Ｃ

鹿
児
島
へ
、
九
五
年
に
は
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ン
デ
ン
サ
な
ど
を
㈱
ト
ー
キ
ン
へ
移
管
し
た
。
ま
た
回
路
基
板
・
回

路
部
品
事
業
や
Ｅ
Ｍ
デ
バ
イ
ス
事
業
の
う
ち
、
分
身
会
社
お
よ
び
関
連
会
社
が
担
当
す
る
製
品
の
集
約
・
統
合

を
行
な
っ
た
。
一
方
、
成
長
分
野
の
カ
ラ
ー
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
新
規
分
野
の
カ
ラ
ー
Ｐ
Ｄ
Ｐ
（
プ
ラ
ズ

マ
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
・
パ
ネ
ル
）
や
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
つ
い
て
は
、
経
営
リ
ソ
ー
ス
を
重
点
的
に
配
分

し
、
開
発
・
生
産
体
制
の
整
備
を
図
っ
た
。
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日
本
電
気
は
、
Ｔ
Ｆ
Ｔ
カ
ラ
ー
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
生
産
を
一
九
九
〇
年
か
ら
Ｎ
Ｅ
Ｃ
鹿
児
島
で
開
始
し

て
い
た
が
、
そ
の
後
需
要
の
増
大
に
と
も
な
い
、
九
二
年
と
九
三
年
に
第
二
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
鹿
児
島
）
・
第
三
（
Ｎ

Ｅ
Ｃ
秋
田
）
の
量
産
ラ
イ
ン
を
完
成
さ
せ
た
。
九
四
年
に
な
る
と
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
カ
ラ
ー
化
が
急
速
に
進

展
し
た
の
に
対
応
し
て
、
日
本
電
気
は
Ｔ
Ｆ
Ｔ
カ
ラ
ー
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
大
幅
な
低
価
格
化
と
性
能
向
上

に
取
り
組
み
、
軽
量
・
薄
型
化
、
低
消
費
電
力
化
、
画
面
の
大
型
・
大
容
量
化
な
ど
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
市
場

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
開
発
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
九
五
年
八
月
ま
で
に
、
他
社
に
先
駆
け
て
全
量
産
ラ
イ
ン

で
基
板
ガ
ラ
ス
の
薄
型
化
（
〇
・
七
ミ
リ
）
を
完
了
し
た
。
画
面
の
大
型
化
に
つ
い
て
も
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

用
に
一
一
・
三
イ
ン
チ
型
、
一
四
・
一
イ
ン
チ
型
な
ど
を
開
発
し
た
の
に
つ
づ
き
、
九
六
年
に
は
新
液
晶
モ
ー

ド
の
超
広
角
視
野
（
一
六
〇
度
）
技
術
を
取
り
入
れ
た
「
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
イ

ン
Ｔ
Ｆ
Ｔ
」
の
技
術
を
適
用
し
て
、
Ｃ
Ｒ
Ｔ
モ
ニ
タ
に
匹
敵
す
る
二
〇
・
一

イ
ン
チ
型
と
い
う
大
型
画
面
を
実
現
し
た
。

カ
ラ
ー
Ｐ
Ｄ
Ｐ
は
、
薄
型
・
軽
量
・
大
画
面
化
が
容
易
で
、
ま
た
光
源
を

必
要
と
せ
ず
視
野
角
が
広
い
な
ど
、
液
晶
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
な
い
優
れ
た

特
徴
を
有
し
て
い
る
。
日
本
電
気
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
単
色
（
オ
レ
ン

ジ
色
）
Ｐ
Ｄ
Ｐ
を
生
産
し
て
い
た
が
、
一
九
八
九
年
に
大
画
面
テ
レ
ビ
を
目

標
と
す
る
カ
ラ
ー
Ｐ
Ｄ
Ｐ
の
研
究
開
発
に
着
手
し
た
。
そ
し
て
九
〇
年
に
一

〇
イ
ン
チ
型
パ
ネ
ル
の
フ
ル
カ
ラ
ー
動
画
表
示
に
成
功
し
、
九
四
年
に
は
四

〇
イ
ン
チ
型
ワ
イ
ド
（
八
四
〇
×
四
八
〇
画
素
）
の
大
画
面
パ
ネ
ル
を
開
発
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し
た
。
一
九
九
五
年
に
は
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
内
に
カ
ラ
ー
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
業
推
進
本
部
を
設
置
し
て
量

産
化
に
向
け
た
開
発
を
始
め
、
九
六
年
に
最
初
の
製
品
で
あ
る
三
三
イ
ン
チ
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
発
売
し
た
。

こ
の
製
品
は
、
玉
川
事
業
場
に
設
け
ら
れ
た
初
期
量
産
ラ
イ
ン
で
製
造
さ
れ
た
も
の
で
、
カ
ラ
ー
Ｐ
Ｄ
Ｐ
の
本

格
的
量
産
工
場
は
、
九
七
年
九
月
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
鹿
児
島
に
建
設
さ
れ
た
。
大
画
面
化
の
技
術
開
発
も
進
み
、
九
七

年
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
シ
ョ
ー
に
出
展
し
た
五
〇
イ
ン
チ
型
カ
ラ
ー
Ｐ
Ｄ
Ｐ
は
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

携
帯
電
話
な
ど
の
移
動
端
末
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
モ
バ
イ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
普

及
は
、
小
型
・
軽
量
か
つ
高
性
能
な
二
次
電
池
（
充
電
可
能
な
電
池
）
の
必
要
性
を
高
め
た
。
日
本
電
気
は
、

将
来
性
が
期
待
さ
れ
た
こ
の
分
野
で
、高
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
を
実
現
で
き
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
着
目
し
、

一
九
九
〇
年
四
月
に
三
井
物
産
な
ど
と
共
同
し
て
電
池
メ
ー
カ
ー
の
モ
リ
・
エ
ナ
ジ
ー
社
（
カ
ナ
ダ
）
に
出
資

し
て
、
二
次
電
池
の
開
発
・
事
業
化
を
図
っ
た
。
九
四
年
に
は
国
内
に
お
け
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
開

発
・
生
産
を
担
当
す
る
日
本
モ
リ
エ
ナ
ジ
ー
（
現
在
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
モ
バ
イ
ル
エ
ナ
ジ
ー
）
を
設
立
し
、
九
五
年
七

月
か
ら
携
帯
電
話
用
角
型
電
池
の
生
産
を
開
始
し
た
。
こ
の
二
次
電
池
事
業
は
、
九
七
年
十
月
に
回
路
部
品
事

業
部
へ
編
入
さ
れ
、
事
業
部
名
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
バ
イ
ス
事
業
部
と
改
称
さ
れ
た
。

８
社
内
体
制
の
充
実

研
究
開
発
拠
点
の
広
が
り

一
九
九
〇
年
代
に
は
、
各
事
業
分
野
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
い
っ
そ
う
進
展
し
た
の
に
と
も
な
い
、
研
究
開
発
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体
制
も
世
界
へ
の
広
が
り
を
増
し
た
。
そ
の
際
の
基
本
方
針
は
、
世
界
各
地
域
の
特
性
に
適
合
し
た
研
究
開
発

活
動
の
促
進
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ん
で
、
研
究
開
発
の
「
分
散
と
集
中
」
や
世
界
的
な

「
コ
ア
技
術
競
争
力
」
を
強
化
す
る
こ
と
が
狙
い
と
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
じ
め
て
研
究
開

発
拠
点
が
設
け
ら
れ
た
。
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
七
月
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
部
門
と
し
て
ド
イ
ツ
の

ボ
ン
郊
外
に
設
立
し
た
欧
州
Ｃ
＆
Ｃ
研
究
所
が
そ
れ
で
、
同
研
究
所
は
並
列
処
理
お
よ
び
高
性
能
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
主
な
研
究
分
野
と
し
た
。
翌
九
五
年
九
月
に
は
ベ
ル
リ
ン
、
九
七
年
十
月
に
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ

に
そ
れ
ぞ
れ
同
研
究
所
の
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
し
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
通
信
に
関
す
る
研
究
を
開
始
し
た
。
ま
た

ア
メ
リ
カ
で
も
研
究
開
発
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
、
一
九
九
一
年
十
月
に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
プ
リ
ン
ス
ト

ン
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ア
メ
リ
カ
の
一
部
門
と
し
て
北
米
Ｃ
＆
Ｃ
研
究
所
を
新
設
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ス
テ
ム
や
Ａ

Ｔ
Ｍ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
Ｖ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
な
ど
の
研
究
開
発
を
開
始
し
た
。
九
五
年
七
月
に
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

サ
ン
ノ
ゼ
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ソ
フ
ト
の
研
究
を
行
な
う
同
研
究
所
の
オ
フ
ィ
ス
も
開
設
さ
れ
た
。

国
内
で
は
、
一
九
九
〇
年
五
月
に
関
西
Ｃ
＆
Ｃ
研
究
所
、
九
一
年
四
月
に
関
西
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
所

を
新
た
に
設
け
た
。
関
西
Ｃ
＆
Ｃ
研
究
所
に
つ
い
て
は
、
九
八
年
三
月
に
そ
の
陣
容
を
強
化
し
、
奈
良
県
生
駒

市
の
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
に
開
設
し
た
関
西
研
究
所
へ
と
改
組
さ
れ
た
。

提
案
型
営
業
へ

一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
七
月
の
Ｃ
＆
Ｃ
事
業
体
制
へ
の
移
行
に
よ
り
、
日
本
電
気
の
事
業
分
野
は
市
場
別

に
再
編
成
さ
れ
た
が
、
国
内
営
業
部
門
で
も
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
を
め
ざ
し
た
市
場
別
責
任
体
制
の
確
立
、
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提
案
型
営
業
力
の
強
化
、
保
守
サ
ー
ビ
ス
・
営
業
窓
口
の
一
元
化
の
ほ
か
、
民
需
・
量
販
品
分
野
の
拡
大
な
ど

に
重
点
を
置
い
た
販
売
戦
略
が
展
開
さ
れ
、
組
織
体
制
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

Ｃ
＆
Ｃ
基
盤
事
業
グ
ル
ー
プ
の
通
信
関
係
が
主
た
る
取
扱
製
品
群
と
な
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
営
業
と
官
庁
営
業
で
は
、

一
九
九
〇
年
代
に
急
拡
大
し
た
移
動
通
信
市
場
と
、
受
注
型
か
ら
提
案
型
へ
と
転
換
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事

業
へ
の
対
応
な
ど
が
課
題
と
な
っ
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
営
業
グ
ル
ー
プ
が
、
九
二
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
移
動
体
通
信
営
業
部
と

Ｎ
Ｔ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
推
進
部
を
設
置
し
た
の
も
、
こ
れ
ら
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
が
狙
い
だ
っ
た
。
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
新
ノ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
導
入
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
Ｏ
Ｃ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
際
し
て
は
シ
ス
テ
ム
開

発
段
階
か
ら
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
推
進
に
協
力
し
た
ほ
か
、
競
争
が
過
熱
し

た
携
帯
電
話
の
供
給
で
も
健
闘
し
た
。
一
九
九
一
年
七
月
に
「
官
庁
営
業
グ
ル
ー
プ
」
か
ら
名
称
を
改
め
た

「
官
公
営
業
グ
ル
ー
プ
」
で
は
、
景
気
対
策
の
目
玉
と
し
て
投
入
さ
れ
た
補
正
予
算
案
件
の
受
注
や
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ

の
移
動
通
信
市
場
に
対
す
る
販
売
活
動
に
力
点
が
置
か
れ
た
。
主
な
納
入
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
郵
政
省
の
電

波
監
視
施
設
・
監
理
シ
ス
テ
ム
、
運
輸
省
の
衛
星
航
法
補
強
シ
ス
テ
ム
、
警
察
庁
と
海
上
保
安
庁
の
衛
星
通
信

シ
ス
テ
ム
、
建
設
省
の
自
動
車
電
話
シ
ス
テ
ム
、
東
京
大
学
地
震
研
究
所
と
科
学
技
術
庁
の
海
底
地
震
観
測
シ

ス
テ
ム
な
ど
が
あ
り
、
移
動
通
信
に
つ
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
て
第
二
電
電
系
セ
ル
ラ
ー
各
社
へ
の
新

規
参
入
を
果
た
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
Ｐ
Ｂ
Ｘ
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
民
需
市
場
を
担
当
し
た
国
内
販
売
事
業
グ
ル
ー
プ
で
は
、
一

九
九
〇
年
に
開
始
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ス
ー
パ
ー
２
１
」
運
動
の
一
環
と
し
て
、
パ
ー
ク
（
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
な

ど
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ユ
ー
ザ
ー
）
拡
大
運
動
、
顧
客
満
足
度
の
追
求
、
組
織
・
人
材
の
有
効
活
用
に
取
り
組
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み
、
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
や
オ
ー
プ
ン
化
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
進
展
に
よ
り
競
争
が
激
化
し
た
市
場
で
の
シ

ェ
ア
拡
大
に
努
め
た
。
こ
の
う
ち
パ
ー
ク
拡
大
運
動
は
、
支
店
・
拠
点
別
に
基
幹
シ
ス
テ
ム
商
品
の
シ
ェ
ア
目

標
を
設
定
し
、
科
学
的
エ
リ
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
し
た
も
の
で
、
九
一
年
か
ら
三
年
が
か
り
で
実
施
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
九
三
年
に
は
オ
フ
ィ
ス
サ
ー
バ
や
Ｐ
Ｂ
Ｘ
で
シ
ェ
ア
第
一
位
を
達
成
し
た
。
ま
た
九
一
年

に
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
パ
ン
の
適
正
化
と
組
織
の
フ
ラ
ッ
ト
化
を
図
る
た
め
、
従
来
の
一
〇
ブ
ロ
ッ
ク
体
制

か
ら
全
国
一
七
支
社
四
本
部
体
制
に
移
行
し
た
。

ホ
ー
ム
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
分
野
の
販
売
体
制
に
つ
い
て
も
、
大
幅
な
再
編
が
行
な
わ
れ
た
。

従
来
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ホ
ー
ム
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
一
〇
〇
％
出
資
で
設
立
し
た
地
域
販
売
会
社
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
商
品
販

売
（
通
称
Ｎ
販
、
全
国
に
九
社
設
置
）
が
、
こ
の
分
野
の
商
品
の
販
売
を
担
当
し
て
き
た
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ

グ
ル
ー
プ
全
体
の
販
売
会
社
と
し
て
、
商
品
戦
略
の
確
実
な
実
行
と
そ
の
迅
速
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
販
売
店

に
対
す
る
Ｖ
Ａ
Ｒ
（V
alue

A
dded

Retailer

）
サ
ポ
ー
ト
や
情
報
提
供
の
充
実
を
図
る
目
的
か
ら
、
一
九
九

二
年
に
Ｎ
販
九
社
を
合
併
し
て
Ｎ
Ｅ
Ｃ
パ
ー
ソ
ナ
ル
シ
ス
テ
ム
（
通
称
パ
ス
テ
ム
）
を
設
立
し
た
。
設
立
時
に

は
従
業
員
約
二
〇
〇
〇
人
、
一
〇
支
社
一
二
九
支
店
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

生
産
革
新
運
動
と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得

全
社
的
な
経
営
革
新
運
動
と
し
て
、
売
上
債
権
の
効
率
化
を
目
的
と
す
る
「
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
運
動
」
が
、
一
九

九
一
年
（
平
成
三
）
一
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
は
九
〇
年
前
後
の
単
年
度
収
支
に
大
幅
な
収
支
不
足
が
み

ら
れ
た
こ
と
か
ら
取
り
組
ま
れ
た
も
の
で
、
具
体
的
に
は
「
売
上
債
権
効
率
化
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
な
ど
を
作
成
し
、
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営
業
マ
ン
教
育
を
通
じ
て
意
識
改
革
と
知
識
の
普
及
を
図
っ
た
。同
運
動
は
九
三
年
度
ま
で
行
な
わ
れ
た
あ
と
、

各
部
門
ご
と
の
「
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
―

Ｄ
Ｏ
」
運
動
と
し
て
一
年
間
継
続
さ
れ
た
。

一
九
九
〇
年
代
に
は
市
場
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、
価
格
競
争
が
激
化
す
る
と
と
も
に
、
商
品
寿
命
は
極
端

に
短
命
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
市
場
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
生
産
部
門
で
は
一
九
九
三
年
十
一
月
に

リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
、
原
価
の
低
減
、
棚
卸
資
産
の
効
率
化
を
め
ざ
し
た
「
生
産
革
新
運
動
」
が
開
始
さ
れ
、

「
リ
ー
ン
生
産
方
式
」
の
導
入
が
進
め
ら
れ
た
。「
顧
客
（
後
工
程
）
に
直
接
つ
な
が
ら
な
い
仕
事
は
ム
ダ
」
と

い
う
考
え
方
の
も
と
に
、
資
材
調
達
、
製
品
仕
掛
、
製
品
在
庫
の
ム
ダ
を
徹
底
的
に
取
り
除
く
こ
と
で
、
生
産

性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
生
産
方
式
で
あ
る
。
そ
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
設
計
に
つ
い
て

Ｎ
Ｅ
Ｃ
米
沢
、製
造
に
つ
い
て
Ｎ
Ｅ
Ｃ
長
野
・
Ｎ
Ｅ
Ｃ
埼
玉
・
Ｎ
Ｅ
Ｃ
東
北
を
そ
れ
ぞ
れ
モ
デ
ル
拠
点
に
選
び
、

外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
指
導
を
得
な
が
ら
、
具
体
的
手
法
の
習
得
と
体
系
化
に
努
め
た
。
こ
こ
で
開
発
さ
れ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
に
も
と
づ
き
、
生
産
技
術
開
発
グ
ル
ー
プ
の
専
任
部
署
が
、
ト
レ
ー
ナ
ー
の
養
成
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
作
成
を
行
な
い
、
リ
ー
ン
生
産
方
式
の
定
着
を
図
っ
た
。
そ
の
結
果
、
リ
ー
ン
生
産

方
式
の
推
進
を
中
心
と
す
る
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
革
新
に
よ
り
、リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

一
人
当
た
り
生
産
性
、
製
造
現
場
の
ス
ペ
ー
ス
効
率
を
示
す
フ
ロ
ア
生
産
性
な
ど
で
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。

一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
シ
リ
ー
ズ
」
と
呼
ば
れ
る
国
際
標
準
規
格
が
優
良
工
場
の
代
名
詞
と

な
り
、
取
引
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
条
件
の
一
つ
に
も
な
っ
た
。
メ
ー
カ
ー
の
品
質
管
理
シ
ス
テ
ム
の
能
力
を
保

証
す
る
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
に
国
際
標
準
化
機
構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）

が
制
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
世
界
各
国
で
採
用
さ
れ
、
日
本
で
も
一
九
九
一
年
十
月
に
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
―
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Ｚ
９
９
０
０
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
国
家
規
格
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
」
の
制
定

後
ま
も
な
く
、
日
本
電
気
は
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
テ
レ
コ
ム
社
か
ら
、
製
品
購
入
の
条
件
と
し
て

イ
ギ
リ
ス
の
認
証
機
関
「
Ｂ
Ｓ
Ｉ
」
に
よ
る
同
シ
リ
ー
ズ
の
認
証
取
得
を
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
国
内

外
の
関
係
会
社
も
含
む
全
グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
て
、「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
」
の
認
証
取
得
に
向
け
た
活

動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
日
本
電
気
は
分
身
会
社
な
ど
に
対
し
て
、
こ
の
活
動
を
促
進
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
打
ち
出
し
、
支
援
を
行
な
っ
た
結
果
、
一
九
九
三
年
九
月
に
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
五
六
の
事
業
体
が

認
証
を
取
得
、
国
内
で
は
第
一
位
の
取
得
実
績
を
誇
っ
た
。

日
本
電
気
は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
・
環
境
監
査
に
関
す
る
国
際
規
格
の
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
０

シ
リ
ー
ズ
」
の
認
証
取
得
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
同
シ
リ
ー
ズ
は
、
地
球
規
模
の
環
境
保
全
に
お
け
る

世
界
的
な
意
識
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
一
九
九
六
年
に

発
効
、
日
本
で
は
通
産
省
工
業
技
術
院
が
九
六
年
度
に

同
シ
リ
ー
ズ
に
準
拠
し
た
日
本
工
業
規
格
「
環
境
Ｊ
Ｉ

Ｓ
」
を
制
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
電
気
で
は
、
九

五
年
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
東
北
が
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
０
シ
リ
ー

ズ
」
の
前
身
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
環
境
管
理
規
格
「
Ｂ

Ｓ
７
７
５
０
」
の
認
証
取
得
会
社
と
な
っ
て
以
降
、
九

八
年
末
ま
で
に
国
内
外
の
分
身
会
社
・
関
係
会
社
お
よ

び
事
業
場
で
合
計
五
五
件
の
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
０
シ
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リ
ー
ズ
」
の
認
証
取
得
実
績
を
あ
げ
た
。
日
本
電
気
が
九
七
年
十
月
か
ら
玉
川
事
業
場
内
に
建
設
を
開
始
し
た

「
N
E
C
玉
川
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
シ
テ
ィ
」
は
、
こ
う
し
た
環
境
管
理
に
関
す
る
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
と
先
進
の
エ

コ
ロ
ジ
ー
思
想
を
結
集
し
た
、
循
環
型
社
会
に
マ
ッ
チ
し
た
建
物
で
あ
る
。

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
化
対
応
の
人
事
施
策

日
本
電
気
の
全
従
業
員
数
に
占
め
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
比
率
は
、
一
九
七
〇
年
代
は
じ
め
に
六
〇
％
だ
っ

た
も
の
が
、
九
〇
年
代
半
ば
に
は
九
〇
％
を
超
え
、
国
内
連
結
の
グ
ル
ー
プ
全
体
で
も
八
〇
％
に
達
し
た
。
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
中
心
の
時
代
を
迎
え
た
日
本
電
気
で
は
、
そ
の
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
、
事
業
ラ
イ
ン
主
導

の
人
事
管
理
へ
の
移
行
と
、
個
人
の
自
主
性
・
主
体
性
を
重
視
し
た
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
支
援
の
二
つ
を

主
題
と
し
た
施
策
を
次
々
と
展
開
し
た
。

一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
に
新
就
業
管
理
制
度
と
し
て
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
、
半
日
休
暇
、
自
己
申
告
に

よ
る
勤
務
実
績
管
理
（
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
の
廃
止
）
を
各
部
門
に
順
次
導
入
し
、
個
人
の
主
体
性
を
尊
重
し
た

勤
務
体
系
と
し
た
。
九
三
年
に
は
、
従
業
員
の
賃
金
処
遇
や
昇
進
・
昇
格
に
つ
い
て
、
成
果
主
義
に
の
っ
と
っ

た
制
度
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業
ラ
イ
ン
の
裁
量
と
責
任
を
高
め
る
た
め
、
事
業
部
長
ク
ラ
ス
を
対
象
に

「
個
人
別
業
績
賞
与
」
を
導
入
し
、
個
人
の
半
期
ご
と
の
業
績
に
応
じ
て
各
事
業
ラ
イ
ン
が
個
別
の
支
給
額
を

決
定
す
る
仕
組
み
に
し
た
。
こ
の
制
度
は
そ
の
後
、
順
次
課
長
ク
ラ
ス
ま
で
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

た
、
組
合
員
に
関
し
て
は
、
成
果
を
よ
り
意
識
し
た
働
き
方
を
勧
奨
す
る
目
的
で
、
九
三
年
に
、
研
究
主
任
職

を
対
象
に
「
裁
量
労
働
」
を
導
入
し
た
。
裁
量
労
働
対
象
者
の
賞
与
に
は
、
各
人
の
業
績
に
対
し
て
部
門
長
が
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賞
与
を
増
額
す
る
「
個
人
別
業
績
加
算
」
が
付
加
さ
れ
た
。
こ
の
裁
量
労
働
は
、
九
〇
年
に
導
入
さ
れ
た
、
上

司
と
部
下
が
評
価
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど
に
つ
い
て
双
方
向
に
対
話
を
行
な
う
「
２
Ｗ
Ａ
Ｙ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

の
柱
で
あ
る
目
標
管
理
と
い
う
思
想
を
強
力
に
推
し
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

裁
量
労
働
の
考
え
方
を
他
の
職
種
で
も
実
現
す
る
た
め
に
、
一
九
九
七
年
に
は
「
バ
イ
タ
ル
ワ
ー
ク
（
Ｖ
ワ

ー
ク
）」
を
開
発
し
た
。
こ
れ
は
賞
与
評
価
に
個
人
別
業
績
加
算
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
の
成

果
を
報
酬
に
よ
り
強
く
反
映
で
き
る
体
系
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
九
七
年
に
本
社
地
区
の
主
任
層
を
対
象
に
導

入
し
、
翌
九
八
年
に
全
社
の
主
任
層
へ
拡
大
し
た
。

「
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
主
体
的
選
択
と
自
己
責
任
原
則
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
業
員
の
キ

ャ
リ
ア
選
択
に
も
こ
の
考
え
方
が
展
開
さ
れ
た
。
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
社
内
人

材
公
募
」
は
年
々
職
種
と
規
模
を
拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
社
内
の
キ
ャ
リ
ア
体
系
そ
の
も
の
も
見
直
さ
れ
、
九

二
年
の
「
職
位
構
造
の
再
構
築
」
で
は
、
管
理
職
層
に
お
け
る
専
任
職
の
拡
充
を
図
り
、「
フ
リ
ー
タ
イ
ト
ル

制
」
な
ど
を
採
用
し
て
、
個
々
の
従
業
員
が
よ
り
主
体
的
に
キ
ャ
リ
ア
を
選
択
で
き
る
体
制
が
確
立
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
労
働
市
場
の
流
動
化
の
趨
勢
を
見
据
え
、
ま
た
現
実
に
「
人
生
八
十
年
」
と
い
う
社
会
情
勢
の
な
か

で
、
日
本
電
気
で
は
一
企
業
を
超
え
た
キ
ャ
リ
ア
選
択
に
道
を
拓
く
た
め
、
九
八
年
に
満
五
十
歳
以
上
の
事
業

基
幹
職
以
上
の
従
業
員
を
対
象
に
「
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
支
援
制
度
」
を
体
系
化
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
以
前

か
ら
中
高
年
齢
従
業
員
を
対
象
に
行
な
わ
れ
て
い
る
情
報
提
供
、
研
修
実
施
な
ど
に
時
間
的
・
経
済
的
支
援
策

を
追
加
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
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業
績
の
推
移

日
本
電
気
の
売
上
高
は
、
連
結
ベ
ー
ス
で
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
度
の
三
兆
六
九
八
八
億
円
か
ら
九
七
年

度
の
四
兆
九
〇
一
一
億
円
に
増
加
し
た
。
八
九
年
度
の
三
兆
四
四
四
二
億
円
を
基
準
に
し
て
一
・
四
二
倍
、
年

率
に
し
て
四
・
五
％
の
成
長
率
だ
っ
た
。
八
〇
年
代
後
半
（
八
五
〜
八
九
年
）
の
年
平
均
成
長
率
八
・
八
％
の

お
よ
そ
半
分
に
低
下
し
た
だ
け
で
な
く
、
九
一
年
度
か
ら
九
三
年
度
に
か
け
て
九
二
年
度
の
マ
イ
ナ
ス
を
含
む

停
滞
を
つ
づ
け
た
後
、
九
五
、
九
六
年
度
に
は
二
桁
の
高
い
成
長
を
達
成
し
た
か
と
思
う
と
、
九
七
年
度
に
は

ま
た
マ
イ
ナ
ス
に
落
ち
込
む
な
ど
、
激
し
く
変
動
し
た
。

利
益
は
、
売
上
高
以
上
に
大
き
く
変
動
し
た
。
一
九
九
二
年
度
に
は
、
売
上
高
の
減
少
に
デ
バ
イ
ス
系
の
生

産
分
身
会
社
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ホ
ー
ム
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
の
業
績
不
振
が
重
な
り
、
第

一
次
石
油
危
機
直
後
の
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
度
以
来
一
八
年
ぶ
り
の
赤
字
決
算
と
な
り
、
連
結
ベ
ー

ス
で
四
五
〇
億
円
を
超
え
る
当
期
損
失
を
計
上
し
た
。

そ
の
後
、
売
上
高
の
回
復
と
と
も
に
利
益
も
年
々
増
加
し
、
売
上
高
当
期
利
益
率
（
連
結
）
は
一
九
九
六
年

度
に
は
二
％
近
く
に
ま
で
回
復
し
た
。
九
七
年
度
は
売
上
高
の
減
少
を
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で
カ
バ
ー
し
、
営
業
利

益
は
増
加
し
た
。
し
か
し
事
業
の
リ
ス
ト
ラ
費
用
を
計
上
し
た
た
め
、
当
期
利
益
は
減
少
し
た
。
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新
た
な
一
〇
〇
年
へ



突
然
の
経
営
危
機

本
格
的
な
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
を
迎
え
て
、
さ
ら
な
る
成
長
と
発
展
が
約
束
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い

た
日
本
電
気
に
、
創
立
一
〇
〇
周
年
を
目
前
に
し
た
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
九
月
、
誰
も
が
予
想
だ
に
し
な

か
っ
た
激
震
が
襲
っ
た
。

防
衛
庁
と
の
取
引
に
関
連
し
て
、
日
本
電
気
の
関
係
会
社
が
「
不
正
な
過
大
請
求
」
を
行
な
っ
た
と
さ
れ
る

事
件
が
連
日
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
日
本
電
気
の
元
役
員
や
元
従
業
員
が
逮
捕
さ
れ
る
事
態
に
発
展
し

た
。
そ
し
て
、
十
月
に
は
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
六
月
の
社
長
就
任
以
来
、
一
八
年
の
長
き
に
わ
た
っ

て
日
本
電
気
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
関
本
忠
弘
会
長
が
、
会
長
職
を
辞
任
す
る
ま
で
に
い
た
っ
た
。

折
か
ら
、
日
本
経
済
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
深
刻
な
長
期
不
況
の
最
中
に
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
比
較
的
軽
微
な

影
響
を
受
け
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
日
本
電
気
の
業
績
も
急
速
に
悪
化
し
た
。
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
を
中
心
と
す
る
半
導

体
市
況
の
著
し
い
低
迷
に
加
え
て
、
日
本
電
気
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
海
外
の
パ
ソ
コ
ン
事
業
が
、

ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
急
激
な
市
況
の
変
化
に
見
舞
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
子
会
社
パ
ッ
カ
ー
ド
ベ
ル
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
巨

額
の
損
失
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
際
会
し
て
金
子
尚
志
社
長
は
、
た
だ
ち
に
経
営
監
査
本
部
を
設
置
し
て
、
自
ら
本
部
長

に
就
任
し
、
不
祥
事
の
再
発
防
止
体
制
を
敷
く
と
と
も
に
、
抜
本
的
な
経
営
構
造
改
革
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
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「
新
生
Ｎ
Ｅ
Ｃ
」
を
実
現
し
、
業
績
の
早
期
回
復
を
め
ざ
す
こ
と
を
内
外
に
発
表
し
た
。
一
九
九
九
年
二
月
に

金
子
社
長
が
打
ち
出
し
た
改
革
案
は
、
経
営
機
構
改
革
、
事
業
構
造
改
革
、
費
用
構
造
改
革
お
よ
び
財
務
構
造

改
革
の
四
つ
の
柱
か
ら
な
る
大
規
模
か
つ
抜
本
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
同
年
三
月
、
金
子
社
長
は

「
新
生
Ｎ
Ｅ
Ｃ
」
に
向
け
て
日
本
電
気
が
行
な
う
べ
き
経
営
構
造
改
革
の
基
本
的
枠
組
み
を
つ
く
り
上
げ
た
う

え
で
、
そ
の
実
現
を
後
継
者
に
託
し
て
社
長
を
辞
任
し
た
。

「
新
生
Ｎ
Ｅ
Ｃ
」
を
め
ざ
し
て

「
新
生
Ｎ
Ｅ
Ｃ
」
を
担
う
経
営
首
脳
に
は
、
入
社
以
来
、
半
導
体
・
電
子
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
事
業
に
携
わ
っ

て
き
た
佐
々
木
元
は
じ
め

副
社
長
が
会
長
に
就
任
し
、
社
長
に
は
こ
れ
も
入
社
以
来
、
情
報
処
理
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
西
垣
浩
司
専
務
取
締
役
が
就
任
し
た
。

新
経
営
陣
の
も
と
で
発
表
さ
れ
た
一
九
九
九
年
三
月
期
の
連
結
決
算
は
、
深
刻
な
経
済
不
況
の
影
響
が
売
上

高
の
減
少
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
パ
ッ
カ
ー
ド
ベ
ル
Ｎ
Ｅ
Ｃ
へ
の
累
積
投
資
に
対
す
る
評
価
減
に
よ

る
特
別
損
失
を
計
上
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
五
七
九
億
円
と
い
う
か
つ
て
な
い
巨

額
の
当
期
損
失
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
も
の
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
新
経
営
陣
は
業
績
の
回
復
を
め
ざ
し
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ホ
ー
ム
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
を
再
編
成
す
る
な
ど
、
関
係
会
社
の
事
業
再
構
築
を
中
心
に
矢
継
ぎ

早
に
諸
施
策
を
断
行
す
る
と
と
も
に
、
一
九
九
九
年
九
月
に
は
、
大
規
模
な
経
営
構

造
改
革
案
を
発
表
し
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
か
ら
実
施
に
移
す
こ
と
と
し
た
。
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発
表
さ
れ
た
改
革
案
の
骨
子
は
、
企
業
価
値
の
最
大
化
を
め
ざ
し
、
全
社
の
経
営
資
源
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

関
連
領
域
に
集
中
し
て
事
業
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
に
お
い
て
専
業
他
社
に
勝
つ
た

め
の
組
織
体
制
を
確
立
す
る
。
こ
の
た
め
、
従
来
の
事
業
グ
ル
ー
プ
制
を
廃
し
、
全
社
の
事
業
を
市
場
の
特
性

ご
と
に
再
編
統
合
し
て
、
関
係
会
社
を
含
め
た
全
世
界
連
結
ベ
ー
ス
で
開
発
・
生
産
か
ら
販
売
ま
で
完
結
し
た

機
能
を
も
つ
三
つ
の
「
社
内
カ
ン
パ
ニ
ー
」
に
分
割
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
立
し
て
事
業
運
営
に
当
た
る
、
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
通
信
、
電
子
デ
バ
イ
ス
と
い
う
日
本
電
気
の
三
つ
の
事
業
領
域
を
ベ
ー
ス
に
組
織
化
さ
れ

る
こ
れ
ら
の
「
カ
ン
パ
ニ
ー
」
は
、
企
業
、
個
人
、
官
公
庁
向
け
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
す
る
こ
と
を
事
業
目
的
と
す
る
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
オ
ペ
レ
ー
タ
向
け
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
」、
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
産

業
を
支
援
す
る
デ
バ
イ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
デ
バ
イ
ス
」
の
三
つ
で
あ

る
。こ

れ
ら
の
「
カ
ン
パ
ニ
ー
」
は
、
独
立
の
法
人
格
こ
そ
も
た
な
い
が
、
関
係
す
る
経
営
資
源
と
大
幅
な
権
限

を
与
え
ら
れ
、
実
質
的
に
は
自
立
し
た
会
社
と
し
て
経
営
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
独

立
の
「
カ
ン
パ
ニ
ー
ボ
ー
ド
」
を
も
ち
、
業
務
の
執
行
は
「
カ
ン
パ
ニ
ー
オ
フ
ィ
サ
ー
（
執
行
役
員
）」
に
よ

り
行
な
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
「
カ
ン
パ
ニ
ー
」
へ
の
大
幅
な
権
限
委
譲
と
自
立
を
促
進
す
る
た
め
、

本
社
ス
タ
フ
は
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支
援
す
る
「
ト
ッ
プ
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
フ
」
と
、
三
つ
の
カ
ン
パ

ニ
ー
を
横
断
的
に
支
援
す
る
「
全
社
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
フ
」
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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こ
の
よ
う
な
抜
本
的
な
経
営
改
革
に
と
も
な
い
、
本
社
の
機
能
は
日
本
電
気
グ
ル
ー
プ
の
基
本
的
経
営
戦
略

の
策
定
と
、「
カ
ン
パ
ニ
ー
」
の
事
業
執
行
の
監
督
が
主
な
も
の
と
な
り
、
取
締
役
会
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
数

は
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
株
主
の
観
点
か
ら
徹
底
し
た
審
議
の
場
と
し
、
透
明
性
を
高
め
、
迅
速
な
意
思
決
定
が

で
き
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
た
な
一
〇
〇
年
へ

折
か
ら
電
子
商
取
引
に
代
表
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
急
速
な
拡
大

が
、
地
球
的
な
規
模
で
実
現
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
情
報
通
信
の
世
界
で
起
き
つ
つ
あ
る
革
命
的
変
化

は
、
人
類
社
会
に
地
球
的
規
模
で
の
急
速
な
変
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
予
測
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
〇
〇
年
前
の
電
話
の
黎
明
期
に
、
初
の
日
米
合
弁
企
業
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
製
電
話
機
の
輸
入

販
売
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
日
本
電
気
は
、
一
世
紀
を
か
け
て
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
、
日
本
を
代

表
す
る
一
大
世
界
企
業
に
成
長
し
た
。
一
九
七
七
年
に
は
世
界
に
先
駆
け
て
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
通

信
の
融
合
（
Ｃ
＆
Ｃ
）」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
打
ち
出
し
、
現
在
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
社
会
の
出

現
を
先
取
り
す
る
と
い
う
輝
か
し
い
足
跡
を
残
し
て
き
た
。
二
一
世
紀
を
目
前
に
し
て
、
情
報
通
信

の
世
界
は
ま
っ
た
く
新
し
い
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
変
わ
っ
て
い
る
。
日

本
電
気
も
こ
の
情
報
通
信
の
新
時
代
に
、
生
き
残
り
を
賭
け
た
挑
戦
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

創
立
一
〇
〇
周
年
目
に
し
て
突
然
未
曾
有
の
経
営
危
機
に
直
面
し
て
、
日
本
電
気
は
大
き
く
舵
を
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き
る
こ
と
を
内
外
に
表
明
し
た
。
そ
れ
ま
で
日
本
電
気
の
強
み
と
さ
れ
た
通
信
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
電
子
デ
バ

イ
ス
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
に
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
相
互
に
補
完
し
あ
う
形
で
成
長
発
展
し
て
き
た
事
業
を
三
つ
に

分
け
、
こ
れ
ら
を
大
幅
に
経
営
権
が
委
譲
さ
れ
た
独
立
の
経
営
主
体
に
よ
り
経
営
さ
れ
る
「
カ
ン
パ
ニ
ー
」
に

分
割
す
る
と
い
う
思
い
切
っ
た
も
の
で
あ
る
。

自
ら
の
事
業
領
域
も
、
長
年
標
榜
し
て
き
た
”Ｃ
＆
Ｃ
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
“か
ら
、
”広
く
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

す
る
Ｎ
Ｅ
Ｃ
“に
変
え
、
企
業
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
”マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
“か
ら
、
”あ
な
た
の
た
め
に
、

で
き
る
こ
と
。Invitation

to
the
Internet

“と
、
顧
客
指
向
を
よ
り
鮮
明
に
し
た
も
の
に
変
更
し
た
。

日
本
電
気
は
激
動
の
う
ち
に
新
た
な
一
〇
〇
年
を
め
ざ
し
た
第
一
歩
を
力
強
く
踏
み
出
し
た
。
二
一
世
紀

の
新
時
代
も
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

新たな一〇〇年へ

303


	プロローグ（〜一八九九年）
	第Ⅰ部　電話機・交換機から通信機の総合メーカーへ （一八九九〜一九四五年）
	第１章　日本電気の創業
	１ 日本電気株式会社の設立
	２ WE社と日本電気
	３ 国産化への努力

	第２章　自主技術の芽生え
	１ 事業分野の広がり
	２ 大震災からの復興と自動交換機の国産化
	３ ＩＳＥ社と住友
	４ 積極経営への転換

	第３章　戦火のもとで
	１ 戦時経済下、住友直轄へ
	２ 軍需に動員されて


	第Ⅱ部　エレクトロニクス時代へ向けて （一九四六〜一九七六年） 
	第４章　日本電気の再「創業」
	１ 戦後復興
	２ 軌道に乗る生産活動

	第５章　高度経済成長下の事業多角化
	１ 高度経済成長期の経営
	２ 高度成長と通信市場
	３ ラジオ、テレビ、家電ブーム
	４ 半導体事業の推進
	５ コンピュータへの取り組み
	６ 海外市場の開拓

	第６章　国際化と情報化に向けて
	１ 経営刷新
	２ 通信事業の新展開
	３ コンピュータ事業の離陸
	４ 電子デバイス事業
	５ 世界企業をめざして
	６ 新しい経営姿勢


	第Ⅲ部　Ｃ＆Ｃの時代
（一九七七〜一九九八年）
	第７章　Ｃ＆Ｃ構想とその展開
	１ Ｃ＆Ｃの提唱
	２ グローバル化の推進
	３ デジタル革命と通信事業
	４ 情報処理事業の拡大
	５ パーソナルコンピュータの誕生
	６ 花開く半導体事業
	７ 研究・営業体制と経営改善施策

	第８章　マルチメディア社会のなかで
	１ バブルの崩壊と世界経済のボーダレス化
	２ 企業理念・経営指針とＣ＆Ｃ事業体制
	３ 海外事業の新展開
	４ Ｃ＆Ｃ基盤事業
	５ Ｃ＆Ｃシステム事業とコンピュータ事業
	６ パーソナルＣ＆Ｃ事業
	７ 半導体事業と電子コンポーネント事業
	８ 社内体制の充実


	新たな一〇〇年へ

